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はじめに


ここでは、このガイド『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』で使用されているドキュメントのアクセシビリティ機能および規則について説明します。





ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。









表記規則



このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。



















1 管理


この章では、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control (FMWC)のチェンジ・センターの使用方法をはじめ、WebLogic Scripting Tool (WLST)スクリプトの記録方法、表ビューのカスタマイズ方法、およびFusion Middleware Controlの使用に関する追加情報を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Fusion Middleware Controlヘルプの使用


	
チェンジ・センターの使用


	
WLSTスクリプトの記録


	
自動リフレッシュ間隔の設定


	
表ビューのカスタマイズ


	
例による問合せを使用した表のフィルタ


	
ユーザーおよびロール








Fusion Middleware Controlヘルプの使用


ページ上部のユーザー・プロファイル・メニューからHelpを選択して、特定のコンソール・ページや属性に関する詳細な情報にアクセスします。現在のページの属性に関する詳細は、「このページのヘルプ」を選択してください。現在のページのタスクベースのヘルプは、「使用方法」を選択します。







チェンジ・センターの使用



チェンジ・センターを使用すると、ドメイン構成をロックする方法が提供され、構成の変更が可能となります。自分の編集セッションに影響を与える他の編集セッションがそのドメイン内に存在する可能性があることに注意してください。詳細は、「競合の表示と解決」を参照してください。

ロックが有効になっている場合は、ロックを取得して編集プロセスを開始します。変更を完了した後、その変更を保存します。変更をアクティブにしてドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスに配信するまで、その変更は有効になりません。

Fusion Middleware Controlを使用してOracle WebLogic Serverを変更するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「ロックして編集」を選択してドメインの編集可能な構成階層をロックします。

これにより、Fusion Middleware Controlを使用して変更ができます。




	Fusion Middleware Control内の該当するページで目的の対象を変更し、変更を行う各ページで「保存」をクリックします。
	目的のすべての変更を終了したら、チェンジ・センターに戻り、「変更」を選択し、「変更のアクティブ化」を選択します。



詳細は、構成オプションを参照してください。

終了後

Fusion Middleware Controlで行った変更の一部は、アクティブ化するとすぐに反映されます。それ以外の変更の場合、その変更の影響を受けるサーバーを再起動する必要があります。「保留中の変更の表示」を参照してください。







編集セッションの表示



編集セッションは構成変更を管理および調整するのに役立ちます。このドメイン内で開始されている編集セッションを表示するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「セッションの編集」を選択します。

「セッションの編集」ページに、次の情報が表示されます。

	
名前: 編集セッションの名前。


	
アクティブ化されていない変更: 保留ディレクトリに保存されている変更が存在する場合や、メモリーに変更が存在する場合に、trueが戻されます。これらの変更を適用するには、セッションをアクティブ化します。


	
マージが必要です: この編集セッションの最後のアクティブ化の後、またはこの編集セッションを作成してアクティブ化する前に、別の編集セッションが独自の変更をアクティブ化した場合に、trueが返されます。これは、この編集セッション構成が実際のランタイム構成ではない可能性があることを示します。解決メソッドを使用して、この構成に変更をマージします。この編集セッション構成にも変更がある場合は、このセッションとランタイム構成の間で矛盾が生じている可能性があります。解決メソッドを使用して、不整合の原因を削除します。詳細は、「競合の表示と解決」を参照してください。


	
所有者: 編集セッションの現在のエディタ。エディタはロックを所有しています。


	
作成者: 編集セッションの元の作成者。


	
説明: 編集セッション構成の説明。















編集セッションの管理



「セッションの編集」ページを使用して、編集セッションの作成、削除および切替えを行います。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「セッションの編集」を選択します。
	新しい編集セッションを作成するには、「作成」をクリックします。

「新しい編集セッションの作成」ページで、「名前」およびオプションの「説明」を入力して、「作成」をクリックします。




	編集セッションを削除するには、削除する編集セッションを選択して、「削除」をクリックします。「デフォルト」の編集セッションは削除できません。
	編集セッションを切り替えるには、変更する編集セッションを選択して、「編集セッションの切替え」をクリックします。



詳細は、『WebLogic Server MTの使用』の名前付き同時編集セッションの管理に関する項を参照してください。









保留中の変更の表示



保存したがまだ有効になっていない変更を表示するには:




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「変更リストの表示」または「再起動チェックリストの表示」のいずれかを選択します。

「変更リスト」ページまたは「再起動チェックリスト」ページが表示されます。




	「変更リスト」ページでは、保存されていてもアクティブ化されていないすべての変更を表示できます。
	「再起動チェックリスト」ページでは、構成変更を有効にするために再起動する必要があるすべてのサーバー・インスタンスを表示できます。

サーバーを再起動するには、次の手順を実行します。

「再起動チェックリスト」表で、再起動するサーバーの行を選択します。

「再起動」をクリックします。




	「終了」をクリックします。








競合の表示と解決



構成変更を行う場合、自分の編集セッションに影響を与える他の編集セッションがそのドメイン内に存在する可能性があります。既存の変更が自分のものと矛盾する場合、自分の変更をアクティブ化する前にその競合を解決するか、構成ロックを解放して自分の変更をロールバックする必要があります。

矛盾する構成変更が存在する場合、「変更」→「競合を確認して解決」メニュー・オプションが使用可能になります。

競合する構成変更を解決するには:




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「競合を確認して解決」を選択します。

「競合を確認して解決」ページに、別の編集セッションで競合する変更が行われたという警告が表示され、それらの変更の説明を参照できます。また、解決操作を開始する場合に発生するドメインに対する変更の説明も表示されます。詳細を参照するには、「変更」→「変更リストの表示」を選択します。




	変更を受け入れるには、「競合を解決」をクリックし、「変更」→「変更のアクティブ化」を選択して、ドメインに対するすべての変更を保存します。
	構成ロックを解放して変更をロールバックするには、「取消」をクリックして、「変更」→「すべての変更を取消し」を選択します。








ドメイン構成ロックの有効化と無効化



チェンジ・センターは、ドメイン構成をロックする手段を提供します。これにより、編集セッションの間は他のアカウントが変更を行えない状態にして、構成を変更することができます。

開発ドメインでドメイン構成ロック機能を有効または無効にするには:

	
チェンジ・センターを探します。


	
「変更」メニューから、「プリファレンス」を選択します。

「チェンジ・センターのプリファレンス」ページが表示されます。


	
「チェンジ・センターのプリファレンス」ページから「自動コミット・モード(ロックを自動取得して変更をアクティブ化)」フィールドを選択または選択解除して、この機能を有効または無効にします。


	
「OK」をクリックします。




ドメイン構成ロックが有効であることを確認するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューで、「自動コミット・モード」を探します。
	青いチェックマークが「自動コミット・モード」の隣に表示された場合、ドメイン構成ロックは有効です。
	チェックマークがない場合、「自動コミット・モード」を選択してドメイン構成ロックを有効にします。

確認メッセージがページに表示されます。







終了後

ドメイン構成ロックが有効になっている場合、ドメイン構成をロック解除して編集するには、チェンジ・センターを使用する必要があります。チェンジ・センターの使用を参照してください。









構成ロックの解放



チェンジ・センターの「ロックして編集」を選択すると、編集可能な構成階層に対するロックが取得され、その構成ロックを解放するまで他のユーザーが変更を行えなくなります。

構成ロックを解放するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、次のオプションのうちどれか1つを選択します。

	
変更を行う前に明示的にロックを解放するには、「構成の解放」を選択します。


	
変更を保存した後でロックを暗黙的に解放するには、「変更のアクティブ化」または「すべての変更を取消し」を選択します。

確認メッセージがページに表示され、構成ロックが解放されたことが示されます。















チェンジ・センターのプリファレンスの設定



チェンジ・センターのプリファレンスは個別に指定できます。

チェンジ・センターのプリファレンスを指定するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「変更」メニューから、「プリファレンス」を選択します。

「チェンジ・センターのプリファレンス」ページが表示されます。




	「チェンジ・センターのプリファレンス」ページでは、次のオプションを指定できます。

	
アクティブ化タイムアウト


	
ロックの取得前に警告する


	
自動コミット・モード(ロックを自動取得して変更をアクティブ化)


	
管理操作タイムアウト







	「OK」をクリックします。

確認メッセージがページに表示されます。














WLSTスクリプトの記録


ドメインの構成タスクを自動化するために、Fusion Middleware Controlでの構成アクションを、一連のWebLogic Scripting Tool (WLST)コマンドとして記録しておき、その後、WLSTを使用してそれらのコマンドを再生することができます。

WLSTとは、WebLogic Serverドメインの作成、管理、およびモニターに使用できる、コマンド行スクリプト環境です。

次の場合には、WLSTコマンドは記録できません。

	
セキュリティ・プロバイダによって維持されるセキュリティ・データへの変更。たとえば、ユーザー、ロール、およびポリシーの追加または削除のためのコマンドは記録できません。


	
デプロイメント・プランへの変更。


	
デプロイメント操作(デプロイ、再デプロイ、アンデプロイ、起動、停止)。


	
アプリケーションまたはサーバー・インスタンスの起動と停止など、「制御」ページまたは「モニタリング」ページにおける実行時の処理。




詳細は、構成オプションを参照してください。

この項には、次の項目が含まれます。

	
WLST記録の開始


	
WLST記録の停止


	
記録されたコマンドの表示


	
WLST記録プリファレンスの設定








WLST記録の開始



ドメインの構成ドキュメントを変更するアクションのみを記録できます。「WLSTスクリプトの記録」を参照してください。

Fusion Middleware ControlアクションのWLSTコマンドとしての記録を開始するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「記録中」メニューから、「記録の開始」を選択します。

確認メッセージがページに表示されます。







終了後

Fusion Middleware Controlは、ドメインの構成を変更するすべてのアクションの記録を開始します。各コマンドを記録するたびに、管理コンソールはそのコマンドを、記録のプリファレンスで指定したスクリプト・ファイルに書き込みます。「WLST記録プリファレンスの設定」を参照してください。









WLST記録の停止



Fusion Middleware ControlアクションのWLSTコマンドとしての記録を停止するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「記録中」メニューから、「記録の停止」を選択します。

確認メッセージがページに表示され、Fusion Middleware Controlがアクションの記録を停止したことが示されます。












記録されたコマンドの表示



スクリプト・ファイルに記録されたコマンドを表示するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「記録中」メニューから、「記録の表示」を選択します。

「記録の表示」ページには、現在および以前の記録セッションでスクリプト・ファイルに記録されたコマンドが表示されます。

このページに表示されているコマンドは編集できません。テキスト・エディタを使用して、スクリプト・ファイル内のコマンドを編集できます。




	「OK」をクリックします。








WLST記録プリファレンスの設定



WLST記録の個々のプリファレンスを指定できます。

WLSTスクリプトを記録するためのプリファレンスを設定するには、次の手順を実行します。




	チェンジ・センターを探します。
	「記録中」メニューから、「プリファレンス」を選択します。

「WLST記録のプリファレンスを指定」ページが表示されます。




	「WLST記録のプリファレンスを指定」ページでは、次のオプションを指定できます。

	
基本スクリプト・ディレクトリ


	
スクリプト・ファイル名


	
ファイルの末尾に追加


	
記録を開始する前にプロンプトを表示


	
プリスクリプトとポストスクリプトの生成


	
プリスクリプト・テキスト


	
ポストスクリプト・テキスト







	「OK」をクリックします。










自動リフレッシュ間隔の設定



コンソールの右上隅にある「自動リフレッシュ」リストを使用して、次の自動ページ・リフレッシュ間隔を指定できます。





	
オフ - デフォルト


	
15秒


	
30秒


	
1分


	
5分




または、「リフレッシュ」アイコンをクリックして、任意のコンソール・ページを手動でリフレッシュできます。
[image: 小さな循環する矢印のアイコン]











表ビューのカスタマイズ



表示されるデータをソートおよびフィルタし、列を管理して、Fusion Middleware Controlで表をカスタマイズできます。

表ビューをカスタマイズするには、次の手順を実行します。

	
表の列を追加または削除するには、次の手順を実行します。

	
表の上で「ビュー」を選択し、「列の管理」を選択します。


	
「非表示列」(左側)のリストから「表示される列」(右側)のリストに列を移動して、表示する列を追加します。


	
「表示される列」のリストから「非表示列」のリストに列を移動して、表示されている列を削除します。


	
「OK」をクリックします。





	
表の列を並べ替えるには、次の手順を実行します。

	
表の上で「ビュー」を選択し、「列の並替え」を選択します。


	
列を選択し、右側の矢印を使用して列を並べ替えます。


	
「OK」をクリックします。





	
表に表示されているデータをフィルタするには、次の手順を実行します。

	
データをフィルタする列を選択します。


	
列の上のテキスト・ボックスでフィルタリング基準を指定します。


注意:

一部の列には、テキスト・ボックスのかわりにフィルタリング基準を備えたメニューがあります。



表にはフィルタされたデータのみが表示されます。フィルタをすべて消去するには、消しゴムアイコンをクリックします。





	
表に表示されているデータをソートするには、次の手順を実行します。

	
表の上で「ビュー」を選択し、「ソート」を選択します。


	
「拡張」を選択します。


	
「拡張ソート」ページで、昇順または降順に個々の列をソートできます。


	
「OK」をクリックします。















例による問合せを使用した表のフィルタ



Fusion Middleware Controlの表に対して問合せを実行し、情報をフィルタできます。

表に対する例による問合せ機能を使用するには:




	フィルタする表の上で、「表示」、「例による問合せ」の順に選択します。

例による問合せが有効になっている場合は、表のヘッダー行の上にテキスト・ボックスおよびメニューの行が表示されます。




	表内の任意の行を選択して、問合せ行に情報を追加します。
	テキストを使用して表情報をフィルタするには、問合せを実行する列の上にあるテキスト・ボックスにテキスト文字列を追加して、[Enter]を押します。

その他の表情報をフィルタするには、問合せを実行する列の上に表示されるメニューのいずれかから、使用可能なオプションのいずれかを選択します。




	問合せをクリアするには、表の左上隅にある消しゴムのアイコンをクリックします。








ユーザーおよびロール


WebLogic Server MTでは、複数のアクティブなセキュリティ・レルムがサポートされており、各パーティションを異なるレルムで実行できます。その結果、ユーザーは、ドメインにログインするのではなく、ドメイン・パーティションに直接ログインできます。


注意:

ドメイン・パーティションにログインするには、管理者ロールが必要です。詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のセキュリティの構成に関する項を参照してください。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。













2 WebLogic Serverドメイン


この章では、ドメインをモニター、制御および構成するために実行するタスクについて説明します。Oracle WebLogic Server管理ドメインとは、Oracle WebLogic Serverリソースの論理的に関連したグループです。

ドメインには管理サーバーという特別なOracle WebLogic Serverインスタンスが含まれており、ドメイン内のすべてのリソースがそこで一元的に構成および管理されます。通常、ドメインは、管理対象サーバーというOracle WebLogic Serverインスタンスも含めるように構成します。Webアプリケーション、EJB、Webサービスおよびその他のリソースは管理対象サーバーに配置し、アプリケーション・サーバーは構成および管理にのみ使用します。

WebLogic Serverドメインの詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
ドメインのモニター


	
ドメインの制御


	
ドメインの構成


	
JNDIツリーの表示








ドメインのモニター


この項では、ドメインをモニターする方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
ドメイン・ヘルスのモニター


	
ドメイン・サーバー・インスタンスのモニター


	
ドメイン・クラスタのモニター


	
ドメイン移行のモニター


	
ドメイン・デプロイメントのモニター


	
ドメインJDBCデータソースのモニター


	
ドメイン・メッセージングのモニター


	
ドメイン非同期タスクのモニター


	
ドメイン・ポート使用状況のモニター








ドメイン・ヘルスのモニター



ドメインのヘルスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「ヘルス」の順に選択します。

「ヘルス・サマリー」ページでは、ドメインとそのサブシステムのヘルス情報をモニターできます。 「サブシステム状態」表には、現在のドメインに構成されているサーバー・インスタンスおよびサブシステムのヘルスに関する情報が表示されます。表内に示されているデータを制御するには、次のような円グラフのいずれかの区画をクリックします。

	
サーバー名


	
サーバー・ステータス


	
サーバーの状態


	
サーバー・ヘルス


	
サブシステム名


	
サブシステム状態


	
サブシステム・タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメイン・サーバー・インスタンスのモニター



サーバーとは、独自のJava仮想マシン(JVM)を実行し、独自の構成を持つWebLogic Serverのインスタンスです。

ドメインに構成されているすべてのサーバー・インスタンスの実行時ステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「サーバー」の順に選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインで構成された管理サーバーと管理対象サーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
クラスタ


	
マシン


	
状態


	
ヘルス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、サーバーのデフォルト・ネットワーク通信などの構成情報を表示するサーバー・インスタンスの名前を選択します。








ドメイン・クラスタのモニター



ドメイン内で構成されているすべてのクラスタの実行時ステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「クラスタ」の順に選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されたクラスタに関する次のような情報が表示されます。

	
クラスタ名


	
ステータス


	
サーバー


	
クラスタ・アドレス


	
クラスタ・メッセージング・モード


	
移行基準




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、クラスタのデフォルト・ネットワーク通信などの構成情報を表示するクラスタの名前を選択します。








ドメイン移行のモニター



ドメイン内のすべての移行リクエストのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「移行」の順に選択します。

「移行」表には、すべての移行リクエストのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
開始時間


	
終了時間


	
ステータス


	
サーバー


	
試行されたマシン


	
移行元のマシン


	
移行先のマシン


	
クラスタ


	
クラスタ・マスター




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメイン・デプロイメントのモニター



ドメイン内のすべてのデプロイメントのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。

「デプロイメント(モニタリング)のサマリー」ページが表示されます。

「デプロイメント」表には、このドメインにデプロイされているアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
タグ




詳細は、構成オプションを参照してください。

ドメインにデプロイされている特定のデプロイメントをモニターするには、適切なページを選択します。

	
Webアプリケーション: Webアプリケーションをモニターします。これには、Webアプリケーションがデプロイされているマシンとサーバー・インスタンスなどの情報、Webアプリケーションに関連付けられているサーブレットとセッションの数に関する統計が含まれます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リソース・アダプタ: リソース・アダプタのメッセージ・リスナー・エンドポイントおよびアウトバウンド接続プールの現在のステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
EJB: ステートレス、ステートフル、シングルトン、エンティティおよびメッセージドリブンの各EJBに関する統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス: このドメインにデプロイされているすべてのWebサービスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このドメイン内のすべてのWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このドメインで実行されているJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このドメイン内のアプリケーション・デプロイメント用に構成されているワーク・マネージャ、制約およびポリシーの統計を表示します

詳細は、構成オプションを参照してください。




必要に応じて、任意のページで「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメインJDBCデータソースのモニター



ドメインに作成されているすべてのJDBCデータソースのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「JDBCデータソース」の順に選択します。

「JDBCデータソース(モニタリング)」表には、このドメイン内に作成されているJDBCデータ・ソースが表示され、次のような関連したステータス情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー名


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。


	
	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




データソースをテストするには、次の手順を実行します。

	
「JDBCデータソース」表で、テストするJDBCデータソース・インスタンスの行を選択します。「データソースのテスト」オプションは、表の上に表示されます。


	
「データソースのテスト」をクリックします。















ドメイン・メッセージングのモニター



ドメインに作成されたJMSサーバーのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。

「JMSサーバー」表には、ドメイン内のすべてのJMSサーバーのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
スコープ


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
ターゲット


	
現在のターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




次のドメイン・メッセージング・リソースまたはモジュールをモニターするには、適切なページを選択します。

	
ストア・アンド・フォワード・エージェント: SAFエージェントの統計をモニターし、エージェントへの受信リクエストの休止などのメッセージ管理操作を実行します

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSリソース: すべてのJMSシステム・モジュール用に作成されているすべてのJMSリソースをモニターし、リソースには、キューとトピック宛先、接続ファクトリ、JMSテンプレート、宛先ソート・キー、宛先割当て、分散宛先、外部サーバー、ストア・アンド・フォワード・パラメータなどがあります

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSモジュール: このドメインに作成されたJMSモジュールをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージング・ブリッジ: このドメイン内のアクティブなサーバー・インスタンスに構成されたすべてのメッセージング・ブリッジのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















ドメイン非同期タスクのモニター



ドメイン内のすべてのタスクの完了ステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。

「非同期タスク」表には、ドメイン内のすべてのタスクの完了ステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
説明


	
タイプ


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加ステータス情報を表示するタスクの説明を選択します。

次のトピックを参照してください。

	
非同期タスクのモニター


	
デプロイメント非同期タスクのモニター


	
サーバーのライフ・サイクル非同期タスクのモニター


	
サービス移行非同期タスクのモニター













非同期タスクのモニター



特定のアクティブ化またはその他のタスクのステータス情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。
	「非同期タスク」表で、追加のステータス情報を表示するアクティブ化またはその他のタスクの説明を選択します。

「タスクの結果」ページには、タスクに関連した次のようなステータス情報が表示されます。

	
説明


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












デプロイメント非同期タスクのモニター



特定のデプロイメント・タスクのステータス情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。
	「非同期タスク」表で、追加ステータス情報を表示するデプロイメント・タスクの説明を選択します。

「サマリー」ページに、タスクに関連した次のようなステータス情報が表示されます。

	
名前


	
アプリケーション


	
説明


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
例外




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「ターゲット」を選択して、次のような追加ステータス情報を表示します。

	
ターゲット名


	
ターゲット・タイプ


	
ステータス


	
例外




必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバーのライフ・サイクル非同期タスクのモニター



特定のサーバー・ライフ・サイクル・タスクのステータス情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。
	「非同期タスク」表で、追加ステータス情報を表示するサーバー・ライフ・サイクル・タスクの説明を選択します。

「サマリー」ページに、タスクに関連した次のようなステータス情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
例外




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「ログ出力」を選択して、次のような追加ステータス情報を表示します。

	
日付


	
サブシステム


	
重大度


	
マシン


	
サーバー


	
スレッド




必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












サービス移行非同期タスクのモニター



特定のサービス移行タスクのステータス情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。
	「非同期タスク」表で、追加ステータス情報を表示するサービス移行タスクの説明を選択します。

「タスクの結果」ページには、タスクに関連した次のようなステータス情報が表示されます。

	
説明


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。














ドメイン・ポート使用状況のモニター



ドメインのポートの使用状況をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「ポートの使用状況」の順に選択します。

「ポートの使用状況」表には、次の情報が表示されます。

	
使用中のポート


	
IPアドレス


	
コンポーネント


	
チャネル


	
プロトコル




ドメイン内の1つの特定サーバー・インスタンスに関するポートの使用状況情報のみをモニターするには、「表示」メニューからサーバー・インスタンスを選択します。














ドメインの制御


この項には、次の項目が含まれます。

	
ドメイン・サーバー・インスタンスの制御


	
ドメイン・クラスタの制御




始める前に:

管理対象サーバーで制御操作を行うには、ノード・マネージャを起動する必要があります。管理対象サーバーをSTANDBYモードで起動するには、ドメイン全体の管理ポートが必要です。





ドメイン・サーバー・インスタンスの制御



ドメイン内に構成されているサーバー・インスタンスの起動、再開、中断または停止ができます。サーバー・インスタンスがSTANDBYまたはADMINからRUNNING状態に移行する方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』の「サーバーのライフ・サイクルの理解」を参照してください。

ドメイン内のサーバー・インスタンスの状態を変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「サーバー」の順に選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成されたサーバー・インスタンスに関する情報が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前を含んでいる行を選択します。制御オプションは表の上に表示されます。
	「制御」メニューから、次のサーバー制御オプションのいずれか1つを選択します。

	
起動: サーバー・インスタンスをSHUTDOWN状態からRUNNINGに移行します。


	
再開: サーバー・インスタンスをSTANDBYまたはADMIN状態からRUNNINGに移行します。


	
一時停止: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行するオプションを選択します。

	
作業完了時: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行し、進行中の作業が正常に処理されるようにします。SUSPENDING状態のときに、ワーク・マネージャは、アプリケーション・スレッドで保留されている処理中の作業を完了します。


	
ただちに強制停止: 進行中の作業を正常に処理せずに、サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態にただちに移行します。





	
停止: サーバー・インスタンスを停止するオプションを選択します。

	
作業完了時: ドメイン内のサーバー・インスタンスを正常に停止します。新しいリクエストは拒否されますが、処理中のリクエストはサーバーの停止前に完了します。


	
ただちに強制中断: ドメイン内のサーバー・インスタンスをただちに停止します。処理中のリクエストは削除され、新しいリクエストはすべて拒否されて、サーバーはただちに停止します。





	
SSLの再起動: SSLリスニング・ソケットを再起動してキーストアの変更を有効にします。










詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・クラスタの制御



ドメイン内のクラスタの状態を変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「クラスタ」の順に選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメインで構成されたクラスタに関する情報が表示されます。




	表で、制御するクラスタの名前を含んでいる行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「制御」メニューから、次のクラスタ制御オプションのいずれか1つを選択します。

	
起動: クラスタ内のサーバー・インスタンスをSHUTDOWN状態からRUNNINGに移行します。


	
停止: クラスタ内のサーバー・インスタンスを停止するオプションを選択します。

	
作業完了時: クラスタ内のサーバー・インスタンスを正常に停止します。新しいリクエストは拒否されますが、処理中のリクエストはクラスタの停止前に完了します。


	
ただちに強制中断: クラスタ内のサーバー・インスタンスをただちに停止します。処理中のリクエストは削除され、新しいリクエストはすべて拒否されて、クラスタはただちに停止します。





	
再起動: クラスタ内のサーバー・インスタンスを再起動します。


	
一時停止: クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行するオプションを選択します。

	
作業完了時: クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行し、進行中の作業が正常に処理されるようにします。SUSPENDING状態のときに、ワーク・マネージャは、アプリケーション・スレッドで保留されている処理中の作業を完了します。


	
ただちに強制中断: 進行中の作業を正常に処理せずに、クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態にただちに移行します。





	
再開: クラスタ内のサーバー・インスタンスをSTANDBYまたはADMIN状態からRUNNINGに移行します。










詳細は、構成オプションを参照してください。











ドメインの構成


この項では、ドメインを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
ドメインの一般設定の構成


	
ドメインのJTA設定の構成


	
デフォルトのJPA永続性プロバイダの構成


	
ドメインのEJBの構成


	
ドメインのWebアプリケーションの構成


	
ドメイン・ノートの作成








ドメインの一般設定の構成



ドメインの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。

「一般設定」ページでは、現在のドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスに適用される次のような管理オプションを構成できます。

	
管理ポートの有効化(「ドメイン全体の管理ポートの構成」を参照)


	
管理ポート


	
本番モード


	
Exalogic最適化の有効化


	
クラスタ制約の有効化


	
内部アプリケーションのオンデマンド使用


	
Oracle Guardian Agentの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのドメインの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。






ドメイン全体の管理ポートの構成



始める前に:

管理ポートが受け入れるのは、サーバー管理者による認証が必要なポートを経由したセキュアなSSLトラフィックおよびすべての接続のみです。こうした特徴があるため、管理ポートを有効にするとドメインには次のような制限が課せられます。





	
ドメイン内の管理サーバーとすべての管理対象サーバーについて、SSLプロトコルをサポートするように構成する必要があります。


	
管理サーバーを含むドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスで、同時に管理ポートを有効化または無効化します。





注意:

管理ポートを、管理対象サーバー上で動的に有効化することはできません。各管理対象サーバーを停止し、管理ポートを有効化し、その後、再起動する必要があります。



WebLogic Serverは、ドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスで使用するSSL管理ポートを有効化するオプションを備えています。管理ポートを使用することをお薦めします。管理ポートには次の3つの機能があります。

	
通信ではSSLが使用されるため、管理トラフィック(管理者パスワードなどが含まれる)の安全性が高くなります。


	
これにより、STANDBY状態のサーバー・インスタンスを起動できます。


	
ドメイン内でアプリケーションのトラフィックから管理トラフィックを分離できるようになります。




ドメインの管理ポートを有効にするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「管理ポートの有効化」チェック・ボックスを選択して、このドメインのSSL管理ポートを有効にします。
	「管理ポート」フィールドに、ドメイン内のサーバー・インスタンスが管理ポートとして使用するSSLポート番号を入力します。個々のサーバー・インスタンスの管理ポート割当ては、「一般設定」ページの「拡張」オプション部分をオーバーライドできます。
	「保存」をクリックします。



終了後:

ドメイン内のすべての管理対象サーバー・インスタンスを起動します。管理サーバーを再起動する必要はありません。









ドメイン構成ファイルのアーカイブ



保持されるアーカイブ・ファイルの数を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「拡張」を展開し、「構成アーカイブの有効化」チェック・ボックスを選択します。
	「アーカイブ構成数」フィールドに、保持するアーカイブ・ファイルの数を入力します。
	「保存」をクリックします。








本番モードへの変更



ドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスは、開発モードまたは本番モードのいずれかで実行されます。一般的に、本番モードの場合には、より多くのセキュリティ機能を構成する必要があります。

ドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスが本番モードで実行されるように構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「本番モード」チェック・ボックスを選択します。
	「保存」をクリックします。
	現在実行中のサーバー・インスタンスを停止します。
	ドメインのstartWebLogicスクリプトを起動します。管理サーバーが新しいモードで起動されます。
	ドメインに管理対象サーバーがある場合は、管理対象サーバーを起動します。










ドメインのJTA設定の構成



ドメインのJava Transaction API (JTA)を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「Java Transaction API (JTA)」の順に選択します。

「JTA」ページでは、ドメインの次のようなJTA構成設定を定義できます。

	
タイムアウト


	
破棄タイムアウト


	
beforeCompletionの反復上限


	
最大トランザクション数


	
一意名の最大数


	
チェックポイント間隔


	
ヒューリスティックの無視


	
リソース登録解除の猶予期間


	
XA呼出しの並列実行


	
2フェーズ・コミットの有効化


	
密結合トランザクションの有効化


	
クラスタ全体の回復の有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのドメインの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








デフォルトJPA永続性プロバイダの構成



persistence.xmlファイルの各永続性エントリで使用するJava永続性API (JPA)永続性プロバイダを指定できます。ただし、永続性プロバイダが指定されていない場合、ドメイン全体のデフォルト・プロバイダが使用されます。

デフォルト・プロバイダを変更しても、すでにデプロイされているアプリケーションには影響しません。サーバー・インスタンスを再起動したとき、またはアプリケーションを手動で再デプロイしたときに、設定は有効になります。

ドメイン内でデフォルトJPAプロバイダを指定するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「Java Persistence API (JPA)」の順に選択します。

「JPA」ページでは、「デフォルトJPAプロバイダ」メニューからJPAプロバイダを選択することで、ドメインのJPA構成を定義できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ドメインのEJBの構成



ドメインでEJBを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「EJB」の順に選択します。

「EJB」ページでは、ドメイン全体の次のようなEJB構成設定を定義できます。

	
Javaコンパイラ


	
Javaコンパイラへの付加オプション(前)


	
Javaコンパイラへの付加オプション(後)


	
rmic追加オプション


	
生成されるEJBCソース・ファイルを保持


	
生成の強制


	
一時ディレクトリ


	
ejbc追加オプション




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ドメインのWebアプリケーションの構成



ドメインでWebアプリケーションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「管理」、「Webアプリケーション」の順に選択します。

「Webアプリケーション」ページでは、ドメイン全体のWebアプリケーションの次のような構成設定を定義できます。

	
再ログインの有効化


	
すべてのロールを許可


	
ディスパッチされたリクエストのフィルタ


	
オーバーロード保護の有効化


	
X-Powered-Byヘッダー


	
MIMEマッピング・ファイル


	
オプティミスティックなシリアライゼーション


	
nameのリクエスト時間値のエラー


	
クライアント証明書プロキシの有効化


	
HTTPトレース・サポートの有効化


	
WebLogicプラグインの有効化


	
認証Cookieの有効化


	
認証時にセッションIDを変更


	
WAPの有効化


	
POSTタイムアウト


	
最大POSTタイムアウト


	
最大POSTサイズ


	
ワーク・コンテキストの伝播を有効化


	
P3Pヘッダーの値


	
JSPコンパイラの下位互換性


	
アーカイブ化された実際のパスを有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ドメイン・ノートの作成



ドメイン構成のノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「管理」を選択し、「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ドメインの構成に関するノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。











JNDIツリーの表示



JNDIブラウザは、すべてのWebLogic ServerリソースのJNDI名が見つかる中心的な場所です。通常はWLSクライアント・プログラムを記述する際にJNDIブラウザでJNDI名を検索します。JNDIブラウザには、ドメイン、サーバー、またはパーティション内のリソースのツリーが表示されます。ツリーでノードまたはオブジェクトを選択すると、バインディング名、オブジェクト・クラス、オブジェクト・ハッシュ・コード、オブジェクトから文字列への変換結果のエントリなどの、JNDI情報が表示されます。

ドメインJNDIツリーでオブジェクトを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JNDIブラウザ」を選択します。
	左側のペインを使用してJNDIツリーをナビゲートします。

選択したノードまたはオブジェクトの詳細が右側のペインに表示されます。







JNDIの詳細は、『Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発』のWebLogic JNDIの理解に関する項を参照してください。













3 WebLogic Server


この章では、サーバー・インスタンスをモニター、制御および構成するために実行するタスクについて説明します。サーバーとは、独自のJava仮想マシン(JVM)で動作し、独自の構成を持つWebLogic Serverインスタンスです。

ドメインを作成する場合、管理サーバーも作成します。管理サーバーは、構成の変更をドメイン内の他のサーバーに配布します。一般的な本番環境では、1つまたは複数の管理対象サーバーをドメインに作成してビジネス・アプリケーションをホストし、管理サーバーは管理対象サーバーの構成とモニターにのみ使用します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
サーバーの作成


	
サーバーのモニター


	
サーバーの制御


	
サーバーの構成


	
JNDIツリーの表示








サーバーの作成



新しいサーバー・インスタンスを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成された管理サーバーおよび管理対象サーバーに関する情報が表示されます。


注意:

この「詳細なモニタリング」ページには、「ターゲット・ナビゲーション」ペインから直接アクセスすることもできます。

	
「ターゲット・ナビゲーション」ペインでファームを展開し、「WebLogicドメイン」を展開します。


	
ドメインを展開し、詳細モニタリング情報を表示するサーバー・インスタンスの名前を選択します。









	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、サーバーの構成オプションを定義します。

	
サーバー・プロパティ


	
マシン・バインディング


	
確認







	「作成」をクリックします。






サーバー・プロパティ



「サーバー・プロパティ」ページで、新しいサーバー・インスタンスの一般的な構成設定を定義できます。





	
名前: 新しいサーバー・インスタンスに付ける名前を入力します。


	
サーバー・リスニング・アドレス: サーバー・インスタンスの有効なアドレスを制限する場合は、IPアドレスまたはDNS名を入力します。入力しない場合は、そのサーバーに対するURLによって、ホスト・コンピュータのIPアドレス、IPアドレスのいずれかに対応するDNS名、またはlocalhost文字列が指定されます。


	
サーバー・リスニング・ポート: サーバー・インスタンスにアクセスするポート番号を入力します。


	
クラスタ・メンバーシップ: このサーバーがスタンドアロン・サーバーになるか、またはクラスタに属するかを指定します。このサーバーがクラスタの一部ではない場合は、「いいえ、これはスタンドアロン・サーバーです。」を選択します。

このサーバーがクラスタの一部である場合は、「はい、このサーバーを既存のクラスタのメンバーにします。」を選択します。「クラスタの選択」メニューから適切なクラスタを選択するか、または「新しいクラスタの作成」をクリックします。新しいクラスタの作成の詳細は、「クラスタの作成」を参照してください。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









マシン・バインディング



必要に応じて、「マシン・バインディング」ページで新しいサーバーに関連付けるマシンを選択できます。「マシンの選択」メニューを使用するか、「マシンの作成」をクリックします。マシンの作成の詳細は、「マシンの作成」を参照してください。

このフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このサーバー・インスタンスの構成を確認します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。











サーバーのモニター


この項では、サーバー・インスタンスをモニターする方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
すべてのサーバー・インスタンスのステータスのモニター


	
サーバー環境のモニター


	
サーバー・ヘルスのモニター


	
サーバー・トランザクションのモニター


	
サーバーのJDBCデータソースのモニター


	
サーバー・メッセージングのモニター


	
サーバー・デプロイメントのモニター


	
サーバー・パフォーマンス・サマリーのモニター


	
サーバー・リソース・パフォーマンスのモニター


	
サーバーのJVMパフォーマンスのモニター


	
サーバーの非同期タスクのモニター








すべてのサーバー・インスタンスのステータスのモニター



ドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスの実行時ステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインで構成された管理サーバーと管理対象サーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
サーバー名


	
タイプ


	
ステータス


	
クラスタ


	
マシン


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	サーバーのデフォルト・ネットワーク通信などの構成情報を表示するサーバー・インスタンスの名前を選択します。


注意:

この「詳細なモニタリング」ページには、「ターゲット・ナビゲーション」ペインから直接アクセスすることもできます。

	
「ターゲット・ナビゲーション」ペインでファームを展開し、「WebLogicドメイン」を展開します。


	
ドメインを展開し、詳細モニタリング情報を表示するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

















サーバー環境のモニター



特定のサーバー・インスタンスのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「監視」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	このサーバー・インスタンスに関連付けられた特定の面をモニターするには、適切なページを選択します。

	
一般: サーバーに関する一般の実行時情報

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
チャネル: このサーバーのチャネル情報をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
パフォーマンス: このサーバーに関するパフォーマンス情報をモニターします。このページからガベージ・コレクションまたはスレッド・ダンプも強制実行できます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
スレッド: このサーバーのスレッド・プールおよび個々のスレッドのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
タイマー: サーバーによって使用されているタイマーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ジョブ: 特定のクラスタ・サーバーでジョブ・スケジューラによってスケジュールされているジョブに関する情報をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
セキュリティ: このサーバーのユーザー・ロックアウト管理統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
デフォルト・ストア: このサーバーのデフォルト・ストアおよびすべてのアクティブなデフォルト・ストア接続の実行時統計をモニターします

デフォルト・ストア接続の詳細は、「オプションの構成」を参照してください。


	
JMS: このサーバーのすべてのアクティブなJMS接続の統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このサーバーに関連付けられたワーク・マネージャ、制約およびリクエスト・クラスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。













チャネル情報のモニター



サーバー・インスタンスのチャネル接続方法をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「監視」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	「チャネル」ページを選択します。

「チャネル」表では、このサーバーのすべてのチャネル接続に関する次のような情報をモニターできます。

	
名前


	
コネクション


	
受信メッセージ数


	
送信メッセージ


	
受信バイト数


	
送信バイト数


	
受入れ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「チャネル」表で、詳細情報をモニターするチャネルの名前を選択します。










サーバー・ヘルスのモニター



サーバー・インスタンスのヘルスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「ヘルス」の順に選択します。

「ヘルス・サマリー」ページでは、サーバー・インスタンスとそのサブシステムのヘルス情報をモニターできます。

詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバー・トランザクションのモニター



特定のサーバー・インスタンスのJTAトランザクションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「Java Transaction API (JTA)」の順に選択します。
	次のサーバー情報をモニターするには、適切なページを選択します。

	
サマリー: このサーバーのすべてのリソース・タイプのすべてのトランザクション情報のサマリーです

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
トランザクション・ログ・ストア統計: このサーバーによって使用されているトランザクション・ログ・ストアの実行時統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
トランザクション・ログ・ストア接続: サーバーのすべてのリソース・タイプのすべてのトランザクション情報のサマリーです

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
トランザクション(名前指定): このサーバーのすべてのアクティブなトランザクション・ログ・ストア接続の実行時統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
XAリソース: このサーバーによって調整されるトランザクションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
非XAリソース: このサーバーによって調整されるトランザクションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
トランザクション: このサーバー、またはこのサーバーに参加しているこのサーバーのリソースによって調整される現在のトランザクションに関する情報をモニターします。このページからは、ローカル・コミット、グローバル・コミット、ローカル・ロールバックまたはグローバル・ロールバックを強制実行できます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
回復サービス: サーバーの起動時またはクラッシュ後のリカバリの一部としてサーバーによって処理されたトランザクションに関する情報をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















サーバーのJDBCデータソースのモニター



特定のサーバー・インスタンスに関連付けられたJDBCデータソースをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「JDBCデータソース」の順に選択します。

「JDBCデータソース」表には、すべてのJDBCデータソースのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















サーバー・メッセージングのモニター



サーバー・インスタンスに関連付けられたJMSサーバーのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー」の順に選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。

「JMSサーバー」表には、ドメイン内のすべてのJMSサーバーのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
JMSサーバー名


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
ターゲット


	
現在のターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




次のサーバー・メッセージング・リソースまたはモジュールをモニターするには、適切なページを選択します。

	
ストア・アンド・フォワード・エージェント: SAFエージェントの統計をモニターし、エージェントへの受信リクエストの休止などのメッセージ管理操作を実行します

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSリソース: すべてのJMSシステム・モジュール用に作成されたすべてのJMSリソースをモニターします。これには、キューとトピック宛先、コネクション・ファクトリ、JMSテンプレート、宛先ソート・キー、宛先割当て、分散宛先、外部サーバー、ストア・アンド・フォワード・パラメータがあります

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSモジュール: このドメインに作成されたJMSモジュールをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージング・ブリッジ: このドメイン内のアクティブなサーバーに構成されたすべてのメッセージング・ブリッジのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















サーバー・デプロイメントのモニター



サーバー・インスタンスのすべてのデプロイメントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー」の順に選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。

「サマリー」の下の「デプロイメント」表には、サーバーにデプロイされているすべてのアクティブなアプリケーションおよびモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
スコープ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




サーバー・デプロイメントをモニターするには、適切なページを選択します。

	
Webアプリケーション: サーバーにデプロイされているWebアプリケーションをモニターし、アプリケーションがデプロイされているマシンおよびサーバーのアプリケーションに関する情報、Webアプリケーションに関連付けられているサーブレットおよびセッションに関する統計が含まれます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リソース・アダプタ: インバウンド・リスナーおよびアウトバウンド接続プールのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
EJB: ステートレス、ステートフル、シングルトン、エンティティおよびメッセージドリブンの各EJBに関する統計および情報をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス: このドメインにデプロイされているすべてのWebサービスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このサーバーのすべてのWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このサーバーで実行されているすべてのJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このサーバーのアプリケーション・デプロイメント用に構成されているワーク・マネージャ、制約およびポリシーの統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















サーバー・パフォーマンス・サマリーのモニター



サーバー・インスタンスのパフォーマンス・サマリーをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「監視」、「パフォーマンス・サマリー」の順に選択します。

「パフォーマンス・サマリー」ページには、パフォーマンスの一般情報、およびこのサーバー・インスタンスに関連付けられたサーブレット、JSPおよびデータソースに関するパフォーマンス情報が表示されます。

	
表示するメトリックを選択するには、「メトリック・パレットの表示」をクリックします。


	
表オプションにアクセスするには、「ビュー」を選択します。


	
追加の表オプションにアクセスするには、「オーバーレイ」を選択します。















サーバー・リソース・パフォーマンスのモニター



サーバー・インスタンスのリソース・パフォーマンスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「監視」、「リソース・パフォーマンス」の順に選択します。

「リソース・パフォーマンス」ページには、パフォーマンスの一般情報、およびサーバー・インスタンスに関連付けられたデータソースおよびJMSサーバーに関するパフォーマンス情報が表示されます。

	
表示するメトリックを選択するには、「メトリック・パレットの表示」をクリックします。


	
表オプションにアクセスするには、「ビュー」を選択します。


	
追加の表オプションにアクセスするには、「オーバーレイ」を選択します。















サーバーのJVMパフォーマンスのモニター



サーバー・インスタンスのJVMパフォーマンスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「監視」、「JVMパフォーマンス」の順に選択します。

「JVMパフォーマンス」ページには、サーバー・インスタンスに関連付けられたメモリー、ヒープ使用量、ガベージ・コレクタおよびスレッドに関するパフォーマンス情報が表示されます。

	
表示するメトリックを選択するには、「メトリック・パレットの表示」をクリックします。


	
表オプションにアクセスするには、「ビュー」を選択します。


	
追加の表オプションにアクセスするには、「オーバーレイ」を選択します。















サーバーの非同期タスクのモニター



即座に完了する管理タスク(デプロイメント、サービスの移行、管理対象サーバーの起動/停止の試行など)もあれば、完了するまでに要する時間が異なる管理タスクもあるため、「非同期タスク・サマリー」ページでは、すべてのタスクの完了ステータスをモニターできます。

サーバー・インスタンスの非同期タスクのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。

「非同期タスク・サマリー」ページでは、次のような情報を表示することで、すべてのタスクの完了ステータスをモニターできます。

	
説明


	
タイプ


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















サーバーの制御


ここでは、サーバー・インスタンスを制御する方法について説明します。ドメイン内のサーバー・インスタンスの起動、再開、中断および停止ができます。サーバーがSTANDBYまたはADMINからRUNNING状態に遷移する様子の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーのライフ・サイクルの理解に関する項を参照してください。

始める前に

管理対象サーバーで制御操作を行うには、ノード・マネージャを起動する必要があります。管理対象サーバーをスタンバイ・モードで起動するには、ドメイン全体の管理ポートが必要です。

この項には、次の項目が含まれます。

	
サーバー状態の制御


	
サーバーのJTAトランザクションの制御


	
クラスタ・サーバーの移行の制御


	
クラスタ・サーバーのジョブ・スケジューリングの制御








サーバー状態の制御



サーバー・インスタンスの状態を変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成されたサーバー・インスタンスに関する情報が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「制御」、「コントロール操作」の順に選択します。

「サーバーの制御」表が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前が含まれている行をハイライト表示します。制御オプションは表の上に表示されます。
	サーバー制御操作のいずれかを選択します。

	
起動: サーバー・インスタンスをSHUTDOWN状態からRUNNINGに移行します。


	
再開: サーバー・インスタンスをSTANDBYまたはADMIN状態からRUNNINGに移行します。


	
一時停止: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行するオプションを選択します。

	
作業完了時: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行し、進行中の作業が正常に処理されるようにします。SUSPENDING状態のときに、ワーク・マネージャは、アプリケーション・スレッドで保留されている処理中の作業を完了します。


	
ただちに強制停止: 進行中の作業を正常に処理せずに、サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態にただちに移行します。





	
停止: サーバー・インスタンスを停止するオプションを選択します。

	
作業完了時: ドメイン内のサーバー・インスタンスを正常に停止します。新しいリクエストは拒否されますが、処理中のリクエストはサーバーの停止前に完了します。


	
ただちに強制中断: ドメイン内のサーバー・インスタンスをただちに停止します。処理中のリクエストは削除され、新しいリクエストはすべて拒否されて、サーバーはただちに停止します。





	
SSLの再起動: SSLリスニング・ソケットを再起動してキーストアの変更を有効にします。




詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバーのJTAトランザクションの制御



サーバー・インスタンスによって調整されるトランザクションを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成されたサーバー・インスタンスに関する情報が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「制御」、「Java Transaction API (JTA)」の順に選択します。

「JTA」表には、サーバーによって、またはサーバー・リソースが参加しているサーバーによって調整されるトランザクションに関する情報が表示されます。




	表で、制御するトランザクションの名前が含まれている行をハイライト表示します。制御オプションは表の上に表示されます。
	次のサーバー制御操作のいずれかをクリックします。

	
ローカル・コミットの強制: XIDで表されるトランザクションが、ローカルのSubCoordinatorのみで強制的にコミットされます。


	
グローバル・コミットの強制: XIDで表されるトランザクションが、参加しているすべてのSubCoordinatorで強制的にコミットされます。


	
ローカル・ロールバックの強制: XIDで表されるトランザクションが、ローカルのSubCoordinatorのみで強制的にロールバックされます。


	
グローバル・ロールバックの強制: XIDで表されるトランザクションが、参加しているすべてのSubCoordinatorで強制的にロールバックされます。




詳細は、構成オプションを参照してください。












クラスタ・サーバーの移行の制御



クラスタ・サーバー・インスタンスを移行するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成されたサーバー・インスタンスに関する情報が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「制御」、「移行」の順に選択します。

「移行」ページでは、サーバー・インスタンスとそのサービスを別のマシンに手動で再起動(移行)できます。または、このサーバーのJMS関連サービスとJTAトランザクション回復サービスをクラスタ内の別のサーバー・インスタンスに移行できます。




	「移行先のマシン」メニューから、このサーバー・インスタンスとそのサービスを移行する先のマシンを選択します。
	「移行」ボタンをクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。












クラスタ・サーバーのジョブ・スケジューリングの制御



クラスタ・サーバー・インスタンスのジョブ・スケジューリングを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成されたサーバー・インスタンスに関する情報が表示されます。




	表で、制御するサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「制御」、「ジョブ」の順に選択します。

「ジョブ」表には、このサーバーでスケジュールされているジョブに関する情報が表示され、将来の実行からこれらのジョブを削除できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	表で、削除するジョブの名前が含まれている行をハイライト表示します。「取消」ボタンが表の上に表示されます。
	「取消」をクリックします。










サーバーの構成


この項では、サーバーを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
サーバーの一般構成の定義


	
クラスタ設定の構成


	
サーバー・サービスの構成


	
サーバー・キーストアの構成


	
サーバーのSSL設定の構成


	
サーバー移行の構成


	
サーバーのSAMLフェデレーション・サービスの構成


	
サーバー・デプロイメント・ステージングの構成


	
サーバー・チューニングの構成


	
サーバー・オーバーロードの構成


	
サーバー・ヘルス・モニタリングの構成


	
サーバー起動の構成


	
サーバーの起動と停止の設定の構成


	
サーバーのWebサービスの構成


	
サーバーのCoherenceクラスタ設定の構成


	
サーバー・プロトコルの設定の構成


	
サーバー・ノートの作成


	
動的サーバーのサーバー・テンプレートの構成








サーバーの一般構成の定義



特定のサーバー・インスタンスの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような構成設定を定義できます。

	
テンプレート


	
マシン


	
クラスタ


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート有効


	
リスニング・ポート


	
SSLリスニング・ポートの有効化


	
SSLリスニング・ポート


	
クライアント証明書プロキシの有効化


	
Javaコンパイラ


	
診断ボリューム


	
デフォルトのデータ・ソース




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・インスタンスの詳細構成設定を定義します。
	「保存」をクリックします。






サーバー・テンプレートの変更



サーバー・インスタンスに関連付けられたサーバー・テンプレートを変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「変更」をクリックし、「サーバー・テンプレート」メニューからサーバー・テンプレートを選択します。
	「保存」をクリックします。








起動モードの指定



起動モードでは、サーバー・インスタンスが起動されるときの状態を指定します。デフォルトでは、RUNNING状態から起動されます。

特定のサーバー・インスタンスの起動モードを指定するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般」ページで、下部にある「拡張」を展開し、詳細構成オプションを表示します。
	「起動モード」フィールドで、次の中から選択します。

	
実行中: RUNNING状態のサーバーはサービスをクライアントに提供し、クラスタのフル・メンバーとして動作できます。


	
管理: ADMIN状態のサーバーは起動していて実行状態にありますが、行えるのは管理操作のみです。この状態では、実行中のアプリケーションに影響を与えることなく、サーバーおよびアプリケーションレベルの管理タスクを実行できます。


	
スタンバイ: STANDBYモードのサーバーは、ドメイン全体の管理ポートでのみ管理リクエストをリスニングし、サーバー・インスタンスをRUNNING状態またはSHUTDOWN状態に遷移させるライフ・サイクル・コマンドのみを受け付けます。それ以外の管理リクエストは受け付けられません。STANDBYを指定する場合、ドメイン全体の管理ポートも有効にする必要があります。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








リスニング・アドレスの構成



特定のサーバー・インスタンスのリスニング・アドレスを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページで、「リスニング・アドレス」に値を入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








リスニング・ポートの構成



特定のサーバー・インスタンスのリスニング・ポートを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	サーバーでSSLリスニング・ポートのみをリスニングするようにするため、非SSLリスニング・ポートを無効にする場合は、「リスニング・ポートの有効化」の選択を解除します。サーバーで非SSLリスニング・ポートのみをリスニングするようにするため、SSLリスニング・ポートを無効にする場合は、「SSLリスニング・ポートの有効化」の選択を解除します。


注意:

非SSLリスニング・ポートとSSLリスニング・ポートの両方を無効にすることはできません。少なくとも1つのポートがアクティブである必要があります。






	非SSLリスニング・ポートを使用していてデフォルトのポート番号を変更する場合は、「リスニング・ポート」の値を変更します。
	デフォルトのSSLリスニング・ポート番号を変更する場合は、「SSLリスニング・ポート」の値を変更します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーのコンパイラ・オプションの変更



特定のサーバー・インスタンスの標準Javaコンパイラ値を変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページでは、「Javaコンパイラ」フィールドを、このサーバーにホストされているすべてのアプリケーション用に使用するための、Javaコードをコンパイルする必要があるコンパイラへのフル・パスに更新します。
	「拡張」を展開して詳細構成オプションを表示します。
	必要に応じて、次のコンパイル・オプションを更新します。

	
クラスパスの前に追加: Javaコードのコンパイル時にJavaコンパイラ・クラスパスの先頭に追加するオプション。


	
クラスパスの後ろに追加: Javaコードのコンパイル時にJavaコンパイラ・クラスパスに追加するオプション。


	
追加RMIコンパイラ・オプション: サーバー側生成中にRMICコンパイラに渡されるオプション。


	
追加EJBコンパイラ・オプション: サーバー側生成中にEJBコンパイラに渡されるオプション。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










クラスタ設定の構成



WebLogic Serverクラスタは、互いに連携するサーバーの集まりであり、スケーラビリティと信頼性の高いアプリケーション・プラットフォームを提供します。

特定のサーバー・インスタンスのクラスタ設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「クラスタ」の順に選択します。
	「クラスタ」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなクラスタ構成設定を定義できます。

	
レプリケーション・グループ


	
セカンダリ・プリファレンス・グループ


	
クラスタの重み


	
インタフェース・アドレス


	
レプリケーション・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・サービスの構成



特定のサーバー・インスタンスのWebLogicサービス設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「サービス」の順に選択します。
	「サービス」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなサービス構成設定を定義できます。

	
JMS構成


	
デフォルト・ストア


	
トランザクション・ログ・ストア


	
メッセージング・ブリッジの構成


	
XMLサービスの構成




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・キーストアの構成



キーストアを使用すると、秘密鍵と信頼性のある認証局(CA)を安全に保管および管理できます。メッセージ送信のセキュリティの管理に役立つ様々なキーストア構成の表示および定義ができます。

特定のサーバー・インスタンスのキーストア設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。


	
「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。


	
「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「キーストア」の順に選択します。


	
キーストア構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
「変更」をクリックします。


	
「キーストア」メニューから、使用するキーストア構成を選択します。


	
「保存」をクリックします。





	
「キーストア」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような他のキーストア構成設定を定義できます。

	
キーストア


	
デモ・アイデンティティ・キーストア


	
デモ・アイデンティティ・キーストアのタイプ


	
デモ・アイデンティティ・キーストアのパスフレーズ


	
デモ信頼キーストア


	
デモ信頼キーストアのタイプ


	
デモ信頼キーストアのパスフレーズ


	
Java標準信頼キーストア


	
Java標準信頼キーストアのタイプ


	
Java標準信頼キーストアのパスフレーズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「保存」をクリックします。












サーバーのSSL設定の構成



サーバー・インスタンスの様々なSecure Sockets Layer (SSL)設定の表示および定義ができます。この設定は、メッセージ送信のセキュリティの管理に役立ちます。

特定のサーバー・インスタンスのSSL設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「SSL」の順に選択します。
	「SSL」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなSSL構成設定を定義できます。

	
アイデンティティと信頼の場所


	
秘密鍵の場所


	
秘密鍵の別名


	
秘密鍵のパスフレーズ


	
証明書の場所


	
信頼性のある認証局




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・インスタンスの詳細構成設定を定義します。
	「保存」をクリックします。








サーバーのSAMLフェデレーション・サービスの構成



WebLogic ServerインスタンスをSAMLアサーションのプロデューサまたはコンシューマとして機能するように構成し、次の目的に使用することができます。





	
オンライン・ビジネス・パートナ間のWebシングル・サインオン


	
Webサービス・セキュリティのアイデンティティ情報の交換




フェデレーション・サービスの構成プロセスの概要は、使用しているSAMLのバージョンによって異なります。WebLogic Serverでは、SAML 1.1とSAML 2.0の両方がサポートされています。

SAML 1.1フェデレーション・パートナとして機能するようにWebLogic Serverを構成するには、次の手順を実行します。

	
SAML 1.1ソース・サービスの構成


	
SAML 1.1宛先サービスの構成




SAML 2.0フェデレーション・パートナとして機能するようにWebLogic Serverを構成するには、次の手順を実行します。

	
SAML 2.0の全般的なサービスの構成


	
SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成


	
SAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成










SAML 1.1ソース・サービスの構成



始める前に

最初に、サーバーのセキュリティ・レルムにSAML資格証明マッピングV2セキュリティ・プロバイダを構成する必要があります。

SAMLソース・サイトとして機能するようにWebLogic Serverインスタンスを構成できます。SAMLソース・サイトとは、サイト間転送サービス(Intersite Transfer Service: ITS)を提供するサイトです。ソース・サイトではアサーションが生成され、アサーションはシングル・サインオンのプロファイルの1つを使用して、宛先サイトに伝達されます。

サーバーをSAMLソース・サイトとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「フェデレーション・サービス」の順に選択します。
	「SAML 1.1ソース・サイト」ページを選択します。
	「ソース・サイトの有効化」属性を選択して、このサーバーがSAMLアサーションのソースとして機能するようにします。
	「SAML 1.1ソース・サイト」ページでは、このサーバー・インスタンスの他の目的の次のような構成設定も定義できます。

	
ソース・サイトURL


	
署名鍵別名


	
サイト間転送URI


	
ITSでSSLが必要


	
アサーション取得用URI


	
ARSでSSLが必要


	
ARSで双方向SSL認証が必要


	
アサーション・ストアのクラス名


	
アサーション・ストアのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








SAML 1.1宛先サービスの構成



始める前に

最初に、サーバーのセキュリティ・レルムにSAMLアイデンティティ・アサーションV2セキュリティ・プロバイダを構成する必要があります。

SAML宛先サイトとして機能するようにWebLogic Serverインスタンスを構成できます。宛先サイトは、SAMLアサーションを受け取り、これらを使用してローカルのサブジェクトを認証できます。

サーバーをSAML宛先サイトとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「フェデレーション・サービス」の順に選択します。
	「SAML 1.1宛先サイト」ページを選択します。
	「宛先サイトの有効化」属性を選択してアサーション・コンシューマ・サービスを有効にします。
	「SAML 1.1宛先サイト」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような他の目的の構成設定も定義できます。

	
アサーション・コンシューマのURI


	
ACSでSSLが必要


	
SSLクライアント・アイデンティティ別名


	
POST受信者チェックの有効化


	
POST使用済みチェックの有効化


	
使用済アサーション・キャッシュのクラス名


	
使用済アサーション・キャッシュのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








SAML 2.0の全般的なサービスの構成



サーバーの全般的なSAML 2.0サービスを構成できます。フェデレーション・パートナにSAML 2.0 Webシングル・サインオン・サービスを構成すると、フェデレーション・パートナに送信するメタデータ・ファイルで、構成するサイト情報が公開されます。

このサーバーの全般的なSAML 2.0プロパティを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「フェデレーション・サービス」の順に選択します。
	「SAML 2.0全般」ページを選択します。
	「レプリケートされたキャッシュの有効化」属性を選択して、SAML 2.0アーティファクトを格納するための永続キャッシュを使用します。

このオプションは、ドメイン内の複数のWebLogic ServerインスタンスでSAML 2.0サービスを構成する場合に必要となります。たとえば、クラスタでSAML 2.0サービスを構成する場合は、個々の管理対象サーバー・インスタンスでこのオプションを有効化する必要があります。


注意:

ドメイン内の複数のWebLogic ServerインスタンスでSAML 2.0サービスを構成する場合は、RDBMSセキュリティ・ストアを構成する必要があります。これらの構成では、組込みLDAPサーバーはサポートされません。






	「サイト情報」セクションで、SAML 2.0サイトに関する次の情報を入力します。

	
連絡先の詳細


	
組織の名前とURL


	
公開サイトのURL。これは、サイトのSAML 2.0サービス・エンドポイントのトップレベルURLです。このURLには文字列/saml2を付加する必要があります。これが一定のサフィックスに自動的に結合され、完全なエンドポイントURLが作成されます。







	「バインディング」セクションで、このSAML 2.0サーバー・インスタンスで使用される一般的なバインディング情報を入力します。

トランスポート層セキュリティ・キー別名およびパスフレーズを指定しない場合、TLS別名には、サーバーのSSL構成の構成済のSSL秘密鍵別名およびパスフレーズがデフォルトで使用されます。




	このサーバー・インスタンス上でホストされているSAML 2.0セキュリティ・プロバイダに、アーティファクト・バインディングが有効化されている場合、「アーティファクト解決サービス」セクションでアーティファクト解決サービス設定を定義します。
	「シングル・サインオン」セクションで、フェデレーション・パートナに送信されるドキュメントの署名に使用されるキーのキーストア別名およびパスフレーズを入力します。

シングル・サインオン署名鍵別名およびパスフレーズを指定しない場合、サーバーのSSL構成の構成済SSL秘密鍵別名およびパスフレーズがデフォルトで使用されます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

このサーバーの全般的なSAML 2.0サービスを構成した後で、「SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ」ページまたは「SAML 2.0サービス・プロバイダ」ページを選択し、このサーバーをそれぞれアイデンティティ・プロバイダまたはサービス・プロバイダとして構成します。

詳細は、SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成およびSAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成を参照してください。









SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成



SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダのロールのサーバー・インスタンスを構成できます。SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダは、プリンシパルのアイデンティティ情報を作成、維持、管理したり、フェデレーション内の他のサービス・プロバイダ・パートナのSAML 2.0アサーションを生成して、そのようなパートナにプリンシパルの認証を提供します。

サーバーをSAML 2.0アイデンティティ・プロバイダとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「フェデレーション・サービス」の順に選択します。
	「SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ」ページを選択します。
	「有効」属性を選択して、アイデンティティ・プロバイダのロールのこのサーバーのSAML 2.0サービスをアクティブ化します。
	受信するすべての認証リクエストが署名されるようにするには、「署名された認証リクエストのみ受け入れる」を選択します。
	非認証リクエストが送信されるカスタム・ログインWebアプリケーションを使用している場合は、次の手順を実行します。

	
「ログインのカスタマイズ」を選択します。


	
カスタム・ログインWebアプリケーションのURLを入力します。


	
ログインの問合せの戻りパラメータを入力します

この問合せパラメータは、ローカルのシングル・サインオン・サービス・サーブレットのログインの戻りURLを保持するためにSAML 2.0サービスで使用される一意な文字列です。(代替方法として、ログインの戻りURLは、ログインWebアプリケーションで指定することもできます。)







	このサーバー・インスタンスが有効化されるSAMLバインディングを設定し、目的のバインディング・タイプを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

フェデレーション・パートナと調整し、このSAMLオーソリティに対して有効化したSAMLバインディングと、署名ドキュメントの要件がパートナと互換性を持つようにします。









SAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成



WebLogic ServerインスタンスをSAML 2.0サービス・プロバイダとして構成できます。サービス・プロバイダは、SAMLアサーションを受け取り、それらのアサーションからアイデンティティ情報を抽出することができるSAMLオーソリティです。抽出されたアイデンティティ情報は、ローカルのサブジェクトや必要に応じてグループにマップされ、これらが認証可能になります。

サーバーをSAML 2.0サービス・プロバイダとして構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「フェデレーション・サービス」の順に選択します。
	「SAML 2.0サービス・プロバイダ」ページを選択します。
	「有効」属性を選択し、アイデンティティ・プロバイダとして機能するこのサーバー・インスタンスのSAML 2.0サービスをアクティブ化します。
	必要に応じて、ローカルのSAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成オプションを設定します。次の点に注意してください。

	
「常に認証リクエストに署名」および「署名されたアサーションのみ受け入れる」のオプションを希望どおりに、またフェデレーション・パートナと調整されるように選択して、認証リクエストおよびアサーションが受け入れられるようにします。


	
このサーバー・インスタンスのSAMLバインディング設定をフェデレーション・パートナに伝達し、互換性を確保します。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

フェデレーション・パートナと調整し、このSAMLオーソリティに対して有効化したSAMLバインディングと、署名ドキュメントの要件がパートナと互換性を持つようにします。











サーバー・デプロイメント・ステージングの構成



特定のサーバー・インスタンスのデフォルトのデプロイメント・ステージングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなデフォルトのデプロイメント・ステージング構成を定義できます。

	
ステージング・モード


	
ステージング・ディレクトリ・モード


	
アップロード・ディレクトリ名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー移行の構成



クラスタ・サーバーの移行設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「移行」の順に選択します。
	「移行」ページでは、サーバー・インスタンスの次のような構成設定を定義できます。

	
サーバーの自動移行を有効化


	
候補マシン


	
JMSサービスの候補サーバー


	
JTAの自動移行を有効化


	
JTA候補サーバー


	
移行前スクリプトのパス


	
移行後スクリプトのパス


	
移行後のスクリプトの失敗による自動移行の取消し


	
移行後スクリプトを別のマシンで実行できるようにする


	
厳密な所有権チェックを有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・チューニングの構成



チューニング設定を構成すると、サーバー・インスタンスのパフォーマンスおよび機能をチューニングできます。

特定のサーバー・インスタンスのチューニング設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	「チューニング」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなチューニング構成設定を定義できます。

	
ネイティブIOの有効化


	
JavaSocketMuxerソケット・リーダー


	
ギャザー書込みの有効化


	
スキャタ読取りの有効化


	
最大オープン・ソケット数


	
StuckThreadMaxTime


	
スタック・スレッド・タイマー間隔


	
バックログの受入れ


	
ログイン・タイムアウト


	
SSLログイン・タイムアウト


	
逆引きDNSの許可




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・インスタンスの詳細構成設定を定義します。
	「保存」をクリックします。






ネイティブIOの有効化



特定のサーバー・インスタンスのネイティブIOを有効にするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	「チューニング」ページで、「ネイティブIOの有効化」チェック・ボックスが選択されていない場合は、このチェック・ボックスを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








NIOSocketMuxerの有効化



特定のサーバー・インスタンスの非ブロッキングIOを有効にするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	「拡張」を展開して詳細チューニング・パラメータにアクセスします。
	「マキサー・クラス」フィールドに、weblogic.socket.NIOSocketMuxerと入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








接続バックログのバッファリングのチューニング



追加のリクエストを拒否する前にWebLogic Serverインスタンスが受け入れる接続リクエストの数をチューニングできます。

特定のサーバー・インスタンスの接続バックログ・バッファリングをチューニングするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	必要に応じて「バックログを受け入れ」値を変更して、サーバー・インスタンスが待機キューにバッファリングできるTCP接続の数をチューニングします。

	
クライアントで多くの接続が削除または拒否され、サーバーに他のエラー・メッセージが存在されない場合は、「バックログを受け入れ」値が小さすぎる可能性があります。


	
WebLogic Serverにアクセスしようとしたときに、接続が拒否されたことを示すメッセージを受け取った場合は、「バックログの受入れ」値をデフォルトから25%大きくします。メッセージが表示されなくなるまで、値を25%ずつ大きくしていきます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








スタック・スレッドの検出動作のチューニング



WebLogic Serverは、設定した期間、作業状態が継続した(アイドルでない)場合、スレッドをスタック状態と診断します。サーバーのスレッド検出動作は、スレッドがスタック状態と診断されるまでの時間を変更すること、およびサーバーがスタック・スレッドをチェックする頻度を変更することでチューニングできます。

特定のサーバー・インスタンスのスタック・スレッド検出動作を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	「チューニング」ページで、必要に応じて、次のオプションを更新します。

	
スレッドの最大スタック状態時間: サーバー・インスタンスがスレッドをスタック状態であると診断するまでの、スレッドの継続動作時間(秒単位)。


	
「スレッドのスタック状態タイマーのインターバル」: 「スレッドの最大スタック状態時間」で構成した期間スレッドが継続動作しているかどうかを、サーバー・インスタンスが定期的にスキャンする間隔(秒単位)。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








管理対象サーバー独立用のドメイン構成ファイルのレプリケート



管理対象サーバー独立(Managed Server Independence: MSI)のレプリケーションを構成するサーバー・インスタンスは、実行中である必要はありません。

ドメインの構成ファイルをレプリケートするように管理対象サーバーを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「チューニング」の順に選択します。
	チューニング・ページで、ページの下部の「詳細」をクリックし、詳細構成設定を表示します。
	「管理対象サーバーの独立を有効化」チェック・ボックスが選択されていることを確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

管理対象サーバーが動作中の場合は、再起動します。











サーバー・オーバーロードの構成



オーバーロード時または障害時のWebLogic Serverの対応を構成できます。

特定のサーバー・インスタンスのオーバーロード設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「オーバーロード」の順に選択します。
	「オーバーロード」ページでは、このサーバーの次のようなオーバーロード構成設定を定義できます。

	
ワーク・マネージャの共有容量


	
障害時のアクション


	
危機的状況のアクション


	
空きメモリー比率の最大しきい値


	
空きメモリー比率の最小しきい値


	
スタック・スレッド最大時間


	
スタック・スレッド数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・ヘルス・モニタリングの構成



WebLogic Serverには、自己ヘルス・モニタリング機能が備わっており、この機能を使用することでWebLogic Serverドメイン内にあるサーバーの信頼性や可用性を向上させることができます。各サーバー内の選択されたサブシステムは、そのサブシステムに固有の条件に基づいて自身のヘルス・ステータスをモニターします。

サーバーの自動ヘルス・チェックの頻度、およびノード・マネージャ・アプリケーション(オプション)がサーバーのヘルス状態をチェックする頻度を構成できます。また、このページでは、サーバーのヘルス状態が「障害」になった場合に、ノード・マネージャが自動的にサーバーを停止および再起動するかどうかを指定することもできます。

特定のサーバー・インスタンスのヘルス・モニタリング設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「ヘルス・モニタリング」の順に選択します。
	「ヘルス・モニタリング」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなヘルス・モニタリング構成設定を定義できます。

	
ヘルス・チェック間隔


	
失敗時の自動強制停止


	
自動再起動


	
再起動間隔


	
期間内の最大再起動回数


	
再起動遅延秒数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー起動の構成



ノード・マネージャは、正常または予期しない状態にあるサーバーを起動、中断、停止および再起動するのに使用するWebLogic Serverユーティリティです。ノード・マネージャがリモート・マシンでこのサーバーを起動する際に使用する起動設定を構成できます。

特定のサーバー・インスタンスを起動するためにノード・マネージャが使用する起動オプションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「サーバーの起動」の順に選択します。
	「サーバーの起動」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような起動構成設定を定義できます。

	
Javaホーム


	
Javaベンダー


	
BEAホーム


	
ルート・ディレクトリ


	
クラス・パス


	
引数


	
セキュリティ・ポリシー・ファイル


	
ユーザー名


	
パスワード


	
パスワードの確認




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーの起動と停止の設定の構成



サーバー・インスタンスの起動と停止の設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「開始/停止」の順に選択します。
	「開始/停止」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような起動と停止の構成設定を定義できます。

	
停止時にセッションを無視


	
正常な停止のタイムアウト


	
起動のタイムアウト


	
サーバーのライフサイクルのタイムアウト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーのWebサービスの構成


構成を表示および変更するには、先にWebサービスをインストールする必要があります。この項には、次の項目が含まれます。

	
Webサービスのメッセージ・バッファリングの構成


	
Webサービスの信頼できるメッセージングの構成


	
論理ストアの表示








Webサービスのメッセージ・バッファリングの構成



Webサービスのメッセージ・バッファリングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「Webサービス」の順に選択します。
	「バッファリング」ページを選択します。
	「バッファリング」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなメッセージ・バッファリング構成プロパティを定義できます。

	
再試行回数


	
再試行の遅延


	
リクエスト・キューの有効化


	
リクエスト・キューの接続ファクトリのJNDI名


	
リクエスト・キュー・トランザクションの有効化


	
レスポンス・キューの有効化


	
レスポンス・キューの接続ファクトリのJNDI名


	
レスポンス・キュー・トランザクションの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








Webサービスの信頼できるメッセージングの構成



Webサービスの信頼性のあるメッセージングとは、ある1つのアプリケーション・サーバーで実行中のアプリケーションが、別のアプリケーション・サーバーで実行中のWebサービスを確実に呼び出せるフレームワークです。ここでは、双方のサーバーでWS-Reliable Messaging仕様が実装されていることが前提となっています。信頼性のある、とは2つのWebサービス間でのメッセージの配信を保証できるということです。このページでは、Webサービス・エンドポイント上の信頼性のあるメッセージの構成をカスタマイズします。

Webサービスの信頼性のあるメッセージングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「Webサービス」の順に選択します。
	「信頼できるメッセージ」ページを選択します。
	「信頼できるメッセージング」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のような信頼できるメッセージング構成プロパティを定義できます。

	
基本の再送信間隔


	
再送信間隔の指数関数的バックオフの有効化


	
非バッファ送信元


	
非バッファ宛先


	
確認応答の間隔


	
非アクティブ・タイムアウト


	
順序の有効期限




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








論理ストアの表示



論理ストアは名前付きのストレージ・ユニットで、ビジネス上の構成要件を示し、Webサービスを物理ストアとバッファリング・キューに接続します。

このサーバー・インスタンスに構成された論理ストアを表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「Webサービス」の順に選択します。
	「論理ストア」ページを選択します。
	「論理ストア」ページでは、このサーバー・インスタンスに構成された各論理ストアの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
永続性方式


	
リクエスト・バッファリング・キューのJNDI名


	
レスポンス・バッファリング・キューのJNDI名


	
デフォルト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。














サーバーのCoherenceクラスタ設定の構成



特定のサーバー・インスタンスのCoherenceを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「Coherence」の順に選択します。
	「Coherence」ページでは、このサーバー・インスタンスに使用するCoherenceクラスタを指定でき、次のような構成設定も定義できます。

	
ユニキャスト・リスニング・アドレス


	
ユニキャスト・リスニング・ポート


	
ユニキャスト・ポートの自動調整


	
ローカル記憶域有効


	
Coherence Web論理ストレージ有効化


	
Coherence管理ノード


	
サイト名


	
ラック名


	
ロール名







	「保存」をクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバー・プロトコルの設定の構成



この項では、サーバー・プロトコルを構成する方法について説明します。

この項には、次の項目が含まれます。





	
サーバー・プロトコルの一般設定の構成


	
サーバーのHTTP設定の構成


	
サーバーのjCOM設定の構成


	
サーバーのIIOP設定の構成


	
サーバーのネットワーク・チャネル設定の構成


	
特定のネットワーク・チャネルのモニター


	
サーバーのネットワーク・チャネル設定の構成










サーバー・プロトコルの一般設定の構成



サーバー・インスタンスのプロトコルの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「一般設定」ページを選択します。
	「一般設定」ページでは、このサーバー・インスタンスが使用する様々な通信プロトコルの次のような接続設定を定義できます。

	
完了メッセージ・タイムアウト


	
アイドル接続タイムアウト


	
トンネリングの有効化


	
トンネリング・クライアントPing


	
トンネリング・クライアント・タイムアウト


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーのHTTP設定の構成



サーバー・インスタンスのHTTPプロトコル設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「HTTP」ページを選択します。
	「HTTP」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなHTTP設定を定義できます。

	
デフォルトWebアプリケーションのコンテキスト・ルート


	
POSTタイムアウト


	
最大POSTサイズ


	
キープアライブの有効化


	
期間


	
HTTPS期間


	
フロントエンド・ホスト


	
フロントエンドHTTPポート


	
フロントエンドHTTPSポート


	
WAPの有効化


	
リモート・アドレスのオーバーライド


	
サーバー・ヘッダーの送信


	
getRealPath()でコンテキスト・パスを許可


	
HTTPの最大メッセージ・サイズ


	
トンネリングの有効化


	
トンネリング・クライアントPing


	
トンネリング・クライアント・タイムアウト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーのjCOM設定の構成



サーバー・インスタンスのJava to COM (jCOM)プロトコル設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「jCOM」ページを選択します。
	「jCOM」ページでは、このサーバー・インスタンスの次のようなjCOMプロトコル設定を定義できます。

	
COMの有効化


	
NT認証ホスト


	
ネイティブ・モードの有効化


	
冗長ロギングの有効化


	
メモリー・ロギングの有効化


	
列挙値のプリフェッチ


	
アパートメント・スレッド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバーのIIOP設定の構成



サーバー・インスタンスのInternet Inter-ORB Protocol (IIOP)設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「IIOP」ページを選択します。
	「IIOP」ページで、このサーバー・インスタンスに対してIIOPを有効化できます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・インスタンスの詳細構成設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








サーバーのネットワーク・チャネル設定の構成



サーバー・インスタンスのネットワーク・チャネルのプロトコル設定をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「チャネル」ページを選択します。
	「チャネル」表には、このサーバー・インスタンスに構成された各ネットワーク・チャネルに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
プロトコル


	
有効


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート


	
パブリック・アドレス


	
パブリック・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








特定のネットワーク・チャネルのモニター



特定のネットワーク・チャネルをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「チャネル」ページを選択します。
	「チャネル」表で、モニターするチャネルの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	「概要」ページでは、このネットワーク・チャネルに関する次のような現在の統計をモニターできます。

	
名前


	
コネクション


	
受信メッセージ数


	
送信メッセージ


	
受信バイト数


	
送信バイト数


	
受入れ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「コネクション」ページでは、このネットワーク・チャネルに関する次のような現在の接続統計をモニターできます。

	
接続時刻


	
受信メッセージ数


	
送信メッセージ


	
受信バイト数


	
送信バイト数


	
ローカル・アドレス


	
ローカル・ポート


	
リモート・アドレス


	
リモート・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバーのネットワーク・チャネル設定の構成



サーバー・インスタンスのネットワーク・チャネルのプロトコル設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバー・インスタンスの名前を選択します。

「概要」ページには、サーバー・インスタンスに関連した情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「プロトコル」の順に選択します。
	「チャネル」ページを選択します。
	「チャネル」表で、構成するチャネルの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「一般」ページでは、ネットワーク・チャネルの次のような一般構成設定を定義できます。

	
名前


	
プロトコル


	
リスニング・ポート


	
リスニング・アドレス


	
外部リスニング・アドレス


	
外部リスニング・ポート


	
有効




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このネットワーク・チャネルの詳細構成設定を定義できます。




	「保存」をクリックします。
	「セキュリティ」ページでは、ネットワーク・チャネルの次のようなセキュリティ構成オプションを定義できます。

	
双方向SSL有効


	
クライアント証明書の強制




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このネットワーク・チャネルの詳細構成設定を定義できます。




	「保存」をクリックします。




注意:

サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定の構成の詳細は、「サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定の構成」を参照してください。













サーバー・ノートの作成



サーバー構成のノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成するサーバーの名前をクリックします。

「概要」ページには、サーバーに関連する情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから「管理」を選択し、「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









動的サーバーのサーバー・テンプレートの構成



動的サーバーのサーバー・テンプレートの構成を表示または変更するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、構成する動的サーバーの名前をクリックします。

「概要」ページには、サーバーに関連する情報が表示されます。




	「WebLogic Server」メニューから、「管理」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	この動的サーバーに関連付けられているサーバー・テンプレートの構成を表示または変更するには、「サーバー・テンプレート」リンクをクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。











JNDIツリーの表示



JNDIブラウザは、すべてのWebLogic ServerリソースのJNDI名が見つかる中心的な場所です。通常はWLSクライアント・プログラムを記述する際にJNDIブラウザでJNDI名を検索します。JNDIブラウザには、ドメイン、サーバー、またはパーティション内のリソースのツリーが表示されます。ツリーでノードまたはオブジェクトを選択すると、バインディング名、オブジェクト・クラス、オブジェクト・ハッシュ・コード、オブジェクトから文字列への変換結果のエントリなどの、JNDI情報が表示されます。

サーバーのJNDIツリーでオブジェクトを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「サーバー」表で、JNDIオブジェクトを表示するサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	左上の「WebLogic Server」メニューから、「JNDIブラウザ」を選択します。
	左側のペインを使用してJNDIツリーをナビゲートします。

選択したノードまたはオブジェクトの詳細が右側のペインに表示されます。







JNDIの詳細は、『Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発』のWebLogic JNDIの理解に関する項を参照してください。













4 WebLogic Serverクラスタ


この章では、クラスタをモニター、制御および構成する方法について説明します。WebLogic Serverクラスタは、同時に動作し、連携して高度なスケーラビリティと信頼性を実現する複数のWebLogic Serverサーバー・インスタンスで構成されます。

クライアントでは、1つのクラスタが、1つのWebLogic Serverインスタンスのように認識されます。クラスタを構成する複数のサーバー・インスタンスは同じマシン上で実行することも、複数のマシンに配置することもできます。クラスタの能力は、既存のマシン上のクラスタにサーバー・インスタンスを追加することによって強化できます。また、新たにサーバー・インスタンスを配置するためのマシンをクラスタに追加することもできます。クラスタ内の各サーバー・インスタンスでは、同一バージョンのWebLogic Serverを実行する必要があります。

クラスタの詳細は、『Oracle WebLogic Serverのクラスタの管理』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
クラスタの作成


	
クラスタのモニター


	
クラスタの制御


	
クラスタの構成


	
動的クラスタの拡張度の構成








クラスタの作成


この項では、新しいクラスタを作成する方法を説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
新しい構成済クラスタの作成


	
新しい動的クラスタの作成








新しい構成済クラスタの作成



構成済クラスタは、各サーバー・インスタンスを手動で構成して追加するクラスタです。

新しい構成済クラスタを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されたクラスタに関する次のような情報が表示されます。




	「作成」をクリックして、「クラスタ」を選択します。
	次の各ページで、新しい構成済クラスタの構成オプションを定義します。

	
クラスタのプロパティ


	
サーバーの追加


	
確認







	「作成」をクリックします。






クラスタのプロパティ



「クラスタのプロパティ」ページで、新しい構成済クラスタの一般的なクラスタ・プロパティを定義します。





	
名前: 構成済クラスタの一意の名前を入力します。


	
メッセージング・モード: このクラスタで使用するメッセージング・モードを選択します。


	
ユニキャスト・ブロードキャスト・チャネル: ユニキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、ユニキャスト・ブロードキャスト・チャネルを入力します。このチャネルは、クラスタ内のメッセージを送信するために使用されます。チャネルを指定しなかった場合は、デフォルトのチャネルが使用されます。


	
マルチキャスト・アドレス: マルチキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、新しい構成済クラスタのマルチキャスト・アドレスを入力します。マルチキャスト・アドレスは、範囲が224.0.0.0 - 239.255.255.255のIPアドレスです。有効範囲は224.0.0.0から239.255.255.255です。WebLogic Serverで使用されるデフォルト値は239.192.0.0です。x.0.0.1の範囲のマルチキャスト・アドレスは使用しないでください。このアドレスは、このクラスタ固有のものである必要があるため、他のアプリケーションとは共有しないでください。


	
マルチキャスト・ポート: マルチキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、新しい構成済クラスタのマルチキャスト・ポートを入力します。マルチキャスト・ポートは、クラスタのメンバーが相互に通信するために使用されます。有効な値は1から65535です。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









サーバーの追加



「サーバーの追加」ページで、必要に応じて、サーバーを「使用可能」列から「選択済」列に移動することで、1つまたは複数のサーバーを新しい構成済クラスタに追加できます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、新しい構成済クラスタの構成を確認します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。











新しい動的クラスタの作成



動的クラスタは、1つの共有サーバー・テンプレートに基づいた生成済(動的)サーバー・インスタンスを1つ以上備えたクラスタです。

新しい動的クラスタを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されたクラスタに関する次のような情報が表示されます。




	「作成」をクリックして、「動的クラスタ」を選択します。
	次の各ページで、新しい動的クラスタの構成オプションを定義します。

	
クラスタのプロパティ


	
動的サーバーのプロパティ


	
マシン・バインディング


	
サーバーの追加


	
確認







	「作成」をクリックします。






クラスタのプロパティ



「クラスタのプロパティ」ページで、新しい動的クラスタの一般的なクラスタ・プロパティを定義します。





	
名前: 動的クラスタの一意の名前を入力します。


	
メッセージング・モード: このクラスタで使用するメッセージング・モードを選択します。


	
ユニキャスト・ブロードキャスト・チャネル: ユニキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、ユニキャスト・ブロードキャスト・チャネルを入力します。このチャネルは、クラスタ内のメッセージを送信するために使用されます。チャネルを指定しなかった場合は、デフォルトのチャネルが使用されます。


	
マルチキャスト・アドレス: マルチキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、新しい動的クラスタのマルチキャスト・アドレスを入力します。マルチキャスト・アドレスは、範囲が224.0.0.0 - 239.255.255.255のIPアドレスです。有効範囲は224.0.0.0から239.255.255.255です。WebLogic Serverで使用されるデフォルト値は239.192.0.0です。x.0.0.1の範囲のマルチキャスト・アドレスは使用しないでください。このアドレスは、このクラスタ固有のものである必要があるため、他のアプリケーションとは共有しないでください。


	
マルチキャスト・ポート: マルチキャスト・メッセージング・モードを使用している場合は、新しい構成済クラスタのマルチキャスト・ポートを入力します。マルチキャスト・ポートは、クラスタのメンバーが相互に通信するために使用されます。有効な値は1から65535です。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









動的サーバーのプロパティ



「動的サーバーのプロパティ」ページで、新しい動的クラスタの動的サーバー・プロパティを定義します。





	
動的クラスタ・サイズ: 新しい動的クラスタに必要な動的サーバー・インスタンスの数を入力します。


	
動的クラスタ最大サイズ: この動的クラスタに割り当てることができる実行中の動的サーバー・インスタンスの最大数を入力します。


	
サーバー名の接頭辞: 動的クラスタ内の動的サーバーに使用する命名規則を指定します。


	
「ドメインのデフォルトに基づいて新しいサーバー・テンプレートを作成する」または「このクラスタ用に既存のサーバー・テンプレートのクローンを作成する」を選択します。既存のテンプレートをクローンすることを選択した場合は、「クローンを作成するサーバー・テンプレート」でテンプレートを選択します。サーバー・テンプレートは、動的クラスタ内のすべてのサーバー・インスタンスに共通する特性を構成するときに使用します。サーバー・テンプレートが構成されていない場合は、自動的にテンプレートが作成されます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









マシン・バインディング



「マシン・バインディング」ページで、動的クラスタ内の動的サーバーを複数のマシンに分散する方法を選択します。「このドメインに構成されている任意のマシンを使用する」、「すべての動的サーバーに単一マシンを使用する」または「このドメイン内の一部のマシンを使用する」を選択します。「すべての動的サーバーに単一マシンを使用する」を選択した場合は、使用するマシンを「選択したマシン」メニューから選択します。「このドメイン内の一部のマシンを使用する」を選択した場合は、「マシン名マッチング式」にマシンの名前の一致式を入力します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









リスニング・ポート・バインディング



「リスニング・ポート・バインディング」ページで、動的サーバーをリスニング・ポートにバインドする方法を選択します。動的サーバーのリスニング・ポートは、サーバー・テンプレートに指定することも、一意になるよう動的に生成することもできます。





	
「各動的サーバーに一意のリスニング・ポートを割り当てる」を選択して、各動的サーバーに一意なリスニング・ポートを作成します。「最初のサーバーのリスニング・ポート」および「最初のサーバーのSSLリスニング・ポート」に、最初の動的サーバー・インスタンス用に必要なリスニング・ポートおよびSSLリスニング・ポートを入力します。


	
「各動的サーバーに固定のリスニング・ポートを割り当てます」を選択して、すべての動的サーバーに同じリスニング・ポートおよびSSLリスニング・ポートを割り当てます。「リスニング・ポート」および「SSLリスニング・ポート」に、必要なリスニング・ポートおよびSSLリスニング・ポートを入力します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、新しい動的クラスタの構成を確認します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。













クラスタのモニター


この項では、クラスタをモニターする方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
すべてのクラスタのステータスのモニター


	
クラスタ内のサーバー・インスタンスのステータスのモニター


	
クラスタ・ヘルスのモニター


	
クラスタ内のサーバー・インスタンスのモニター


	
クラスタ・デプロイメントのモニター


	
クラスタJDBCデータソースのモニター


	
クラスタ・メッセージングのモニター


	
クラスタ・フェイルオーバーのモニター


	
クラスタ・パフォーマンス・サマリーのモニター








すべてのクラスタのステータスのモニター



ドメイン内で構成されているすべてのクラスタの実行時ステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されたクラスタに関する次のような情報が表示されます。

	
クラスタ名


	
ステータス


	
クラスタ・タイプ


	
サーバー


	
クラスタ・アドレス


	
クラスタ・メッセージング・モード


	
移行基準




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	クラスタのデフォルト・ネットワーク通信などの構成情報を表示するクラスタの名前を選択します。








クラスタ内のサーバー・インスタンスのステータスのモニター



クラスタ内のサーバーのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「サマリー」の順に選択します。

「サマリー」表には、クラスタ内のすべてのサーバーのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
状態


	
マシン


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












クラスタ・ヘルスのモニター



クラスタのヘルスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「ヘルス」の順に選択します。

「ヘルス・サマリー」ページでは、クラスタとそのサブシステムのヘルス情報をモニターできます。

詳細は、構成オプションを参照してください。












クラスタ内のサーバー・インスタンスのモニター



クラスタ内のサーバー・インスタンスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「サーバー」の順に選択します。

「サーバー」表には、クラスタ内のサーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
サーバー


	
タイプ


	
ステータス


	
クラスタ


	
マシン


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












クラスタ・デプロイメントのモニター



クラスタ内のすべてのデプロイメントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。

「サマリー」ページの「デプロイメント」表には、クラスタにデプロイされているすべてのアプリケーションおよびモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します




クラスタ・デプロイメント情報をモニターするには、適切なページを選択します。

	
Webアプリケーション: クラスタにデプロイされているWebアプリケーションをモニターします。これには、アプリケーションがデプロイされているマシンやサーバーなど、アプリケーションに関する情報、およびWebアプリケーションに関連付けられたサーブレットおよびセッションに関する統計が含まれます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リソース・アダプタ: インバウンド・リスナーおよびアウトバウンド接続プールのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
EJB: ステートレス、ステートフル、エンティティ、シングルトンおよびメッセージドリブンの各EJBに関する統計および情報をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス: このクラスタにデプロイされているすべてのWebサービスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このクラスタ内のすべてのWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このクラスタ内で実行されているすべてのJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このクラスタ内のアプリケーション・デプロイメント用に構成されているワーク・マネージャ、制約およびポリシーの統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















クラスタJDBCデータソースのモニター



特定のクラスタに関連付けられているJDBCデータソースをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「JDBCデータソース」の順に選択します。

「JDBCデータソース」表には、すべてのJDBCデータソースのステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















クラスタ・メッセージングのモニター



クラスタに関連付けられたJMSサーバーのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。

このクラスタのメッセージング情報をモニターするには、適切なページを選択します。

	
JMSサーバー: 現在のWebLogic Serverクラスタで作成されているJMSサーバーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ストア・アンド・フォワード・エージェント: SAFエージェントの統計をモニターし、エージェントへの受信リクエストの休止などのメッセージ管理操作を実行します

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSリソース: すべてのJMSシステム・モジュール用に作成されたすべてのJMSリソースをモニターします。これには、キューとトピック宛先、コネクション・ファクトリ、JMSテンプレート、宛先ソート・キー、宛先割当て、分散宛先、外部サーバー、ストア・アンド・フォワード・パラメータがあります

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JMSモジュール: このクラスタ内に作成されたJMSモジュールをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージング・ブリッジ: このクラスタ内のアクティブなサーバーに構成されたすべてのメッセージング・ブリッジのステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。




必要に応じて、「ビュー」を選択して、いずれかのページで次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















クラスタ・フェイルオーバーのモニター



クラスタのフェイルオーバー情報をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「フェイルオーバー」の順に選択します。

「フェイルオーバー・サマリー」ページには、次の情報が表示されます。

	
プライマリ・セッションの総数


	
セッション・レプリカの総数


	
バックアップ・クラスタのセッション更新の総数




「フェイルオーバー」表には、クラスタのフェイルオーバーおよびステータスに関する次のような情報が表示されます。

	
サーバー


	
タイプ


	
マシン


	
状態


	
バックアップ・サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












クラスタ・パフォーマンス・サマリーのモニター



クラスタのパフォーマンス・サマリーをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「パフォーマンス・サマリー」の順に選択します。

「パフォーマンス・サマリー」ページには、パフォーマンスの一般情報、またこのクラスタに関連付けられたサーブレット、JSPおよびデータソースに関するパフォーマンス情報が表示されます。

	
表示するメトリックを選択するには、「メトリック・パレットの表示」をクリックします。


	
表オプションにアクセスするには、「ビュー」を選択します。


	
追加の表オプションにアクセスするには、「オーバーレイ」を選択します。















クラスタの非同期タスクのモニター



即座に完了する管理タスク(デプロイメント、サービスの移行、管理対象サーバーの起動/停止の試行など)もあれば、完了するまでに要する時間が異なる管理タスクもあるため、「非同期タスク・サマリー」ページでは、すべてのタスクの完了ステータスをモニターできます。

クラスタ内の非同期タスクのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。

「非同期タスク・サマリー」ページでは、次のような情報を表示することで、すべてのタスクの完了ステータスをモニターできます。

	
説明


	
タイプ


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















クラスタの制御


この項では、クラスタを制御する方法を説明します。この項には次のトピックが含まれます:

	
ドメイン内のクラスタの制御


	
動的クラスタ内のオンデマンド・スケーリングの制御


	
クラスタ内のサーバー・インスタンスの制御








ドメイン内のクラスタの制御



クラスタに割り当てられているサーバー・インスタンスの起動、再開、中断または停止ができます。クラスタ内のサーバーのSTANDBYまたはADMINからRUNNING状態への移行の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーのライフ・サイクルの理解に関する項を参照してください。

始める前に:

管理対象サーバーで制御操作を行うには、ノード・マネージャを起動する必要があります。管理対象サーバーをスタンバイ・モードで起動するには、ドメイン全体の管理ポートが必要です。

ドメイン内に構成されているクラスタのサーバー・インスタンスを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されたクラスタに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
クラスタ・タイプ


	
サーバー


	
クラスタ・アドレス


	
クラスタ・メッセージング・モード


	
移行基準


	
デフォルトのロード・アルゴリズム


	
レプリケーションのタイプ


	
クラスタのブロードキャスト・チャネル




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。




	表で、管理するクラスタの行を選択して、次の制御操作のいずれかを選択します。

	
起動: クラスタ内のサーバー・インスタンスをSHUTDOWN状態からRUNNINGに移行します。


	
再開: クラスタ内のサーバー・インスタンスをSTANDBYまたはADMIN状態からRUNNINGに移行します。


	
中断: クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行するオプションを選択します。

	
作業完了時: クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行し、進行中の作業が正常に処理されるようにします。SUSPENDING状態のときに、ワーク・マネージャは、アプリケーション・スレッドで保留されている処理中の作業を完了します。


	
ただちに強制中断: 進行中の作業を正常に処理せずに、クラスタ内のサーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態にただちに移行します。





	
停止: クラスタ内のサーバー・インスタンスを停止するオプションを選択します。

	
作業完了時: クラスタ内のサーバー・インスタンスを正常に停止します。新しいリクエストは拒否されますが、処理中のリクエストはサーバー・インスタンスの停止前に完了します。


	
ただちに強制中断: クラスタ内のサーバー・インスタンスをただちに停止します。処理中のリクエストは削除され、新しいリクエストは受け入れられず、サーバー・インスタンスはただちに停止します。





	
SSLの再起動: SSLリスニング・ソケットを再起動してキーストアの変更を有効にします。




詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「作成」をクリックして新しいクラスタを作成します。クラスタの作成の詳細は、「クラスタの作成」を参照してください。









動的クラスタ内のオンデマンド・スケーリングの制御



動的クラスタのオンデマンド・スケーリングを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成する動的クラスタの名前を選択します。

「概要」ページに、動的クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「制御」、「スケール・アップまたはスケール・ダウン」の順に選択します。

「スケール・アップまたはスケール・ダウン」ページで、次の値が表示できます。

	
実行中のサーバーの現在の数


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ







	「必要なサーバー数」フィールドに、このクラスタに必要な実行中の動的サーバー・インスタンスの数を入力します。また、矢印を使用してこのフィールドの値を変更できます。
	「スケール・アップ/ダウン」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









クラスタ内のサーバー・インスタンスの制御



クラスタに割り当てられているサーバー・インスタンスの起動、再開、中断または停止ができます。クラスタ内のサーバーのSTANDBYまたはADMINからRUNNING状態への移行の詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理』のサーバーのライフ・サイクルの理解に関する項を参照してください。

始める前に:

管理対象サーバーで制御操作を行うには、ノード・マネージャを起動する必要があります。管理対象サーバーをスタンバイ・モードで起動するには、ドメイン全体の管理ポートが必要です。

クラスタ内のサーバー・インスタンスを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメインで構成されたクラスタに関する情報が表示されます。




	「クラスタ」表で、管理するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「制御」、「サーバー」の順に選択します。
	「サーバー(管理)」表で、管理するサーバー・インスタンスの行を選択して、次の制御操作のいずれかを選択します。

	
起動: サーバー・インスタンスをSHUTDOWN状態からRUNNINGに移行します。


	
再開: サーバー・インスタンスをSTANDBYまたはADMIN状態からRUNNINGに移行します。


	
中断: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行するオプションを選択します。

	
作業完了時: サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態に移行し、進行中の作業が正常に処理されるようにします。SUSPENDING状態のときに、ワーク・マネージャは、アプリケーション・スレッドで保留されている処理中の作業を完了します。


	
ただちに強制停止: 進行中の作業を正常に処理せずに、サーバー・インスタンスをRUNNING状態からADMIN状態にただちに移行します。





	
停止: サーバー・インスタンスを停止するオプションを選択します。

	
作業完了時: サーバー・インスタンスを正常に停止します。新しいリクエストは拒否されますが、処理中のリクエストはサーバー・インスタンスの停止前に完了します。


	
ただちに強制中断: サーバー・インスタンスをただちに停止します。処理中のリクエストは削除され、新しいリクエストは受け入れられず、サーバー・インスタンスはただちに停止します。





	
SSLの再起動: SSLリスニング・ソケットを再起動してキーストアの変更を有効にします。




詳細は、構成オプションを参照してください。














クラスタの構成


この項では、クラスタを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
クラスタの一般設定の構成


	
クラスタのJTA設定の構成


	
クラスタ・メッセージングの構成


	
クラスタ内のサーバー・インスタンスの構成


	
クラスタ・レプリケーションの構成


	
クラスタの移行の構成


	
クラスタのシングルトン・サービスの構成


	
クラスタのジョブ・スケジューリングの構成


	
クラスタのオーバーロード設定の構成


	
クラスタのヘルス・モニタリングの構成


	
クラスタのHTTP設定の構成


	
クラスタのCoherenceクラスタ設定の構成


	
クラスタ・ノートの作成


	
動的クラスタの要求時スケーリングの構成








クラスタの一般設定の構成



クラスタの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「一般設定」を選択します。

「一般設定」ページでは、次のようなクラスタの一般設定を定義できます。

	
名前


	
デフォルトのロード・アルゴリズム


	
クラスタ・アドレス


	
クラスタ・アドレス内のサーバー数


	
トランザクション・アフィニティの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








クラスタのJTA設定の構成



クラスタのJTAを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「Java Transaction API (JTA)」を選択します。

「Java Transaction API (JTA)」ページでは、次のようなクラスタのJTA設定を定義できます。

	
タイムアウト


	
破棄タイムアウト


	
beforeCompletionの反復上限


	
最大トランザクション数


	
一意名の最大数


	
チェックポイント間隔


	
ヒューリスティックの無視


	
リソース登録解除の猶予期間


	
XA呼出しの並列実行


	
2フェーズ・コミットの有効化


	
密結合トランザクションの有効化


	
クラスタ全体の回復の有効化


	
決定子が構成されている場合は、リカバリ・ログが書き込まれます


	
決定子




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








クラスタ・メッセージングの構成



クラスタではメッセージングを使用して、セッション、ロード・バランシングとフェイルオーバー、JMSおよびその他の情報をクラスタのメンバー間で共有します。ユニキャストまたはマルチキャスト・メッセージを使用できます。マルチキャストは、複数のアプリケーションが指定されたIPアドレスとポート番号にサブスクライブしてメッセージをリスニングできるようにする単純なブロードキャスト技術ですが、ハードウェアの構成とサポートが必要です。ユニキャストには、これらの要件がありません。

クラスタのメッセージングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「メッセージング」を選択します。

「メッセージング」ページでは、クラスタの次のようなメッセージング設定を定義できます。

	
メッセージング・モード


	
ユニキャスト・ブロードキャスト・チャネル


	
マルチキャスト・アドレス


	
マルチキャスト・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








クラスタ内のサーバー・インスタンスの構成



クラスタ内のサーバー・インスタンスを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」ページでは、クラスタ内のサーバー・インスタンスの次のような設定を定義できます。

	
サーバー・テンプレート


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ


	
サーバー名の接頭辞


	
計算済みリスニング・ポートの有効化


	
計算済みマシン関連付けの有効化


	
マシン名マッチング式




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「サーバー」ページで、クラスタ内で構成されている次のようなサーバーの情報を表示することもできます。

	
名前


	
タイプ


	
マシン


	
リスニング・ポート


	
リスニング・アドレス




このクラスタに新しいサーバー・インスタンスを追加するには、「追加」をクリックして追加するサーバー・インスタンスを選択します。このクラスタからサーバー・インスタンスを削除するには、そのサーバー・インスタンスの行の選択して「削除」をクリックします。




	「保存」をクリックします。








クラスタ・レプリケーションの構成



クラスタのレプリケーションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「レプリケーション」を選択します。

「レプリケーション」ページでは、次の設定を含め、クラスタにわたってWebLogic ServerがHTTPセッション状態をレプリケートする方法を構成できます。

	
クラスタ間レプリケーションのタイプ


	
リモート・クラスタ・アドレス


	
レプリケーション・チャネル


	
セッション永続性に使用するデータ・ソース


	
停止時にセッションを保持


	
セキュア・レプリケーションの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








クラスタの移行の構成



クラスタ・サーバーで障害が発生すると、ノード・マネージャは、サーバー・インスタンスとそのサービスを別のマシンで自動的に再起動できます。ノード・マネージャが移行可能サーバーを再起動できるマシンと、サーバー移行時に使用されるデータソースを指定できます。

クラスタ内のサーバーの移行を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「移行」を選択します。

「移行」ページでは、次のようなクラスタの移行に関連した設定を指定できます。

	
移行可能サーバーの候補マシン


	
移行基準


	
自動移行に使用するデータ・ソース


	
自動移行表名


	
メンバー停止検出の有効化


	
メンバー検出タイムアウト


	
リーダー・ハートビート期間


	
移行の追加試行回数


	
移行の試行間の休止時間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのシングルトン・サービスの構成


この項では、シングルトン・サービスを構成および制御する方法について説明します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
クラスタのシングルトン・サービスの一般設定の構成


	
クラスタのシングルトン・サービス移行の構成


	
シングルトン・サービスのノートの作成


	
クラスタのシングルトン・サービスの移行








クラスタのシングルトン・サービスの一般設定の構成



クラスタのシングルトン・サービスの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「シングルトン・サービス」を選択します。

「シングルトン・サービス」表で、構成するシングルトン・サービスを選択します。




	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページでは、このシングルトン・サービスのクラスの関連付けの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
クラス名


	
移行の追加試行回数


	
試行間のスリープ時間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのシングルトン・サービス移行の構成



クラスタのシングルトン・サービスの移行を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「シングルトン・サービス」を選択します。

「シングルトン・サービス」表で、構成するシングルトン・サービスを選択します。




	「構成」を選択し、「移行」を選択します。

「移行」ページでは、このシングルトン・サービスの次のような移行設定を定義できます。

	
名前


	
ユーザーの優先サーバー


	
控えの候補サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








シングルトン・サービスのノートの作成



シングルトン・サービスのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「シングルトン・サービス」を選択します。

「シングルトン・サービス」表で、構成するシングルトン・サービスを選択します。




	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのシングルトン・サービスの移行



クラスタのシングルトン・サービスを移行するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「シングルトン・サービス」を選択します。

「シングルトン・サービス」表には、シングルトン・サービスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
クラス名


	
クラスタ名


	
優先サーバー


	
候補サーバー


	
控えの候補サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	表の中から移行するシングルトン・サービスを選択します。
	「制御」ページを選択します。表で、移行するシングルトン・サービスの行を選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「移行」をクリックします。
	「シングルトン・サービスの移行」ページで、「新しいホスト・サーバー」メニューからホスト・サーバーを選択します。
	「OK」をクリックします。










クラスタのジョブ・スケジューリングの構成



ジョブ・スケジューリングでは、Java CommonJタイマーをクラスタに対応させ、特定のサーバー・インスタンスに依存せずにクラスタ内の任意の場所で定期的にジョブを実行できます。

クラスタ内でジョブ・スケジューリングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「スケジューリング」を選択します。

「スケジューリング」ページでは、クラスタ内のサーバー間で情報を共有する方法を指定する構成設定を定義できます。




	「ジョブ・スケジューラのデータ・ソース」フィールドで、使用するデータソースを選択します。
	「ジョブ・スケジューラ表名」フィールドに、ジョブ・スケジューラでアクティブとなっているタイマーの格納に使用する表名を入力します。
	「保存」をクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。












クラスタのオーバーロード設定の構成



クラスタのオーバーロードを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「オーバーロード」を選択します。

「オーバーロード」ページでは、オーバーロードまたは障害時に、このクラスタ内のWebLogic Serverインスタンスがどのように対応するかを制御する、クラスタ全体のデフォルトを構成できます。定義できる設定は、次のとおりです。

	
ワーク・マネージャの共有容量


	
障害時のアクション


	
危機的状況のアクション


	
空きメモリー比率の最大しきい値


	
空きメモリー比率の最小しきい値


	
スタック・スレッド最大時間


	
スタック・スレッド数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのヘルス・モニタリングの構成



WebLogic Serverには、自己ヘルス・モニタリング機能が備わっており、この機能を使用することでWebLogic Serverドメイン内にあるサーバーの信頼性や可用性を向上させることができます。各サーバー・インスタンス内の選択されたサブシステムは、サブシステムに固有の条件に基づいて自身のヘルス・ステータスをモニターします。

クラスタのヘルス・モニタリング特性を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「ヘルス・モニタリング」を選択します。

「ヘルス・モニタリング」ページでは、このクラスタの次のようなヘルス・モニタリング特性を構成できます。

	
クラスタ間通信リンクのヘルス・チェック間隔


	
ヘルス・チェック間隔


	
分離までのヘルス・チェック待機回数


	
分離までの猶予期間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのHTTP設定の構成



クラスタのHTTP設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「HTTP」を選択します。

「HTTP」ページでは、このクラスタの次のようなHTTP設定を定義できます。

	
フロントエンド・ホスト


	
フロントエンドHTTPポート


	
フロントエンドHTTPSポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタのCoherenceクラスタ設定の構成



クラスタのCoherence設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、構成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「Coherence」を選択します。

「Coherence」ページでは、このクラスタに使用するCoherenceクラスタを選択し、次のような設定を定義できます。

	
ローカル記憶域有効


	
Coherence Webローカル・ストレージの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








クラスタ・ノートの作成



クラスタ構成のノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、ノートを作成するクラスタの名前をクリックします。

「概要」ページには、サーバーに関連する情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから「管理」を選択し、「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









動的クラスタの要求時スケーリングの構成



動的クラスタの要求時スケーリングを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、スケール・アップまたはスケール・ダウンする動的クラスタの行を選択します。
	「スケール・アップ/ダウン」をクリックします。
	「スケール・アップ/ダウン」ページで、「必要なサーバー数」フィールド内の矢印を使用して、動的クラスタで必要な実行中のサーバー・インスタンスの数を選択します。
	「スケール・アップ/ダウン」をクリックします。










動的クラスタの拡張度の構成


拡張度により、動的クラスタの自動スケーリングと要求に基づく関連リソースの再プロビジョニングが可能になります。リソースの使用状況をモニターするポリシーを構成し、そのポリシーに従って特定のスケーリングやその他の管理アクションを有効にするアクションを設定することにより、拡張度を有効にします。拡張度を構成して、オンデマンドのスケーリング、カレンダ・ベースのスケーリングまたはポリシー・ベースのスケーリングを用意できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
動的クラスタ内のエラスティック・ポリシーのモニター


	
動的クラスタ内のエラスティック・アクションのモニター








動的クラスタ内のエラスティック・ポリシーのモニター



拡張度ポリシーは、動的クラスタ内の使用率を監視して、スケーリングの判断または他の管理アクション(動的クラスタへのサーバーの追加またはJDBC接続プールのサイズ調整など)を決定します。拡張度ポリシーがtrueと評価されると、そのポリシーに関連付けられている1つ以上のアクションが実行されます。

動的クラスタ内に構成されているエラスティック・ポリシーをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターする動的クラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「拡張度」、「ポリシー」の順に選択します。

「ポリシー」表に、この動的クラスタ内で構成されているエラスティック・ポリシーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
スケール・タイプ


	
アクション名


	
診断モジュール


	
有効


	
アラームのタイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して、いずれかのページで次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




ポリシーの作成および構成の詳細は、「新規のポリシーの作成」および「ポリシーの構成」を参照してください。












動的クラスタ内のエラスティック・アクションのモニター



動的クラスタ内に構成されているエラスティック・アクションをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」表で、モニターする動的クラスタの名前を選択します。

「概要」ページには、クラスタに関連した情報が表示されます。




	「WebLogicクラスタ」メニューから、「拡張度」、「アクション」の順に選択します。

「アクション」表に、この動的クラスタ内で構成されているエラスティック・アクションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
有効




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して、いずれかのページで次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ




アクションの作成および構成の詳細は、「新規のアクションの作成」および「アクションの構成」を参照してください。


















5 WebLogic Serverマシン


この章では、マシンをモニターするために実行するタスクについて説明します。 マシンとは、1つ以上のWebLogic Serverインスタンスをホストするコンピュータの論理表現です。管理対象サーバーは、それぞれ1台のマシンに割り当てる必要があります。管理サーバーは、ノード・マネージャとともにマシン定義を使用してリモート・サーバーを起動します。

ノード・マネージャは、離れた場所から管理サーバー・インスタンスや管理対象サーバー・インスタンスを起動、停止、および再起動できるWebLogic Server付属のユーティリティです。ノード・マネージャの使用は必須ではありませんが、高可用性が要求されるアプリケーションをWebLogic Server環境でホストする場合には、複数の分散しているサーバー・インスタンスの実行状態を一元的に制御できるようになるため、これを使用することをお薦めします。

Java実装のノード・マネージャは、デフォルトで同じドメインに属するすべてのサーバー・インスタンスを制御するように構成される、ドメインごとのノード・マネージャです。サーバー・インスタンスは同じマシンに存在する必要はありません。ノード・マネージャの詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
マシンの作成


	
マシンのモニター


	
ノード・マネージャのステータスのモニター


	
マシンの構成








マシンの作成



新しいマシンを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、マシンの構成オプションを定義します。

	
マシン・アイデンティティ


	
ノード・マネージャのプロパティ


	
確認







	「作成」をクリックします。






マシン・アイデンティティ



「マシン・アイデンティティ」ページから、新しいマシンを識別するために使用されるプロパティを設定できます。





	
名前: 新しいマシンの名前を入力します。


	
マシンのOS: マシン上で実行されるオペレーティング・システムを選択します。UNIXプラットフォーム上で実行するマシンを作成する場合はメニューからUNIXを選択し、それ以外の場合はOtherを使用します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ノード・マネージャのプロパティ



「ノード・マネージャのプロパティ」ページから、このマシンのノード・マネージャの構成を定義できます。





	
ノード・マネージャ・タイプ: メニューからノード・マネージャのタイプを選択します。


	
リスニング・アドレス: ノード・マネージャがリスニングするDNS名またはIPアドレスを入力します。


	
リスニング・ポート: リスニング・ポートを入力します。これはノード・マネージャが受信リクエストをリスニングするポートです。


	
ノード・マネージャホーム: スクリプト・ベースのノード・マネージャを使用する場合は、ノード・マネージャホームの場所を入力します。


	
シェル・コマンド: スクリプト・ベースのノード・マネージャを使用する場合は、このフィールドに値を入力します。


	
デバッグの有効化: ノード・マネージャのデバッグを有効にするには、このオプションを選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このマシンの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











マシンのモニター



現在のドメインに構成されているマシンをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表に、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているマシンに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












ノード・マネージャのステータスのモニター



ノード・マネージャのステータスをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、ノード・マネージャのステータスを表示するマシンの名前を選択します。
	「モニタリング」、「ノード・マネージャのステータス」の順に選択します。

マシン上でノード・マネージャが現在実行されている場合、「ノード・マネージャ・ステータス」ページには、ノード・マネージャ・プロセスに関する次の情報が表示されます。

	
ステータス: このノード・マネージャの現在のステータス


	
バージョン: ノード・マネージャから戻されるバージョン文字列




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












マシンの構成


この項では、マシンを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
マシンの一般設定の構成


	
UNIXマシンの一般設定の構成


	
ノード・マネージャ設定の構成


	
マシン・サーバー設定の構成


	
サーバー・インスタンスの追加または削除


	
マシン・ノートの作成








マシンの一般設定の構成



マシンの一般構成設定をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、一般構成設定を表示するマシンの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページでは、マシンの次の構成設定をモニターできます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












UNIXマシンの一般設定の構成



UNIXマシンの一般構成設定をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、一般構成設定を表示するUNIXマシンの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページでは、UNIXマシンの次の属性を構成できます。

	
タイプ


	
名前


	
バインド後のUIDの有効化


	
バインド後のUID


	
バインド後のGIDの有効化


	
バインド後のGID




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












ノード・マネージャ設定の構成



マシンのノード・マネージャ設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、ノード・マネージャ設定を構成するマシンの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「ノード・マネージャ」を選択します。

「ノード・マネージャ」ページでは、ノード・マネージャの次のような設定を構成できます。

	
タイプ


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート


	
ノード・マネージャ・ホーム


	
シェル・コマンド


	
デバッグ有効




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












マシン・サーバー設定の構成



マシンのサーバー設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、サーバー構成情報を表示するマシンの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」ページでは、マシンとの間でサーバーの追加または削除ができます。また、マシンに関連付けられたサーバーの次のような構成情報も表示できます。

	
名前


	
タイプ


	
クラスタ


	
マシン


	
状態


	
ヘルス


	
リスニング・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバー・インスタンスの追加または削除



マシンとの間でサーバー・インスタンスを追加または削除するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。

「マシン」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたマシンに関する情報が表示されます。




	「マシン」表で、サーバー・インスタンスを追加または削除するマシンの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「サーバー」を選択します。
	「追加/削除」をクリックします。
	「サーバーの追加/削除」ページでは、サーバー・インスタンスを「使用可能」リストと「選択済」リストの間で移動することで、マシンとの間でサーバー・インスタンスの追加または削除ができます。このページでマシンに追加、またはマシンから削除できるのは、停止されている、静的に構成されているサーバー・インスタンスのみです。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








マシン・ノートの作成



マシンのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「マシン」の順に選択します。
	「マシン」表で、ノートを作成するマシンの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、このマシンの構成に関するノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。















6 WebLogic Server仮想ホスト


この章では、仮想ホストをモニターする方法について説明します。仮想ホストとは、WebLogic Serverインスタンス(サーバー)またはクラスタの応答先となる一連のホスト名です。

仮想ホスティングを使用するときは、サーバーまたはクラスタのIPアドレスにマップする1つまたは複数のホスト名を、ドメイン・ネーム・システム(DNS)を使用して指定します。また、それぞれの仮想ホストによって提供されるWebアプリケーションを指定します。仮想ホスティングの詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』の仮想ホスティングの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章には次の項が含まれます:

	
仮想ホストのモニター








仮想ホストのモニター



仮想ホストのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ホスト」の順に選択します。

「仮想ホスト」表には、現在のドメインに構成された各仮想ホストに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
仮想ホスト名


	
ネットワーク・アクセス・ポイント


	
フロントエンド・ホスト


	
フロントエンドHTTPポート


	
フロントエンドHTTPSポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示する仮想ホストの名前を選択します。












7 カスタムWebLogic Serverクラス


この章では、起動クラスおよび停止クラスをモニターする方法について説明します。起動クラスと停止クラスは、ユーザーが作成してシステム全体のカスタム・サービスをアプリケーションに提供するJavaプログラムです。サーバー・インスタンスの起動時または停止時にこれらのクラスをロードおよび実行するには、WebLogic Serverクラス・パスにクラスを追加して構成します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章には次の項が含まれます:

	
起動クラスおよび停止クラスのモニター








起動クラスおよび停止クラスのモニター



起動クラスおよび停止クラスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「起動クラスと停止クラス」の順に選択します。

「起動クラスと停止クラス」表には、現在のドメインで構成された起動クラスおよび停止クラスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
クラス名


	
ターゲット


	
デプロイメント順序


	
引数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ



















8 WebLogic Serverワーク・マネージャ


この章では、ワーク・マネージャをモニターするために実行するタスクについて説明します。

WebLogic Serverでは、管理者定義パラメータ、実際の実行時パフォーマンスおよびスループットを考慮に入れた実行モデルに基づいて作業の優先順位付けおよびスレッドの割当てを行います。

管理者は、一連のスケジューリング・ガイドラインを構成し、これらを1つ以上のアプリケーションまたは特定のアプリケーション・コンポーネントに関連付けることができます。たとえば、1つのアプリケーションの一連のスケジューリング・ガイドライン、および他のアプリケーションの別のガイドラインを関連付けることができます。WebLogic Serverでは、実行時にこれらのガイドラインを使用して、保留中の作業およびキューに入れられたリクエストを実行スレッドに割り当てます。

アプリケーションでの作業を管理するには、次の1つ以上のワーク・マネージャ・コンポーネントを定義します。

	
大量リクエスト・クラス


	
レスポンス時間リクエスト・クラス


	
最小スレッド数制約


	
最大スレッド数制約


	
容量制約


	
コンテキスト・リクエスト・クラス




アプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタ内のコンポーネントの名前を参照することで、これらのワーク・マネージャ・コンポーネントのいずれかを使用してアプリケーションのパフォーマンスを制御できます。また、前述のすべてのコンポーネントをカプセル化するワーク・マネージャを定義し、アプリケーションのデプロイメント・ディスクリプタ内のワーク・マネージャの名前を参照できます。

複数のワーク・マネージャを定義できます。その適切な数は、WebLogic Server上にホストされているアプリケーションにわたって存在する個別の需要プロファイルの数によって決まります。ワーク・マネージャは、次の構成ファイルのいずれかにおいてドメイン・レベル、アプリケーション・レベルおよびモジュール・レベルで構成したり、WebLogic Server管理コンソールを使用して構成できます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のワーク・マネージャを使用したスケジュール済作業の最適化に関する項を参照してください。

Fusion Middleware Controlにおけるパーティション・ワーク・マネージャのモニターおよび構成の詳細は、「WebLogic Serverパーティション・ワーク・マネージャ」を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章には次の項が含まれます:

	
ワーク・マネージャのモニター








ワーク・マネージャのモニター



ワーク・マネージャのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「ワーク・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されたワーク・マネージャに関する次のような情報が表示されます。

	
ワーク・マネージャ名


	
タイプ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するワーク・マネージャの名前を選択します。






サーバーのワーク・マネージャのモニター



特定のサーバー・インスタンスのワーク・マネージャのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成された管理サーバーおよび管理対象サーバーに関する情報が表示されます。




	「サーバー」表で、モニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「その他のサービス」、「ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「ワーク・マネージャ」表には、現在のサーバーに構成されたワーク・マネージャに関する次のような情報が表示されます。

	
ワーク・マネージャ名


	
タイプ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するワーク・マネージャの名前を選択します。








クラスタのワーク・マネージャのモニター



特定のクラスタのワーク・マネージャのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメインで構成されたクラスタに関する情報が表示されます。




	「クラスタ」表で、モニターするクラスタの名前を選択します。
	「WebLogicクラスタ」メニューから、「その他のサービス」、「ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「ワーク・マネージャ」表には、現在のクラスタに構成されたワーク・マネージャに関する次のような情報が表示されます。

	
ワーク・マネージャ名


	
タイプ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するワーク・マネージャの名前を選択します。














9 WebLogic Serverの移行可能なターゲット


この章では、移行可能なターゲットをモニターするために実行するタスクについて説明します。移行可能ターゲットとは、クラスタ内のサーバー・インスタンスから別のサーバー・インスタンスに移行できる特別なターゲットです。つまり、移行可能対象を使用することで、一緒に移行する必要のある移行可能サービスをグループ化できます。

移行可能対象を移行すると、その対象によってホストされているすべてのサービスが移行されます。移行可能なターゲットの詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のサービスの移行に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
移行可能なターゲットのモニター


	
移行可能なターゲットの移行








移行可能なターゲットのモニター



移行可能なターゲットをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「移行可能なターゲット」の順に選択します。

「移行可能なターゲット」表には、現在のドメインに構成された移行可能なターゲットに関する次のような情報が表示されます。

	
移行可能なターゲット名


	
移行ポリシー


	
クラスタ


	
ユーザーの優先サーバー


	
現在のホスト・サーバー


	
最後の移行のステータス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示する移行可能なターゲットの名前を選択します。








移行可能なターゲットの移行



移行可能なターゲットを移行するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「移行可能なターゲット」の順に選択します。
	「移行可能なターゲット」表で、移行するターゲットの行を選択します。
	「移行」をクリックします。

「移行可能なターゲットの移行」ページが表示されます。




	「新しいホスト・サーバー」メニューから、移行可能なターゲットの新しいホスト・サーバーを選択します。
	「OK」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。













10 アプリケーション・デプロイメント


この章では、現在のドメインにデプロイされた様々なタイプのアプリケーションをモニター、制御、構成する方法について説明します。アプリケーション・デプロイメントとは、WebLogic Serverドメインでアプリケーションまたはモジュールをクライアント・リクエストの処理に使用できるようにするプロセスを指します。

WebLogic Serverでは、Java Platform, Enterprise Edition (Java EE) 7仕様が実装されます。Java EE 7には、デプロイメントの仕様であるJSR-88が含まれています。これは、アプリケーションを構成してアプリケーション・サーバーにデプロイするためにデプロイメント・ツールおよびアプリケーション・サーバー・プロバイダによって使用される標準APIを記述しています。アプリケーション・デプロイメントの詳細は、『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
アプリケーションのデプロイメント・スコープの理解


	
すべてのアプリケーション・デプロイメントのモニター


	
アプリケーション・デプロイメントの制御


	
アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成


	
Coherenceアーカイブ


	
EJB


	
エンタープライズ・アプリケーション


	
JDBCモジュール


	
JMSモジュール


	
ライブラリ


	
リソース・アダプタ


	
Webアプリケーション


	
Webサービス


	
WebSocketアプリケーション








アプリケーションのデプロイメント・スコープの理解


アプリケーションをデプロイする場合、そのアプリケーションをデプロイする範囲を次の中から選択します: グローバル(ドメイン)、リソース・グループ・テンプレート、ドメインまたはパーティション・レベルのリソース・グループ。

アプリケーションをドメインにデプロイする場合は、アプリケーションのターゲットをそのドメイン内のWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタに設定できます。

デプロイメントのメニュー・オプションは、アプリケーションのスコープやターゲットに応じて変わります。次のデプロイメント・メニューを使用できます。

	
ドメイン・アプリケーション・デプロイメント


	
アプリケーション・デプロイメント


	
クラスタ化アプリケーション・デプロイメント


	
ドメイン・パーティション・アプリケーション・デプロイメント










すべてのアプリケーション・デプロイメントのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのアプリケーションおよびモジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。

「サマリー」表には、現在のドメインにデプロイされているアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
スコープ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	次のアプリケーション・デプロイメントをモニターするには、適切なページを選択します。

	
Webアプリケーション: Webアプリケーションがデプロイされているマシンおよびサーバー、およびWebアプリケーションに関連付けられたサーブレットとセッションの数に関する統計を含め、Webアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リソース・アダプタ: リソース・アダプタ用のメッセージ・リスナー・エンドポイントおよびアウトバウンド接続プールの現在の状態のステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
EJB: ステートレス、ステートフル、シングルトン、エンティティおよびメッセージドリブンの各EJBに関する統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス: このドメインにデプロイされているすべてのWebサービスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このドメイン内のすべてのWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このドメインを実行しているすべてのJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このドメインにデプロイされているアプリケーション用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーの統計を表示します

詳細は、構成オプションを参照してください。







	表で、追加構成情報を表示するアプリケーションの名前を選択します。








アプリケーション・デプロイメントの制御


アプリケーションおよびライブラリをドメインにデプロイするだけでなく、既存のアプリケーションの再デプロイまたはアンデプロイができます。また、アプリケーションの起動および停止、アプリケーション構成のオーバーライド、およびデプロイメント・プランのフェッチができます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
アプリケーションのデプロイ


	
アプリケーションの再デプロイ


	
アプリケーションのアンデプロイ


	
アプリケーションの起動


	
アプリケーションの停止


	
アプリケーション構成のオーバーライド


	
アプリケーション構成オーバーライドの削除


	
デプロイメント・プランのフェッチ








アプリケーションのデプロイ



アプリケーションをデプロイすると、物理ファイルまたはディレクトリがWebLogic Serverで認識されます。アプリケーションをデプロイした後で、アプリケーションを起動すると、ユーザーがアプリケーションの使用を開始できます。「アプリケーションの起動」を参照してください。

アプリケーションをデプロイするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。

デプロイ・ページが表示されます。




	「デプロイメント」をクリックして「デプロイ」を選択し、Java EEアプリケーションのデプロイ・アシスタントを開きます。
	「アーカイブの選択」ページで、デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「スコープ」で、アプリケーションをグローバルにインストールするか、リソース・グループ・テンプレートにインストールするか、またはドメインやパーティション・レベルのリソース・グループにインストールするかを選択します。
	「次」をクリックします。
	アプリケーションをグローバルにデプロイすることを選択した場合は、「ターゲットの選択」ページで、アプリケーションをデプロイするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、希望どおりにアプリケーション属性を更新します。これらの属性は次のとおりです。

	
アプリケーション名


	
配布


	
ソースのアクセス可能性







	「次」をクリックしてデプロイメント設定を更新するか、「デプロイ」をクリックしてアプリケーションのデプロイメントを完了します。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、アプリケーションのデプロイ前に一般的なタスクを完了し、デプロイメント設定を更新します。
	「デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションのデプロイメントを完了します。








アプリケーションの再デプロイ



アプリケーションを再デプロイすると、アーカイブ・ファイルまたは展開済ディレクトリが再デプロイされます。アプリケーションを変更し、その変更がWebLogic Serverクライアントで使用されるようにする場合に、アプリケーションを再デプロイします。

アプリケーションまたはモジュールを再デプロイするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、再デプロイするデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「デプロイメント」をクリックして「再デプロイ」を選択し、Java EEアプリケーションの再デプロイ・アシスタントを開きます。
	「アプリケーションの選択」ページで、再デプロイするアプリケーションを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アーカイブの選択」ページで、デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、希望どおりにアプリケーション属性を更新します。これらの属性は次のとおりです。

	
アプリケーション名


	
配布


	
ソースのアクセス可能性







	「次」をクリックしてデプロイメント設定を更新するか、「再デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションの再デプロイメントを完了します。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、アプリケーションのデプロイ前に一般的なタスクを完了し、デプロイメント設定を更新します。
	「再デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションのデプロイメントを完了します。








アプリケーションのアンデプロイ



アプリケーションをアンデプロイすると、アプリケーションがデプロイされているドメインの各ターゲットからアプリケーションが削除されます。アプリケーションをドメインからアンデプロイした場合、WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを使用できるようにするには、再度アプリケーションをデプロイする必要があります。WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを一時的に使用できないようにするには、アプリケーションをアンデプロイするのではなく、停止します。


注意:

複数のリソース・グループが参照しているリソース・グループ・テンプレートからアプリケーションまたはモジュールをアンデプロイすると、そのアプリケーションまたはモジュールは、それを参照するすべてのリソース・グループからも削除されます。



アプリケーションをアンデプロイするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、アンデプロイするアプリケーションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「デプロイメント」をクリックして「アンデプロイ」を選択します。
	「Java EEアプリケーションのアンデプロイ: 確認」ページで、「アンデプロイ」をクリックして決定を確認し、アプリケーションを削除します。

削除されたアプリケーションを後でデプロイする場合は、「アプリケーションのデプロイ」を参照してください。












アプリケーションの起動



アプリケーションを起動すると、WebLogic Serverクライアントでアプリケーションが使用できるようになります。アプリケーションを起動する前に、まずアプリケーションをデプロイする必要があります。「アプリケーションのデプロイ」を参照してください。

アプリケーションを起動するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、起動するデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「制御」をクリックして「起動」を選択します。

すべてのリクエストをこのアプリケーションで処理するには、「すべてのリクエストを処理」を選択します。アプリケーションへの管理リクエストの処理のみを開始するには、「管理リクエストのみを処理」を選択します。




	「開始」をクリックして決定を確認します。








アプリケーションの停止



実行中のアプリケーションを停止すると、WebLogic Serverクライアントでそのアプリケーションが使用できなくなります。

アプリケーションを停止するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、停止するデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「制御」をクリックして「停止」を選択します。

作業の完了時にデプロイメントを停止するには、「作業完了時」を選択します。デプロイメントをただちに強制停止するには、「ただちに強制停止」を選択します。クライアント・リクエストの処理を停止しても、管理リクエストの処理を続行するには、「停止(管理リクエストの処理は続行)」を選択します。




	「停止」をクリックして決定を確認します。








アプリケーション構成のオーバーライド



リソース・グループがリソース・グループのテンプレートを参照するときに、別のデプロイメント・プランを指定してリソース・グループ・テンプレートに定義されているアプリケーションおよびモジュールのデフォルト・アプリケーション構成をオーバーライドできます。アプリケーションまたはモジュールは、アプリケーション構成用の新しいデプロイメント・プランを使用して再デプロイされます。

アプリケーションまたはモジュールの構成をオーバーライドするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、構成をオーバーライドするアプリケーションを含む行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「オーバーライド」をクリックして「オーバーライドの追加」を選択します。
	「アプリケーション・オーバーライド」ページで、次のいずれかのオプションを選択することで、アプリケーション構成をオーバーライドする新たなデプロイメント・プランを選択します。

	
デプロイメント・プランはこのWebブラウザが稼働しているマシンに存在します。

「ファイルの選択」をクリックしてデプロイメント・プラン・ファイルを選択します。


	
デプロイ・プランはEnterprise Managerが稼働しているサーバーに存在します。

「参照」をクリックしてデプロイメント・プラン・ファイルを選択します。







	「オーバーライド」をクリックします。








アプリケーション構成オーバーライドの削除



既存のアプリケーションのオーバーライドを削除するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、既存のオーバーライドを削除するアプリケーションを含む行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「オーバーライド」をクリックして「オーバーライドの削除」を選択します。
	「オーバーライドの削除」をクリックします。








デプロイメント・プランのフェッチ



デプロイメント・プランとは、アプリケーションのデプロイメント設定およびデプロイメント後の構成変更が含まれているファイルです。アプリケーションのデプロイメント・プランはフェッチおよび保存ができ、保存したデプロイメント・プランを使用して後でアプリケーションをデプロイまたは再デプロイできます。

アプリケーションのデプロイメント・プランをフェッチするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、デプロイメント・プランをフェッチするアプリケーションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「デプロイメント」をクリックして「デプロイ・プランのフェッチ」を選択します。
	「デプロイ・プランのフェッチ」ページで、デプロイメント・プランを保存するマシン(「このWebブラウザが稼働しているマシン」または「Enterprise Managerが稼働しているマシン」)を選択します。
	「フェッチ」をクリックします。










アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成



Java EEエンタープライズ・アプリケーション、Webアプリケーション・モジュール、EJBおよびRMIアプリケーションでは、作業リクエストを管理するために使用する名前付きワーク・マネージャを指定できます。

アプリケーション・スコープのワーク・マネージャを作成して、それをアプリケーションや特定のアプリケーション・コンポーネントに関連付けるには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、ワーク・マネージャを作成するアプリケーションまたはスタンドアロン・モジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、アプリケーションまたはモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ワークロード」の順に選択します。
	「新規」をクリックします。
	「ワーク・マネージャ構成」ページで、「名前」に新しいワーク・マネージャの名前を入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








Coherenceアーカイブ


この項には、次の項目が含まれます。

	
Coherenceアーカイブのモニター


	
Coherenceグリッド・アーカイブ(GAR)・モジュールのモニター


	
Coherenceアーカイブの構成








Coherenceアーカイブのモニター



特定のCoherenceアーカイブをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、Coherenceアーカイブに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	「ヘルス」ページの表には、Coherenceアーカイブに関する次のようなヘルス・ステータス情報が表示されます。

	
名前


	
ヘルス


	
理由




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このCoherenceアーカイブの追加モニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
問合せキャッシング: このCoherenceアーカイブ用に構成された問合せキャッシュの統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このCoherenceアーカイブ用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















Coherenceグリッド・アーカイブ(GAR)・モジュールのモニター



特定のCoherenceグリッド・アーカイブ(GAR)・モジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするCoherenceグリッド・アーカイブ・モジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするCoherenceグリッド・アーカイブ・モジュールの名前を選択します。

「一般」ページに、Coherenceグリッド・アーカイブ・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
アプリケーション名


	
Coherenceアーカイブ・モジュール名


	
キャッシュ構成参照


	
POF構成参照


	
キャッシュ・ファクトリ・クラス名


	
アプリケーション・ライフサイクル・リスナー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












Coherenceアーカイブの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
Coherenceアーカイブの一般設定の構成


	
Coherenceアーカイブのタグの構成


	
Coherenceアーカイブのターゲット指定


	
Coherenceアーカイブ・ノートの作成








Coherenceアーカイブの一般設定の構成



特定のCoherenceアーカイブの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、Coherenceアーカイブに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このCoherenceアーカイブの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
アプリケーション名


	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
キャッシュ構成参照


	
POF構成参照


	
構成可能なキャッシュ・ファクトリ


	
アプリケーション・ライフサイクル・リスナー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








Coherenceアーカイブのタグの構成



特定のCoherenceアーカイブのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、Coherenceアーカイブに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このCoherenceアーカイブに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをCoherenceアーカイブに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








Coherenceアーカイブのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされた特定のCoherenceアーカイブのターゲットを変更するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、Coherenceアーカイブに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このCoherenceアーカイブをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








Coherenceアーカイブ・ノートの作成



このCoherenceアーカイブの構成を説明するノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、Coherenceアーカイブに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このCoherenceアーカイブの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












EJB


EJBは、JARアーカイブ、展開されたJARディレクトリまたはWARアーカイブとしてインストールできます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
ドメインのEJBのモニター


	
EJBアプリケーションのモニター


	
EJBアプリケーションの構成


	
EJBモジュールのモニターおよび構成


	
EJBコンポーネントのモニター、制御および構成


	
永続性ユニットの構成








ドメインのEJBのモニター



現在のドメインにデプロイされているEJBをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「EJB」を選択します。
	タイプ別にEJBをモニターするには、適切なページを選択します。

	
ステートレス: ステートレス・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ステートフル: ステートフル・セッションEJBの状態およびパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
シングルトン: シングルトン・セッションEJBの状態およびパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
エンティティ: エンティティEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージ・ドリブン: メッセージドリブンEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。







	EJB表の1つで、追加構成情報を表示するEJBの名前を選択します。








EJBアプリケーションのモニター



特定のEJBアプリケーションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	このEJBアプリケーションのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
ステートレス: このEJBアプリケーションに関連付けられたステートレス・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ステートフル: このEJBアプリケーションに関連付けられたステートフル・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
シングルトン: このEJBアプリケーションに関連付けられたシングルトン・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
エンティティ: このEJBアプリケーションに関連付けられたエンティティEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「メッセージ・ドリブン」: このEJBアプリケーションに関連付けられたメッセージドリブンEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このEJBアプリケーション専用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、「構成オプション」を参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このEJBアプリケーションに関連付けられたWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















EJBアプリケーションの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
EJBアプリケーションの一般設定の構成


	
EJBアプリケーションの永続性ユニットの表示


	
EJBアプリケーションのタグの構成


	
EJBアプリケーションのターゲット指定


	
EJBアプリケーション・ノートの作成








EJBアプリケーションの一般設定の構成



特定のEJBアプリケーションの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このEJBアプリケーションの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
名前


	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








EJBアプリケーションの永続性ユニットの表示



EJBアプリケーション用に定義されている永続性ユニットを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「永続性」の順に選択します。
	「永続性」ページから、このEJBアプリケーション用に定義されている永続性ユニットの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	永続性ユニットの名前を選択して、追加の構成情報を表示します。








EJBアプリケーションのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のEJBアプリケーションのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このEJBアプリケーションをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








EJBアプリケーションのタグの構成



特定のEJBアプリケーションのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このEJBアプリケーションに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをEJBアプリケーションに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








EJBアプリケーション・ノートの作成



このEJBアプリケーションの構成を説明するノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、EJBアプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このEJBアプリケーションの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










EJBモジュールのモニターおよび構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
EJBモジュールのモニター


	
EJBモジュールの一般設定の構成


	
EJBモジュールの永続性ユニットの表示


	
EJBモジュールの再試行回数の構成


	
EJBモジュールのワーク・マネージャの指定








EJBモジュールのモニター



特定のEJBモジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするEJBモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするEJBモジュールの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	このEJBモジュールのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
ステートレス: このEJBモジュールに関連付けられたステートレス・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ステートフル: このEJBモジュールに関連付けられたステートフル・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
シングルトン: このEJBモジュールに関連付けられたシングルトン・セッションEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
エンティティ: このEJBモジュールに関連付けられたエンティティEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージ・ドリブン: このEJBモジュールに関連付けられたメッセージドリブンEJBのパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このEJBモジュールに関連付けられたWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。




必要に応じて、表のいずれかの「ビュー」を選択して、次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















EJBモジュールの一般設定の構成



特定のEJBモジュールの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するEJBモジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般設定」ページから、このEJBモジュールの次のような一般設定を表示できます。

	
アプリケーション名


	
EJBモジュール名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












EJBモジュールの永続性ユニットの表示



EJBモジュール用に定義されている永続性ユニットを表示するには




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するEJBモジュールの名前を選択します。
	「構成」、「永続性」の順に選択します。

「永続性」ページから、このEJBモジュール用に定義されている永続性ユニットの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	永続性ユニットの名前を選択して、追加の構成情報を表示します。








EJBモジュールの再試行回数の構成



WebLogic Serverでは、コンテナ管理によるロールバック済トランザクションの再試行が自動的に実行されるように、EJBコンテナを構成できます。メソッドごとに、EJBコンテナが新しいトランザクションを使用して(そのメソッドがロールバック済トランザクションのオリジネータであった場合)、失敗したメソッドを再試行する回数を指定できます。

特定のEJBモジュールの再試行回数を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するEJBモジュールの名前を選択します。
	「構成」、「再試行回数」の順に選択します。

「再試行回数」ページから、表内の再試行回数を選択したり新しい値を入力することで、再試行回数を構成できます。また、次のような再試行回数設定を表示できます。

	
メソッド


	
説明


	
再試行回数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








EJBモジュールのワーク・マネージャの指定



特定のEJBモジュールの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するEJBモジュールの名前を選択します。
	「構成」と「ワークロード」を順に選択します。

「ワークロード」ページから、このEJBモジュールに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプション.を参照してください。




	このEJBモジュールの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このEJBモジュールから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。










EJBコンポーネントのモニター、制御および構成


この項の内容は次のとおりです。

	
EJBコンポーネントのモニター


	
EJBコンポーネントの制御


	
EJBコンポーネントの構成








EJBコンポーネントのモニター



特定のEJBコンポーネントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするEJBコンポーネントを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするEJBコンポーネントの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	このEJBコンポーネントのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
実行中: タイプ(ステートレス、ステートフル、シングルトン、エンティティまたはメッセージドリブン)に応じて、EJBコンポーネントの状態およびパフォーマンスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このEJBコンポーネント用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















EJBコンポーネントの制御



特定のEJBコンポーネントを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、制御するEJBコンポーネントを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	制御するEJBコンポーネントの名前を選択します。
	「制御」を選択します。
	表内で、制御するEJBコンポーネントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	目的の制御オプションをクリックします。

	
初期化: アイドルBeanのキャッシュを初期化します


	
MDBの中断: JMS接続でstopを呼出して、特定のタイプのMDBを中断します。


	
MDBの再開: JMS接続でstartを呼出して、特定のタイプのMDBを再開します。


	
タイマーのアクティブ化: タイマー・オブジェクトをアクティブ化します










詳細は、構成オプションを参照してください。









EJBコンポーネントの構成



特定のEJBコンポーネントを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するEJBコンポーネントを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するEJBコンポーネントの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、このEJBコンポーネントの次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
タイプ


	
EJBモジュール名


	
トランザクションのタイプ


	
EJBクラス名


	
ポーリング間隔


	
初期中断


	
最大中断数


	
ネットワーク・アクセス・ポイント


	
実行プリンシパル名


	
作成プリンシパル名


	
削除プリンシパル名


	
パッシブ化プリンシパル名


	
JNDI名


	
ローカルJNDI名


	
ディスパッチ・ポリシー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。










永続性ユニットの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
永続性ユニットの一般設定の構成


	
永続性ユニットのデータ・ソース設定の構成








永続性ユニットの一般設定の構成



永続性ユニットの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成する永続性ユニットを含んでいるアプリケーションまたはモジュールの名前を選択します。
	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「永続性」の順に選択します。
	表で、構成する永続性ユニットの名前を選択します。

「一般」ページから、この永続性ユニットの次のような一般設定を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明


	
トランザクションのタイプ


	
ベンダーのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












永続性ユニットのデータ・ソース設定の構成



永続性ユニットのトランザクションおよび非トランザクション両方のデータ・ソースに関連する設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成する永続性ユニットを含んでいるアプリケーションまたはモジュールの名前を選択します。
	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「永続性」の順に選択します。
	表で、構成する永続性ユニットの名前を選択します。
	「データ・ソース」を選択します。

「一般」ページから、この永続性ユニットの次のような一般設定を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明


	
トランザクションのタイプ


	
ベンダーのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。
















エンタープライズ・アプリケーション


エンタープライズ・アプリケーションは、1つまたは複数のWebアプリケーション・モジュール、EJBモジュール、Webサービス、およびリソース・アダプタから構成されています。また、クライアント・アプリケーションが含まれていることもあります。エンタープライズ・アプリケーションは、エンタープライズ・アプリケーションの標準のJava EEデプロイメント・ディスクリプタであるapplication.xmlファイルによって定義されます。WebLogic Server固有の拡張機能が含まれているアプリケーションの場合は、さらにweblogic-application.xmlファイルでも定義されます。クライアント・モジュールを含むエンタープライズ・アプリケーションには、client-application.xmlデプロイメント・ディスクリプタとWebLogicランタイム・クライアント・アプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタも備わっています。

プロダクション目的の場合と開発目的の場合の双方において、スタンドアロンのWebアプリケーション、EJB、Webサービス、およびリソース・アダプタであっても、エンタープライズ・アプリケーションの一部としてパッケージ化およびデプロイすることをお薦めします。

この項には、次の項目が含まれます。

	
エンタープライズ・アプリケーションのモニター


	
キャッシュの初期化


	
エンタープライズ・アプリケーションの構成








エンタープライズ・アプリケーションのモニター



特定のエンタープライズ・アプリケーションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	「ヘルス」ページには、このエンタープライズ・アプリケーションに関する次のようなヘルス・ステータス情報が表示されます。

	
名前


	
ヘルス


	
理由




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このエンタープライズ・アプリケーションに関する追加モニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
問合せキャッシング: このエンタープライズ・アプリケーション用に構成された問合せキャッシュの統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このエンタープライズ・アプリケーション用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















キャッシュの初期化



エンタープライズ・アプリケーション、WebアプリケーションおよびCoherenceアーカイブの場合、アプリケーションレベル・キャッシュのアイドル状態のBeanのキャッシュおよびプールを手動でクリアできます。

特定のアプリケーションのキャッシュを初期化するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、キャッシュを初期化するエンタープライズ・アプリケーション、WebアプリケーションまたはCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、アプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「制御」、「キャッシュの初期化」の順に選択します。
	「キャッシュの初期化」表で、初期化するアプリケーション・キャッシュの行を選択します。

「初期化」制御オプションが表の上に表示されます。




	「初期化」をクリックします。
	「はい」をクリックして、アクションを確認します。



詳細は、構成オプションを参照してください。









エンタープライズ・アプリケーションの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
エンタープライズ・アプリケーション一般設定の構成


	
エンタープライズ・アプリケーションの永続性ユニットの表示


	
エンタープライズ・アプリケーションのワーク・マネージャの指定


	
エンタープライズ・アプリケーション・インストゥルメンテーションの構成


	
エンタープライズ・アプリケーションのタグの構成


	
エンタープライズ・アプリケーションのターゲット指定


	
エンタープライズ・アプリケーション・ノートの作成








エンタープライズ・アプリケーション一般設定の構成



特定のエンタープライズ・アプリケーションの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このエンタープライズ・アプリケーションの構成情報を次のように定義できます。

	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
セッションCookieの最大有効期間


	
セッション無効化間隔


	
セッション・タイムアウト


	
デバッグ有効


	
最大インメモリー・セッション数


	
モニタリング属性名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








エンタープライズ・アプリケーションの永続性ユニットの表示



エンタープライズ・アプリケーション用に定義されている永続性ユニットを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「永続性」の順に選択します。
	「永続性」ページから、このエンタープライズ・アプリケーション用に定義されている永続性ユニットの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	永続性ユニットの名前を選択して、追加の構成情報を表示します。








エンタープライズ・アプリケーションのワーク・マネージャの指定



特定のエンタープライズ・アプリケーションの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ワークロード」の順に選択します。

「ワークロード」ページから、このエンタープライズ・アプリケーションに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このエンタープライズ・アプリケーションの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このエンタープライズ・アプリケーションから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。








エンタープライズ・アプリケーション・インストゥルメンテーションの構成



特定のエンタープライズ・アプリケーションのインストゥルメンテーションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「インストゥルメンテーション」の順に選択します。








エンタープライズ・アプリケーションのタグの構成



特定のエンタープライズ・アプリケーションのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このエンタープライズ・アプリケーションに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをエンタープライズ・アプリケーションに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








エンタープライズ・アプリケーションのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のエンタープライズ・アプリケーションのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このエンタープライズ・アプリケーションのデプロイ先のWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








エンタープライズ・アプリケーション・ノートの作成



このエンタープライズ・アプリケーションの構成を説明するノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「サマリー」表で、構成するエンタープライズ・アプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、エンタープライズ・アプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このエンタープライズ・アプリケーションの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












JDBCモジュール


この項には、次の項目が含まれます。

	
スタンドアロンJDBCモジュールのモニター


	
データソース操作の制御


	
スタンドアロンJDBCモジュールの構成


	
JDBCモジュールのモニターおよび構成


	
データ・ソースのモニター








スタンドアロンJDBCモジュールのモニター



特定のスタンドアロンJDBCモジュールをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。

「モニタリング」ページに、このスタンドアロンJDBCモジュールに関連する次のような統計が表示されます。

	
サーバー


	
有効


	
状態


	
JDBCドライバ


	
アクティブな接続の平均数


	
平均的な接続の現在の件数




必要に応じて、表のいずれかの「ビュー」を選択して、次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















データソース操作の制御



スタンドアロンJDBCモジュールの場合、JDBCデータ・ソースの各インスタンスを手動で制御できます。

JDBCデータソース・インスタンスを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表で、JDBCデータ・ソース・インスタンスを制御するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページには、アプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「制御」、「データソース操作」の順に選択します。
	「データソース操作」表で、制御するJDBCデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	目的の制御オプションをクリックします。

	
縮小: データソースの個々のインスタンスのデータベース接続のプールを、初期容量または現在使用中の接続数のいずれか大きい方に手動で縮小します


	
リセット: データソースにある接続のプールの使用可能なすべてのデータベース接続を閉じて再作成します


	
文キャッシュのクリア: データソース・インスタンスの各接続で使用されるプリコンパイル済文およびコール可能文をクリアします


	
一時停止: データソースの個々のインスタンスを手動で中断または強制中断して、アプリケーションがデータソースからデータベース接続を取得できないようにします


	
再開: Suspended状態にある個々のデータソースを手動で再開します


	
停止: データソースの個々のインスタンスを手動で停止または強制停止します


	
起動: ヘルス状態がShutdownであるデータソースの個々のインスタンスを手動で起動します







	「はい」をクリックして、アクションを確認します。



詳細は、構成オプションを参照してください。









スタンドアロンJDBCモジュールの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
スタンドアロンJDBCモジュールの一般設定の構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールの接続プール・プロパティの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのOracleパラメータの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのONSクライアント・パラメータの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのグローバル・トランザクション・オプションの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのアイデンティティ・オプションの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのターゲット指定


	
スタンドアロンJDBCモジュールのタグの構成


	
スタンドアロンJDBCモジュールのノートの作成








スタンドアロンJDBCモジュールの一般設定の構成



特定のスタンドアロンJDBCモジュールの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このスタンドアロンJDBCモジュールの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
データソース名


	
JNDI名


	
行プリフェッチ有効


	
行プリフェッチ・サイズ


	
ストリーム・チャンク・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールの接続プール・プロパティの構成



JDBCデータ・ソース内の接続プールにはJDBC接続のグループが含まれ、アプリケーションはそのグループを予約し、使用して、プールに戻します。接続プールとその接続は、接続プールの登録時(通常はWebLogic Serverの起動時または新しいターゲットへのデータソースのデプロイ時)に作成されます。

特定のスタンドアロンJDBCモジュールの接続プール・プロパティを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「接続プール」の順に選択します。
	「接続プール」ページから、このスタンドアロンJDBCモジュールの次のような接続プロパティを表示および定義できます。

	
データソース名


	
データベースURL


	
パスワード


	
パスワードの確認


	
プロパティ


	
システム・プロパティ


	
初期容量


	
最大容量


	
最小容量


	
文キャッシュ・タイプ


	
文キャッシュ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「詳細」を展開し、このスタンドアロンJDBCモジュールの詳細接続プロパティを定義します。
	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールのOracleパラメータの構成



始める前に

Oracleパラメータをサポートするために追加の構成が必要な場合があります。

『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「GridLinkデータソースの使用」を参照してください。

スタンドアロンJDBCモジュールのOracleパラメータを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「Oracle」の順に選択します。
	「Oracleパラメータ」ページから、このスタンドアロンJDBCモジュールの次のようなOracleパラメータを表示および定義できます。

	
データソース名


	
OracleでUTF8変換の最適化


	
接続初期化コールバック


	
Oracleプロキシ・セッション


	
データベース資格証明の使用


	
再生開始タイムアウト


	
アクティブなGridLinkデータソース


	
アフィニティ・ポリシー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールのONSクライアント・パラメータの構成



始める前に

ONSクライアント・パラメータをサポートするには、追加の構成が必要な場合があります。

『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「GridLinkデータソースの使用」を参照してください。

スタンドアロンJDBCモジュールのONSクライアント・パラメータを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ONS」の順に選択します。
	「ONSクライアント構成」ページでは、次のようなONS構成オプションを表示および定義できます。

	
データソース名


	
FANの有効化


	
ONSノード


	
ONSウォレット・ファイル・ディレクトリ


	
ONSウォレット・パスワード


	
ONSウォレット・パスワードの確認




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールのグローバル・トランザクション・オプションの構成



JDBCデータ・ソースのトランザクション・プロトコルは、データ・ソースからの接続が、トランザクション処理中に、どのように扱われるかを決定します。

詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「JDBCデータソース・トランザクション・オプション」を参照してください。


注意:

データベース接続の作成に、データソースがXA JDBCドライバを使用する場合、データソースからの接続では2フェーズ・コミット・トランザクション・プロトコルのみをサポートします。XA JDBCドライバを使用するデータ・ソースでは、それ以外のトランザクション・オプションは利用できません。



スタンドアロンJDBCモジュールのトランザクション・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「トランザクション」の順に選択します。
	「トランザクション」ページから、「グローバル・トランザクションのサポート」チェック・ボックスを選択して、このデータ・ソースでグローバル・トランザクション・サポートを有効にします。このチェック・ボックスの選択を解除すると、このデータソースではグローバル・トランザクションが無効になります(無視されます)。ほとんどの場合、このオプションは選択する必要があります。

「グローバル・トランザクションのサポート」を選択した場合は、トランザクション処理のためのオプションを選択します。

	
1フェーズ・コミット: このオプションを選択すると、非XA接続が、唯一のトランザクション参加コンポーネントとしてグローバル・トランザクションに参加できるようになります。


	
2フェーズ・コミットのエミュレート: 非XA JDBC接続が、JTAを使用して分散トランザクションへの参加をエミュレートできるようになります。このオプションは、ヒューリスティックな状況に耐えられるアプリケーションでのみ使用してください。


	
ロギング・ラスト・リソース: このオプションを選択すると、非XA JDBC接続が、ロギング・ラスト・リソース(LLR)によるトランザクションの最適化を使用して、グローバル・トランザクションに参加できるようになります。「2フェーズ・コミットのエミュレート」のかわりに使用することをお薦めします。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールのアイデンティティ・オプションの構成



スタンドアロンJDBCモジュールで使用されるセキュリティ・アイデンティティ・オプションを選択するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「セキュリティ」の順に選択します。
	「セキュリティ」ページから、WebLogic Serverのユーザー資格証明をデータベースのユーザー資格証明にマッピングする際に使用する次のようなセキュリティ・アイデンティティ・オプションを定義できます。

	
接続時にクライアントIDを設定


	
アイデンティティ・ベースの接続プールを有効化


	
Oracleプロキシ・セッション


	
データベース資格証明の使用




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJDBCモジュールのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のスタンドアロンJDBCモジュールのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このスタンドアロンJDBCモジュールをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








スタンドアロンJDBCモジュールのタグの構成



特定のスタンドアロンJDBCモジュールのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このスタンドアロンJDBCモジュールに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをスタンドアロンJDBCモジュールに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








スタンドアロンJDBCモジュールのノートの作成



このスタンドアロンJDBCモジュールの構成を説明するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJDBCモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJDBCモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このスタンドアロンJDBCモジュールの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JDBCモジュールのモニターおよび構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
JDBCモジュールの一般設定の構成


	
JDBCモジュールの接続プール・プロパティの構成


	
JDBCモジュールのグローバル・トランザクション・オプションの構成


	
JDBCモジュールのアイデンティティ・オプションの構成


	
JDBCモジュールのモニター








JDBCモジュールの一般設定の構成



特定のJDBCモジュールの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するJDBCモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	JDBCモジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このエンタープライズ・アプリケーションの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
データソース名


	
JNDI名


	
行プリフェッチ有効


	
行プリフェッチ・サイズ


	
ストリーム・チャンク・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








JDBCモジュールの接続プール・プロパティの構成



JDBCデータ・ソース内の接続プールにはJDBC接続のグループが含まれ、アプリケーションはそのグループを予約し、使用して、プールに戻します。接続プールとその接続は、接続プールの登録時(通常はWebLogic Serverの起動時または新しいターゲットへのデータソースのデプロイ時)に作成されます。

特定のJDBCモジュールの接続プール・プロパティを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するJDBCモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	JDBCモジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。

「接続プール」ページから、このJDBCモジュールの次のような接続プロパティを表示および定義できます。

	
データソース名


	
データベースURL


	
パスワード


	
パスワードの確認


	
プロパティ


	
システム・プロパティ


	
初期容量


	
最大容量


	
最小容量


	
文キャッシュ・タイプ


	
文キャッシュ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「詳細」を展開し、このJDBCモジュールの詳細接続プロパティを定義します。
	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








JDBCモジュールのグローバル・トランザクション・オプションの構成



JDBCデータ・ソースのトランザクション・プロトコルは、データ・ソースからの接続が、トランザクション処理中に、どのように扱われるかを決定します。

詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「JDBCデータソース・トランザクション・オプション」を参照してください。


注意:

データベース接続の作成に、データソースがXA JDBCドライバを使用する場合、データソースからの接続では2フェーズ・コミット・トランザクション・プロトコルのみをサポートします。XA JDBCドライバを使用するデータ・ソースでは、それ以外のトランザクション・オプションは利用できません。



JDBCモジュールのトランザクション・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するJDBCモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	JDBCモジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「トランザクション」を選択します。

「トランザクション」ページから、「グローバル・トランザクションのサポート」チェック・ボックスを選択して、このデータ・ソースでグローバル・トランザクション・サポートを有効にします。このチェック・ボックスの選択を解除すると、このデータソースではグローバル・トランザクションが無効になります(無視されます)。ほとんどの場合、このオプションは選択する必要があります。

「グローバル・トランザクションのサポート」を選択した場合は、トランザクション処理のためのオプションを選択します。

	
1フェーズ・コミット: このオプションを選択すると、非XA接続が、唯一のトランザクション参加コンポーネントとしてグローバル・トランザクションに参加できるようになります。


	
2フェーズ・コミットのエミュレート: 非XA JDBC接続が、JTAを使用して分散トランザクションへの参加をエミュレートできるようになります。このオプションは、ヒューリスティックな状況に耐えられるアプリケーションでのみ使用してください。


	
ロギング・ラスト・リソース: このオプションを選択すると、非XA JDBC接続が、ロギング・ラスト・リソース(LLR)によるトランザクションの最適化を使用して、グローバル・トランザクションに参加できるようになります。「2フェーズ・コミットのエミュレート」のかわりに使用することをお薦めします。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








JDBCモジュールのアイデンティティ・オプションの構成



JDBCモジュールで使用されるセキュリティ・アイデンティティ・オプションを選択するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するJDBCモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	JDBCモジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「アイデンティティ・オプション」を選択します。

「アイデンティティ・オプション」ページから、WebLogic Serverのユーザー資格証明をデータベースのユーザー資格証明にマッピングする際に使用する次のようなセキュリティ・アイデンティティ・オプションを定義できます。

	
データソース名


	
接続時にクライアントIDを設定


	
アイデンティティ・ベースの接続プールを有効化


	
Oracleプロキシ・セッション


	
データベース資格証明の使用




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








JDBCモジュールのモニター



特定のJDBCモジュールのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするJDBCモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	JDBCモジュールの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「モニタリング」ページから、このJDBCモジュールに関連付けられている次のような統計を表示できます。

	
サーバー


	
有効


	
状態


	
JDBCドライバ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、表のいずれかの「ビュー」を選択して、次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















データ・ソースのモニター



アプリケーション内のデータ・ソースをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするデータ・ソースを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	データ・ソースの名前を選択します。










JMSモジュール


この項には、次の項目が含まれます。

	
スタンドアロンJMSモジュールのモニター


	
JMSモジュールのモニター


	
スタンドアロンJMSモジュールの構成








スタンドアロンJMSモジュールのモニター



特定のスタンドアロンJMSモジュールをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするスタンドアロンJMSモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJMSモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。








JMSモジュールのモニター



特定のJMSモジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするJMSモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするJMSモジュールの名前を選択します。
	「概要」ページに、JMSモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
パス




さらに、「リソース」表では、このJMSモジュールに関連付けられているJMSリソースに関する情報を表示できます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このJMSモジュールのターゲットを指定するには、「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページから、このJMSモジュールをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを表示および変更できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。












スタンドアロンJMSモジュールの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
スタンドアロンJMSモジュールの一般設定の構成


	
スタンドアロンJMSモジュールのターゲット指定


	
スタンドアロンJMSモジュールのタグの構成


	
スタンドアロンJMSモジュールのノートの作成








スタンドアロンJMSモジュールの一般設定の構成



特定のスタンドアロンJMSモジュールの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJMSモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJMSモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このスタンドアロンJMSモジュールの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
名前


	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名




さらに、「リソース」では、このスタンドアロンJMSモジュールに関連付けられているJMSリソースに関する情報を表示できます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








スタンドアロンJMSモジュールのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のスタンドアロンJMSモジュールのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJMSモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJMSモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このスタンドアロンJMSモジュールをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを表示および変更できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








スタンドアロンJMSモジュールのタグの構成



特定のスタンドアロンJMSモジュールのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJMSモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJMSモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このスタンドアロンJMSモジュールに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをスタンドアロンJMSモジュールに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








スタンドアロンJMSモジュールのノートの作成



このスタンドアロンJMSモジュールの構成を説明するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するスタンドアロンJMSモジュールの名前を選択します。

「概要」ページに、スタンドアロンJMSモジュールに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このスタンドアロンJMSモジュールの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












ライブラリ


Java EEライブラリは、複数のエンタープライズ・アプリケーション間で1つ以上のJava EEモジュール・タイプを簡単に共有する方法を提供します。

Java EEライブラリは、スタンドアロンのEJBまたはWebアプリケーション・モジュール、エンタープライズ・アプリケーション(EAR)内にパッケージ化された複数のEJBまたはWebアプリケーション・モジュール、あるいはデプロイメント時にJava EEアプリケーション・コンテナに登録される単一の簡素なJARファイルです。ライブラリを登録後、そのライブラリを参照するエンタープライズ・アプリケーションをデプロイできます。参照側の各アプリケーションは、デプロイメントの際に必要なライブラリ・モジュールへの参照を受け取り、参照側アプリケーションそのものの一部としてパッケージ化されているかのように、これらのモジュールを使用できます。参照元アプリケーションのクラスパスに共有ライブラリ・クラスが追加され、参照元アプリケーションのデプロイメント・ディスクリプタはメモリー内でJava EEライブラリ・モジュールのデプロイメント・ディスクリプタとマージされます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
ライブラリのモニター


	
ライブラリの構成








ライブラリのモニター



このドメイン内のすべてのライブラリをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表の上で、「すべて表示」をクリックしてライブラリを表示します。
	「サマリー」表には、現在のドメインにデプロイされているアプリケーションおよびライブラリに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
スコープ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ライブラリの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
ライブラリの一般設定の構成


	
ライブラリのタグの構成


	
ライブラリのノートの作成








ライブラリの一般設定の構成



特定のライブラリの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてライブラリを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するライブラリの名前を選択します。
	「一般設定」を選択します。
	「一般設定」ページから、このライブラリの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
仕様バージョン


	
実装バージョン


	
パス


	
ステージング・モード


	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名




さらに、このライブラリを参照するアプリケーションの次のようなモニタリング情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ


	
スコープ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成変更を保存します。








ライブラリのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のライブラリのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてライブラリを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するライブラリの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。
	「ターゲット」ページから、このライブラリをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ライブラリのタグの構成



特定のライブラリのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてライブラリを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するライブラリの名前を選択します。
	「タグ」を選択します。
	「タグ」ページで、このライブラリに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをライブラリに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








ライブラリのノートの作成



このライブラリの構成を説明するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてライブラリを表示します。
	「サマリー」表で、構成するライブラリの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、このライブラリの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












リソース・アダプタ


リソース・アダプタは、エンタープライズ情報システム(EIS)に固有のシステム・ライブラリであり、EISへの接続を提供します。リソース・アダプタはデータベース管理システムへの接続を提供するJDBCドライバに似ています。リソース・アダプタとEIS間のインタフェースは基底のEISに固有のものです。リソース・アダプタはWebLogic Serverなどのアプリケーション・サーバーに接続し、EIS、アプリケーション・サーバー、およびエンタープライズ・アプリケーションの間にシームレスな接続を提供します。

リソース・アダプタは、他のアプリケーションと同様にパッケージ化およびデプロイされます。初期構成は、デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルra.xmlおよびweblogic-ra.xmlに指定できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
リソース・アダプタのモニター


	
リソース・アダプタの制御


	
アウトバウンド接続プールの制御


	
リソース・アダプタの構成


	
リソース・アダプタ・モジュールのモニター、制御および構成


	
リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成








リソース・アダプタのモニター


この項には、次の項目が含まれます。

	
リソース・アダプタのモニター


	
メッセージ・リスナー・エンドポイントのモニター


	
アウトバウンド接続プールのモニター








リソース・アダプタのモニター



特定のリソース・アダプタをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「サマリー」表で、モニターするリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	このリソース・アダプタのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
アウトバウンド接続プール: このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、表に一覧表示されている「現行接続数」のいずれかを選択して、特定のアウトバウンド接続プールの追加モニタリング情報を表示します。

	
プールの接続に関する統計を表示するには、「統計」を選択します


	
接続プール内の接続のステータスに関する情報を表示するには、「アウトバウンド接続」を選択します





	
インバウンド・リスナー: このリソース・アダプタのメッセージ・リスナー・エンドポイントの現在の状態をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このリソース・アダプタ専用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















メッセージ・リスナー・エンドポイントのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのアクティブなリソース・アダプタのメッセージ・リスナー・エンドポイントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「リソース・アダプタ」と「インバウンド・リスナー」を順に選択します。

「インバウンド・リスナー」の表には、このリソース・アダプタのメッセージ・リスナー・エンドポイントの現在の状態に関する次のような情報が表示されます。

	
メッセージ・リスナー・タイプ


	
メッセージ・リスナーのエンドポイント


	
サーバー


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加構成情報を表示するインバウンド・メッセージ・リスナーの名前を選択します。








アウトバウンド接続プールのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのアクティブなリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「リソース・アダプタ」を選択し、「アウトバウンド接続プール」を選択します。

「アウトバウンド接続プール」表には、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールに関する次のような情報が表示されます。

	
アウトバウンド接続プール


	
サーバー


	
状態


	
現行接続数


	
作成された接続




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	必要に応じて、表で「現行接続数」のいずれかを選択して、特定のアウトバウンド接続プールに関する追加モニタリング情報を表示します。

	
「統計」を選択して、プールの接続に関する次のような統計を表示します。

	
アウトバウンド接続プール


	
サーバー


	
状態


	
現行接続数


	
作成された接続




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「アウトバウンド接続」を選択して、接続プールの接続のステータスに関する次のような情報を表示します。

	
ユーザー名


	
最終使用


	
アクティブなハンドル(現在)


	
アクティブなハンドル(最大)


	
作成されたハンドル




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

















リソース・アダプタの制御



Webアプリケーション、リソース・アダプタおよびCoherenceアーカイブの場合、アプリケーションに接続されたリソース・アダプタの起動、停止、中断または再開ができます。

リソース・アダプタを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、制御するリソース・アダプタを含んでいるWebアプリケーション、リソース・アダプタまたはCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、アプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「制御」、「リソース・アダプタ」の順に選択します。
	「リソース・アダプタ」表で、制御するリソース・アダプタの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	目的の制御オプションをクリックします。

	
開始: すべてのリクエストの処理を開始するには、「すべてのリクエストを処理」を選択します。アプリケーションへの管理リクエストの処理のみを開始するには、「管理リクエストのみを処理」を選択します。


	
停止: 作業の完了時に停止するには、「作業完了時」を選択します。リソース・アダプタをただちに強制停止するには、「ただちに強制停止」を選択します。クライアント・リクエストの処理を停止しても、管理リクエストの処理を続行するには、「停止(管理リクエストの処理は続行)」を選択します。


	
中断: すべてのサービスを中断するには、「すべて」を選択します。インバウンド・サービスのみを中断するには、「インバウンドのみ」を選択します。アウトバウンド・サービスのみを中断するには、「アウトバウンドのみ」を選択します。作業中のサービスのみを中断するには、「作業中のみ」を選択します。


	
再開: すべてのサービスを再開するには、「すべて」を選択します。インバウンド・サービスのみを再開するには、「インバウンドのみ」を選択します。アウトバウンド・サービスのみを再開するには、「アウトバウンドのみ」を選択します。作業中のサービスのみを再開するには、「作業中のみ」を選択します。







	「はい」をクリックして、アクションを確認します。



詳細は、構成オプションを参照してください。









アウトバウンド接続プールの制御



Webアプリケーション、リソース・アダプタおよびCoherenceアーカイブの場合、アプリケーションに関連付けられたアウトバウンド接続プールをリセットまたは強制リセットできます。

アウトバウンド接続プールを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、アウトバウンド接続プールを制御するWebアプリケーション、リソース・アダプタまたはCoherenceアーカイブの名前を選択します。

「概要」ページには、アプリケーションに関連する情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「制御」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	「アウトバウンド接続プール」表で、制御するアウトバウンド接続プールの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「リセット」または「強制リセット」をクリックしてアウトバウンド接続プールをリセットします。
	「はい」をクリックして、アクションを確認します。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









リソース・アダプタの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
リソース・アダプタの一般設定の構成


	
リソース・アダプタのプロパティの構成


	
リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成


	
リソース・アダプタの管理対象オブジェクトの構成


	
リソース・アダプタのワーク・マネージャの指定


	
リソース・アダプタのインストゥルメンテーションの構成


	
リソース・アダプタのタグの構成


	
リソース・アダプタのターゲット指定


	
リソース・アダプタ・ノートの作成








リソース・アダプタの一般設定の構成



特定のリソース・アダプタの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このリソース・アダプタの次のような構成情報を定義できます。

	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
ネイティブ・ライブラリ・ディレクトリ


	
JNDI名


	
外部アプリケーションのアクセスを有効化


	
クラスへのグローバル・アクセスを有効化


	
全体としてデプロイ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








リソース・アダプタのプロパティの構成



特定のリソース・アダプタのプロパティを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「プロパティ」の順に選択します。
	「プロパティ」ページから、このリソース・アダプタの次のようなプロパティの表示およびプロパティ値の変更ができます。

	
プロパティ名


	
プロパティのタイプ


	
プロパティ値


	
動的な更新のサポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成



特定のリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	「アウトバウンド接続プール」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プール・グループとアウトバウンド接続プール・インスタンスを表示できます

詳細は、構成オプションを参照してください。




	表の中から構成情報を表示するアウトバウンド接続プールを選択します。「リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成」を参照してください。








リソース・アダプタの管理対象オブジェクトの構成



特定のリソース・アダプタの管理対象オブジェクト・グループとインスタンスを表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「管理オブジェクト」の順に選択します。
	「管理オブジェクト」ページから、このリソース・アダプタの管理対象オブジェクト・グループと管理対象オブジェクト・インスタンスを表示できます

詳細は、構成オプションを参照してください。












リソース・アダプタのワーク・マネージャの指定



特定のリソース・アダプタの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ワークロード」の順に選択します。

「ワークロード」ページから、同時長時間実行リクエストの最大数を構成できます。

また、このリソース・アダプタに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このリソース・アダプタの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このリソース・アダプタから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。








リソース・アダプタのインストゥルメンテーションの構成



特定のリソース・アダプタのインストゥルメンテーションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「インストゥルメンテーション」の順に選択します。








リソース・アダプタのタグの構成



特定のリソース・アダプタのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このリソース・アダプタに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをリソース・アダプタに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








リソース・アダプタのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のリソース・アダプタのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このリソース・アダプタのデプロイ先のWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








リソース・アダプタ・ノートの作成



このリソース・アダプタの構成を説明するノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表の上で、「すべて表示」をクリックしてリソース・アダプタを表示します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このリソース・アダプタの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










リソース・アダプタ・モジュールのモニター、制御および構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
リソース・アダプタ・モジュールのモニター


	
リソース・アダプタ・モジュールの制御


	
リソース・アダプタ・モジュールの一般設定の構成


	
リソース・アダプタ・モジュールのプロパティの構成


	
リソース・アダプタ・モジュールのアウトバウンド接続プールの構成


	
リソース・アダプタ・モジュールの管理対象オブジェクトの構成


	
リソース・アダプタ・モジュールのワーク・マネージャの指定








リソース・アダプタ・モジュールのモニター



特定のリソース・アダプタ・モジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするリソース・アダプタ・モジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	このリソース・アダプタ・モジュールのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
アウトバウンド接続プール: このリソース・アダプタ・モジュールのアウトバウンド接続プールをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、表に一覧表示されている「現行接続数」のいずれかを選択して、特定のアウトバウンド接続プールの追加モニタリング情報を表示します。

	
プールの接続に関する統計を表示するには、「統計」を選択します


	
接続プール内の接続のステータスに関する情報を表示するには、「アウトバウンド接続」を選択します





	
インバウンド・リスナー: このリソース・アダプタ・モジュールのメッセージ・リスナー・エンドポイントの現在の状態をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このリソース・アダプタ・モジュール専用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。










必要に応じて、表のいずれかの「ビュー」を選択して、次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












リソース・アダプタ・モジュールの制御



特定のリソース・アダプタ・モジュールを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、モニターするリソース・アダプタ・モジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	制御するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「制御」を選択します。
	このリソース・アダプタ・モジュールを制御するには、適切なページを選択します。

	
リソース・アダプタ: リソース・アダプタ・モジュールの起動、停止、中断または再開を行います

「リソース・アダプタ」表で、制御するリソース・アダプタ・モジュールの行を選択します。制御オプションは表の上に表示されます。


	
アウトバウンド接続プール: リソース・アダプタ・モジュールに関連付けられたアウトバウンド接続プールをリセットまたは強制リセットします

「アウトバウンド接続プール」表で、制御するリソース・アダプタ・モジュールの行を選択します。制御オプションは表の上に表示されます。










必要に応じて、表のいずれかの「ビュー」を選択して、次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












リソース・アダプタ・モジュールの一般設定の構成



特定のリソース・アダプタ・モジュールの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するリソース・アダプタ・モジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「一般」を選択します。

「一般」ページから、このリソース・アダプタ・モジュールの次のような一般設定を構成できます。

	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
ネイティブ・ライブラリ・ディレクトリ


	
JNDI名


	
外部アプリケーションのアクセスを有効化


	
クラスへのグローバル・アクセスを有効化


	
全体としてデプロイ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








リソース・アダプタ・モジュールのプロパティの構成



特定のリソース・アダプタ・モジュールのプロパティを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「プロパティ」を選択します。

「プロパティ」ページから、このリソース・アダプタ・モジュールの次のようなプロパティの表示およびプロパティ値の定義ができます。

	
プロパティ名


	
プロパティのタイプ


	
プロパティ値


	
動的な更新のサポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








リソース・アダプタ・モジュールのアウトバウンド接続プールの構成



特定のリソース・アダプタ・モジュールのアウトバウンド接続プールを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「アウトバウンド接続プール」を選択します。

「アウトバウンド接続プール」ページから、このリソース・アダプタ・モジュールのアウトバウンド接続プール・グループとアウトバウンド接続プール・インスタンスを表示できます

詳細は、構成オプションを参照してください。




	表の中から構成情報を表示するアウトバウンド接続プールを選択します。「リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成」を参照してください。








リソース・アダプタ・モジュールの管理対象オブジェクトの構成



特定のリソース・アダプタ・モジュールの管理対象オブジェクトを表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「管理オブジェクト」を選択します。

「管理オブジェクト」ページから、このリソース・アダプタ・モジュールの管理対象オブジェクト・グループと管理対象オブジェクト・インスタンスを表示できます

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








リソース・アダプタ・モジュールのワーク・マネージャの指定



特定のリソース・アダプタ・モジュールの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するリソース・アダプタ・モジュールの名前を選択します。
	「構成」と「ワークロード」を順に選択します。

「ワークロード」ページから、同時長時間実行リクエストの最大数を構成できます。

また、このリソース・アダプタ・モジュールに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このリソース・アダプタ・モジュールの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このリソース・アダプタ・モジュールから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。










リソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
アウトバウンド接続プールの一般設定の構成


	
アウトバウンド接続プールのプロパティの構成


	
アウトバウンド接続プールのトランザクション・サポートの構成


	
アウトバウンド接続プールの認証の構成


	
アウトバウンド接続プールのパラメータの構成








アウトバウンド接続プールの一般設定の構成



特定のアウトバウンド接続プールの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するアウトバウンド接続プールを含んでいるリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	表の中から、構成するアウトバウンド接続プールを選択します。
	「一般」を選択します。

「一般」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールに対するインタフェースなどの一般情報を表示できます。

このフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








アウトバウンド接続プールのプロパティの構成



特定のアウトバウンド接続プールのプロパティを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するアウトバウンド接続プールを含んでいるリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	表の中から、構成するアウトバウンド接続プールを選択します。
	「プロパティ」を選択します。

「プロパティ」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの次のような構成プロパティの表示およびプロパティ値の定義ができます。

	
プロパティ名


	
プロパティのタイプ


	
プロパティ値


	
動的な更新のサポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








アウトバウンド接続プールのトランザクション・サポートの構成



特定のアウトバウンド接続プールのトランザクション・サポート設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するアウトバウンド接続プールを含んでいるリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	表の中から、構成するアウトバウンド接続プールを選択します。
	「トランザクション」を選択します。

「トランザクション」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールのトランザクション・サポート・パラメータを構成できます。

このフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








アウトバウンド接続プールの認証の構成



特定のアウトバウンド接続プールの認証パラメータを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するアウトバウンド接続プールを含んでいるリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	表の中から、構成するアウトバウンド接続プールを選択します。
	「認証」を選択します。

「認証」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの次のような認証パラメータを構成できます。

	
再認証のサポート


	
リソース認証のソース




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








アウトバウンド接続プールのパラメータの構成



特定のアウトバウンド接続プールのプール・パラメータを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するアウトバウンド接続プールを含んでいるリソース・アダプタの名前を選択します。

「概要」ページには、リソース・アダプタに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「アウトバウンド接続プール」の順に選択します。
	表の中から、構成するアウトバウンド接続プールを選択します。
	「接続プール」を選択します。

「接続プール」ページから、このリソース・アダプタのアウトバウンド接続プールの次のようなプール・パラメータを構成できます。

	
初期容量


	
最大容量


	
容量増分


	
縮小の有効化


	
縮小間隔


	
最大使用不可数


	
最大待機数


	
接続作成の再試行間隔(秒)


	
接続予約のタイムアウト秒


	
テスト間隔


	
作成時に接続をテスト


	
予約時に接続をテスト


	
解放時に接続をテスト


	
接続一致のサポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。












Webアプリケーション


Webアプリケーションは、WARアーカイブまたは展開されたWARディレクトリとしてインストールできます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
複数のWebアプリケーションのモニター


	
1つのWebアプリケーションのモニター


	
Webアプリケーションの構成


	
Webアプリケーション・モジュールのモニターおよび構成








Webアプリケーションのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのWebアプリケーションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「Webアプリケーション」を選択します。

「Webアプリケーション」表には、現在のドメインにデプロイされているWebアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
コンテキスト・ルート


	
アプリケーション


	
サーバー


	
マシン


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加構成情報を表示するWebアプリケーションの名前を選択します。








Webアプリケーションのモニター



特定のWebアプリケーションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「環境モニタリング」の順に選択します。
	「Webアプリケーション」ページの表には、Webアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
コンテキスト・ルート


	
アプリケーション


	
サーバー


	
マシン


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このWebアプリケーションの追加モニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
サーブレット: このWebアプリケーションに関連付けられたサーブレットをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
セッション: このWebアプリケーションに関連付けられたセッションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ページ・フロー: このWebアプリケーションによって使用されているページ・フローをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このWebアプリケーション用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このWebアプリケーションに関連付けられたWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: Webアプリケーションに関連付けられたJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプション.を参照してください。















Webアプリケーションの構成


この項には、次の項目が含まれます。

	
Webアプリケーション一般設定の構成


	
Webアプリケーションの永続性ユニットの表示


	
Webアプリケーションのワーク・マネージャの指定


	
Webアプリケーション・インストゥルメンテーションの構成


	
Webアプリケーションのタグの構成


	
Webアプリケーションのターゲット指定


	
Webアプリケーション・ノートの作成








Webアプリケーション一般設定の構成



特定のWebアプリケーションの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「一般設定」の順に選択します。
	「一般設定」ページから、このWebアプリケーションの次のような構成情報を定義できます。

	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
セッションCookieの最大有効期間


	
セッション無効化間隔


	
セッション・タイムアウト


	
デバッグ有効


	
最大インメモリー・セッション数


	
モニタリング属性名


	
索引ディレクトリの有効化


	
索引ディレクトリのソート


	
サーブレット・リロード・チェック


	
リソース・リロード・チェック


	
セッション・モニタリングの有効化


	
最大ネイティブ・ファイル・サイズ


	
JSPページ・チェック


	
JSPから生成されるファイルを保持


	
JSP冗長


	
コンテキスト・ルート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








Webアプリケーションの永続性ユニットの表示



Webアプリケーション用に定義されている永続性ユニットを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「永続性」の順に選択します。
	「永続性」ページから、このWebアプリケーション用に定義されている永続性ユニットの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	永続性ユニットの名前を選択して、追加の構成情報を表示します。








Webアプリケーションのワーク・マネージャの指定



特定のWebアプリケーションの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ワークロード」の順に選択します。

「ワークロード」ページから、このWebアプリケーションに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このWebアプリケーションの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このWebアプリケーションから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。








Webアプリケーション・インストゥルメンテーションの構成



特定のWebアプリケーションのインストゥルメンテーションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「インストゥルメンテーション」の順に選択します。








Webアプリケーションのタグの構成



特定のWebアプリケーションのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「タグ」の順に選択します。
	「タグ」ページで、このWebアプリケーションに関連付けられているタグを構成できます。

	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをWebアプリケーションに関連付けます。


	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








Webアプリケーションのターゲット指定



グローバル・スコープにデプロイされている特定のWebアプリケーションのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ターゲット」の順に選択します。
	「ターゲット」ページから、このWebアプリケーションのデプロイ先のWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








Webアプリケーション・ノートの作成



このWebアプリケーションの構成を説明するノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページには、Webアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページで、このWebアプリケーションの構成に関するノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










Webアプリケーション・モジュールのモニターおよび構成


このドメインにデプロイされているWebアプリケーション・モジュールの構成とモニターができます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
Webアプリケーション・モジュールのモニター


	
Webアプリケーション・モジュールの構成


	
Webアプリケーション・モジュールの永続性ユニットの表示


	
Webアプリケーション・モジュールのワーク・マネージャの指定








Webアプリケーション・モジュールのモニター



Webアプリケーション・モジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	モニターするWebアプリケーション・モジュールの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「Webアプリケーション」表には、Webアプリケーション・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
コンテキスト・ルート


	
アプリケーション


	
サーバー


	
マシン


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このWebアプリケーション・モジュールの追加モニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
サーブレット: このWebアプリケーション・モジュールに関連付けられたサーブレットをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
セッション: このWebアプリケーション・モジュールに関連付けられたセッションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ページフロー: Webアプリケーション・モジュールによって使用されるページフローをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このWebアプリケーション・モジュール用に構成されたワーク・マネージャ、制約およびポリシーをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このWebアプリケーション・モジュールに関連付けられたWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このWebアプリケーション・モジュールに関連付けられたJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。















Webアプリケーション・モジュールの構成



特定のWebアプリケーション・モジュールの一般設定を構成するには、次の手順を行います。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するWebアプリケーション・モジュールの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般設定」ページから、このWebアプリケーション・モジュールの次の構成情報を定義できます。

	
デプロイメント順序


	
デプロイメント・プリンシパル名


	
セッションCookieの最大有効期間


	
セッション無効化間隔


	
セッション・タイムアウト


	
デバッグ有効


	
最大インメモリー・セッション数


	
モニタリング属性名


	
索引ディレクトリの有効化


	
索引ディレクトリのソート


	
サーブレット・リロード・チェック


	
リソース・リロード・チェック


	
セッション・モニタリングの有効化


	
最大ネイティブ・ファイル・サイズ


	
JSPページ・チェック


	
JSPから生成されるファイルを保持


	
JSP冗長


	
コンテキスト・ルート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックして、構成の変更を保存します。








Webアプリケーション・モジュールの永続性ユニットの表示



Webアプリケーション・モジュール用に定義されている永続性ユニットを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するWebアプリケーション・モジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するWebアプリケーション・モジュールの名前を選択します。
	「構成」、「永続性」の順に選択します。

「永続性」ページから、このWebアプリケーション・モジュール用に定義されている永続性ユニットの次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
プロバイダ


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	永続性ユニットの名前を選択して、追加の構成情報を表示します。








Webアプリケーション・モジュールのワーク・マネージャの指定



特定のWebアプリケーション・モジュールの作業リクエストを管理するワーク・マネージャを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成するモジュールを含んでいるアプリケーションの名前を展開します。
	構成するWebアプリケーション・モジュールの名前を選択します。
	「構成」と「ワークロード」を順に選択します。

「ワークロード」ページから、このWebアプリケーション・モジュールに指定されているワーク・マネージャに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このWebアプリケーション・モジュールの新しいワーク・マネージャを作成するには、「新規」をクリックします。詳細は、「アプリケーション・スコープのワーク・マネージャの作成」を参照してください。
	このWebアプリケーション・モジュールから既存のワーク・マネージャを削除するには、「削除」をクリックします。












Webサービス


この項には、次の項目が含まれます。

	
ドメインのWebサービスのモニター


	
JAX-RSアプリケーションのモニター


	
Webサービス・クライアントのモニター








ドメインのWebサービスのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのWebサービスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「Webサービス」を選択します。

「Webサービス」表には、現在のドメインにデプロイされているすべてのWebサービスに関する次のような情報が表示されます。

	
サービス名


	
アプリケーション


	
モジュール


	
アクティブなサーバー数


	
エラー数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加構成情報を表示するWebサービスの名前を選択します。








JAX-RSアプリケーションのモニター



このドメインにデプロイされているすべてのJAX-RSアプリケーションをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「JAX-RSアプリケーション」を選択します。

「JAX-RSアプリケーション」表には、現在のドメインにデプロイされているすべてのJAX-RSアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
JAX-RSアプリケーション名


	
JAX-RSアプリケーション・コンテキスト


	
アプリケーション名


	
ソース情報


	
エラー数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加構成情報を表示するJAX-RSアプリケーションの名前を選択します。








Webサービス・クライアントのモニター



このドメイン内のすべてのWebサービス・クライアントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「Webサービス・クライアント」を選択します。

「Webサービス・クライアント」表には、現在のドメイン内のすべてのWebサービス・クライアントに関する次のような情報が表示されます。

	
クライアント


	
ポート


	
アクティブなサーバー数


	
エラー数


	
レスポンス・エラー数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















WebSocketアプリケーション


この項には、次の項目が含まれます。

	
WebSocketアプリケーションのモニター


	
WebSocketエンドポイントのテスト








WebSocketアプリケーションのモニター



特定のWebSocketアプリケーションをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするWebSocketアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページに、WebSocketアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」ホームページで、「デプロイメント」タイルをクリックします。
	「デプロイメント」表で、WebSocketアプリケーションを展開して、モニターするサーバー・インスタンスにデプロイするアプリケーションを選択します。
	「アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「WebSocketモニタリング」の順に選択します。
	WebSocketアプリケーションがデプロイされるサーバー・インスタンス、エンドポイントの数など、このWebSocketアプリケーションに関するモニタリング情報を表示できます。

「セッション」ページで、このWebSocketアプリケーションに関連付けられている次のようなセッション統計をモニターできます。

	
名前


	
オープン・セッション


	
最大オープン・セッション




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
すべてを開くおよびすべて閉じる


	
最初にスクロールおよび最後にスクロール


	
列の並替え: 表示される列の順序を変更します







	このWebSocketアプリケーションに関する追加モニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
エラー: このWebSocketアプリケーションに関連付けられているエラー統計をモニターします。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
メッセージ: メッセージ件数、メッセージ・サイズ、1秒当たりのメッセージ件数など、このWebSocketアプリケーションに関連付けられているメッセージ統計をモニターします。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
テキスト・メッセージ: メッセージ件数、メッセージ・サイズ、1秒当たりのメッセージ件数など、このWebSocketアプリケーションに関連付けられているテキスト・メッセージ統計をモニターします。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
バイナリ・メッセージ: メッセージ件数、メッセージ・サイズ、1秒当たりのメッセージ件数など、このWebSocketアプリケーションに関連付けられているバイナリ・メッセージ統計をモニターします。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
コントロール・メッセージ: メッセージ件数、メッセージ・サイズ、1秒当たりのメッセージ件数など、このWebSocketアプリケーションに関連付けられているコントロール・メッセージ統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
エンドポイント: このWebSocketアプリケーションに関連付けられているエンドポイント統計をモニターおよびテストします

詳細は、構成オプションを参照してください。















WebSocketエンドポイントのテスト



特定のWebSocketアプリケーションのエンドポイントをテストするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。
	「サマリー」表で、モニターするWebSocketアプリケーションの名前を選択します。

「概要」ページに、WebSocketアプリケーションに関連した情報が表示されます。




	「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」ホームページで、「デプロイメント」タイルをクリックします。
	「デプロイメント」表で、WebSocketアプリケーションを展開して、モニターするサーバー・インスタンスにデプロイするアプリケーションを選択します。
	「アプリケーション・デプロイメント」メニューから、「モニタリング」、「WebSocketモニタリング」の順に選択します。
	「エンドポイント」を選択します。
	「エンドポイント」ページの「テスト」列で、テスト・アイコンをクリックします。
	「テストWebSocket」ページで、このWebSocketアプリケーションのURIエンドポイントを検証できます。WebSocketエンドポイントのホストとポート、プロキシ情報、および使用するWebSocketプロトコルに関する情報を入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「テストの実施」をクリックします。














11 WebLogic Serverメッセージング


この章では、WebLogic Serverメッセージング・コンポーネントを作成、モニターおよび制御するために必要な標準的なタスクについて説明します。

JMSのWebLogic Server実装は、WebLogic Serverに密接に統合されたエンタープライズクラスのメッセージング・システムです。JMS仕様を完全にサポートし、標準のJMS APIではサポートされない様々なWebLogic Server JMS拡張機能も提供します。WebLogic Server JMSおよび他の関連のWebLogic Serverメッセージング・コンポーネントの詳細は、次のガイドを参照してください。

	
WebLogic ServerでのJMS APIプログラミングのガイドは、『Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発』。


	
JMSリソースの構成および管理の詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』。


	
WebLogic Server JMSでのストア・アンド・フォワード・サービスの利点および使用方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverストア・アンド・フォワード・サービスの管理』。


	
WebLogic Server JMSでのシステム全体のWebLogic永続ストアの利点および使用方法の詳細は、「WebLogic永続ストアの使用」。


	
WebLogic Server JMS実装間に、またWebLogic Server JMSと他のメッセージング製品との間に相互運用性をもたらす転送メカニズムの詳細は、WebLogicメッセージング・ブリッジの構成および管理に関するマニュアル。





注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
JMSサーバー


	
ストア・アンド・フォワード・エージェント


	
JMSリソースおよびモジュール


	
パス・サービス


	
メッセージング・ブリッジ


	
JMSブリッジ宛先


	
JMSスモーク・テスト








JMSサーバー


JMSサーバーは、特にJMSサーバーをターゲットとしたJMSモジュール内のJMSキューおよびトピック・リソース用の管理コンテナとして機能します。JMSサーバーを作成、モニター、制御および構成できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
JMSサーバーの作成


	
複数のJMSサーバーのモニター


	
1つのJMSサーバーのモニター


	
JMSサーバー・メッセージの制御


	
アクティブなJMS宛先の制御


	
アクティブなJMSトランザクションの制御


	
アクティブなJMS接続の制御


	
JMSサーバーに関する全般的なプロパティの構成


	
JMSサーバーのしきい値と割当ての構成


	
新規JMSセッション・プールの作成


	
JMSサーバー・セッション・プールの構成


	
新規接続コンシューマの作成


	
接続コンシューマの構成およびモニター


	
JMSサーバー・ターゲットの選択


	
JMSサーバー・ノートの作成








JMSサーバーの作成



JMSサーバーは、サーバーでターゲット指定されたJMSモジュール内のJMSキューおよびトピック宛先用の管理コンテナとして機能する、環境関連の構成エンティティです。ドメイン内の各JMSサーバーに、複数のJMSモジュールをターゲット指定できます。

JMSサーバーを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。

「JMSサーバー・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各JMSサーバーの状態に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したJMSサーバーの名前は変更できません。かわりに、作成したものを削除して、新しい名前で別のJMSサーバーを作成する必要があります。






	次の各ページで、JMSサーバーの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このJMSサーバーの次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このJMSサーバーの名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいJMSサーバーを作成するスコープを選択します。


	
「永続ストア」で、JMSサーバーが使用する構成済のカスタム・ファイルまたはJDBCストアを選択するか、または「ストアの作成」ボタンをクリックして、その場でストアを作成します。

このフィールドの設定を「なし」のままにした場合、JMSサーバーはターゲット指定された各サーバー・インスタンスで自動的に構成された、デフォルトのファイル・ストアを使用します。ストアの構成の詳細は、「ファイル・ストアの構成」を参照してください。


注意:

JMSサーバーのターゲットにより:

	
移行可能なターゲットの場合、デフォルト・ストアを使用できないため、カスタム・ストアを構成して、同じ移行可能なターゲットにターゲット指定する必要があります。


	
動的クラスタの場合、カスタム永続ストアは、同じ動的クラスタまたは各動的クラスタ・メンバーで使用可能なデフォルトのストアをターゲット指定する必要があります。









これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、JMSサーバーをデプロイするサーバー・インスタンス、動的クラスタまたは移行可能なサーバー・ターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJMSサーバーの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JMSサーバーのモニター



ドメイン内のアクティブなJMSサーバーの実行時情報の統計をモニターできます。また、JMSサーバーの宛先、トランザクション、接続およびサーバー・セッション・プールの実行時情報にアクセスすることもできます。

このドメインにデプロイされているJMSサーバーをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。

「JMSサーバー・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成された各JMSサーバーの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
スコープ


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
永続ストア


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するJMSサーバーの名前を選択します。








JMSサーバーのモニター



JMSサーバーのページング・ストア、アクティブな宛先、アクティブなトランザクション、アクティブな接続、セッション・プールなど、ドメイン内の各JMSサーバーの様々な実行時統計をモニターできます。宛先で待機している異常な数のメッセージなど、異常なアクティビティを見つけるJMSサーバーの統計を表示します。

特定のJMSサーバーをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、モニターするサーバーの名前を選択します。
	「モニタリング」と「サマリー」を順に選択します。

「JMSサーバー・サマリー」表には、このJMSサーバーの次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
現在の宛先数


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
受信メッセージ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このJMSサーバーのモニタリング情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
ページング・ストア: JMSサーバーのページング・ストアの実行時統計を表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
アクティブな宛先: JMSサーバーをターゲットにしたすべてのアクティブなJMS宛先の統計を表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
アクティブなトランザクション: JMSサーバーで実行されているすべてのアクティブなJMSトランザクションを表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
アクティブな接続: JMSサーバーへのすべてのアクティブなJMS接続を表示します。JMS接続は、アプリケーションとメッセージング・システムの間の開いている通信チャネルを表し、メッセージを生成および消費するためのセッションを作成するために使用します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
アクティブなセッション・プール: JMSサーバーで実行されているすべてのアクティブなJMSセッション・プールを表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
アクティブなプール済み接続: JMSサーバーへのすべてのアクティブなプール済接続を表示します。プール済JMS接続は、EJBまたはサーブレットのデプロイメント・ディスクリプタのresource-ref要素を使用してJMS接続ファクトリを定義するEJBとサーブレットによって使用されるセッション・プールです(ラップされた接続ファクトリと呼ぶこともあります)。このページを使用すると、JMS接続オブジェクトおよびセッション・オブジェクトをモニターできます。また、ラップされたJMS接続ファクトリをEJBまたはサーブレット内で宣言すると自動的に作成されるメッセージ・プロデューサ・オブジェクトもモニターできます。

詳細は、構成オプションを参照してください。













JMS接続セッション情報のモニター



セッションでは、生成および消費されるメッセージの順序を定義します。また、複数のメッセージ・プロデューサとメッセージ・コンシューマを作成できます。メッセージの生成と消費に同じスレッドを使用できます。

JMS接続のセッション情報をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、モニターするサーバーの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「アクティブな接続」を選択します。
	「アクティブな接続」表で、モニターする接続の「現在のセッション数」を選択します。
	「セッション」ページでは、セッションのコンシューマおよびプロデューサに関する次のような詳細情報を表示できます。

	
コンシューマ


	
最大コンシューマ数


	
コンシューマ総数


	
プロデューサ


	
最大プロデューサ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















JMSサーバー・メッセージの制御



JMSサーバーをターゲット指定したすべての宛先に対して、すべての実行時のメッセージの生成、挿入(処理中のメッセージ)および消費の処理を一時的に休止できます。これらのメッセージの休止オプションを使用すると、外部リソースの障害が発生した場合のJMSサブシステムの動作の管理制御を指定できます。

たとえば、宛先に対するメッセージの生成および挿入を一時的に休止することによって、トラブルシューティングの目的で既存のすべてのメッセージを効率的に排出し、問題解決後に生成および挿入を再開できます。

JMSサーバーでメッセージを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、制御するサーバーの名前を選択します。
	「制御」と「サマリー」を順に選択します。
	「サマリー」表で、メッセージを制御するJMSサーバーの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのメッセージ制御操作を選択します。

	
「本番」をクリックして「一時休止」を選択し、このJMSサーバーをターゲット指定したすべての宛先で新規メッセージの生成を停止します。

JMSサーバーの宛先で生成が休止されると、それらの宛先にアタッチされている新しいプロデューサと既存のプロデューサの両方において新しいメッセージの生成処理ができなくなります。メッセージの生成を再開するには、「本番」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「消費」をクリックして「一時休止」を選択し、このJMSサーバーをターゲット指定したすべての宛先でメッセージの消費を停止します。

JMSサーバーの宛先で消費が休止されると、これらの宛先からのメッセージの消費処理ができなくなります。メッセージの消費を再開するには、「消費」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「挿入」をクリックして「一時休止」を選択し、このJMSサーバーをターゲット指定したすべての宛先で処理中のメッセージの挿入を停止します。

JMSサーバーの宛先が挿入のために一時休止されると、処理中の作業完了の結果であるすべてのメッセージは宛先に表示されません。これは、新規メッセージの生成操作の一時休止に加えて行われます。処理中のメッセージの挿入を再開するには、「挿入」をクリックし、「再開」を選択します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









アクティブなJMS宛先の制御



JMSサーバーをターゲット指定し、選択した宛先で、実行時メッセージの生成、挿入(処理中のメッセージ)および消費の処理を一時的に休止できます。

JMSサーバーでアクティブな宛先を制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、制御するJMSサーバーの名前を選択します。
	「制御」と「アクティブな宛先」を順に選択します。
	「アクティブな宛先」表で、制御する宛先の行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかの宛先制御操作を選択します。

	
「本番」をクリックして「一時休止」を選択し、この宛先での新規メッセージの生成を停止します。

JMSサーバーの宛先で生成が休止されると、それらの宛先にアタッチされている新しいプロデューサと既存のプロデューサの両方において新しいメッセージの生成処理ができなくなります。メッセージの生成を再開するには、「本番」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「消費」をクリックして「一時休止」を選択し、この宛先でのメッセージの消費を停止します。

JMSサーバーの宛先で消費が休止されると、これらの宛先からのメッセージの消費処理ができなくなります。メッセージの消費を再開するには、「消費」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「挿入」をクリックして「一時休止」を選択し、この宛先での処理中のメッセージの挿入を停止します。

JMSサーバーの宛先が挿入のために一時休止されると、処理中の作業完了の結果であるすべてのメッセージは宛先に表示されません。これは、新規メッセージの生成操作の一時休止に加えて行われます。処理中のメッセージの挿入を再開するには、「挿入」をクリックし、「再開」を選択します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









アクティブなJMSトランザクションの制御



JMSサーバーで実行中の選択したトランザクションのコミットまたはロールバックを強制的に実行できます。

JMSサーバーでアクティブなトランザクションを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、制御するJMSサーバーの名前を選択します。
	「制御」と「アクティブなトランザクション」を順に選択します。
	「アクティブなトランザクション」表で、制御するトランザクションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのトランザクション制御操作を選択します。

	
「強制コミット」をクリックしてコミット操作を開始します。


	
「強制ロールバック」をクリックしてロールバック操作を開始します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









アクティブなJMS接続の制御



JMS接続は、アプリケーションとメッセージング・システムの間の開いている通信チャネルを表し、メッセージを生成および消費するためのセッションを作成するために使用します。トラブルシューティングのために、JMSサーバーで選択した接続を破棄できます。

JMSサーバーでJMS接続を破棄するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、制御するJMSサーバーの名前を選択します。
	「制御」を選択し、「アクティブな接続」を選択します。
	「アクティブな接続」表で、破棄する接続の行を選択します。

「破棄」オプションが表の上に表示されます。




	「破棄」をクリックしてJMS接続を終了します。



詳細は、構成オプションを参照してください。









JMSサーバーに関する全般的なプロパティの構成



JMSサーバーを作成した後には、メッセージ・ページングのための全般的な任意指定のプロパティを定義できます。また、アプリケーションで一時的な宛先を作成する場合に使用するテンプレートを指定したり、期限切れのメッセージ用の宛先のアクティブなスキャンについて必要な休止の間隔を指定したりできます。

JMSサーバーの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページで、JMSサーバーの次のような一般的な構成設定を定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
永続ストア


	
ページング・ファイル・ロックの有効化


	
ページング・ディレクトリ


	
メッセージ・バッファ・サイズ


	
一時的な宛先をホスト


	
一時的なテンプレートを含むモジュール


	
一時的なテンプレート名


	
有効期限スキャン間隔




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








JMSサーバーのしきい値と割当ての構成



JMSサーバーを作成した後には、このJMSサーバーをターゲット指定したJMSモジュールにおける宛先のバイト数やメッセージ数のしきい値の上限および下限を定義できます。これらのしきい値を超過すると、ログ・メッセージの生成およびメッセージ・フロー制御の開始などのイベントがトリガーされます。「割当て」セクションで、メッセージに許容される最大サイズと、JMSサーバーで使用可能なメッセージ数およびバイト数を指定できます。また、宛先が最大メッセージ数を超えた場合に、JMSサーバーが長いメッセージの前に短いメッセージを配信するかどうかを定義する、ブロッキング・ポリシーを定義できます。

JMSサーバーのしきい値および割当てを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、JMSサーバーの次のようなしきい値と割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
最大バイト数


	
最大メッセージ数


	
ブロッキング時の送信ポリシー


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








新規JMSセッション・プールの作成



JMSセッション・プールを使用すると、アプリケーションでメッセージを並行して処理できます。JMSサーバーを定義した後には、必要に応じてJMSサーバーごとに1つまたは複数のセッション・プールを構成できます。

新規のJMSセッション・プールを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表には、JMSサーバー用に作成されたセッション・プールの情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「新しいJMSセッション・プールの作成」ページでは、新しいセッション・プールの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
リスナー・クラス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








JMSサーバー・セッション・プールの構成



JMSセッション・プールを使用すると、アプリケーションでメッセージを並行して処理できます。JMSサーバーを定義した後には、必要に応じてJMSサーバーごとに1つまたは複数のセッション・プールを構成できます。

JMSサーバー用に作成されたセッション・プールの構成情報を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表には、JMSサーバー用に作成されたセッション・プールの次のような情報が表示されます。

	
名前


	
確認モード


	
リスナー・クラス


	
最大セッション


	
処理済


	
コネクション・ファクトリ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ













JMSセッション・プールの構成



特定のJMSセッション・プールを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、JMSセッション・プールの次のような構成設定を定義できます。

	
名前


	
コネクション・ファクトリ


	
リスナー・クラス


	
確認モード


	
最大セッション


	
処理済




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSセッション・プール・コンシューマの構成



特定のJMSセッション・プールに関連する接続コンシューマの構成情報を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「コンシューマ」を選択します。

「コンシューマ」ページでは、このJMSセッション・プールに関連する接続コンシューマの次のような構成設定を表示できます。

	
名前


	
最大メッセージ数


	
セレクタ


	
宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















セッション・プール・ノートの作成



セッション・プール・ノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。
	「保存」をクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。














新規接続コンシューマの作成



接続コンシューマは、JMSサーバーのセッションを取得し、メッセージを処理する、キューまたはトピックです。セッション・プールの定義後、各セッション・プールについて、1つまたは複数の接続コンシューマを構成します。

新しいコンシューマを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「コンシューマ」と「作成」を順に選択します。
	「接続コンシューマの作成」ページで、新しい接続コンシューマの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
最大メッセージ数


	
セレクタ


	
宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








接続コンシューマの構成およびモニター


接続コンシューマは、JMSサーバーのセッションを取得し、メッセージを処理する、キューまたはトピックです。セッション・プールの定義後、各セッション・プールについて、1つまたは複数の接続コンシューマを構成します。

この項の内容は次のとおりです。

	
接続コンシューマの構成


	
接続コンシューマのモニター


	
接続コンシューマ・ノートの作成








接続コンシューマの構成



接続コンシューマを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「コンシューマ」を選択します。

「コンシューマ」表で、構成するコンシューマを選択します。




	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、JMS接続コンシューマの次のような構成設定を定義できます。

	
名前


	
最大メッセージ数


	
セレクタ


	
宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








接続コンシューマのモニター



接続コンシューマをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、モニターするJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、モニターするセッション・プールを選択します。




	「コンシューマ」を選択します。

「コンシューマ」表で、モニターするコンシューマを選択します。




	「モニタリング」を選択します。

「モニタリング」ページでは、接続コンシューマの次のような情報を表示できます。

	
名前


	
最大メッセージ数


	
セレクタ


	
宛先


	
アクティブ


	
恒久


	
保留メッセージ数


	
受信メッセージ数


	
保留バイト


	
受信バイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















接続コンシューマ・ノートの作成



接続コンシューマを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「構成」と「セッション・プール」を順に選択します。

「セッション・プール」表で、構成するセッション・プールを選択します。




	「コンシューマ」を選択します。

「コンシューマ」表で、構成するコンシューマを選択します。




	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JMSサーバー・ターゲットの選択



JMSサーバーのターゲットを選択するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」メニューから、このJMSサーバーをデプロイするサーバー・インスタンスまたは移行可能なターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSサーバー・ノートの作成



JMSサーバーのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSサーバー」を選択します。
	「JMSサーバー」表で、構成するJMSサーバーを選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。










ストア・アンド・フォワード・エージェント


ストア・アンド・フォワード(SAF)サービスを使用すると、WebLogic Serverでは、複数のWebLogic Serverインスタンスに分散されているアプリケーション間でメッセージを確実に配信することができます。ネットワークの問題またはシステムの障害が原因で、メッセージの送信時に宛先が使用不能になっている場合、メッセージはローカルのサーバー・インスタンスに保存されて、リモートの宛先が使用可能になった時点で転送されます。

SAFエージェントは、ローカル送信エンドポイントとリモート受信エンドポイントの間でメッセージのストア・アンド・フォワードを行います。SAFエージェントは、受信機能のみ、送信機能のみ、または両方の機能を持つように構成できます。WebLogic Server SAFでは、JMSメッセージ送信側の送信エージェントのみが必要となります。一方、Web Services Reliable Messaging (WSRM) SAFでは、送信エージェントと受信エージェントの両方が必要です。

この項には、次の項目が含まれます。

	
ストア・アンド・フォワード・エージェントの作成


	
複数のSAFエージェントのモニター


	
1つのSAFエージェントのモニター


	
SAFエージェントの制御


	
SAFリモート・エンドポイントの制御


	
SAF会話の制御


	
SAFエージェントの一般設定の構成


	
SAFエージェントのしきい値と割当ての構成


	
SAFエージェント・ターゲットの選択


	
SAFエージェントのノートの作成








ストア・アンド・フォワード・エージェントの作成



ストア・アンド・フォワード(SAF)サービスでは、SAFエージェントを使用して、複数のWebLogic Serverインスタンスに分散されているアプリケーション間でメッセージを確実に配信します。SAFエージェントは、受信機能のみ、送信機能のみ、または両方の機能を持つように構成できます。JMS SAFでは、JMSメッセージの送信側に送信エージェントのみが必要になります。一方、WSRM SAFでは、送信エージェントと受信エージェントの両方が必要です。

ストア・アンド・フォワード・エージェントを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

「SAFサマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各SAFエージェントの状態に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したSAFエージェントの名前は変更できません。かわりに、作成したものを削除して、新しい名前で別のSAFエージェントを作成する必要があります。






	次の各ページで、SAFエージェントの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このSAFエージェントの次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このSAFエージェントの名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいSAFエージェントを作成するスコープを選択します。


	
SAFメッセージ専用のストアが必要な場合は、「永続ストア」でカスタム永続ストアを選択するか、または「新しいストアの作成」をクリックして新しいカスタム・ストアを構成します。

このフィールドを「none」のままにした場合、SAFエージェントは、ターゲット指定された各サーバー・インスタンス上で自動的に構成されるデフォルトのファイル・ストアを使用します。ストアの構成の詳細は、「ファイル・ストアの構成」を参照してください。


注意:

SAFエージェントが移行可能なターゲットに指定されている場合は、デフォルト・ストアを使用できません。そのため、カスタム・ストアを構成して、同じ移行可能なターゲットにターゲット指定する必要があります。




	
「エージェントのタイプ」で、次の1つを選択します。

	
送信専用: 永続ストレージへのメッセージの格納、受信側へのメッセージの転送、および確認応答が時間内に戻らなかった場合のメッセージの再送を行うエージェントを構成します。


	
受信専用: 受信エージェントから送信されたメッセージの検出と重複排除、および最終的な宛先へのメッセージの配信を行うエージェントを構成します。


	
両方: 送信エージェントと受信エージェントの機能を備えたエージェントを構成します。





注意:

JMS SAFでは構成済の受信エージェントは必要ないため、JMS SAFのユーザーは「送信専用」を選択してください。






これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、SAFエージェントをデプロイするサーバー・インスタンス、クラスタまたは移行可能なターゲットを選択します。

移行可能なターゲットとは、SAFエージェントなど、サービスのグループとして機能し、クラスタ内のサーバー・メンバー上でのみアクティブになる論理的なターゲットです。元のサーバー上で問題が発生した場合に、移行可能なターゲットを1つのサーバー・メンバーから別のサーバー・メンバーへ移行することにより、高可用性が実現します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


注意:

メンバー・サーバーが単一障害点とならないよう、SAFエージェントのターゲットには移行可能なターゲットを指定することをお薦めします。ただし、移行可能なターゲットにターゲット指定されているSAFエージェントは、クラスタ全体を含め、その他のサーバー・ターゲットにターゲット指定することはできません。











確認



「確認」ページで、このSAFエージェントの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











SAFエージェントのモニター



このドメインに作成されたすべてのSAFエージェントをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

「SAFサマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各SAFエージェントの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
エージェント・タイプ


	
永続ストア


	
スコープ


	
サーバー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するSAFエージェントの名前を選択します。








SAFエージェントのモニター



ドメイン内の各SAFエージェントの様々な実行時統計(リモート・エンドポイントや会話など)をモニターできます。

特定のSAFエージェントの現在の統計を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、モニターするSAFエージェントの名前を選択します。

「ストア・アンド・フォワード・エージェントの設定」ページには、このSAFエージェントに関連したモニタリング情報が表示されます。




	「モニタリング」を選択します。
	次のSAFエージェント情報をモニターするには、適切なページを選択します。

	
統計: このSAFエージェントの実行時統計を表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リモート・エンドポイント: このSAFエージェントに関連したリモート・エンドポイントのモニタリング情報を表示します。リモート・エンドポイントを選択すると、リモート・エンドポイントのアクティブなメッセージの表を表示できます。メッセージの内容を表示するには、メッセージを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
会話: このSAFエージェントに関連付けられた会話のモニタリング情報を表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。















SAFエージェントの制御



SAFエージェントの実行時メッセージのアクティビティを一時的に休止できます。

SAFエージェントのメッセージ操作を制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、制御するSAFエージェントの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。
	「統計」表で、メッセージを制御するSAFエージェントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのメッセージ制御操作を選択します。

	
「受信」をクリックして「一時休止」または「再開」を選択し、SAFエージェントへの受信メッセージのフローを制御します。


	
「転送」をクリックして「一時休止」または「再開」を選択し、SAFエージェントへのメッセージの転送を制御します。


	
「受信」をクリックして「一時休止」または「再開」を選択し、SAFエージェントへのメッセージの受信を制御します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









SAFリモート・エンドポイントの制御



SAFエージェントに関連付けられたアクティブなリモート・エンドポイントのメッセージ操作を制御できます。

SAFエージェントのリモート・エンドポイントを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、制御するSAFエージェントの名前を選択します。
	「モニタリング」、「リモート・エンドポイント」の順に選択します。
	「リモート・エンドポイント」表で、制御するリモート・エンドポイントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのリモート・エンドポイント制御操作を選択します。

	
「受信」をクリックして「一時休止」または「再開」を選択し、受信メッセージのフローを制御します。表には、リモート・エンドポイントの新しいpausedまたはnon-paused状態が反映されます。


	
「転送」をクリックして「一時休止」または「再開」を選択し、SAFエージェントへのメッセージの転送を制御します。表には、リモート・エンドポイントの新しいpausedまたはnon-paused状態が反映されます。


	
「すべて期限切れにする」をクリックして、関連付けられたエラー処理構成で指定されたポリシーに従ってリモート宛先のすべての保留メッセージを処理し、これらをリモート・エンドポイントから削除します。


	
「すべてパージ」をクリックしてすべての会話を破棄し、リモート・エンドポイントのすべてのメッセージをパージします。










詳細は、構成オプションを参照してください。









SAF会話の制御



SAFエージェントに関連付けられたアクティブな会話を終了できます。

SAF会話を破棄するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、制御するSAFエージェントの名前を選択します。
	「モニタリング」、「会話」の順に選択します。
	「会話」表で、破棄する会話の行を選択します。

「破棄」オプションが表の上に表示されます。




	「破棄」をクリックしてSAF会話を終了します。



詳細は、構成オプションを参照してください。









SAFエージェントの一般設定の構成



SAFの送信または受信エージェントの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、構成するSAFエージェントを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このSAFエージェントの次のような基本および詳細プロパティを表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
永続ストア


	
エージェント・タイプ


	
最大会話待機時間


	
送信エージェントの属性


	
受信エージェントの属性




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFエージェントのしきい値と割当ての構成



SAFエージェントのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、構成するSAFエージェントを選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、SAFエージェントの次のようなメッセージのしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
最大バイト数


	
最大メッセージ数


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFエージェント・ターゲットの選択



SAFエージェントのターゲットを選択するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、構成するSAFエージェントを選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」メニューから、このSAFエージェントをデプロイするサーバー・インスタンス、クラスタまたは移行可能なターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFエージェントのノートの作成



SAFエージェントのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。
	「SAF」表で、構成するSAFエージェントを選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。










JMSリソースおよびモジュール


JMSシステム・リソースは、標準のJava EEモジュールと同様のモジュールとして構成されて格納されます。このようなリソースには、キュー、トピック、接続ファクトリ、テンプレート、宛先キー、割当て、分散キュー、分散トピック、外部サーバー、JMSストア・アンド・フォワード(SAF)パラメータなどがあります。

システム・モジュールは、ドメインに構成されたサーバー・インスタンスおよびクラスタの対象指定に対して全面的に利用できます。したがって、同じ対象にデプロイされているすべてのアプリケーションおよびクライアント・アプリケーションで利用できます。


注意:

JMS構成リソースは、デプロイ可能なアプリケーション・モジュールとしても管理できます。パッケージ化されたモジュールとしてのJava EEアプリケーションとともに(この場合、同梱されたアプリケーションでのみ利用可能)、またはそのモジュールで定義されているリソースへのグローバル・アクセスを備えたスタンドアロン・モジュールとしての管理が可能です。JMSアプリケーション・モジュールの構成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理』の「デプロイメント用のJMSアプリケーション・モジュールの構成」を参照してください。



この項には、次の項目が含まれます。

	
JMSリソースの作成


	
JMSリソースのモニター


	
キューのモニター、制御および構成


	
共通分散キューのモニターおよび構成


	
トピックのモニター、制御および構成


	
共通分散トピックのモニターおよび構成


	
接続ファクトリの構成


	
宛先キーの構成


	
宛先に対する割当ての構成


	
JMSテンプレートの構成


	
リモートSAFコンテキストの構成


	
SAFエラー処理リソースの構成


	
SAFインポート済み宛先の構成


	
SAFキューおよびSAFトピックの構成


	
外部サーバーの構成


	
JMSモジュールの作成


	
JMSモジュールのモニター


	
JMSシステム・モジュールの構成








JMSリソースの作成



JMSシステム・リソースは、標準のJava EEモジュールと同様のモジュールとして構成されて格納されます。このようなリソースには、キュー、トピック、接続ファクトリ、テンプレート、宛先キー、割当て、分散キュー、分散トピック、外部サーバー、JMSストア・アンド・フォワード(SAF)パラメータなどがあります。

JMSシステム・リソースを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているすべてのJMSシステム・モジュールの一部として定義されているすべてのリソースが表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したJMSリソースの名前は変更できません。かわりに、作成したものを削除して、新しい名前で別のJMSリソースを作成する必要があります。






	次の各ページで、JMSリソースの構成オプションを定義します。

	
リソースのタイプ


	
JMSシステム・モジュール


	
プロパティ


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。

新しいJMSリソースが「JMSリソース」表に追加されます。










リソースのタイプ



「リソースのタイプ」ページで、作成するJMSリソースのタイプを選択します。次のJMSリソース・タイプの作成を選択できます。





	
接続ファクトリ: JMSクライアントでJMS接続を作成できる接続構成設定のセットを定義します。


	
宛先キー: 宛先に届くメッセージのソート順を定義します。


	
割当: 宛先で使用できるシステム・リソースの割当てを制御します。


	
JMSテンプレート: 類似した構成設定を持つ複数のキューおよびトピックを効率的に定義できます。


	
JMSキュー: ポイント・ツー・ポイント(PTP)宛先を定義することで、1つのアプリケーションから別のアプリケーションにメッセージを送信できます。


	
共通分散キュー: クライアントに対する単一の論理キューとして、アクセス可能なJMSキューの単一の単位を表します。


	
JMSトピック: 公開/サブスクライブ(pub/sub)の宛先を定義することで、1つのアプリケーションから複数のアプリケーションに対してメッセージを送信できます。


	
共通分散トピック: クライアントに対する単一の論理トピックとして、アクセス可能なJMSトピックの単一の単位を表します。


	
リモートSAFコンテキスト: SAFインポート済キューまたはトピックがリモート宛先に接続するために使用するSAFログイン・コンテキストを指定します。


	
SAFエラー・ハンドラ: SAFサービスがリモートの宛先へのメッセージ転送に失敗した場合に行うアクションを指定します。


	
SAFインポート済み宛先: リモート・サーバー・インスタンスまたはクラスタのJMSキューまたはトピックをローカルに表すSAFキューおよびトピックのコレクションを表します。


	
外部サーバー: 外部のWebLogic ServerであるサードパーティのJMSプロバイダを表します。




詳細は、構成オプションを参照してください。









JMSシステム・モジュール



「JMSシステム・モジュール」ページで、このJMSリソースのJMSシステム・モジュールを選択します。





	
「JMSモジュール」で、アイコンをクリックして、JMSモジュールの表からこのJMSリソースを作成するJMSシステム・モジュールを選択します。

表が空か、または必要なJMSモジュールが表に含まれていない場合は、「新しいJMSモジュールの作成」をクリックしてJMSモジュールを作成し、表からそのJMSモジュールを選択します。


	
「スコープ」フィールドは、選択したJMSモジュールのスコープを示します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









プロパティ


「プロパティ」ページで、JMSシステム・リソースの設定を定義します。プロパティは、JMSシステム・リソースのタイプによって決まります。

	
接続ファクトリ


	
宛先キー


	
割当


	
JMSテンプレート


	
JMSキュー


	
共通分散キュー


	
JMSトピック


	
共通分散トピック


	
リモートSAFコンテキスト


	
SAFエラー処理


	
SAFインポート先


	
外部サーバー








コネクション・ファクトリ



「プロパティ」ページで、接続ファクトリの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、接続ファクトリの名前を入力します。

作成した接続ファクトリの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「JNDI名」に、JNDIネーム・スペース内で接続ファクトリにアクセスするための名前を入力します。アプリケーションでは、このJNDI名を使用して接続ファクトリをルックアップします。

接続ファクトリのJNDI名を指定しない場合、接続ファクトリをサーバー・リソースに割り当てても、JNDIルックアップで使用できるようになりません。そのため、アプリケーション・スコープのコンテキストでしか接続ファクトリにアクセスできなくなります。


	
「ノート」に、この接続ファクトリの構成に関するノートを入力します。


	
「クライアントIDポリシー」で、このポリシーを使用する特定のクライアントIDを持つ接続が、クラスタ内に同時に1つのみ存在できる場合は、「制限付き」を選択します。同じクライアントIDが他の接続(制限の有無にかかわらず)によってすでに使用されていても、このポリシーを使用して作成された接続が任意のクライアントIDを指定できる場合は、「制限なし」を選択します。


	
この接続ファクトリを使用して作成されたすべてのサブスクライバが他のサブスクライバとサブスクリプションを共有できない場合は、「サブスクリプション共有ポリシー」で「排他」を選択します。この接続ファクトリを使用して作成されたすべてのサブスクライバが、作成時に使用した接続ファクトリにかかわらず、他のサブスクライバとサブスクリプションを共有できる場合は、「共有可能」を選択します。

コンシューマは、同一のクライアントIDおよびクライアントIDポリシーを持つ場合にのみ非永続サブスクリプションを共有できます。また、同一のクライアントID、クライアントIDポリシー、およびサブスクリプション名を持つ場合にのみ永続スクリプトを共有できます。


	
「同期コンシューマのプリフェッチ・モード」で、同期コンシューマが1回のサーバー・アクセスでサーバーからクライアントへ送信されるメッセージをプリフェッチするかどうかを指定します。


	
「セッション当たりの最大メッセージ数」で、非同期セッション向けに存在し、メッセージ・リスナーに渡されていないメッセージの最大数を指定します。同期プリフェッチ・モードが有効化されている場合、この値は1回のサーバー・アクセスでメッセージをプリフェッチする、メッセージ・コンシューマでの同期セッションにも影響します。


	
ロード・バランシングとサーバー・アフィニティを有効にする場合は、「分散宛先ロード・バランシング」の下で、適切なチェック・ボックスを選択します。


	
「トランザクション」の下の「XA接続ファクトリの有効化」で、標準のキューまたはトピックの接続ファクトリのかわりに、XAキューまたはXAトピックの接続ファクトリを使用するかどうかを選択します。

XAファクトリは、JMSアプリケーションでJTAユーザー・トランザクションを使用する場合に必要となりますが、トランザクション・セッションの場合は必要ありません。


	
「処理済セッション・トランザクション・タイムアウト」で、この接続ファクトリで作成された接続上のすべてのトランザクションのタイムアウト値(秒)を指定します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









宛先キー



「プロパティ」ページで、宛先キーの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、この宛先キーの名前を入力します。


	
「ノート」に、この宛先キーの構成に関するノートを入力します。


	
「ソート・キー」で、メニューからメッセージのソート・キーを選択するか、またはそれに基づいてソートするメッセージのヘッダー・フィールドの名前を入力します。


	
「キーの種類」で、ソート・キーの所定のプロパティ・タイプを選択します(この設定は、タイプが暗黙的なメッセージ・ヘッダー・フィールド・キーでは無視されます)。


	
「方向」で、キーがメッセージをソートする際の方向(「昇順」または「降順」)を選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









割当



「プロパティ」ページで、割当ての設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、この割当ての名前を入力します。


	
「ノート」に、この割当ての構成に関するノートを入力します


	
「ポリシー」で、宛先がメッセージ数の割当てを超過している場合に、長いリクエストの前に短いメッセージの送信リクエストを配信するかどうかを指定する配信ポリシーを選択します。

デフォルトのFIFO(先入れ先出し)ポリシーでは、最初のリクエストのための十分なスペースが確保されるまで、以降の新しい送信リクエストがブロックされます。また、新しいリクエストがタイム・アウトすると、割当て制限の例外が発生して新しいリクエストが拒否されます。

割込みポリシーを指定すると、宛先に、短いメッセージには十分なスペースがあり、それ以前の長いリクエストに対するスペースはない場合に、前の長いリクエストより先に新しい短い送信リクエストが処理されます。


	
「複数の宛先で共有」を選択して、この割当てを、参照する複数の宛先で共有するかどうかを指定します。


	
「宛先に格納できる合計バイト数」で、この割当てを使用する宛先に格納可能な合計バイト数を入力します。


	
「宛先に格納できるメッセージ数」で、この割当てを使用する宛先に格納可能な合計メッセージ数を入力します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









JMSテンプレート



「プロパティ」ページで、JMSテンプレートの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、このJMSテンプレートの名前を入力します。


	
「ノート」に、このJMSテンプレートの構成に関するノートを入力します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









JMSキュー



「プロパティ」ページで、JMSキューの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」で、キューの名前を入力します。

作成したキューの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、このJMSキューの構成に関するノートを入力します。


	
「JNDI名」に、JNDIネーム・スペース内でキューにアクセスするための名前を入力します。アプリケーションでは、このJNDI名を使用してキューをルックアップします。

キューのJNDI名を指定しない場合、キューをJMSサーバーにターゲット指定しても、JNDIルックアップで使用できるようになりません。そのため、javax.jms.queueSession.createqueue() APIを使用して、またはアプリケーション・スコープのコンテキストでのみキューにアクセスできます。


	
構成済みのJMSテンプレートを使用してキューの設定を定義する場合は、「テンプレート」で、そのキューのテンプレートを選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









共通分散キュー



「プロパティ」ページで、共通分散キューの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、共通分散キューの名前を入力します。

作成した共通分散キューの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、この共通分散キューの構成に関するノートを入力します。


	
「JNDI名」に、JNDIネームスペース内で共通分散キューをルックアップするのに使用するJNDI名を入力します。アプリケーションでは、このJNDI名を使用して分散キューをルックアップします。

分散キューのJNDI名を指定しない場合、分散キューをサーバー・リソースに割り当てても、JNDIルックアップで使用できるようになりません。そのため、javax.jms.queueSession.createqueue() APIを使用して、またはアプリケーション・スコープのコンテキストでのみ分散キューにアクセスできます。


	
オプションで「テンプレート」に、この共通分散キューを作成するときに使用するテンプレートを指定します。テンプレートを使用すると、類似した構成値を持つ複数の宛先を効率的に定義できます。


	
「分散構成」の下の「ロード・バランス・ポリシー」で、この分散キュー・メンバーにメッセージを分散する方法のポリシー(「ラウンドロビン」または「ランダム」)を指定します。


	
「順序単位のルーティング」で、分散キュー・メンバーがメッセージの宛先として選択される方法を指定します。「ハッシュ」に設定した場合、プロデューサがキュー・メンバーを計算します。「パス・サービス」に設定した場合、構成済のパス・サービスによってキュー・メンバーが決定されます。


	
「転送遅延の設定」で、「転送遅延」を選択して、メッセージを保持するがコンシューマを持たないキュー・メンバーが、コンシューマを持つ他のキュー・メンバーにメッセージを転送するまでに待機する時間を秒単位で指定するか、または「メッセージは転送されません」を選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









JMSトピック



「プロパティ」ページで、JMSトピックの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、トピックの名前を入力します。

作成したトピックの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、このJMSトピックの構成に関するノートを入力します。


	
「JNDI名」に、JNDIネーム・スペース内でトピックにアクセスするための名前を入力します。アプリケーションでは、このJNDI名を使用してトピックをルックアップします。

トピックに対してJNDI名を指定しないと、そのトピックはJMSサーバーにターゲット指定された後にもJNDIルックアップの検索ターゲットになりません。したがってそのトピックへのアクセスは、javax.jms.topicSession.createtopic() APIを使用するか、アプリケーション・スコープのコンテキスト内から行う場合にのみ可能になります。


	
トピックの設定を定義するのに構成済みのJMSテンプレートを使用する場合は、「テンプレート」で、トピックに対応するテンプレートを選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









共通分散トピック



「プロパティ」ページで、共通分散トピックの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、共通分散トピックの名前を入力します。

作成した共通分散トピックの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、この共通分散トピックの構成に関するノートを入力します。


	
「JNDI名」に、JNDIネームスペース内で共通分散トピックをルックアップするのに使用するJNDI名を入力します。アプリケーションでは、このJNDI名を使用して分散トピックをルックアップします。

分散トピックのJNDI名を指定しない場合、分散トピックをサーバー・リソースに割り当てても、JNDIルックアップで使用できるようになりません。そのため、javax.jms.topicSession.createtopic() APIを使用して、またはアプリケーション・スコープのコンテキストでのみ分散トピックにアクセスできます。


	
必要に応じて、「テンプレート」で構成値を定義するテンプレートを選択します。


	
「分散構成」の下の「転送ポリシー」で、「レプリケート」を指定して、メンバーが分散トピックの他のメンバーに情報をレプリケート(転送)できるようにします。分散トピックの他のメンバーへの転送を防ぐには、「パーティション化」を指定します。


	
「ロード・バランス・ポリシー」で、この宛先のメンバーへのメッセージの分散方法を指定します。


	
「順序単位のルーティング」で、分散トピック・メンバーがメッセージの宛先として選択される方法を指定します。「ハッシュ」に設定した場合、プロデューサによってトピック・メンバーが計算されます。「パス・サービス」に設定した場合、構成済のパス・サービスによってトピック・メンバーが決定されます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









SAFリモート・コンテキスト



「プロパティ」ページで、リモートSAFコンテキストの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、このリモートSAFコンテキストの名前を入力します。


	
「ノート」に、このリモートSAFコンテキストの構成に関するノートを入力します。


	
「圧縮しきい値」に、シリアライズ済メッセージ本文のバイト数を指定すると、このバイト数を超えたメッセージに対してメッセージ圧縮が行われます。


	
「返信先リモートSAFコンテキスト」に、リモート・クラスタまたはサーバーで返信の宛先として使用されるリモートSAFコンテキストの名前を指定します。


	
「ログイン・コンテキストを指定します」を選択して、このリモートSAFコンテキストを使用するときのURL、ユーザー名およびパスワードを指定します。


	
「URL」に、インポート済キューまたはトピックによるリモート宛先への接続に使用されるURLを指定します。


	
「ユーザー名」に、インポート済キューまたはトピックによりリモート宛先に提供されるユーザー名を指定します。


	
「パスワード」に、インポート済キューまたはトピックによりリモート宛先に提供されるパスワードを指定します。


	
「パスワードの確認」で、指定したパスワードを確認します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









SAFエラー処理



「プロパティ」ページで、SAFエラー処理リソースの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、このSAFエラー処理リソースの名前を入力します。

作成したSAFエラー処理リソースの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、このSAFエラー処理リソースの構成に関するノートを入力します。


	
「SAFエラー処理ポリシー」で、このSAFエラー処理リソースのポリシー・タイプを選択します。

	
破棄:


	
ログ: ログ形式を指定するか、またはこのSAFエラー処理リソースの新しいログ形式を追加します。


	
リダイレクト: このSAFエラー処理リソースのエラーの宛先を選択します。


	
常に転送:







これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









SAFインポート先



「プロパティ」ページで、SAFインポート先の設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、このSAFインポート先の名前を入力します。

作成したSAFインポート済み宛先の名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、このSAFインポート先の構成に関するノートを入力します。


	
「JNDIの接頭辞」に、リモート宛先JNDI名に付加される接頭辞を指定します。

SAFインポート済宛先に対してJNDI名を指定しないと、そのSAFインポート済宛先はサーバー・リソースにターゲット指定された後にもJNDIルックアップの検索ターゲットになりません。したがって、そのSAFインポート済み宛先へのアクセスは、アプリケーション・スコープのコンテキスト内に限られます。


	
「リモートSAFコンテキスト」で、リモート・コンテキスト・インスタンスを選択します。必要に応じて、新しいSAFリモート・コンテキストを作成し、メニューからそれを選択します。


	
「SAFエラー処理」で、エラー処理インスタンスを選択します。必要に応じて、新しいSAFエラー処理リソースを作成し、メニューからそれを選択します。


	
「メッセージの順序単位のルーティング」で、


	
「SAFデフォルト存続時間」に、JMSメッセージのデフォルトの存続時間の値をミリ秒で指定します。「SAFデフォルト存続時間の有効化」チェック・ボックスを選択しなければ、JMSメッセージに設定された有効期限によってこの値がオーバーライドされます。


	
「SAFデフォルト存続時間の有効化」を選択すると、JMSメッセージに設定された有効期限がこのフィールドに指定した値でオーバーライドされます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









外部サーバー



「プロパティ」ページで、外部サーバーの設定を定義します。





	
「リソースのタイプ」は、JMSリソースのタイプを示します。


	
「名前」に、この外部サーバーの名前を入力します。

外部サーバーの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。


	
「ノート」に、この外部サーバーの構成に関するノートを入力します。


	
「JNDI初期コンテキスト・ファクトリ」で、JNDIプロバイダにアクセスするためにインスタンス化する必要のあるクラスの名前を入力します。このクラス名は、使用されているプロバイダおよびベンダーによって異なります。


	
「JNDI接続URL」に、WebLogic ServerでJNDIプロバイダへのアクセスに使用するURLを入力します。このURLの構文は使用されているJNDIプロバイダによって異なります。WebLogic JMSを使用していて同じクラスタ内のWebLogic JMSオブジェクトを参照している場合は、このフィールドを空白のままにします。


	
「JNDIプロパティ資格証明」で、JNDIプロバイダに設定する必要のある資格証明を指定します。これらの資格証明は、JNDIプロバイダのInitialContextクラスのコンストラクタに直接渡されるプロパティの一部になります。リモート・ドメインに接続する際は、「JNDIプロパティ」フィールドでドメインのユーザー名を指定するとともに、ドメインに対してセキュアなパスワード(たとえば、remote_domain_password)を指定する必要があります。


	
「JNDIプロパティ資格証明の確認」に、JNDIプロバイダに設定する必要のある資格証明を再入力します。


	
「JNDIプロパティ」で、JNDIプロバイダに設定する必要のある他のプロパティを指定します。

これらのプロパティは直接JNDIプロバイダのInitialContextクラスのコンストラクタに渡されます。リモート・ドメインに接続する際は、次のフォーマットを使用してドメインに対してセキュアなユーザー名を指定する必要があります。java.naming.security.principal=remote_domain_username


注意:

JNDIプロパティの値は、name=value形式のプロパティのカンマ区切りのリストで指定できます。






これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。











ターゲット



「ターゲット」ページで、このJMSリソースのターゲット設定ポリシーを指定します。





	
デフォルトのターゲット設定を使用するには、「親モジュールのターゲットにデフォルト設定」を選択します。


	
「サブデプロイメント・ターゲット設定」を選択して既存のサブデプロイメントを選択するか、新しいものを作成します。

	
接続ファクトリの既存のサブデプロイメントを選択するには、「サブデプロイメント名」メニューから1つを選択します。有効なサブデプロイメントを選択すると、ターゲット指定されているJMSサーバー、サーバーまたはクラスタが、選択済として「ターゲット」ボックスに表示されます。(単一のJMSサーバーにターゲット指定できるのは、スタンドアロンの宛先を伴うサブデプロイメントのみです。)


	
接続ファクトリの新しいサブデプロイメントを作成するには、「新しいサブデプロイメントの作成」ボタンをクリックします。ADD CREATE SUBDEPLOYMENT TAKSK HEREを参照してください。







これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJMSリソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JMSリソースのモニター



現行のWebLogic Serverドメインで作成されたすべてのJMSシステム・モジュールのすべてのリソースを表示できます。リソースのシステム・モジュール、JNDI名、ターゲット指定されているサブデプロイメント・リソース、およびリソースがターゲット指定されているJMSサーバー、WebLogic Server、インスタンスまたはクラスタなどのモニタリング情報も表示できます。

特定のリソースの場合、詳細統計情報のモニターまたは制御操作の実行ができます。

現在のドメイン内のすべてのJMSシステム・リソースをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているすべてのJMSシステム・モジュールの一部として定義されているすべてのリソースが表示されます。

	
接続ファクトリ: JMSクライアントでJMS接続を作成できる接続構成設定のセットを定義します。


	
宛先キー: 宛先に届くメッセージのソート順を定義します。


	
外部サーバー: 外部のWebLogic ServerであるサードパーティのJMSプロバイダを表します。


	
キュー: ポイント・ツー・ポイント(PTP)宛先を定義することで、1つのアプリケーションから別のアプリケーションにメッセージを送信できます。「キューのモニター」を参照してください。


	
割当: 宛先で使用できるシステム・リソースの割当てを制御します。


	
SAFエラー・ハンドラ: SAFサービスがリモートの宛先へのメッセージ転送に失敗した場合に行うアクションを指定します。


	
SAFインポート済み宛先: リモート・サーバー・インスタンスまたはクラスタのJMSキューまたはトピックをローカルに表すSAFキューおよびトピックのコレクションを表します。詳細は、「SAFキューのモニター」および「SAFトピックのモニター」を参照してください。


	
SAFリモート・コンテキスト: SAFインポート済キューまたはトピックがリモート宛先に接続するために使用するSAFログイン・コンテキストを指定します。


	
テンプレート: 類似した構成設定を持つ複数のキューおよびトピックを効率的に定義できます。


	
トピック: パブリッシュ/サブスクライブ(pub/sub)宛先を定義することで、1つのアプリケーションから複数のアプリケーションに対してメッセージを送信できます。「トピックのモニター」を参照してください。


	
共通分散キュー: クライアントに対する単一の論理キューとして、アクセス可能なJMSキューの単一の単位を表します。「共通分散キューのモニター」を参照してください。


	
共通分散トピック: クライアントに対する単一の論理トピックとして、アクセス可能なJMSトピックの単一の単位を表します。「共通分散トピックのモニター」を参照してください。




「JMSリソース」表では、各JMSシステム・モジュール・リソースに関する次のような情報をモニターできます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント


	
スコープ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSシステム・リソースの名前を選択します。








キューのモニター、制御および構成


JMSキューは、ポイント・ツー・ポイント(PTP)メッセージング・モデルに基づいています。このモデルでは、1つのアプリケーションから別の1つのアプリケーションにメッセージを送信できます。PTPメッセージング・アプリケーションでは、名前付きのキューを使用してメッセージが送信および受信されます。メッセージは、キュー・センダー(プロデューサ)によって特定のキューに送信されます。そして、特定のキューからキュー・レシーバ(コンシューマ)によってメッセージが受信されます。

キューの構成は、明示的に行うか、または似たオプション設定を持つ複数のキューを定義するためのJMSテンプレートを構成することによって行います(JMSテンプレートの構成を参照)。


注意:

リカバリまたはロールバックされるメッセージを管理するために、再配信の制限に達したメッセージのエラー宛先を構成することもできます。ただし、エラー宛先は、モジュール内の他のキューと同じJMSサーバーにターゲット指定されている必要があります。



キューのオプションには、動的に構成できるものがあります。オプションを実行時に変更した場合、新しく配信されるメッセージにのみ適用され、すでに保存されているメッセージには影響しません。

この項には、次の項目が含まれます。

	
キューのモニター


	
キューのメッセージの制御


	
一般的なキュー設定の構成


	
詳細なキュー設定の構成


	
キューに関するメッセージ配信の失敗オプションの構成


	
キュー・メッセージ配信のオーバーライドの構成


	
キューのメッセージ・ロギングの構成


	
キューのしきい値と割当ての構成


	
キューのノートの作成








キューのモニター



JMSシステム・モジュールのキューの実行時統計をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、モニターするキューの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「モニタリング」ページには、キューの次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
メッセージ総数


	
現在のコンシューマ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















キューのメッセージの制御



JMSシステム・モジュール内のキューのメッセージを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、メッセージを制御するキューの名前を選択します。
	「制御」を選択します。
	「制御」表で、制御するキューの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのメッセージ制御操作を選択します。

	
「本番」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したキューでの新規メッセージの生成を停止します。

キューでの生成が休止されると、そのキューにアタッチされた新規および既存プロデューサの両方で、新しいメッセージの生成操作ができなくなります。メッセージの生成を再開するには、「本番」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「消費」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したキューでのメッセージの消費を停止します。

キューでの消費が休止されると、そのキューからの以降のメッセージ消費操作ができなくなります。メッセージの消費を再開するには、「消費」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「挿入」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したキューでの処理中のメッセージの挿入を停止します。

キューでの挿入が休止されると、処理中の作業の完了の結果であるすべてのメッセージはキューに現れなくなります。これは、新規メッセージの生成操作の一時休止に加えて実行されます。処理中のメッセージの挿入を再開するには、「挿入」をクリックし、「再開」を選択します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









一般的なキュー設定の構成



キューを作成した後には、キューに届くメッセージのソートに使用する宛先キーの選択や、複数のキューのプロパティの構成にJMSテンプレートを使用する場合のJMSテンプレートの選択など、全般的なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のキューの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このキューの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
テンプレート


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








詳細なキュー設定の構成



キューを作成した後、順序単位パラメータの指定、メッセージ送信側の資格証明のアタッチ、作業単位パラメータの定義など、詳細なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のキューの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、このキューの次のような追加設定を構成できます。

	
起動時にメッセージの生成を休止


	
起動時にメッセージの消費を休止


	
起動時にメッセージの挿入を休止


	
順序単位名の自動生成


	
センダー資格証明のアタッチ


	
ローカルJNDI名


	
宛先識別子の作成


	
SAFエクスポート・ポリシー


	
メッセージング・パフォーマンスのプリファレンス


	
「作業単位(UOW)メッセージ処理ポリシー」


	
「不完全なUOWメッセージの有効期間」


	
宛先キー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








キューに関するメッセージ配信の失敗オプションの構成



キューを作成した後には、メッセージ再配信の制限の定義、メッセージ有効期限ポリシーの選択、期限切れまたは配信できないメッセージのエラー宛先の指定など、デフォルトのメッセージ配信の失敗に関する値を変更できます。

JMSシステム・モジュール内のキューの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」、「配信の失敗」の順に選択します。

「配信の失敗」ページから、このキューの次のようなメッセージの配信設定を構成できます。

	
有効期限ポリシー


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








キュー・メッセージ配信のオーバーライドの構成



キューを作成した後には、メッセージ・プロデューサによって指定されている値をオーバーライドできるメッセージ配信オーバーライド値を定義できます。

キューに対してメッセージ配信のオーバーライドを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」、「配信のオーバーライド」の順に選択します。

「配信のオーバーライド」ページから、このキューの次のようなオーバーライド設定を定義できます。

	
配信モードのオーバーライド


	
配信時間のオーバーライド


	
優先度のオーバーライド


	
存続時間のオーバーライド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








キューのメッセージ・ロギングの構成



キューを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効化できます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

このキューに関してメッセージのライフサイクルのロギングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」、「ロギング」の順に選択します。

「ロギング」ページから、このキューの次のようなメッセージ・ライフ・サイクルのロギング・オプションを構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








キューのしきい値と割当ての構成



キューを作成した後には、キューのメッセージ数またはバイト数についてデフォルトの上限および下限のしきい値を変更できます。これらのしきい値を超過すると、ログ・メッセージの生成およびメッセージ・フロー制御の開始などのイベントがトリガーされます。また、キューで許容される最大メッセージ・サイズを指定したり、あらかじめ構成された割当てを選択することもできます。この割当てにより、メモリー使用量を節約するためにキューに格納できる最大メッセージ数または最大バイト数が決定されます。

このキューに対してJMSテンプレートが指定されている場合、デフォルト値は、実際の値がテンプレートから得られることを暗黙的に表しています(「JMSテンプレートのしきい値と割当ての構成」を参照してください)。JMSサーバーで、そのJMSサーバーをターゲットとして指定されているJMSモジュール内のすべての宛先のしきい値と特定の割当ての設定を管理することもできます(JMSサーバーのしきい値と割当ての構成を参照)。

JMSシステム・モジュール内のキューのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するキューの名前を選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、キューの次のようなメッセージのしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
割当


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








キューのノートの作成



キューに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するキューの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










共通分散キューのモニターおよび構成


分散キューは、単一の論理的なキューとしてクライアントからアクセス可能なJMSキューの1つの単位です(分散キューは独自のJNDI名を持ちます)。この単位のメンバーは通常、クラスタ内の複数のサーバーに分散されており、各キュー・メンバーは個々のJMSサーバーに属しています。

共通分散キューを構成すると、WebLogic Serverによって、JMSモジュールが割り当てられるJMSサーバー上に必要なメンバーが均等に作成されます。これによって、すべての分散宛先のパラメータ(クラスタ内の重み、セキュリティ、永続性、ページング、割当てなどに関するパラメータ)を一貫して構成できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
共通分散キューのモニター


	
一般的な共通分散キュー設定の構成


	
詳細な共通分散キュー設定の構成


	
共通分散キューのメッセージ配信の失敗オプションの構成


	
共通分散キューのメッセージ配信のオーバーライドの構成


	
共通分散キューのメッセージのロギングの構成


	
共通分散キューのしきい値および割当ての構成


	
共通分散キューのノートの作成








共通分散キューのモニター



JMSシステム・モジュールの共通分散キューのすべてのメンバーに関する統計をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、モニターする共通分散キューの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「モニタリング」ページには、共通分散キューの次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
現在のコンシューマ数


	
最大コンシューマ数


	
コンシューマ総数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















一般的な共通分散キュー設定の構成



共通分散キューを作成した後には、分散キュー・メンバーに届くメッセージのソートに使用する宛先キーの選択など、全般的なプロパティ値の変更と定義ができます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散キューの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、この共通分散キューの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
テンプレート


	
ロード・バランス・ポリシー


	
順序単位のルーティング


	
転送遅延の設定


	
転送時に配信数をリセット


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








詳細な共通分散キュー設定の構成



分散キューを作成した後、順序単位パラメータの指定や、メッセージ送信側の資格証明のアタッチなど、詳細なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散キューの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、この共通分散キューの次のような追加設定を構成できます。

	
起動時にメッセージの生成を休止


	
起動時にメッセージの消費を休止


	
起動時にメッセージの挿入を休止


	
順序単位名の自動生成


	
センダー資格証明のアタッチ


	
ローカルJNDI名


	
宛先識別子の作成


	
SAFエクスポート・ポリシー


	
メッセージング・パフォーマンスのプリファレンス


	
「作業単位(UOW)メッセージ処理ポリシー」


	
「不完全なUOWメッセージの有効期間」


	
宛先キー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散キューのメッセージ配信の失敗オプションの構成



共通分散キューを作成した後には、メッセージ再配信の制限の定義、メッセージ有効期限ポリシーの選択、期限切れまたは配信できないメッセージのエラー宛先の指定など、メッセージ配信の失敗に関するデフォルト値を変更できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散キューの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」、「配信の失敗」の順に選択します。

「配信の失敗」ページから、この共通分散キューの次のようなメッセージの配信設定を構成できます。

	
有効期限ポリシー


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
すべての本文


	
エラー宛先


	
再配信の制限


	
再配信遅延のオーバーライド


	
有効期限ロギング・フォーマット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散キューのメッセージ配信のオーバーライドの構成



共通分散キューを作成した後には、メッセージ配信オーバーライド値を定義してメッセージ・プロデューサによって指定されている値をオーバーライドできます。

共通分散キューのメッセージ配信オーバーライドを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」、「配信のオーバーライド」の順に選択します。

「配信のオーバーライド」ページから、この共通分散キューの次のようなオーバーライド設定を定義できます。

	
配信モードのオーバーライド


	
配信時間のオーバーライド


	
優先度のオーバーライド


	
存続時間のオーバーライド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散キューのメッセージのロギングの構成



共通分散キューを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効化できます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

この共通分散キューのメッセージのライフ・サイクル・ロギングを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」、「ロギング」の順に選択します。

「ロギング」ページから、この共通分散キューの次のようなメッセージ・ライフ・サイクルのロギング・オプションを構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散キューのしきい値および割当ての構成



共通分散キューを作成した後には、分散キュー・メンバーのメッセージ数およびバイト数についてデフォルトの上限および下限のしきい値を変更できます。これらのしきい値を超過すると、ログ・メッセージの生成やメッセージ・フロー制御の開始などのイベントがトリガーされます。また、構成済みの割当てを選択して分散キューに格納できる最大バイト数または最大メッセージ数を指定することで、メモリーの使用量を節約することもできます。分散キューのメッセージに許容される最大サイズも指定できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散キューのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散キューの名前を選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、この共通分散キューの次のようなメッセージのしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
割当


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散キューのノートの作成



共通分散キューに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する共通分散キューの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










トピックのモニター、制御および構成


JMSトピックは、複数のアプリケーションへのメッセージ送信を可能にする、パブリッシュ/サブスクライブ(pub/sub)メッセージング・モデルに基づいています。pub/subメッセージング・アプリケーションでは、トピックへのサブスクライブによって、メッセージを送受信します。トピック・パブリッシャ(プロデューサ)によって、特定のトピックにメッセージが送信されます。そして、特定のトピックからトピック・サブスクライバ(コンシューマ)によってメッセージが取得されます。

トピックの構成は、明示的に行うか、または似たオプション設定を持つ複数のトピックを定義するためのJMSテンプレートを構成することによって行います(JMSテンプレートの構成を参照)。


注意:

リカバリまたはロールバックされるメッセージを管理するために、再配信の制限に達したメッセージのエラー宛先を構成することもできます。エラー宛先は、モジュール内の他のトピックと同じJMSサーバーにターゲット指定されている必要があります。



トピック・オプションの中には、動的に構成できるものもあります。オプションを実行時に変更した場合、新しく配信されるメッセージにのみ適用され、すでに保存されているメッセージには影響しません。

この項には、次の項目が含まれます。

	
トピックのモニター


	
恒久サブスクライバの詳細の表示


	
トピックのメッセージの制御


	
一般的なトピック設定の構成


	
詳細なトピック設定の構成


	
トピック・メッセージ配信の失敗オプションの構成


	
トピック・メッセージ配信のオーバーライドの構成


	
トピック・メッセージのロギングの構成


	
トピックのマルチキャスト設定の構成


	
トピックのしきい値および割当ての構成


	
トピックのノートの作成








トピックのモニター



JMSシステム・モジュール内のトピックの実行時統計をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、モニターするトピックの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」ページには、トピックの次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
メッセージ総数


	
現在のコンシューマ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このトピックの追加モニタリング情報を表示するには、「恒久サブスクライバ」を選択します。

「恒久サブスクライバ」ページには、トピックの次のような追加実行時情報が表示されます。

	
クライアントID


	
クライアントIDポリシー


	
サブスクリプション名


	
アクティブ


	
現在のメッセージ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















恒久サブスクライバの詳細の表示



JMSトピックまたは共通分散トピックで実行中の恒久サブスクライバの構成詳細を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、モニターするトピックまたは共通分散トピックの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「恒久サブスクライバ」を選択します。
	「恒久サブスクライバ」表で、構成詳細を表示する恒久サブスクライバの「サブスクリプション名」を選択します。

「JMS恒久サブスクライバ」ページには、恒久サブスクライバの次のような追加実行時情報が表示されます。

	
サブスクリプション名


	
クライアントID


	
クライアントIDポリシー


	
メッセージ・セレクタ


	
ローカル・メッセージなし




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












トピックのメッセージの制御



トラブルシューティングの目的で、JMSシステム・モジュールをターゲット指定したトピックにおいて実行時メッセージの生成、消費および挿入アクティビティは一時的に休止できます。

JMSシステム・モジュール内のトピックのメッセージを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、トピックを制御するJMSトピックの名前を選択します。
	「制御」を選択します。
	「制御」表で、制御するトピックの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	次のいずれかのメッセージ制御操作を選択します。

	
「本番」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したトピックでの新規メッセージの生成を停止します。

トピックでの生成が休止されると、そのトピックにアタッチされた新規および既存プロデューサの両方で、新しいメッセージの生成操作ができなくなります。メッセージの生成を再開するには、「本番」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「消費」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したトピックでのメッセージの消費を停止します。

トピックで消費が休止されると、そのトピックでの以降のメッセージの消費処理ができなくなります。メッセージの消費を再開するには、「消費」をクリックし、「再開」を選択します。


	
「挿入」をクリックして「一時休止」を選択し、選択したトピックでの処理中のメッセージの挿入を停止します。

トピックでの挿入が休止されると、処理中の作業の完了の結果であるすべてのメッセージがトピックに現れなくなります。これは、新規メッセージの生成操作の一時休止に加えて行われます。処理中のメッセージの挿入を再開するには、「挿入」をクリックし、「再開」を選択します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









一般的なトピック設定の構成



トピックを作成した後には、トピックに届くメッセージのソートに使用する宛先キーの選択、また複数のトピックのプロパティの構成にJMSテンプレートを使用する場合のJMSテンプレートの選択など、全般的なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のトピックの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このトピックの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
テンプレート


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








詳細なトピック設定の構成



トピックを作成した後には、順序単位パラメータの指定や、メッセージ送信側の資格証明のアタッチなど、詳細な全般的プロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のトピックの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、このトピックの次のような詳細設定を構成できます。

	
起動時にメッセージの生成を休止


	
起動時にメッセージの消費を休止


	
起動時にメッセージの挿入を休止


	
順序単位名の自動生成


	
センダー資格証明のアタッチ


	
ローカルJNDI名


	
宛先識別子の作成


	
SAFエクスポート・ポリシー


	
メッセージング・パフォーマンスのプリファレンス


	
「作業単位(UOW)メッセージ処理ポリシー」


	
「不完全なUOWメッセージの有効期間」


	
宛先キー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピック・メッセージ配信の失敗オプションの構成



トピックを作成した後には、メッセージ再配信の制限の定義、メッセージ有効期限ポリシーの選択、期限切れまたは配信できないメッセージのエラー宛先の指定など、メッセージ配信の失敗に関するデフォルト値を変更できます。

JMSシステム・モジュール内のトピックの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」、「配信の失敗」の順に選択します。

「配信の失敗」ページから、このトピックの次のようなメッセージの配信設定を構成できます。

	
有効期限ポリシー


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文


	
エラー宛先


	
再配信の制限


	
再配信遅延のオーバーライド


	
有効期限ロギング・フォーマット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピック・メッセージ配信のオーバーライドの構成



トピックを作成した後には、メッセージ・プロデューサによって指定されている値をオーバーライドできるメッセージ配信オーバーライドの値を定義できます。

トピックのメッセージ配信のオーバーライドを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」、「配信のオーバーライド」の順に選択します。

「配信のオーバーライド」ページから、このトピックの次のようなオーバーライド設定を定義できます。

	
配信モードのオーバーライド


	
配信時間のオーバーライド


	
優先度のオーバーライド


	
存続時間のオーバーライド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピック・メッセージのロギングの構成



トピックを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効にできます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

このトピックに関してメッセージのライフサイクルのロギングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」、「ロギング」の順に選択します。

「ロギング」ページから、このトピックの次のようなメッセージ・ライフ・サイクルのロギング・オプションを構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピックのマルチキャスト設定の構成



トピックを構成した後には、指定したホストのグループへのメッセージ配信を有効化するマルチキャスト・パラメータを定義できます。メッセージはその後サブスクライバに転送されます。

このトピックのマルチキャスト・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」、「マルチキャスト」の順に選択します。

「マルチキャスト」ページから、このトピックの次のようなマルチキャスト・オプションを構成できます。

	
マルチキャスト・アドレス


	
マルチキャストTTL


	
マルチキャスト・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピックのしきい値と割当ての構成



トピックを作成した後には、トピックのバイト数およびメッセージ数についてデフォルトの上限および下限のしきい値を変更できます。これらのしきい値を超過すると、ログ・メッセージの生成およびメッセージ・フロー制御の開始などのイベントがトリガーされます。また、トピック上で許容される最大メッセージ・サイズを指定し、トピックに格納できる最大バイト数または最大メッセージ数を決定する構成済みの割当てを選択して、メモリー使用量を節約できます。

このトピックに対してJMSテンプレートが指定されている場合、デフォルト値は、実際の値がテンプレートから得られることを暗黙的に表しています。JMSテンプレートのしきい値と割当ての構成を参照してください。JMSサーバーで、そのJMSサーバーをターゲットとして指定されているJMSモジュール内のすべての宛先のしきい値と特定の割当ての設定を管理することもできます(JMSサーバーのしきい値と割当ての構成を参照)。

JMSシステム・モジュール内のトピックのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するトピックの名前を選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、トピックの次のようなメッセージのしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
割当


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








トピックのノートの作成



トピックに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するトピックの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










共通分散トピックのモニターおよび構成


分散トピックは、単一の論理的なトピックとしてクライアントからアクセス可能なJMSトピックの1つの単位です(分散トピックは独自のJNDI名を持ちます)。この単位のメンバーは通常、クラスタ内の複数のサーバーに分散されており、各トピック・メンバーは個々のJMSサーバーに属しています。

共通分散トピックを構成すると、WebLogic Serverによって、JMSモジュールが割り当てられるJMSサーバー上に必要なメンバーが均等に作成されます。これによって、すべての分散宛先のパラメータ(クラスタ内の重み、セキュリティ、永続性、ページング、割当てなどに関するパラメータ)を一貫して構成できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
共通分散トピックのモニター


	
恒久サブスクライバの詳細の表示


	
一般的な共通分散トピック設定の構成


	
詳細な共通分散トピック設定の構成


	
共通分散トピックのメッセージ配信の失敗オプションの構成


	
共通分散トピックのメッセージ配信のオーバーライドの構成


	
共通分散トピックのメッセージのロギングの構成


	
共通分散トピックのメッセージのマルチキャスト設定の構成


	
共通分散トピックのしきい値および割当ての構成


	
共通分散トピックのノートの作成








共通分散トピックのモニター



JMSシステム・モジュールの共通分散トピックのすべてのメンバーに関する統計をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、モニターする共通分散トピックの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「統計」ページには、共通分散トピックの次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
現在のコンシューマ数


	
最大コンシューマ数


	
コンシューマ総数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	この共通分散トピックの追加モニタリング情報を表示するには、「恒久サブスクライバ」を選択します。

「恒久サブスクライバ」ページには、共通分散トピックの次のような追加実行時情報が表示されます。

	
クライアントID


	
クライアントIDポリシー


	
サブスクリプション名


	
アクティブ


	
現在のメッセージ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















一般的な共通分散トピック設定の構成



共通分散トピックを作成した後には、分散トピックのメンバーに届くメッセージのソートに使用する宛先キーの選択など、全般的なプロパティ値の変更と定義ができます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散トピックの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、この共通分散トピックの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
テンプレート


	
ロード・バランス・ポリシー


	
順序単位のルーティング


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








詳細な共通分散トピック設定の構成



共通分散トピックを作成した後には、順序単位パラメータの指定や、メッセージ送信側の資格証明のアタッチなど、詳細なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散トピックの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、この共通分散トピックの次のような詳細設定を構成できます。

	
起動時にメッセージの生成を休止


	
起動時にメッセージの消費を休止


	
起動時にメッセージの挿入を休止


	
順序単位名の自動生成


	
センダー資格証明のアタッチ


	
ローカルJNDI名


	
宛先識別子の作成


	
SAFエクスポート・ポリシー


	
メッセージング・パフォーマンスのプリファレンス


	
「作業単位(UOW)メッセージ処理ポリシー」


	
「不完全なUOWメッセージの有効期間」


	
宛先キー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのメッセージ配信の失敗オプションの構成



共通分散トピックを作成した後には、メッセージ再配信の制限の定義、メッセージ有効期限ポリシーの選択、期限切れまたは配信できないメッセージのエラー宛先の指定など、メッセージ配信の失敗に関するデフォルト値を変更できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散トピックの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」、「配信の失敗」の順に選択します。

「配信の失敗」ページから、この共通分散トピックの次のようなメッセージの配信設定を構成できます。

	
有効期限ポリシー


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文


	
エラー宛先


	
再配信の制限


	
再配信遅延のオーバーライド


	
有効期限ロギング・フォーマット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのメッセージ配信のオーバーライドの構成



共通分散トピックを作成した後、メッセージ・プロデューサによって指定されている値をオーバーライドできるメッセージ配信オーバーライド値を定義できます。

共通分散トピックのメッセージ配信オーバーライドを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」、「配信のオーバーライド」の順に選択します。

「配信のオーバーライド」ページから、この共通分散トピックの次のようなオーバーライド設定を定義できます。

	
配信モードのオーバーライド


	
配信時間のオーバーライド


	
優先度のオーバーライド


	
存続時間のオーバーライド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのメッセージのロギングの構成



共通分散トピックを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効化できます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

この共通分散トピックのメッセージのライフ・サイクル・ロギングを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」、「ロギング」の順に選択します。

「ロギング」ページから、この共通分散トピックの次のようなメッセージ・ライフ・サイクルのロギング・オプションを構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのメッセージのマルチキャスト設定の構成



分散トピックを構成した後には、指定したホストのグループへのメッセージ配信を有効化するマルチキャスト・パラメータを定義できます。メッセージはその後サブスクライバに転送されます。

この共通分散トピックのマルチキャスト・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」、「マルチキャスト」の順に選択します。

「マルチキャスト」ページから、この共通分散トピックの次のようなマルチキャスト・オプションを構成できます。

	
マルチキャスト・アドレス


	
マルチキャストTTL


	
マルチキャスト・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのしきい値および割当ての構成



共通分散トピックを作成した後には、分散トピック・メンバーのメッセージ数またはバイト数の上限および下限のしきい値を変更できます。これらのしきい値を超過すると、ログ・メッセージの生成やメッセージ・フロー制御の開始などのイベントがトリガーされます。また、構成済みの割当てを選択して分散トピックに格納できる最大バイト数または最大メッセージ数を指定することで、メモリーの使用量を節約することもできます。分散トピックのメッセージに許容される最大サイズも指定できます。

JMSシステム・モジュール内の共通分散トピックのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、この共通分散トピックの次のようなメッセージのしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
割当


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








共通分散トピックのノートの作成



共通分散トピックに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する共通分散トピックの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










接続ファクトリの構成


接続ファクトリというオブジェクトを使用すると、JMSクライアントでJMS接続を作成できるようになります。接続ファクトリでは同時使用がサポートされており、複数のスレッドがオブジェクトに同時にアクセスできます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的な接続ファクトリ設定の構成


	
詳細な接続ファクトリ設定の構成


	
接続ファクトリのデフォルトの配信設定の構成


	
接続ファクトリのフロー制御の構成


	
接続ファクトリのノートの作成








一般的な接続ファクトリ設定の構成



JMSシステム・モジュール内の接続ファクトリの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する接続ファクトリの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、この接続ファクトリの次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
クライアントIDポリシー


	
サブスクリプション共有ポリシー


	
同期コンシューマのプリフェッチ・モード


	
セッション当たりの最大メッセージ数


	
ロード・バランシングの有効化


	
サーバー・アフィニティの有効化


	
XA接続ファクトリの有効化


	
トランザクション・タイムアウト


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








詳細な接続ファクトリ設定の構成



JMSシステム・モジュール内の接続ファクトリの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する接続ファクトリの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、この接続ファクトリの次のような詳細構成設定を定義できます。

	
クライアントID


	
onMessage()でのclose()を許可


	
クライアント確認応答ポリシー


	
マルチキャストでの超過時のポリシー


	
ローカルJNDI名


	
再接続ポリシー


	
再接続ブロッキング時間


	
合計再接続時間


	
JMSXユーザーIDのアタッチ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








接続ファクトリのデフォルトの配信設定の構成



接続ファクトリを構成した後、様々なデフォルトのメッセージ配信設定を定義できます。たとえば、クライアントで特定の配信設定が指定されない場合、その設定値をこのページのデフォルトの配信設定により制御できます。さらに、順序単位が有効化され、さらに任意で名前も指定されているファクトリで作成されたすべてのセッションに対して、順序単位を関連付けられます。その結果、この接続ファクトリから作成したすべてのセッションで、順序単位が有効化されます。同じセッションから生成されたメッセージはすべて、同じ順序単位に属します。他のセッションから生成されたメッセージは、それぞれ別の順序単位に属します。

JMSシステム・モジュール内の接続ファクトリのデフォルトの配信設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する接続ファクトリの名前を選択します。
	「構成」、「デフォルト配信」の順に選択します。

「デフォルト配信」ページから、この接続ファクトリの次のようなデフォルトの配信設定を構成できます。

	
デフォルト配信モード


	
デフォルト優先度


	
デフォルト配信時間


	
デフォルト再配信遅延


	
デフォルト圧縮しきい値


	
デフォルト存続時間


	
送信タイムアウト


	
プロデューサのデフォルトの順序単位


	
ユーザー生成の順序単位名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








接続ファクトリのフロー制御の構成



フロー制御を使用すると、JMSサーバーまたは宛先で過負荷になりつつあると判断した場合にメッセージ・プロデューサを低速化できます。これは具体的には、JMSサーバーまたは宛先で指定したバイト数またはメッセージ数のしきい値を超過した場合に、プロデューサに対してメッセージ・フロー(秒当たりのメッセージ数)を制限するような指示が出されるということです。

接続ファクトリに関するメッセージのフロー制御を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する接続ファクトリの名前を選択します。
	「構成」、「フロー制御」の順に選択します。
	「フロー制御の有効化」で、フロー制御を有効または無効にします。

フロー制御機能を使用する場合は、この接続ファクトリの次のようなフロー制御の構成設定を定義できます。

	
最小フロー


	
最大フロー


	
フロー間隔


	
フロー・ステップ


	
一方向送信モード


	
一方向送信ウィンドウ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








接続ファクトリのノートの作成



接続ファクトリに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する接続ファクトリの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、../FMWCH/pagehelp/JMSjmsconnectionjmsconnectionfactorynotestitle.html「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。










宛先キーの構成


特定の宛先に到着したメッセージは、デフォルトではFIFO (先入れ先出し)で格納され、各メッセージの一意のJMSMessageIDに基づいて昇順にソートされます。しかし、宛先キーを使用することで、宛先に対してLIFO (後入れ先出し)などの異なるソート方式を構成できます。

宛先キーをいったん構成すると、キュー、トピック、分散キュー、分散トピック、または、JMSテンプレート(宛先を構成するためにテンプレートを使用している場合)などの宛先リソース内から宛先キーを選択できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
宛先キー設定の構成


	
宛先キーのノートの作成








宛先キー設定の構成



JMSシステム・モジュール内の宛先キーの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する宛先キーの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、この宛先キーの次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
ソート・キー


	
ユーザー定義ソート・キー


	
キーのタイプ


	
方向




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








宛先キーのノートの作成



宛先キーに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する宛先キーの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










宛先に対する割当ての構成


JMS割当ては、宛先で使用できるシステム・リソースの割当てを制御するために使用します。たとえば、宛先に格納できるメッセージの数またはバイト数を指定したり、割当てを参照するすべての宛先でその割当てを共有できるようにするかどうかを指定できます。

割当てを構成した後には、キュー、トピック、分散キュー、分散トピック、または、JMSテンプレート(宛先を構成するためにテンプレートを使用している場合)などの宛先リソース内から「しきい値と割当」ページでその割当てを選択できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
割当て設定の構成


	
割当てノートの作成








割当て設定の構成



JMSシステム・モジュール内の割当ての一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する割当ての名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、この割当ての次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
ポリシー


	
複数の宛先で共有


	
宛先に格納できる合計バイト数


	
宛先に格納できる合計メッセージ数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








割当てノートの作成



割当てに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する割当ての名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JMSテンプレートの構成


JMSテンプレートを使用すると、似た構成設定を持つ複数のJMSキューおよびトピックを効率的に定義できます。新しいキューまたはトピックを定義するたびに構成設定を再入力するのではなく、テンプレートを使用して、新しい値を割り当てる必要がある設定をオーバーライドするのみですみます。

構成したJMSテンプレートは、キューまたはトピックのリソース内から選択できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
JMSテンプレート設定の構成


	
詳細なJMSテンプレート設定の構成


	
JMSテンプレート・メッセージの配信の失敗設定の構成


	
JMSテンプレート・メッセージ配信のオーバーライドの構成


	
JMSテンプレート・メッセージのロギングの構成


	
JMSテンプレートのマルチキャスト設定の構成


	
JMSテンプレートのしきい値と割当ての構成


	
JMSテンプレートのノートの作成








JMSテンプレート設定の構成



JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートの一般的な構成設定を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このJMSテンプレートの次のような構成設定を表示できます。

	
名前


	
スコープ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












詳細なJMSテンプレート設定の構成



テンプレートを作成した後、順序単位パラメータの指定、メッセージ送信側の資格証明のアタッチ、作業単位パラメータの定義など、詳細なプロパティ値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートの詳細な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」、「詳細構成」の順に選択します。

「詳細構成」ページから、このJMSテンプレートの次のような詳細構成設定を定義できます。

	
起動時にメッセージの生成を休止


	
起動時にメッセージの消費を休止


	
起動時にメッセージの挿入を休止


	
順序単位名の自動生成


	
センダー資格証明のアタッチ


	
ローカルJNDI名


	
宛先識別子の作成


	
SAFエクスポート・ポリシー


	
メッセージング・パフォーマンスのプリファレンス


	
「作業単位(UOW)メッセージ処理ポリシー」


	
「不完全なUOWメッセージの有効期間」


	
宛先キーのソート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレート・メッセージの配信の失敗設定の構成



JMSテンプレートを作成した後には、メッセージ再配信の制限の定義、メッセージ有効期限ポリシーの選択、期限切れメッセージのエラー宛先の指定など、宛先におけるメッセージ配信の失敗に関するデフォルト値を変更できます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートのメッセージ再配信オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」、「配信の失敗」の順に選択します。

「配信の失敗」ページから、このJMSテンプレートから作成された宛先に対する次のような配信の失敗設定を定義できます。

	
有効期限ポリシー


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文


	
エラー宛先


	
再配信の制限


	
再配信遅延のオーバーライド


	
有効期限ロギング・フォーマット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレート・メッセージ配信のオーバーライドの構成



JMSテンプレートを作成した後には、メッセージ・プロデューサによって指定されている値をオーバーライドできるメッセージ配信オーバーライド値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートのメッセージ配信のオーバーライドを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」、「配信のオーバーライド」の順に選択します。

「配信のオーバーライド」ページから、このJMSテンプレートの次のような配信のオーバーライド設定を構成できます。

	
配信モードのオーバーライド


	
配信時間のオーバーライド


	
優先度のオーバーライド


	
存続時間のオーバーライド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレート・メッセージのロギングの構成



JMSテンプレートを作成した後には、メッセージの宛先に関するライフサイクル情報のJMSメッセージ・ログ・ファイルへのロギングを有効化できます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートの宛先のロギングを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」、「ロギング」の順に選択します。

「ロギング」ページから、このJMSテンプレートの次のような宛先のロギング設定を構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレートのマルチキャスト設定の構成



JMSテンプレートを構成した後には、指定したホストのグループへのメッセージ配信を有効化するトピックのマルチキャスト・パラメータを定義できます。メッセージはその後サブスクライバに転送されます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートのマルチキャスト・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」、「マルチキャスト」の順に選択します。

「マルチキャスト」ページから、このJMSテンプレートの次のようなマルチキャスト設定を構成できます。

	
マルチキャスト・アドレス


	
マルチキャストTTL


	
マルチキャスト・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレートのしきい値と割当ての構成



JMSテンプレートを作成した後には、JMSテンプレートから作成されたキューおよびトピックのメッセージ数とバイト数の上限および下限のしきい値、および割当ての値を定義できます。

JMSシステム・モジュール内のJMSテンプレートのしきい値および割当てを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「構成」と「しきい値と割当」を順に選択します。

「しきい値と割当」ページで、このJMSテンプレートの次のようなしきい値および割当て設定を定義できます。

	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値


	
最小メッセージしきい値


	
割当


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSテンプレートのノートの作成



JMSテンプレートに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するJMSテンプレートの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










リモートSAFコンテキストの構成


リモートSAFコンテキスト・リソースでは、インポート済SAFキューまたはSAFトピックがリモート宛先への接続に使用する、ログイン・コンテキストを指定します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的なSAFリモート・コンテキスト設定の構成


	
SAFリモート・コンテキストのノートの作成








一般的なSAFリモート・コンテキスト設定の構成



JMSシステム・モジュール内のSAFリモート・コンテキストの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するSAFリモート・コンテキストの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、このSAFリモート・コンテキストの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
URL


	
ユーザー名


	
パスワード


	
パスワードの確認


	
圧縮しきい値


	
ReplyToリモートSAFコンテキスト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFリモート・コンテキストのノートの作成



SAFリモート・コンテキストに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するSAFリモート・コンテキストの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










SAFエラー処理リソースの構成


SAFエラー処理リソースでは、SAFサービスがリモートの宛先へのメッセージ転送に失敗した場合に行うアクションを指定します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的なSAFエラー・ハンドラ設定の構成


	
SAFエラー・ハンドラのノートの作成








一般的なSAFエラー・ハンドラ設定の構成



JMSシステム・モジュール内のSAFエラー・ハンドラの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するSAFエラー・ハンドラの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、このSAFエラー・ハンドラの次のような一般設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
メッセージ処理ポリシー


	
ログ・フォーマット


	
エラー宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFエラー・ハンドラのノートの作成



SAFエラー・ハンドラに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するSAFエラー・ハンドラの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










SAFインポート済み宛先の構成


SAFインポート済宛先は、リモートのサーバー・インスタンスまたはクラスタにおけるJMSキューまたはトピックをローカルで表すSAFキューまたはトピックのコレクションです。SAFインポート済宛先の各コレクションは、リモートSAFコンテキストと関連付けられています。また、JNDIの接頭辞、デフォルト存続時間(メッセージの有効期間)、およびSAFエラー処理ポリシーは同じものを共有できます。

SAFキューは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFキューに配信されたメッセージは後の配信に備えて一時的に格納され、リモート・サーバーまたはクラスタのJMSキューがアクセス可能になった時点でそのキューに転送されます。

SAFトピックは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFトピックに配信されたメッセージは後の配信に備えて一時的に格納され、リモート・サーバーまたはクラスタのJMSトピックがアクセス可能になった時点でそのトピックに転送されます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的なSAFインポート済宛先設定の構成


	
SAFキューのモニター


	
SAFトピックのモニター


	
SAFキューおよびSAFトピックの作成


	
SAFインポート済宛先のノートの作成








一般的なSAFインポート済宛先設定の構成



JMSシステム・モジュール内の外部サーバーの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このSAFインポート済宛先の次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
JNDIの接頭辞


	
SAFリモート・コンテキスト


	
SAFエラー処理


	
SAFデフォルト存続時間の有効化


	
SAFデフォルト存続時間


	
メッセージの順序単位のルーティング


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFキューのモニター



このSAFインポート済宛先用に作成されているSAFキューを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFキューをモニターするSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「キュー」の順に選択します。

「SAFキュー・サマリー」ページには、このSAFインポート済宛先用に作成されたSAFキューが表示されます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	新しいSAFキューを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「SAFキューおよびSAFトピックの作成」を参照してください。








SAFトピックのモニター



このSAFインポート済宛先用に作成されているSAFトピックを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFトピックをモニターするSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「トピック」の順に選択します。

「SAFトピック・サマリー」ページには、このSAFインポート済宛先用に作成されたSAFトピックが表示されます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	新しいSAFトピックを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「SAFキューおよびSAFトピックの作成」を参照してください。








SAFキューおよびSAFトピックの作成



この項の内容は次のとおりです。





	
SAFキューの作成


	
SAFトピックの作成










SAFキューの作成



SAFキューは、リモートのサーバーまたはクラスタ内のJMSキューを表します。SAFキューは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFキューに配信されたメッセージは、後の配信に備えて一時的に格納され、アクセス可能なときにリモート・サーバーまたはクラスタのJMSキューに転送されます。

このSAFインポート済宛先のSAFキューを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFキューを作成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「キュー」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	「新しいSAFキューの作成」ページで、このSAFキューの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








SAFトピックの作成



インポート済みSAFトピックは、リモートのサーバーまたはクラスタ内のトピックを表します。SAFトピックは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFトピックに配信されたメッセージは、後の配信に備えて一時的に格納され、アクセス可能なときにリモート・サーバーまたはクラスタのJMSトピックに転送されます。

このSAFインポート済宛先のSAFトピックを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFトピックを作成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「トピック」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	「新しいSAFトピックの作成」ページで、このSAFトピックの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。










SAFインポート済宛先のノートの作成



SAFインポート済宛先に関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










SAFキューおよびSAFトピックの構成


SAFキューは、リモートのサーバーまたはクラスタ内のJMSキューを表します。SAFキューは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFキューに配信されたメッセージは、後の配信に備えて一時的に格納され、アクセス可能なときにリモート・サーバーまたはクラスタのJMSキューに転送されます。

インポート済みSAFトピックは、リモートのサーバーまたはクラスタ内のトピックを表します。SAFトピックは、接続の解除された非同期のピア通信に使用されます。SAFトピックに配信されたメッセージは、後の配信に備えて一時的に格納され、アクセス可能なときにリモート・サーバーまたはクラスタのJMSトピックに転送されます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
SAFキューの一般的な設定の構成


	
SAFキューのロギングの構成


	
SAFキューのノートの作成


	
SAFトピックの一般的な設定の構成


	
SAFトピックのロギングの構成


	
SAFトピックのノートの作成








SAFキューの一般的な設定の構成



このSAFキューの一般的な構成設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFキューを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「キュー」の順に選択します。
	「キュー」表で、構成するSAFキューの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、このSAFキューの次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
リモートJNDI名


	
ローカルJNDI名


	
永続QOS


	
非永続QOS


	
SAFエラー処理


	
SAFデフォルト存続時間の有効化


	
SAFデフォルト存続時間


	
メッセージの順序単位のルーティング




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFキューのロギングの構成



SAFキューを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効化できます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

このSAFキューに関してメッセージのライフサイクルのロギングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFキューを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「キュー」の順に選択します。
	「キュー」表で、ロギングを構成するSAFキューの名前を選択します。
	「ロギング」を選択します。

「ロギング」ページから、このSAFキューの次のようなロギング設定を構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFキューのノートの作成



このSAFキューのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFキューを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「キュー」の順に選択します。
	「キュー」表で、ノートを作成するSAFキューの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








SAFトピックの一般的な設定の構成



このSAFトピックの一般的な構成設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFトピックを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「トピック」の順に選択します。
	「トピック」表で、構成するSAFトピックの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページから、このSAFトピックの次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
リモートJNDI名


	
ローカルJNDI名


	
永続QOS


	
非永続QOS


	
SAFエラー処理


	
SAFデフォルト存続時間の有効化


	
SAFデフォルト存続時間


	
メッセージの順序単位のルーティング




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFトピックのロギングの構成



SAFトピックを作成した後には、JMSメッセージ・ログ・ファイルへのメッセージのライフサイクル情報のロギングを有効にできます。メッセージ・ライフサイクルは、JMSメッセージが通過する、基本イベント(メッセージの生成、消費、削除など)の外観です。メッセージ・ログの内容には、常にメッセージIDおよび相関IDが含まれますが、メッセージ・タイプやユーザー・プロパティなどの情報も構成できます。

このSAFトピックに関してメッセージのライフサイクルのロギングを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFトピックを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「トピック」の順に選択します。
	「トピック」表で、ロギングを構成するSAFトピックの名前を選択します。
	「ロギング」を選択します。

「ロギング」ページから、このSAFトピックの次のようなロギング設定を構成できます。

	
メッセージ・ロギングの有効化


	
すべてのヘッダー


	
ヘッダー


	
すべてのプロパティ


	
プロパティ


	
ユーザー定義プロパティ


	
すべての本文




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








SAFトピックのノートの作成



このSAFトピックのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、SAFトピックを構成するSAFインポート済宛先の名前を選択します。
	「構成」、「トピック」の順に選択します。
	「トピック」表で、ノートを作成するSAFトピックの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










外部サーバーの構成


外部サーバーは、外部のWebLogicサーバーであるJNDIプロバイダを表します。外部サーバーには、ローカルWebLogic ServerインスタンスがリモートJNDIプロバイダにアクセスするための情報が保持されています。これにより、1つのJNDIディレクトリに対して複数の外部接続ファクトリと宛先のオブジェクトを定義できます。

外部サーバーを定義した後には、外部接続ファクトリおよび外部宛先オブジェクト(キューまたはトピック)を構成できます。各外部サーバーに対して、1つまたは複数の外部接続ファクトリおよび外部宛先を構成できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的な外部サーバー設定の構成


	
外部宛先の作成


	
外部宛先のモニター


	
外部宛先の構成


	
外部接続ファクトリの作成


	
外部接続ファクトリのモニター


	
外部接続ファクトリの構成


	
外部サーバーのノートの作成








一般的な外部サーバー設定の構成



JMSシステム・モジュール内の外部サーバーの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、構成する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、この外部サーバーの次のような設定を表示および構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI初期コンテキスト・ファクトリ


	
JNDI接続URL


	
JNDIプロパティ資格証明


	
JNDIプロパティ資格証明の確認


	
JNDIプロパティ


	
ターゲット設定ポリシー


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








外部宛先の作成



外部宛先は、キューまたはトピックを表します。外部宛先には、外部JNDIプロバイダでルックアップされる宛先のJNDI名、およびローカルWebLogic Serverで宛先がマップされるJNDI名が保持されます。

外部宛先がローカル・サーバーでルックアップされる場合、ルックアップはリモートJNDIディレクトリで実行され、そのディレクトリから宛先オブジェクトが返されます。

外部宛先を作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、宛先を作成する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「宛先」の順に選択します。

「宛先」表には、外部サーバー用に作成されている外部宛先に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「新規外部宛先の作成」ページで、新しい外部宛先に関する次のような設定を定義します。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








外部宛先のモニター



この外部サーバー用に作成されている外部宛先の構成情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、宛先を表示する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「宛先」の順に選択します。

「宛先」表には、外部サーバー用に作成されている宛先に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















外部宛先の構成



外部宛先(トピックまたはキュー)はリモート・サーバー上の宛先です。ローカル・サーバーでこの宛先をルックアップすると、自動的にリモートJNDIディレクトリのルックアップが行われ、そのディレクトリからオブジェクトが戻されます。

外部宛先を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、宛先を構成する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「宛先」の順に選択します。

「宛先」表で、構成する外部宛先を選択します。




	「構成」を選択します。

「構成」ページから、この外部宛先の次のような設定を表示および構成できます

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。
	外部宛先に関するノートを作成するには、「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








外部接続ファクトリの作成



外部接続ファクトリには、リモートJNDIプロバイダの接続ファクトリのJNDI名、ローカルWebLogic Server JNDIツリー内でその接続ファクトリにマップされるJNDI名、およびユーザー名とパスワード(省略可能)が定義されます。

外部接続ファクトリは、親の外部サーバーの割当て先となる各WebLogic Serverインスタンスに対してレプリケートされていないJNDIオブジェクトを作成します(クラスタ内の各ノードにJNDIオブジェクトを作成するには、クラスタに外部サーバーを割り当てます)。

外部接続ファクトリを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、接続ファクトリを作成する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「接続ファクトリ」の順に選択します。

「接続ファクトリ」表には、外部サーバー用に作成されている外部接続ファクトリに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「新規外部接続ファクトリに作成」ページで、新しい外部接続ファクトリに関する次のような設定を定義します。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








外部接続ファクトリのモニター



この外部サーバー用に作成されている外部接続ファクトリの構成情報を表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、接続ファクトリを表示する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「接続ファクトリ」の順に選択します。

「接続ファクトリ」表には、外部サーバー用に作成されている外部接続ファクトリに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名


	
ユーザー名


	
パスワード


	
接続ヘルス・チェック




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















外部接続ファクトリの構成



外部接続ファクトリは別のサーバー・インスタンス上の接続ファクトリで、JNDIを介してアクセスできます。リモート接続ファクトリを使用すると、異なるクラスタまたはサーバーで、またはJNDI.をサポートしている外部プロバイダで実行されている別のWebLogic Serverインスタンスを参照できます。

外部接続ファクトリを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、接続ファクトリを構成する外部サーバーの名前を選択します。
	「構成」、「接続ファクトリ」の順に選択します。

「接続ファクトリ」表で、構成する外部接続ファクトリを選択します。




	「構成」を選択します。

「構成」ページから、この外部接続ファクトリの次のような設定を表示および構成できます

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名


	
ユーザー名


	
接続ヘルス・チェック




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。
	外部接続ファクトリに関するノートを作成するには、「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








外部サーバーのノートの作成



外部サーバーに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、現在のドメインに構成されているJMSシステム・モジュールの一部として定義されたすべてのリソースが表示されます。




	表で、ノートを作成する外部サーバーの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JMSモジュールの作成



JMSリソースは、標準のJava EEモジュールと同様のモジュールとして構成されて格納されます。管理者は、JMSモジュールをグローバル・システム・リソースとして構成および管理できます。

JMSシステム・モジュールを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各JMSモジュールの状態に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したJMSモジュールの名前は変更できません。かわりに、作成したものを削除して、新しい名前で別のJMSモジュールを作成する必要があります。






	次の各ページで、JMSモジュールの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このJMSモジュールの次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このJMSモジュールの名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいJMSモジュールを作成するスコープを選択します。


	
「記述子ファイル」に、必要に応じてJMSモジュールの基礎となる記述子ファイル名を入力します。この名前には、システムによって自動的に「-jms.xml」という拡張子が付加されます。名前を指定しない場合は、デフォルトの名前が割り当てられます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、JMSシステム・モジュールをデプロイするサーバー・インスタンスまたはクラスタ・ターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJMSモジュールの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JMSモジュールのモニター



現在のドメイン用に作成されたJMSシステム・モジュールをモニターできます。表では、割当て済リソース・タイプの数に加え、どのリソース・タイプが各モジュールの一部となるかを指定します。

JMSモジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、各モジュールに構成されているJMSシステム・リソース・タイプの数が表示されるのに加え、現在のドメインに構成されているすべてのJMSシステム・モジュールに関する次のような情報がリストされます。

	
名前


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSモジュールの名前を選択します。








JMSシステム・モジュールの構成


JMSリソースは、標準のJava EEモジュールと同様のモジュールとして構成されて格納されます。このようなリソースには、キュー、トピック、接続ファクトリ、テンプレート、宛先キー、割り当て、分散キュー、分散トピック、外部サーバー、およびJMSストア・アンド・フォワード(SAF)パラメータがあります。管理者は、JMSモジュールをグローバル・システム・リソースとして構成および管理できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
JMSシステム・モジュールのリソースの構成


	
JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントの構成


	
JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントの作成


	
JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントのターゲット指定


	
JMSシステム・モジュールのターゲット指定


	
JMSシステム・モジュールのノートの作成








JMSシステム・モジュールのリソースの構成



JMSシステム・モジュールを作成した後には、スタンドアロンのキューおよびトピック、分散キューおよびトピック、接続ファクトリ、JMSテンプレート、宛先ソート・キー、宛先の割当て、外部サーバー、JMS SAF (ストア・アンド・フォワード)パラメータなどの、モジュールのリソースを作成できます。

特定のJMSシステム・モジュールのリソースを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、現在のドメインに構成されたすべてのJMSシステム・モジュールが表示されます。




	表で、構成するJMSモジュールの名前を選択します。
	「一般」を選択します。

「一般」ページから、名前や記述子ファイル名などのJMSシステム・モジュールに関する一般情報を表示できます。

「サマリー」表には、このJMSモジュールに割り当てられているリソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
JNDI名


	
サブデプロイメント


	
スコープ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	必要に応じて、表で、JMSリソースの名前を選択して、選択したリソースに関する詳細な統計情報を表示します。「JMSリソースのモニター」を参照してください。
	必要に応じて、「作成」をクリックして、このJMSモジュールの新しいJMSリソースを作成します。詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。








JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントの構成



JMSリソースのサブデプロイメントを作成および管理できます。サブデプロイメントとは、JMSモジュール・リソース(キュー、トピック、接続ファクトリなど)をグループ化し、サーバー・リソース(JMSサーバー、サーバー・インスタンス、SAFエージェント、クラスタなど)にターゲット指定するメカニズムです。

たとえば、特定のJMSサーバーに割り当てられているサブデプロイメント内で、接続ファクトリとスタンドアロンのキューまたはトピックをグループ化することにより、これらのすべてのリソースは余分なネットワーク・トラフィックを回避するために同じ場所に配置されます。この構成のもう1つのメリットは、ターゲットのJMSサーバーを別のWebLogic Serverインスタンスに移行する必要がある場合、接続ファクトリとそのすべての接続もJMSサーバーの宛先と一緒に移行されることです。ただし、スタンドアロンのキューまたはトピックがサブデプロイメントのメンバーである場合、接続ファクトリは同じJMSサーバーのみに関連付けることができます。

JMSモジュールのサブデプロイメントを管理するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、現在のドメインに構成されたすべてのJMSシステム・モジュールが表示されます。




	表で、サブデプロイメントを構成するJMSモジュールの名前を選択します。
	「サブデプロイメント」を選択します。

「サブデプロイメント」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内のJMSシステム・モジュールに作成されたサブデプロイメントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	必要に応じて、表でサブデプロイメントの名前を選択して、サブデプロイメントの設定を表示および構成します。
	必要に応じて、「作成」をクリックして、このJMSモジュールの新しいサブデプロイメントを作成します。詳細は、「JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントの作成」を参照してください。








JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントの作成



サブデプロイメントとは、JMSモジュール・リソース(キュー、トピック、接続ファクトリなど)をグループ化し、サーバー・リソース(JMSサーバー、サーバー・インスタンス、SAFエージェント、クラスタなど)にターゲット指定するメカニズムです。

たとえば、特定のJMSサーバーに割り当てられているサブデプロイメント内で、接続ファクトリとスタンドアロンのキューまたはトピックをグループ化することにより、これらのすべてのリソースは余分なネットワーク・トラフィックを回避するために同じ場所に配置されます。この構成のもう1つのメリットは、ターゲットのJMSサーバーを別のWebLogic Serverインスタンスに移行する必要がある場合、接続ファクトリとそのすべての接続もJMSサーバーの宛先と一緒に移行されることです。ただし、スタンドアロンのキューまたはトピックがサブデプロイメントのメンバーである場合、接続ファクトリは同じJMSサーバーのみに関連付けることができます。

JMSモジュールのサブデプロイメントを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各JMSモジュールの状態に関する情報が表示されます。




	表で、サブデプロイメントを作成するJMSモジュールの名前を選択します。
	「サブデプロイメント」を選択します。

「サブデプロイメント」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内のJMSシステム・モジュールに作成されたサブデプロイメントに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「新しいサブデプロイメントの作成」ページで、このサブデプロイメントの次のような設定を定義できます。

	
「サブデプロイメント名」に、サブデプロイメントの名前を入力します。


	
このサブデプロイメントのターゲットを選択します。

	
「クラスタおよびサーバー」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースをデプロイする各クラスタおよびサーバー・インスタンスを選択するか、またはクラスタ内の特定のサーバー・インスタンスを選択します。

クラスタは、JMSシステム・モジュールがクラスタ化されたWebLogic Server環境の一部である場合にのみ使用できます。


	
「JMSサーバー」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースのデプロイ先となる各JMSサーバー・インスタンスを選択します。


	
「SAFエージェント」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースをデプロイする各SAFエージェントを選択します。







これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








JMSシステム・モジュールのサブデプロイメントのターゲット指定



サブデプロイメントとは、JMSモジュール・リソース(キュー、トピック、接続ファクトリなど)をグループ化し、サーバー・リソース(JMSサーバー、サーバー・インスタンス、SAFエージェント、クラスタなど)にターゲット指定するメカニズムです。

JMSモジュールのサブデプロイメントのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各JMSモジュールの状態に関する情報が表示されます。




	表で、サブデプロイメントを作成するJMSモジュールの名前を選択します。
	「サブデプロイメント」を選択します。

「サブデプロイメント」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内のJMSシステム・モジュールに作成されたサブデプロイメントに関する情報が表示されます。




	表で、ターゲットを指定するサブデプロイメントの名前を選択します。
	「サブデプロイメント」ページで、このサブデプロイメントのターゲットを選択します。

	
「クラスタおよびサーバー」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースをデプロイする各クラスタおよびサーバー・インスタンスを選択するか、またはクラスタ内の特定のサーバー・インスタンスを選択します。

クラスタは、JMSシステム・モジュールがクラスタ化されたWebLogic Server環境の一部である場合にのみ使用できます。


	
「JMSサーバー」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースのデプロイ先となる各JMSサーバー・インスタンスを選択します。


	
「SAFエージェント」セクションで、サブデプロイメントに関連付けられたリソースをデプロイする各SAFエージェントを選択します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSシステム・モジュールのターゲット指定



JMSシステム・モジュールを作成した後には、1つ以上のサーバー、クラスタ、またはクラスタ内の特定のサーバーにデプロイできます。

JMSシステム・モジュールのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、現在のドメインに構成されたすべてのJMSシステム・モジュールが表示されます。




	表で、ターゲットを指定するJMSモジュールの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページで、このJMSモジュールのターゲットを選択します。

	
「サーバー」セクションで、JMSシステム・モジュールのデプロイの対象とする各サーバー・インスタンスを選択します。


	
「クラスタ」セクションで、JMSシステム・モジュールをデプロイする各クラスタ、またはクラスタ内の特定のサーバー・インスタンスを選択します。

「クラスタ」セクションは、JMSシステム・モジュールがクラスタ化されたWebLogic Server環境の一部である場合にのみ使用できます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








JMSシステム・モジュールのノートの作成



JMSシステム・モジュールに関するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSリソースおよびモジュール」を選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、現在のドメインに構成されたすべてのJMSシステム・モジュールが表示されます。




	表で、ノートを作成するJMSモジュールの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












パス・サービス


パス・サービスとは、メッセージの集合とメッセージング・リソース(分散宛先のメンバーやストア・アンド・フォワード・エージェントなど)との間のマッピングを格納するために使用できる永続マップです。サーブレットをホストするクラスタのメンバー、分散キュー・メンバー、またはストア・アンド・フォワード・エージェントにメッセージを固定することによって、メッセージの順序付けを実現できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
パス・サービスの作成


	
パス・サービスのモニター


	
パス・サービスの構成








パス・サービスの作成



パス・サービスを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「パス・サービス」を選択します。

「パス・サービス・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各パス・サービスの状態に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したパス・サービスの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。






	次の各ページで、パス・サービスの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このパス・サービスの次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このパス・サービスの名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいパス・サービスを作成するスコープを選択します。


	
SAFメッセージ専用のストアが必要な場合は、「永続ストア」でカスタム永続ストアを選択するか、または「新しいストアの作成」をクリックして新しいカスタム・ストアを構成します。

それ以外の、デフォルトの永続ストアを使用する場合は、構成は不要なので、このフィールドの設定は「なし」のままにしておきます。ストアの構成の詳細は、「ファイル・ストアの構成」を参照してください。


注意:

パス・サービスのターゲットに移行可能なターゲットを指定する場合は、デフォルトのストアは使用できないため、カスタムのストアを構成して、同じ移行可能なターゲットをターゲットに指定する必要があります。また、ベスト・プラクティスとしては、パス・サービスおよびそのストアのみを、その移行可能なターゲットのユーザーとします。






これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、パス・サービスをデプロイするクラスタ・メンバーまたは移行可能なターゲットを選択します。

移行可能なターゲットとは、パス・サービスなど、サービスのグループとして機能し、クラスタ内のサーバー・メンバー上でのみアクティブになる論理的なターゲットです。元のサーバー上で問題が発生した場合に、移行可能なターゲットを1つのサーバー・メンバーから別のサーバー・メンバーへ移行することにより、高可用性が実現します。

詳細は、構成オプションを参照してください。


注意:

メンバー・サーバーが単一障害点とならないよう、パス・サービスのターゲットには移行可能なターゲットを指定することをお薦めします。パス・サービスはまた、サーバー状態監視サービスを利用して、異常なサーバー・インスタンスから正常なサーバー・インスタンスへ、自動移行することもできます。











確認



「確認」ページで、このパス・サービスの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











パス・サービスのモニター



現在のドメインに構成されたパス・サービス・インスタンスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「パス・サービス」を選択します。

「パス・サービス・サマリー」表には、現行のWebLogic Serverドメインに構成されたパス・サービス・インスタンスに関連した次のようなモニタリング情報が表示されます。

	
名前


	
ターゲット


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「パス・サービス」表で、構成情報を表示するパス・サービスの名前を選択します。








パス・サービスの構成


パス・サービスは、メッセージの集合とメッセージング・リソース(分散宛先のメンバーやストア・アンド・フォワード・エージェントなど)との間のマッピングを格納できる永続マップです。サーブレットをホストするクラスタのメンバー、分散キュー・メンバー、またはストア・アンド・フォワード・エージェントにメッセージを固定することによって、メッセージの順序付けを実現できます。

この項には、次の項目が含まれます。

	
パス・サービスの一般設定の構成


	
パス・サービスのターゲットの選択


	
パス・サービスのノートの作成








パス・サービスの一般設定の構成



現在のドメインにおける特定のパス・サービスの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「パス・サービス」を選択します。
	「パス・サービス」表で、構成するパスを選択します。
	「構成」を選択します。

「一般」ページから、このパス・サービスの次のような一般設定を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








パス・サービスのターゲットの選択



現在のドメインにおける特定のパス・サービスのターゲットを選択するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「パス・サービス」を選択します。
	「パス・サービス」表で、構成するパスを選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページから、このパス・サービスのターゲットにクラスタ・メンバーまたは移行可能ターゲットを指定できます。このパス・サービスをデプロイするターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








パス・サービスのノートの作成



現在のドメインにおける特定のパス・サービスのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「パス・サービス」を選択します。
	「パス・サービス」表で、構成するパスを選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












メッセージング・ブリッジ


WebLogicメッセージング・ブリッジは、2つのメッセージング製品間の転送メカニズムを提供します。メッセージング・ブリッジを使用して、WebLogic JMSの異なる実装間、またはWebLogic JMSと別のメッセージング製品間で相互運用を行います。

この項には、次の項目が含まれます。

	
メッセージング・ブリッジの作成


	
メッセージング・ブリッジのモニター


	
メッセージング・ブリッジのモニター


	
メッセージング・ブリッジの一般設定の構成


	
メッセージング・ブリッジの接続リトライ設定の構成


	
メッセージング・ブリッジのトランザクションの構成


	
メッセージング・ブリッジ・ターゲットの選択


	
メッセージング・ブリッジ・ノートの作成








メッセージング・ブリッジの作成



メッセージング・ブリッジ・インスタンスは、構成済みのソース・ブリッジ宛先およびターゲット・ブリッジ宛先と通信します。ソース宛先をターゲット宛先にマッピングするたびに、メッセージング・ブリッジ・インスタンスを構成する必要があります。これは、宛先が別のWebLogic JMS実装でも、サード・パーティのJMSプロバイダでも同様です。マッピングするソース宛先とターゲット宛先、メッセージ・フィルタリング・セレクタ、サービスの品質(quality of service: QOS)、トランザクション・セマンティクス、再接続パラメータなどを各インスタンスで定義します。

メッセージング・ブリッジ・インスタンスを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。

「メッセージング・ブリッジ構成のサマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各メッセージング・ブリッジに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したメッセージング・ブリッジ・インスタンスの名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。






	次の各ページで、メッセージング・ブリッジの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ソース・ブリッジ宛先


	
ターゲット・ブリッジ宛先


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このメッセージング・ブリッジの次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このメッセージング・ブリッジの名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいメッセージング・ブリッジを作成するスコープを選択します。


	
「セレクタ」で、メッセージング・ブリッジ・インスタンス経由で送信されるメッセージのフィルタを指定します。


	
「サービス品質」で、このメッセージング・ブリッジ・インスタンスのQOS(サービス品質)を選択します。


	
「起動済」のチェック・ボックスを選択または選択解除して、ターゲットに指定されたメッセージング・ブリッジ・インスタンスの初期動作状態を指定します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ソース・ブリッジ宛先



「ソース・ブリッジ宛先」ページで、既存のソース宛先を選択するか、または新しいソース宛先を作成します。

ドロップダウン・ボックスが空か、必要なソース宛先がない場合は、「新しい宛先」をクリックしてソース宛先を作成し、ドロップダウン・ボックスからそのソース宛先を選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット・ブリッジ宛先



「ターゲット・ブリッジ宛先」ページで、既存のターゲット宛先を選択するか、または新しいターゲット宛先を作成します。

ドロップダウン・ボックスが空か、必要なターゲット宛先がない場合は、「新しい宛先」をクリックしてターゲット宛先を作成し、ドロップダウン・ボックスからそのターゲット宛先を選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、メッセージング・ブリッジ・インスタンスのターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このメッセージング・ブリッジ・インスタンスの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











メッセージング・ブリッジのモニター



現在のドメイン用に構成されたメッセージング・ブリッジ・インスタンスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSブリッジ」を選択します。
	「構成」を選択し、現在のWebLogic Serverドメインに構成されたメッセージング・ブリッジ・インスタンスに関する次のような情報を表示します。

	
名前


	
ソース・ブリッジ宛先


	
ターゲット・ブリッジ宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、このドメインでアクティブなサーバーに構成されているすべてのメッセージング・ブリッジに関する次のような統計を表示します。

	
名前


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
サーバー


	
状態


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















メッセージング・ブリッジのモニター



現在のドメインに構成されている特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、モニターするメッセージング・ブリッジの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「メッセージング・ブリッジ・サマリー」表には、このメッセージング・ブリッジに関連した次のようなモニタリング情報が表示されます。

	
名前


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
サーバー


	
状態


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















メッセージング・ブリッジの一般設定の構成



現在のドメインにおける特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、構成するメッセージング・ブリッジを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。

「一般」ページから、このメッセージング・ブリッジ・インスタンスの一般設定を次のように構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
ソース・ブリッジ宛先


	
ターゲット・ブリッジ宛先


	
セレクタ


	
サービス品質


	
QOSデグラデーション


	
最大アイドル時間


	
非同期モードの有効化


	
恒久性の有効化


	
起動済


	
メッセージ・プロパティの保持




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








メッセージング・ブリッジの接続リトライ設定の構成



現在のドメインにおける特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスの接続リトライ設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、構成するメッセージング・ブリッジを選択します。
	「構成」を選択し、「接続の再試行」を選択します。

「接続の再試行」ページから、このメッセージング・ブリッジの次のような再接続設定を構成できます。

	
最小遅延


	
増加遅延


	
最大遅延




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








メッセージング・ブリッジのトランザクションの構成



現在のドメインにおける特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスのトランザクションを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、構成するメッセージング・ブリッジを選択します。
	「構成」を選択し、「トランザクション」を選択します。

「トランザクション」ページから、このメッセージング・ブリッジの次のようなトランザクション設定を構成できます。

	
トランザクション・タイムアウト


	
バッチ・サイズ


	
バッチ間隔




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








メッセージング・ブリッジ・ターゲットの選択



現在のドメインにおける特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスのターゲットを選択するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、構成するメッセージング・ブリッジを選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページから、このメッセージング・ブリッジを独立したサーバー、クラスタまたは移行可能なターゲットにターゲット設定できます。このメッセージング・ブリッジをデプロイするターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








メッセージング・ブリッジ・ノートの作成



現在のドメインにおける特定のメッセージング・ブリッジ・インスタンスのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「ブリッジ」を選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」表で、構成するメッセージング・ブリッジを選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JMSブリッジ宛先


JMSブリッジ宛先は、JMSメッセージング製品のソース宛先またはターゲット宛先です。メッセージング・ブリッジに接続するJMSメッセージング・ソース宛先とターゲット宛先のそれぞれにJMSブリッジ宛先インスタンスを構成します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
JMSブリッジ宛先の作成


	
JMSブリッジ宛先のモニター


	
JMSブリッジ宛先の構成


	
JMSブリッジ宛先ノートの作成








JMSブリッジ宛先の作成



JMSブリッジ宛先のインスタンスでは、WebLogicドメイン内の実際のソースJMSブリッジ宛先とターゲットJMSブリッジ宛先を定義します。

JMSブリッジ宛先のインスタンスは、メッセージング・ブリッジ・インスタンスにマップされる実際のソース宛先およびターゲット宛先のそれぞれに対して構成する必要があります。そのため、あるソースJMSブリッジ宛先の属性を定義し終えた後、同様の手順を繰り返してターゲットJMSブリッジ宛先を構成します。逆の場合も同じです。

JMSブリッジ宛先を作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSブリッジ宛先」を選択します。

「JMSブリッジ宛先サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各JMSブリッジ宛先に関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。


注意:

作成したJMSブリッジ宛先の名前は変更できません。かわりに、それを削除して、新しい名前を使用して別のものを作成する必要があります。






	次の各ページで、JMSブリッジ宛先の構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、このJMSブリッジ宛先の次のような設定を定義できます。





	
「名前」に、このJMSブリッジ宛先の名前を入力します。


	
「スコープ」で、この新しいJMSブリッジ宛先を作成するスコープを選択します。


	
「アダプタのJNDI名」で、ブリッジ宛先との通信に使用するアダプタのJNDI名を指定します。


	
「接続URL」で、このJMSブリッジ宛先の接続URLを指定します。


	
「接続ファクトリのJNDI名」で、このJMSブリッジ宛先の接続ファクトリのJNDI名を指定します。


	
「宛先のJNDI名」で、このJMSブリッジ宛先のJNDI名を指定します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJMSブリッジ宛先の構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JMSブリッジ宛先のモニター



現在のドメインに構成されたJMSブリッジ宛先をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSブリッジ宛先」を選択します。

「JMSブリッジ宛先サマリー」表には、現行のWebLogic Serverドメインに構成されたJMSブリッジ宛先に関連した次のようなモニタリング情報が表示されます。

	
名前


	
アダプタのJNDI名


	
アダプタ・クラスパス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するJMSブリッジ宛先の名前を選択します。








JMSブリッジ宛先の構成



この項には、次の項目が含まれます。





	
JMSブリッジ宛先の構成


	
JMSブリッジ宛先ノートの作成










JMSブリッジ宛先の構成



特定のJMSブリッジ宛先を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSブリッジ宛先」を選択します。
	「JMSブリッジ宛先」表で、構成するJMSブリッジ宛先を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、JMSブリッジ宛先の次のような設定を構成できます。

	
名前


	
スコープ


	
アダプタのJNDI名


	
接続URL


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
接続ファクトリのJNDI名


	
宛先のJNDI名


	
宛先タイプ


	
ユーザー名


	
ユーザー・パスワード


	
ユーザー・パスワードの確認




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JMSブリッジ宛先ノートの作成



JMSブリッジ宛先のノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから「メッセージング」を選択し、「JMSブリッジ宛先」を選択します。
	「JMSブリッジ宛先」表で、構成するJMSブリッジ宛先を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページで、ノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












JMSスモーク・テスト



JMS宛先を参照し、特定のJMS宛先のメッセージを参照し、JMSメッセージを作成して送信します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「メッセージング」、「JMSスモーク・テスト」の順に選択します。
	「JMS宛先」で、プロバイダとタイプでこのドメイン内に構成されているJMS宛先を参照します。
	「JMSメッセージ」に、JMSメッセージをフィルタするメッセージ・セレクタ式を入力します。
	JMSメッセージを作成して送信するには、「作成」をクリックします。

また、適切なボタンをクリックして、JMSメッセージを表示、パージ、エクスポートまたはインポートできます。







詳細は、構成オプションを参照してください。













12 WebLogic Server JDBCデータソース


この章では、現在のドメインにデプロイされているデータ・ソースを作成、モニター、制御および構成する方法について説明します。Java Database Connectivity (JDBC)では、WebLogic ServerドメインのJDBCデータ・ソースを介してデータベース接続を構成できます。データ・ソースは、Java EEにおいてデータベース接続を構成するための標準的な手法です。各WebLogic Serverデータ・ソースは、データベース接続のプールを保有しています。

アプリケーションは、JNDIツリーまたはローカル・アプリケーション・コンテキストでデータソースを検索し、getConnectionメソッドを使用してデータベース接続を予約します。データ・ソースおよびその接続プールは、システムの効率的な稼働を維持するための接続管理プロセスを備えています。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
JDBCデータ・ソースの作成


	
JDBCデータ・ソースのモニター


	
JDBCデータ・ソースの制御


	
JDBCデータ・ソースの構成








JDBCデータ・ソースの作成


接続する各データベースに対するデータ・ソースを作成する必要があります。1つのデータベースに対し、構成オプションのセットが複数必要な場合は、同じデータベースへの接続を含むデータ・ソースを複数作成できます。この項には、次の項目が含まれます。

	
JDBC汎用データ・ソースの作成


	
JDBC GridLinkデータ・ソースの作成


	
JDBCマルチ・データ・ソースの作成


	
JDBC UCPデータ・ソースの作成


	
JDBCプロキシ・データ・ソースの作成


	
既存のデータソースからのJDBCデータソースの作成








JDBC汎用データ・ソースの作成



始める前に

データベース接続の作成に使用するJDBCドライバが、データソースのデプロイ先となるすべてのサーバー・インスタンスにインストールされていることを確認します。DB2、Informix、Microsoft SQL ServerおよびSybase用のOracle Type 4 JDBCドライバなど、一部のJDBCドライバはWebLogic Serverとともにインストールされています。

JDBCドライバの使用の詳細は、「WebLogic ServerでのJDBCドライバの使用」を参照してください。

汎用JDBCデータソースを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。

「JDBCデータソース」ページが表示されます。




	「作成」をクリックし、「汎用データ・ソース」を選択します。
	次の各ページで、JDBCデータ・ソースの構成オプションを定義します。

	
データソース・プロパティ


	
接続プロパティ


	
トランザクション・プロパティ


	
ターゲットの選択


	
確認







	「作成」をクリックして、JDBCデータソースの構成を保存し、選択したターゲットにデータソースをデプロイします。






データソース・プロパティ



「データソース・プロパティ」ページでは、このJDBCデータソースの一般構成オプションを定義します。





	
データソース名: このJDBCデータソースの名前を入力します。この名前は、データソースを参照するたびに構成ファイル(config.xml)で使用されます。


	
スコープ: このJDBCデータ・ソースを作成するスコープを選択します。


	
ドライバ・クラス名: データベースに接続するために使用するJDBCドライバを選択します。リストには、選択したDBMSでよく使用されるJDBCドライバが含まれています。


注意:

JDBCドライバを使用してデータベース接続を作成するには、先にJDBCドライバをインストールしておく必要があります。一部のドライバはWebLogic Serverとともにインストールされていますが、多くのドライバはインストールされていません。




	
JNDI名: このJDBCデータソースのバインド先とするJNDIパスを入力します。アプリケーションは、接続を予約する際、この名前でJNDIツリー上のデータ・ソースをルックアップします。


	
行プリフェッチ有効: 1回のサーバー・アクセスで「プリフェッチされる」(つまり、サーバーからクライアントに送られる)複数の行を有効にするために選択します。


	
行プリフェッチ・サイズ: 行プリフェッチを有効にした場合、クライアントのためにプリフェッチする結果セット行の数を指定します。


	
ストリーム・チャンク・サイズ: データ・タイプをストリーミングするためのデータ・チャンク・サイズを指定します。




詳細は、構成オプションを参照してください。









接続プロパティ



接続プロパティ・ページで:




	「接続プロパティ」ページでは、「データベース接続情報」セクションの次のプロパティの値を入力します。

	
データベースURL: 接続先のデータベースのURLを入力します。URLの書式は、使用するJDBCドライバによって異なります。


	
パスワード: データベース接続を作成するために使用するデータベース・アカウント・パスワードを入力します。


	
テスト対象の表名またはSQL文: 物理データベース接続をテストするために使用するデータベース表またはSQL文の名前を入力します。

この名前は、「テスト間隔」を指定し、「予約された接続のテスト」を有効にした場合に必要になります。接続をテストするために使用されるデフォルトのSQLコードは、select count(*) from TestTableNameです。テスト対象の表名がSQLで始まる場合、SQLより後の文字列は、標準の問合せのかわりに接続をテストするリテラルのSQL文として扱われます。たとえば、SELECT 1 FROM DUALです。







	「プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データソース・クラスで必要とされるプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「システム・プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データ・ソース・クラスに必要なプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「暗号化されたプロパティ」セクションで、「追加」をクリックしてこのデータ・ソースの暗号化されたプロパティを入力します。たとえば、password=valueです。
	「接続プール・プロパティ」セクションには、次のプロパティの値を入力します。

	
初期容量: 接続プールを作成する場合に作成する物理接続の数を入力します。


	
最大容量: この接続プールに収容できる物理接続の最大数を入力します。


	
最小容量: この接続プールに収容できる物理接続の最小数を入力します。


	
文キャッシュ・タイプ: 文キャッシュに格納されているプリコンパイルされた文の維持に使用されるアルゴリズムを選択します。


	
文キャッシュ・サイズ: キャッシュに格納されているプリコンパイル済またはコール可能な文の数を入力します。(これによって、サーバーのパフォーマンスが向上する場合があります。)







	「拡張」セクションには、次のプロパティの値を入力します。

	
予約時の接続テスト: 接続をクライアントに渡す前に、WebLogic Serverが接続をテストできるようにするかどうかを選択します。(「テスト対象の表名」を指定する必要があります。)


	
テスト間隔(秒): 未使用の接続をWebLogic Serverがテストする間隔の秒数を入力します。(「テスト対象の表名」を指定する必要があります。)テストに失敗した接続は閉じられ、再度開かれて有効な物理接続が再確立されます。テストが再度失敗すると、その接続は閉じられます。


	
アイドル・プール接続を信頼する秒数: 接続がアプリケーションに渡される前、または定期的な接続テストの処理中に、その接続がまだ有効であり、接続テストをスキップするとWebLogic Serverが信頼している接続使用の秒数を入力します。


	
縮小頻度(秒): 需要に合うようにしだいに増加した接続プールを縮小するまでに待機する秒数を入力します。


	
初期SQL: 新しく作成された物理データベース接続を初期化するために実行するSQL文を入力します。文の記述は「SQL」で開始し、その後はスペースとします。


	
ログイン遅延(秒): 各物理データベース接続を作成するまでの遅延の秒数を入力します。この遅延により、短時間に連続する複数の接続リクエストを処理できないデータベース・サーバーがサポートされます。


	
接続作成の再試行間隔(秒): データベースへの接続を確立する試行間の秒数を入力します。


	
非アクティブ接続タイムアウト(秒): WebLogic Serverが接続を再要求して接続プールに戻すまでの予約済接続の非アクティブな秒数を入力します。


	
接続の最大待機時間: データ・ソースの接続プールからの接続の予約を待機する間、同時にスレッドをブロックできる接続リクエストの最大数を入力します。


	
接続予約のタイムアウト(秒): 接続プールから接続を予約する呼出しがタイムアウトになるまでの秒数を入力します。


	
文タイムアウト: 現在実行されている文がタイムアウトするまでの時間を入力します。


	
使用中の接続の無視: プールから取得した接続がまだ使用されている場合でも、データソースを停止できるようにします。


	
スレッドに固定: アプリケーションによって論理接続が閉じられた後でもプールされたデータベース接続を実行スレッドが保持できるようにすることによって、パフォーマンスを向上できます。


	
影響のある接続の削除を有効化: アプリケーションで基底のベンダー接続オブジェクトが使用された後で、接続プールから接続を削除するかどうかを指定します。


	
データ型のラップ: ラップを有効にするかどうかを指定します。


	
致命的エラー・コード: 致命的エラーとして扱われるエラー・コードのカンマ区切リストを指定します。


	
接続ラベリング・コールバック: 接続ラベリング・コールバックのクラス名を入力します。


	
接続獲得最大数: 接続収集が行われるときに収集できる接続の最大数を入力します。


	
接続収集トリガー数: 接続収集がいつ行われるかを判断するために使用される使用可能な接続(トリガー値)の数を指定します。


	
無効化されるまでリフレッシュに失敗した接続の数: データベース障害によって発生した接続リクエストの処理の遅延を最小限に抑えるためにWebLogic Serverが接続プールを無効化するまでの間許可される、再接続の失敗数を指定します。


	
フラッシュされるまでのテストの失敗数: さらなるデータベース・テストによって発生する遅延を最小限に抑えるためにWebLogic Serverが接続プール内のすべての未使用の接続を閉じるまでの間許可される、テストの失敗数を指定します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









トランザクション・プロパティ



「トランザクション・プロパティ」ページで、次の手順を実行します。「JDBCデータ・ソースのプロパティ」ページで選択したドライバによっては、これらのオプションを指定せずに済む場合があります。

グローバル・トランザクションのサポート: このチェック・ボックスを選択すると(デフォルト)、このデータソースでグローバル・トランザクションのサポートが有効になります。このチェック・ボックスの選択を解除すると、このデータ・ソースではグローバル・トランザクションが無効になります(無視されます)。ほとんどの場合、このオプションは選択したままにしておきます。

「グローバル・トランザクションのサポート」を選択した場合は、トランザクション処理に関するオプションを選択します(選択可能なオプションは、XAドライバと非XAドライバのいずれを選択したかで異なります)。





	
1フェーズ・コミット: このオプションを選択すると、非XA接続が、唯一のトランザクション参加コンポーネントとしてグローバル・トランザクションに参加できるようになります。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。


	
2フェーズ・コミットのエミュレート: 非XA JDBC接続が、JTAを使用して分散トランザクションへの参加をエミュレートできるようになります。このオプションは、ヒューリスティックな状況に耐えられるアプリケーションでのみ使用してください。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。


	
ロギング・ラスト・リソース: このオプションを選択すると、非XA JDBC接続が、ロギング・ラスト・リソース(LLR)によるトランザクションの最適化を使用して、グローバル・トランザクションに参加できるようになります。「2フェーズ・コミットのエミュレート」のかわりに使用することをお薦めします。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。




詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲットの選択



「ターゲットの選択」ページで、データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBCデータ・ソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JDBC GridLinkデータ・ソースの作成



WebLogic ServerドメインにJDBC GridLinkデータ・ソースを追加することにより、Oracle RACインストール環境とのデータベース接続を構成します。データ・ソースおよびその接続プールは、システムの効率的な稼働を維持するための接続管理プロセスを備えています。

JDBC GridLinkデータ・ソースを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。

「JDBCデータソース」ページが表示されます。




	「作成」をクリックし、「GridLinkデータ・ソース」を選択します。
	次の各ページで、JDBC GridLinkデータ・ソースの構成オプションを定義します。

	
データソース・プロパティ


	
接続プロパティ


	
トランザクション・プロパティ


	
ONSプロパティ


	
ターゲットの選択


	
確認







	「作成」をクリックして、JDBC GridLinkデータ・ソースの構成を保存し、選択したターゲットにGridLinkデータ・ソースをデプロイします。






データソース・プロパティ



「データソース・プロパティ」ページでは、このJDBCデータソースの一般構成オプションを定義します。





	
データソース名: このJDBCデータソースの名前を入力します。この名前は、データソースを参照するたびに構成ファイル(config.xml)で使用されます。


	
スコープ: このJDBCデータ・ソースを作成するスコープを選択します。


	
ドライバ・クラス名: データベースに接続するために使用するJDBCドライバを選択します。リストには、選択したDBMSでよく使用されるJDBCドライバが含まれています。


注意:

JDBCドライバを使用してデータベース接続を作成するには、先にJDBCドライバをインストールしておく必要があります。一部のドライバはWebLogic Serverとともにインストールされていますが、多くのドライバはインストールされていません。




	
JNDI名: このJDBCデータソースのバインド先とするJNDIパスを入力します。アプリケーションは、接続を予約する際、この名前でJNDIツリー上のデータ・ソースをルックアップします。


	
行プリフェッチ有効: 1回のサーバー・アクセスで「プリフェッチされる」(つまり、サーバーからクライアントに送られる)複数の行を有効にするために選択します。


	
行プリフェッチ・サイズ: 行プリフェッチを有効にした場合、クライアントのためにプリフェッチする結果セット行の数を指定します。


	
ストリーム・チャンク・サイズ: データ・タイプをストリーミングするためのデータ・チャンク・サイズを指定します。




詳細は、構成オプションを参照してください。









接続プロパティ



接続プロパティ・ページで:




	「接続プロパティ」ページでは、「データベース接続情報」セクションの次のプロパティの値を入力します。

	
データベースURL: 接続先のデータベースのURLを入力します。URLの書式は、使用するJDBCドライバによって異なります。


	
パスワード: データベース接続を作成するために使用するデータベース・アカウント・パスワードを入力します。


	
テスト対象の表名またはSQL文: 物理データベース接続をテストするために使用するデータベース表またはSQL文の名前を入力します。

この名前は、「テスト間隔」を指定し、「予約された接続のテスト」を有効にした場合に必要になります。接続をテストするために使用されるデフォルトのSQLコードは、select count(*) from TestTableNameです。テスト対象の表名がSQLで始まる場合、SQLより後の文字列は、標準の問合せのかわりに接続をテストするリテラルのSQL文として扱われます。たとえば、SELECT 1 FROM DUALです。







	「プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データソース・クラスで必要とされるプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「システム・プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データ・ソース・クラスに必要なプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「暗号化されたプロパティ」セクションで、「追加」をクリックしてこのデータ・ソースの暗号化されたプロパティを入力します。たとえば、password=valueです。
	「接続プール・プロパティ」セクションには、次のプロパティの値を入力します。

	
初期容量: 接続プールを作成する場合に作成する物理接続の数を入力します。


	
最大容量: この接続プールに収容できる物理接続の最大数を入力します。


	
最小容量: この接続プールに収容できる物理接続の最小数を入力します。


	
文キャッシュ・タイプ: 文キャッシュに格納されているプリコンパイルされた文の維持に使用されるアルゴリズムを選択します。


	
文キャッシュ・サイズ: キャッシュに格納されているプリコンパイル済またはコール可能な文の数を入力します。(これによって、サーバーのパフォーマンスが向上する場合があります。)







	「拡張」セクションには、次のプロパティの値を入力します。

	
予約時の接続テスト: 接続をクライアントに渡す前に、WebLogic Serverが接続をテストできるようにするかどうかを選択します。(「テスト対象の表名」を指定する必要があります。)


	
テスト間隔(秒): 未使用の接続をWebLogic Serverがテストする間隔の秒数を入力します。(「テスト対象の表名」を指定する必要があります。)テストに失敗した接続は閉じられ、再度開かれて有効な物理接続が再確立されます。テストが再度失敗すると、その接続は閉じられます。


	
アイドル・プール接続を信頼する秒数: 接続がアプリケーションに渡される前、または定期的な接続テストの処理中に、その接続がまだ有効であり、接続テストをスキップするとWebLogic Serverが信頼している接続使用の秒数を入力します。


	
縮小頻度(秒): 需要に合うようにしだいに増加した接続プールを縮小するまでに待機する秒数を入力します。


	
初期SQL: 新しく作成された物理データベース接続を初期化するために実行するSQL文を入力します。文の記述は「SQL」で開始し、その後はスペースとします。


	
接続作成の再試行間隔(秒): データベースへの接続を確立する試行間の秒数を入力します。


	
ログイン遅延(秒): 各物理データベース接続を作成するまでの遅延の秒数を入力します。この遅延により、短時間に連続する複数の接続リクエストを処理できないデータベース・サーバーがサポートされます。


	
非アクティブ接続タイムアウト(秒): WebLogic Serverが接続を再要求して接続プールに戻すまでの予約済接続の非アクティブな秒数を入力します。


	
接続の最大待機時間(秒): データソースの接続プールからの接続の予約を待機する間、同時にスレッドをブロックできる接続リクエストの最大数を入力します。


	
接続予約のタイムアウト(秒): 接続プールから接続を予約する呼出しがタイムアウトになるまでの秒数を入力します。


	
文タイムアウト: 現在実行されている文がタイムアウトするまでの時間を入力します。


	
使用中の接続の無視: プールから取得した接続がまだ使用されている場合でも、データソースを停止できるようにします。


	
スレッドに固定: アプリケーションによって論理接続が閉じられた後でもプールされたデータベース接続を実行スレッドが保持できるようにすることによって、パフォーマンスを向上できます。


	
影響のある接続の削除を有効化: アプリケーションで基底のベンダー接続オブジェクトが使用された後で、接続プールから接続を削除するかどうかを指定します。


	
データ型のラップ: ラップを有効にするかどうかを指定します。


	
致命的エラー・コード: 致命的エラーとして扱われるエラー・コードのカンマ区切リストを指定します。


	
接続ラベリング・コールバック: 接続ラベリング・コールバックのクラス名を入力します。


	
接続獲得最大数: 接続収集が行われるときに収集できる接続の最大数を入力します。


	
接続収集トリガー数: 接続収集がいつ行われるかを判断するために使用される使用可能な接続(トリガー値)の数を指定します。


	
無効化されるまでリフレッシュに失敗した接続の数: データベース障害によって発生した接続リクエストの処理の遅延を最小限に抑えるためにWebLogic Serverが接続プールを無効化するまでの間許可される、再接続の失敗数を指定します。


	
フラッシュされるまでのテストの失敗数: さらなるデータベース・テストによって発生する遅延を最小限に抑えるためにWebLogic Serverが接続プール内のすべての未使用の接続を閉じるまでの間許可される、テストの失敗数を指定します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









トランザクション・プロパティ



「トランザクション・プロパティ」ページで、次の手順を実行します。「JDBCデータ・ソースのプロパティ」ページで選択したドライバによっては、これらのオプションを指定せずに済む場合があります。

グローバル・トランザクションのサポート: このチェック・ボックスを選択すると(デフォルト)、このデータソースでグローバル・トランザクションのサポートが有効になります。このチェック・ボックスの選択を解除すると、このデータ・ソースではグローバル・トランザクションが無効になります(無視されます)。ほとんどの場合、このオプションは選択したままにしておきます。

「グローバル・トランザクションのサポート」を選択した場合は、トランザクション処理に関するオプションを選択します(選択可能なオプションは、XAドライバと非XAドライバのいずれを選択したかで異なります)。





	
1フェーズ・コミット: このオプションを選択すると、非XA接続が、唯一のトランザクション参加コンポーネントとしてグローバル・トランザクションに参加できるようになります。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。


	
2フェーズ・コミットのエミュレート: 非XA JDBC接続が、JTAを使用して分散トランザクションへの参加をエミュレートできるようになります。このオプションは、ヒューリスティックな状況に耐えられるアプリケーションでのみ使用してください。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。


	
ロギング・ラスト・リソース: このオプションを選択すると、非XA JDBC接続が、ロギング・ラスト・リソース(LLR)によるトランザクションの最適化を使用して、グローバル・トランザクションに参加できるようになります。「2フェーズ・コミットのエミュレート」のかわりに使用することをお薦めします。このオプションは、データベース接続の作成に非XA JDBCドライバを選択した場合にのみ選択できます。




詳細は、構成オプションを参照してください。









ONSプロパティ



「ONSプロパティ」ページでは、次のプロパティの値を入力します。





	
「FANの有効化」を選択してOracle FANイベントに登録します。


	
「ONSノード」で「追加」をクリックし、ONSノードごとにONSホストとポートを入力します。


	
個々のノードをテストするには、ONSホストおよびポートの「ONSノードのテスト」をクリックします。


	
必要に応じて、ONSでSSLプロトコルを使用する場合は、ONSウォレット・ファイルを構成します。




詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲットの選択



「ターゲットの選択」ページで、データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBC GridLinkデータ・ソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JDBCマルチ・データ・ソースの作成



マルチ・データ・ソースは、2つ以上のデータ・ソースの間に、接続リクエストに対するフェイルオーバー機能およびロード・バランシング機能を提供します。マルチ・データソースを作成する前に、マルチ・データソースで管理するデータソースを作成し、マルチ・データソースをデプロイするのと同じターゲットにそれらをデプロイする必要があります。

JDBCマルチ・データ・ソースを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。

「JDBCデータソース」ページが表示されます。




	「作成」をクリックし、「マルチ・データソース」を選択します。
	次の各ページで、JDBCマルチ・データ・ソースの構成オプションを定義します。

	
データ・ソース・プロパティの構成


	
ターゲットの選択


	
データ・ソースのタイプの選択


	
データソースの追加


	
確認







	「作成」をクリックして、JDBCマルチ・データソースの構成を保存し、選択したターゲットにマルチ・データソースをデプロイします。






データ・ソース・プロパティの構成



「データソース・プロパティの構成」ページでは、このJDBCマルチ・データソースの一般構成オプションを定義します。





	
データソース名: このJDBCマルチ・データソースの名前を入力します。この名前は、このマルチ・データソースを参照するたびに構成ファイル(config.xmlおよびJDBCモジュール)で使用されます。


	
スコープ: このJDBCデータ・ソースを作成するスコープを選択します。


	
JNDI名: このJDBCマルチ・データソースのバインド先となるJNDIパスを入力します。アプリケーションは、接続を予約する際、この名前でJNDIツリー上のデータ・ソースをルックアップします。


	
アルゴリズム・タイプ: アルゴリズム・タイプを選択します。

	
フェイルオーバー: マルチ・データソースは、リストの先頭のデータソースに接続リクエストをルーティングします。リクエストが失敗した場合、リクエストはリストの次のデータソース、さらに次のデータソースというように送られます。


	
ロード・バランシング: マルチ・データソースは、そのメンバー・データソースに均等に接続リクエストを分散します。







詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲットの選択



「ターゲットの選択」ページで、このJDBCマルチ・データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスまたはクラスタを選択します。

ここで選択するターゲットによって、このマルチ・データ・ソースの一部として選択できるデータ・ソースが制限されます。選択できるデータ・ソースは、このマルチ・データ・ソースと同じターゲットにデプロイされるデータ・ソースのみとなります。

詳細は、構成オプションを参照してください。









データ・ソースのタイプの選択



「データソース・タイプの選択」ページでは、次のオプションのいずれかを選択します。





	
XAドライバ: マルチ・データソースは、XA JDBCドライバを使用するデータソースのみを使用してデータベース接続を作成します。


	
非XAドライバ: マルチ・データソースは、非XA JDBCドライバを使用するデータソースのみを使用してデータベース接続を作成します。




ここで選択するオプションによって、後の手順でこのマルチ・データ・ソースの一部として選択できるデータ・ソースが制限されます。JDBCドライバのタイプでデータ・ソースを制限することにより、WebLogic Serverのトランザクション・マネージャで、マルチ・データ・ソースのデータベース接続を使用するグローバル・トランザクションを適切に完了または回復することが可能になります。

詳細は、構成オプションを参照してください。









データ・ソースの追加



「データ・ソースの追加」ページで、接続リクエストに対応するためにマルチ・データ・ソースが使用するデータ・ソースを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBCマルチ・データ・ソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JDBC UCPデータ・ソースの作成



JDBC UCPデータ・ソースを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。

「JDBCデータソース」ページが表示されます。




	「作成」をクリックし、「UCPデータ・ソース」を選択します。
	次の各ページで、UCP GridLinkデータ・ソースの構成オプションを定義します。

	
データソース・プロパティ


	
接続プロパティ


	
ターゲットの選択


	
確認







	「作成」をクリックして、JDBC UCPデータ・ソースの構成を保存し、選択したターゲットにUCPデータ・ソースをデプロイします。






データソース・プロパティ



「データソース・プロパティ」ページでは、このUCPデータ・ソースの一般構成オプションを定義します。





	
データソース名: このJDBCデータソースの名前を入力します。この名前は、データソースを参照するたびに構成ファイル(config.xml)で使用されます。


	
スコープ: このJDBCデータ・ソースを作成するスコープを選択します。


注意:

ドメイン・レベルのスコープはデフォルトで「グローバル」に設定されます。




	
ドライバ・クラス名: データベースに接続するために使用するJDBCドライバを選択します。リストには、選択したDBMSでよく使用されるJDBCドライバが含まれています。


注意:

JDBCドライバを使用してデータベース接続を作成するには、先にJDBCドライバをインストールしておく必要があります。一部のドライバはWebLogic Serverとともにインストールされていますが、多くのドライバはインストールされていません。




	
JNDI名: このJDBCデータソースのバインド先とするJNDIパスを入力します。アプリケーションは、接続を予約する際、この名前でJNDIツリー上のデータ・ソースをルックアップします。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









接続プロパティ



接続プロパティ・ページで:




	「接続プロパティ」ページでは、「データベース接続情報」セクションの次のプロパティの値を入力します。

	
データベースURL: 接続先のデータベースのURLを入力します。URLの書式は、使用するJDBCドライバによって異なります。


	
パスワード: データベース接続を作成するために使用するデータベース・アカウント・パスワードを入力します。


	
テスト対象の表名またはSQL文: 物理データベース接続をテストするために使用するデータベース表またはSQL文の名前を入力します。

この名前は、「テスト間隔」を指定し、「予約された接続のテスト」を有効にした場合に必要になります。接続をテストするために使用されるデフォルトのSQLコードは、select count(*) from TestTableNameです。テスト対象の表名がSQLで始まる場合、SQLより後の文字列は、標準の問合せのかわりに接続をテストするリテラルのSQL文として扱われます。たとえば、SELECT 1 FROM DUALです。







	「プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データソース・クラスで必要とされるプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「システム・プロパティ」セクションで「追加」をクリックし、データ・ソース・クラスに必要なプロパティを入力します。(たとえば、server=dbserver1)。
	「暗号化されたプロパティ」セクションで、「追加」をクリックしてこのデータ・ソースの暗号化されたプロパティを入力します。たとえば、password=valueです。



これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









ターゲットの選択



「ターゲットの選択」ページで、データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBC UCPデータ・ソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











JDBCプロキシ・データ・ソースの作成



JDBCプロキシ・データ・ソースを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。

「JDBCデータソース」ページが表示されます。




	「作成」をクリックし、「プロキシ・データ・ソース」を選択します。
	次の各ページで、JDBCプロキシ・データ・ソースの構成オプションを定義します。

	
データソース・プロパティ


	
ターゲットの選択


	
確認







	「作成」をクリックして、JDBCプロキシ・データ・ソースの構成を保存し、選択したターゲットにプロキシ・データ・ソースをデプロイします。






データソース・プロパティ



「データソース・プロパティ」ページでは、このJDBCデータソースの一般構成オプションを定義します。





	
データソース名: このJDBCデータソースの名前を入力します。この名前は、データソースを参照するたびに構成ファイル(config.xml)で使用されます。


	
スコープ: このJDBCデータ・ソースを作成するスコープを選択します。


注意:

ドメイン・レベルのスコープはデフォルトで「グローバル」に設定されます。




	
JNDI名: このJDBCデータソースのバインド先とするJNDIパスを入力します。アプリケーションは、接続を予約する際、この名前でJNDIツリー上のデータ・ソースをルックアップします。


	
プロキシ切替えプロパティ: 切替えコールバック・メソッドに渡される切替えプロパティを入力します。


	
プロキシ切替えコールバック: weblogic.jdbc.extensions.DataSourceSwitchingCallbackインタフェースを実装する切替えコールバック・クラスの名前を入力します。




詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲットの選択



「ターゲットの選択」ページで、データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBCプロキシ・データ・ソースの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











既存のデータソースからのJDBCデータソースの作成



新しいJDBCデータソースを作成して、既存のJDBCデータソースと同じ構成設定を持たせることができます。

既存のJDBCデータソースから新しいJDBCデータソースを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表では、新しいデータソースを作成するために使用するデータソース・インスタンスの行を選択します。

「類似作成」オプションは、表の上に表示されます。




	「類似作成」をクリックします。

新規JDBCデータソースの作成アシスタントが、モデル化した既存のJDBCデータソースと同じ構成設定とともに表示されます。




	「新規JDBCデータソースの作成」アシスタントの各ページを見直して、プロパティ値が、新しいJDBCデータソースの目的の構成と一致することを確認します。
	「作成」をクリックして、JDBCデータソースの構成を保存し、選択したターゲットにデータソースをデプロイします。










JDBCデータ・ソースのモニター



JDBCデータソースを作成した後で、これをモニターして、接続を待機している異常な数のリクエストなど、異常なアクティビティを確認できます。データソースとデータベースの間の接続もテストできます。この項には、次の項目が含まれます。





	
JDBCデータ・ソースのモニター


	
JDBCデータソースのモニター


	
JDBC GridLinkデータソースのモニター


	
JDBCマルチ・データソースのモニター


	
JDBCデータ・ソースのテスト










JDBCデータ・ソースのモニター



ドメイン内の各データ・ソース・インスタンスに関する様々な統計をモニターできます。たとえば、接続プール内の現在のデータベース接続数、現在使用中の接続数、データベース接続の最長待機時間などをモニターできます。

現在のドメインにデプロイされているJDBCデータソース・インスタンスのアクティビティをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「モニタリング」、「JDBCデータソース」の順に選択します。

「JDBCデータソース(モニタリング)」表には、現在のドメインにデプロイされているJDBCデータソース・インスタンスに関する次のような統計が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
リソース


	
サーバー名


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するJDBCデータソースの名前を選択します。








JDBCデータソースのモニター



現在のドメインにデプロイされている特定のJDBCデータソース・インスタンスのアクティビティをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表では、モニターするJDBCデータソースを選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	「JDBCデータソースのモニター」ページには、このJDBCデータソース・インスタンスに関する次のような統計が表示されます。

	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー名


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JDBC GridLinkデータソースのモニター



現在のドメインにデプロイされている特定のJDBC GridLinkデータソース・インスタンスのアクティビティをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表では、モニターするJDBC GridLinkデータソースを選択します。
	「モニタリング」を選択します。

「モニタリング」ページには、このJDBC GridLinkデータソースに関する統計が表示されます。




	必要に応じて、「モニタリング」表で、モニターするGridLinkデータソース・インスタンスを選択します。

「インスタンス」ページには、このGridLinkデータソース・インスタンスに関する次のような統計が表示されます。

	
インスタンス名


	
状態


	
現在の容量


	
使用可能数


	
アクティブ接続の現在の件数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	必要に応じて、「モニタリング」表で、モニターするGridLinkデータソースONSクライアントを選択します。

「ONS」ページには、このGridLinkデータソースONSクライアントに関する次のような統計が表示されます。

	
ホスト


	
ポート


	
ステータス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JDBCマルチ・データソースのモニター



現在のドメインにデプロイされている特定のJDBCマルチ・データソース・インスタンスのアクティビティをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、モニターするJDBCマルチ・データソースを選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	「JDBCマルチ・データソースのモニター」ページには、このJDBCマルチ・データソースに参加しているすべてのJDBCデータソースに関する次のような統計が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
リソース


	
サーバー名


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JDBCデータ・ソースのテスト



データソースの個々のインスタンスは手動でテストできます。データ・ソースのテストを実行すると、WebLogic Serverによりデータ・ソースの接続が予約され、標準のテスト用問合せまたは「テスト対象の表名」で指定された問合せを使用してその接続がテストされて、データベース接続が接続プールに戻されます。ページの上部にテスト結果が表示されます。

手動による接続テストでは、対象のデータ・ソースの「予約時に接続をテスト」属性および「テスト対象の表名」属性が使用されます。これらの属性は、デフォルトで設定されています。ただし、どちらかの属性を変更すると、データベース接続テストはその変更の影響を受けます。

JDBCデータ・ソースをテストするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表では、モニターするJDBCデータソースを選択します。
	「モニタリング」を選択します。
	「データソースのテスト」をクリックします。テスト結果が表示されます。










JDBCデータ・ソースの制御


JDBCデータソースの作成後は、データソースのインスタンスに対して管理タスクを実行できます。たとえば、すべてのデータベース接続のリセット、データソースの使用の中断、データソースの停止などです。この項には、次の項目が含まれます。

	
JDBCデータ・ソースの起動


	
JDBCデータソースの停止


	
中断されているJDBCデータ・ソースの再開


	
JDBCデータ・ソースの中断


	
JDBCデータソース接続プールの縮小


	
JDBCデータソース接続のリセット


	
JDBCデータソース文キャッシュのクリア


	
JDBCデータ・ソースの削除


	
JDBCデータ・ソースの制御


	
JDBCマルチ・データソースの制御








JDBCデータ・ソースの起動



ヘルス状態がShutdownであるデータソース・インスタンスを手動で起動できます。

JDBCデータ・ソースを起動するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、起動するデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「起動」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータソースの停止



データソースの個々のインスタンスは手動で停止できます。データソースを停止すると、選択した停止のタイプによって、動作は次のように異なります。





	
停止: ヘルス状態がRunningのデータソースを停止します。データ・ソースのいずれかの接続が使用中の場合、Shutdown操作は失敗し、ヘルス状態はRunningのままになります。


	
強制停止: 現在のすべての接続ユーザーの強制切断を含め、ヘルス状態がRunningであるデータソースを停止します。




JDBCデータソースを停止するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、停止するデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「停止」または「強制停止」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








中断されているJDBCデータ・ソースの再開



Suspended状態にあるデータソース・インスタンスを手動で再開できます。

中断されているJDBCデータ・ソースを再開するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、再開するデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「再開」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータ・ソースの中断



データソースの個々のインスタンスを手動で中断することができます。データ・ソースを中断すると、アプリケーションはそのデータ・ソースからデータベース接続を取得できなくなります。アプリケーションによってすでに予約されている接続に対する動作は、次に示すように、選択した中断のタイプによって異なります。





	
一時停止: データソースを無効なものとしてとマークし、新しい接続リクエストをブロックします。予約されている接続がある場合、構成されているときは、操作はInactiveTimeoutの秒の間待機します。そうでない場合は、すべての操作が中断されるまで、操作は60秒間待機します。成功した場合は、ヘルス状態が「一時停止」に設定されます。


	
強制中断: データソースを無効なものとしてマークし、接続プールからの新しい接続のリクエストをブロックし、現在使用中の接続を閉じて再作成します。




中断されたデータ・ソースのほとんどの接続はそのまま残されます。データ・ソースを再開しても接続は再作成されません(データ・ソースを強制中断したときに使用中だった接続は除く)。

JDBCデータ・ソースを中断するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、中断するデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「一時停止」または「強制中断」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータソース接続プールの縮小



データソースの個々のインスタンス内のデータベース接続プールを、初期容量または現在使用中の接続数のいずれか大きい方に手動で縮小することができます。

JDBCデータ・ソース内の接続プールを縮小するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、接続プールを縮小するデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「縮小」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータソース接続のリセット



JDBCデータ・ソース内のデータベース接続をリセットすると、そのデータ・ソースの接続プールで使用可能なすべてのデータベース接続が閉じられ、再作成されます。

JDBCデータ・ソース内のデータベース接続をリセットするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、接続をリセットするデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「リセット」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータソース文キャッシュのクリア



データソースの文キャッシュが有効な場合、WebLogic Serverでは、データソース内の各接続で使用されるプリコンパイル済文およびコール可能文がキャッシュされます。各接続はそれぞれ固有のキャッシュを持ちますが、各接続のキャッシュは、1つのグループとして構成および管理されます。あるデータ・ソースの文キャッシュをクリアすると、そのデータ・ソースのインスタンスに含まれるすべての接続の文キャッシュがクリアされます。

詳細は、「文キャッシュによるパフォーマンスの向上」を参照してください。

JDBCデータ・ソース内の文キャッシュをクリアするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	「JDBCデータソース(管理)」表で、文キャッシュをクリアするデータソース・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「文キャッシュのクリア」をクリックし、「はい」を選択してアクションを確認します。








JDBCデータ・ソースの削除



始める前に

削除するデータソースがマルチ・データソースによって使用されていないことを確認します。削除対象のデータ・ソースがマルチ・データ・ソースで使用されている場合は、先にそのデータ・ソースをマルチ・データ・ソースから削除する必要があります。削除しようとしているデータ・ソースがマルチ・データ・ソースで使用されている場合、削除操作は失敗します。

JDBCデータ・ソースを削除するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、削除するJDBCデータソースの行を選択します。

「削除」オプションが表の上に表示されます。




	「削除」をクリックし、「はい」を選択してアクションを選択します。








JDBCデータ・ソースの制御



現在のドメインにデプロイされている特定のJDBCデータ・ソース・インスタンスを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、制御するJDBCデータ・ソースを選択します。
	「制御」を選択します。
	「JDBCデータソースの管理」ページから次のアクションを実行できます。

	
起動


	
停止


	
強制停止


	
再開


	
一時停止


	
強制中断


	
接続プールの縮小


	
リセット


	
文キャッシュのクリア




これらのアクションの詳細は、「構成オプション」を参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JDBCマルチ・データソースの制御



現行のドメインにデプロイされている特定のJDBCマルチ・データソース・インスタンスを制御するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、制御するJDBCマルチ・データソースを選択します。
	「制御」を選択します。
	「JDBCマルチ・データソースの制御」ページでは、次のアクションを実行できます。

	
起動


	
停止


	
強制停止


	
再開


	
一時停止


	
強制中断


	
接続プールの縮小


	
リセット


	
文キャッシュのクリア




これらのアクションの詳細は、「構成オプション」を参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















JDBCデータ・ソースの構成


JDBCデータソースを作成した場合、データソースのほとんどの属性は、データソースがその環境で正常に動作するように構成されます。しかし、特定の機能の有効化と無効化またはパフォーマンスのチューニングを行うために、データ・ソースの構成を変更することが必要になる場合もあります。

この項には、次の項目が含まれます。

	
一般的な構成設定の定義


	
複数の名前を持つJNDIツリーへのJDBCデータソースのバインド


	
接続プールのプロパティの構成


	
JDBCデータソースのテスト・オプションの構成


	
文キャッシュの構成


	
接続プール容量の構成


	
接続リクエストにおける接続待機の有効化


	
Oracleパラメータの構成


	
ONSクライアント・パラメータの構成


	
Oracleウォレット・ファイルを使用するONSクライアントのSSLの構成


	
グローバル・トランザクション・オプションの構成


	
JDBCデータソースの診断プロファイリングの構成


	
JDBCデータソースのアイデンティティ・オプションの構成


	
アイデンティティベースの接続プールの有効化


	
JDBCデータ・ソースのターゲット指定


	
JDBCデータ・ソースのタグの構成


	
JDBCデータ・ソース・ノートの作成


	
JDBCマルチ・データ・ソースの構成








一般的な構成設定の定義



アプリケーションは、Javaネーミング・ディレクトリ・インタフェース(JNDI)・ツリーのデータソースを検索し、接続をリクエストすることで、データソースからのデータベースに接続します。データソースは、データベース接続のプールからアプリケーションに接続を提供します。

特定のJDBCデータソースの一般的な構成設定を定義するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。
	「一般構成」ページでは、このJDBCデータソースの次のような構成設定を定義できます。

	
データソース名


	
スコープ


	
タイプ


	
データベース・タイプ


	
ドライバ・クラス名


	
JNDI名


	
行プリフェッチ有効


	
行プリフェッチ・サイズ


	
ストリーム・チャンク・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

変更を有効化した後、変更を反映するには、データ・ソースを再デプロイするか、サーバーを再起動する必要があります。







複数の名前を持つJNDIツリーへのJDBCデータソースのバインド



始める前に

複数の名前を持つJNDIツリーにバインドするデータ・ソースを構成できます。単一のJDBC接続プールを指す複数のデータ・ソースを含む従来の構成のかわりに、複数JNDI名のデータ・ソースを使用できます。変更を行った後でシステムを再起動するか、データソースをアンデプロイしてから変更を行い、変更後に再デプロイする必要があります。

JNDI名を既存のJDBCデータソースに追加するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。
	「JNDI名」フィールドに、別々の行にそれぞれの名前を持っているJNDIツリーにデータソースをバインドするために使用する名前を入力します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。



終了後

変更を有効化した後、変更を反映するには、データ・ソースを再デプロイするか、サーバーを再起動する必要があります。











接続プールのプロパティの構成



JDBCデータ・ソース内の接続プールにはJDBC接続のグループが含まれ、アプリケーションはそのグループを予約し、使用して、プールに戻します。接続プールとその接続は、接続プールの登録時(通常はWebLogic Serverの起動時または新しいターゲットへのデータソースのデプロイ時)に作成されます。

特定のJDBCデータソースの接続プールを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。
	「接続プール」ページでは、このJDBCデータソースの次のような接続プロパティを定義できます。

	
ドライバ・クラス名


	
データベースURL


	
パスワード


	
プロパティ


	
システム・プロパティ


	
暗号化されたプロパティ


	
初期容量


	
最大容量


	
最小容量


	
文キャッシュ・タイプ


	
文キャッシュ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「拡張」を展開し、このJDBCデータソースの詳細接続プロパティを定義します。
	「保存」をクリックします。






JDBCデータソースのテスト・オプションの構成



データ・ソースのデータベース接続テスト・オプションを設定すると、データベース接続を正常な状態に維持できるようになります。これは、アプリケーションの安定稼働につながります。

JDBCデータ・ソースのテスト・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。
	「拡張」を展開し、詳細接続プール・オプションを表示します。
	次のオプションを1つまたは複数選択します。

	
予約時の接続テスト: このチェック・ボックスを選択すると、アプリケーションによってデータソースの接続がリクエストされたとき、アプリケーションに渡す前にデータベース接続をテストできます。


	
「テスト間隔」: バックグラウンドで定期的に接続テストを実行する場合、定期テストを実行する間隔を秒単位で入力します。




これらのオプションを使用すると、システムのパフォーマンスとフォールト・トレランスの最適なバランスを達成できます。




	「テスト対象の表名またはSQL文」フィールドに、データベース接続をテストするための問合せで使用する小さめの表の名前を入力します。標準の問合せは、select 1 from table_nameです。接続テストで別の問合せを使用する場合は、SQL、スペース1つに続けて、データベース接続のテストに使用するSQLコードを入力します。
	必要に応じて、「アイドル・プール接続を信頼する秒数」フィールドに、データベース接続が使用されたかテストされた後、WebLogic Serverが接続テストをスキップする秒数を入力します。このオプションは、接続テストのオーバーヘッドを軽減してアプリケーションのパフォーマンスを向上させるのに役立ちます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








文キャッシュの構成



WebLogic Serverでは、パフォーマンスを向上させるため、アプリケーションで使用されるプリコンパイルされた文および呼出し可能文をキャッシュすることができます(デフォルトで有効)。アプリケーションまたはEJBが、キャッシュに格納された文のいずれかを呼び出すと、WebLogic Serverはキャッシュ内に格納されている文を再利用します。データソース内の各データベース接続は、それぞれ固有の文キャッシュを持っています。

JDBCデータ・ソースの文キャッシュを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。
	「文キャッシュ・タイプ」フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

	
LRU: 「文キャッシュ・サイズ」に達すると、新しい文が使用されるときに最長時間未使用の文が削除されます。


	
固定: 「文キャッシュ・サイズ」に達すると、そこまでの文が保存され、キャッシュの内容は変更されなくなります。キャッシュを手動でクリアするか、またはキャッシュ・サイズを大きくしないかぎり、新しい文はキャッシュされません。







	「文キャッシュ・サイズ」フィールドに、各データソース・インスタンスの各接続ごとにキャッシュする文の数を入力します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








接続プール容量の構成



JDBC接続プールの初期容量と最大容量を構成できます。

JDBC接続プールの接続容量を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。
	「初期容量」フィールドに、接続プールの作成時に作成する物理接続の数を入力します。
	「最大容量」フィールドに、この接続プールが格納できる物理接続の最大数を入力します。


注意:

WebLogic ServerアプリケーションでJDBCのパフォーマンスを向上させる簡単な方法は、データソースの接続プールを構成するときに「初期容量」の値を「最大容量」の値と同じに設定することです。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








接続リクエストにおける接続待機の有効化



接続リクエストがJDBCデータ・ソースの接続を待機できるようにするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「接続プール」を選択します。
	「拡張」を展開し、詳細接続プール・オプションを表示します。
	「接続の最大待機」フィールドに、スレッドをブロックしながら接続プールの接続を待機できる接続リクエストの最大数を入力します。
	「接続予約のタイムアウト」フィールドに、接続リクエストが接続を待機できる秒数を入力します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










Oracleパラメータの構成



始める前に

Oracleパラメータをサポートするために追加の構成が必要な場合があります。

『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「GridLinkデータソースの使用」を参照してください。

Oracleパラメータを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBC GridLinkデータ・ソースを選択します。
	「構成」を選択し、「Oracle」を選択します。
	Oracleパラメータ・ページで、次のようなこのJDBC GridLinkデータ・ソースのOracleパラメータを定義できます。

	
OracleでUTF8変換の最適化


	
再生開始タイムアウト


	
接続初期化コールバック


	
Oracleプロキシ・セッション


	
データベース資格証明の使用


	
アクティブなGridLinkデータソース


	
アフィニティ・ポリシー




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ONSクライアント・パラメータの構成



始める前に

ONSクライアント・パラメータをサポートするには、追加の構成が必要な場合があります。

『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「GridLinkデータソースの使用」を参照してください。

ONSクライアント・パラメータを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBC GridLinkデータ・ソースを選択します。
	「構成」を選択し、「ONSクライアント」を選択します。
	「ONSクライアント構成」ページでは、次のようなONS構成オプションを定義できます。

	
FANの有効化


	
ONSノード


	
ONSウォレット・ファイル・ディレクトリ


	
ONSウォレット・パスワード


	
ONSウォレット・パスワードの確認




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。






Oracleウォレット・ファイルを使用するONSクライアントのSSLの構成



始める前に

ウォレット・ファイルが必要なのは、SSLを使用してONSデーモンと通信するようにONSクライアントが構成される場合のみです。この機能をサポートするには、追加の構成が必要です。

『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「GridLinkデータソースの使用」を参照してください。

SSLの使用時にOracleウォレット・ファイルを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBC GridLinkデータ・ソースを選択します。
	「構成」を選択し、「ONSクライアント」を選択します。
	「ONSクライアント構成」ページでは、次の属性を構成します。

	
ONSウォレット・ファイル: SSL証明書を格納するOracleウォレット・ファイルの場所を入力します。


	
ONSウォレット・パスワード: ONSウォレット・パスワードを入力および確認します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










グローバル・トランザクション・オプションの構成



JDBCデータ・ソースのトランザクション・プロトコルは、データ・ソースからの接続が、トランザクション処理中に、どのように扱われるかを決定します。

詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』の「JDBCデータソース・トランザクション・オプション」を参照してください。


注意:

データベース接続の作成に、データソースがXA JDBCドライバを使用する場合、データソースからの接続では2フェーズ・コミット・トランザクション・プロトコルのみをサポートします。XA JDBCドライバを使用するデータ・ソースでは、それ以外のトランザクション・オプションは利用できません。



JDBCデータ・ソースのトランザクション・オプションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「トランザクション」を選択します。
	「トランザクション・オプション」ページで、「グローバル・トランザクションのサポート」チェック・ボックスを選択して、このデータソースでグローバル・トランザクション・サポートを有効にします。このチェック・ボックスの選択を解除すると、このデータソースではグローバル・トランザクションが無効になります(無視されます)。ほとんどの場合、このオプションは選択する必要があります。

「グローバル・トランザクションのサポート」を選択した場合は、トランザクション処理のためのオプションを選択します。

	
1フェーズ・コミット: このオプションを選択すると、非XA接続が、唯一のトランザクション参加コンポーネントとしてグローバル・トランザクションに参加できるようになります。


	
2フェーズ・コミットのエミュレート: 非XA JDBC接続が、JTAを使用して分散トランザクションへの参加をエミュレートできるようになります。このオプションは、ヒューリスティックな状況に耐えられるアプリケーションでのみ使用してください。


	
ロギング・ラスト・リソース: このオプションを選択すると、非XA JDBC接続が、ロギング・ラスト・リソース(LLR)によるトランザクションの最適化を使用して、グローバル・トランザクションに参加できるようになります。「2フェーズ・コミットのエミュレート」のかわりに使用することをお薦めします。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








JDBCデータソースの診断プロファイリングの構成



モニタリング統計において、WebLogic Serverドメインになんらかの問題があることが示された場合、原因究明の手がかりとなるプロファイル情報を収集することができるようにデータソースを構成できます。収集されたプロファイル情報は、WLDFアーカイブのレコードに格納されます。

JDBCデータ・ソースの診断プロファイリングを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「診断」を選択します。
	「診断プロファイリング・オプション」ページでは、次のような診断プロファイリング・オプションを構成できます。

	
接続使用状況のプロファイル


	
待機中の接続予約のプロファイル


	
接続リークのプロファイル


	
失敗した接続予約のプロファイル


	
文キャッシュ・エントリのプロファイル


	
文使用状況のプロファイル


	
接続の最終使用状況のプロファイル


	
マルチスレッド接続使用状況のプロファイル


	
接続アンラップのプロファイル


	
収集間隔のプロファイル


	
ドライバ・インターセプタ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








JDBCデータソースのアイデンティティ・オプションの構成


WebLogic Serverのユーザー資格証明をデータベースのユーザー資格証明にマッピングする際に使用するセキュリティ・オプションを選択できます。この項には、次の項目が含まれます。

	
資格証明マッピングの有効化


	
アイデンティティベースの接続プールの有効化








資格証明マッピングの有効化



アプリケーションがデータソースからデータベース接続をリクエストする場合、WebLogic Serverは、現在のWebLogic ServerユーザーIDを判別し、マップされたデータベースIDをデータベース接続の軽量クライアントIDとして設定します。


注意:

この機能は、JDBCドライバおよびDBMSの機能に依存します。この機能は、OracleデータベースとOracle Thin Driverを使用する場合、およびDB2データベースとDB2 UDB JDBC Driverを使用する場合にのみサポートされます。



JDBCデータソースの資格証明マッピングを有効にするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「アイデンティティ・オプション」を選択します。
	「接続時のクライアントIDの設定」チェック・ボックスを選択します。


注意:

「接続時のクライアントIDの設定」と「アイデンティティ・ベース接続プーリングの有効化」は、相互に排他的です。アプリケーション環境でセキュリティ資格証明を渡すために両方のメカニズムが必要だと思う場合は、別々のデータソース(1つは「接続時のクライアントIDの設定」用、もう1つは「アイデンティティ・ベース接続プーリングの有効化」用)を作成します。



このフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








アイデンティティベースの接続プールの有効化



アイデンティティ・ベースの接続プールを使用すると、アプリケーションは、物理的な接続をプールして、エンド・ユーザー・アプリケーションに基づいた特定のDBMS資格証明でJDBC接続を使用できます。

JDBCデータ・ソースのアイデンティティ・ベースの接続プールを有効にするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCデータソースを選択します。
	「構成」を選択し、「アイデンティティ・オプション」を選択します。
	「アイデンティティ・ベース接続プーリングの有効化」チェック・ボックスを選択します。


注意:

「接続時のクライアントIDの設定」と「アイデンティティ・ベース接続プーリングの有効化」は、相互に排他的です。アプリケーション環境でセキュリティ資格証明を渡すために両方のメカニズムが必要だと思う場合は、別々のデータソース(1つは「接続時のクライアントIDの設定」用、もう1つは「アイデンティティ・ベース接続プーリングの有効化」用)を作成します。



このフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JDBCデータ・ソースのターゲット指定



始める前に

データベース接続の作成に使用するJDBCドライバが、データソースをデプロイするすべてのサーバー・インスタンスにインストールされていることを確認してください。DB2、Informix、Microsoft SQL Server、Sybase用のWebLogic Type 4 JDBCドライバなど、一部のJDBCドライバはWebLogic Serverとともにインストールされています。

JDBCドライバの使用の詳細は、「WebLogic ServerでのJDBCドライバの使用」を参照してください。

JDBCデータソースをターゲット指定すると、そのデータソースの新しいインスタンスがターゲット上に作成されます。ターゲットとしてサーバーを選択した場合、データ・ソースのインスタンスはそのサーバー上に作成されます。ターゲットとしてクラスタを選択した場合、データソースのインスタンスは、そのクラスタのメンバーであるすべてのサーバー・インスタンス上に作成されます。

JDBCデータ・ソースをターゲット指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、ターゲットにするJDBCデータソースを選択します。
	「ターゲット」を選択します。
	ターゲット・ページで、データ・ソースのデプロイ先となるサーバー・インスタンスまたはクラスタを選択します。
	「保存」をクリックして、JDBCデータソースの構成を保存し、選択したターゲットにデータソースをデプロイします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









JDBCデータ・ソースのタグの構成



特定のJDBCデータ・ソースのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータ・ソース」表で、構成するJDBCデータ・ソースの名前を選択します。
	「タグ」を選択します。
	「タグ」ページで、このJDBCデータ・ソースに関連付けられているタグを構成できます。

	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。


	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグをCoherenceアーカイブに関連付けます。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JDBCデータ・ソース・ノートの作成



JDBCデータ・ソース構成のノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、ノートを作成するJDBCデータ・ソースを選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









JDBCマルチ・データ・ソースの構成



マルチ・データ・ソースは、2つ以上のデータ・ソースの間に、接続リクエストに対するフェイルオーバー機能およびロード・バランシング機能を提供します。マルチ・データソースを作成する前に、マルチ・データソースで管理するデータソースを作成し、マルチ・データソースをデプロイするのと同じターゲットにそれらをデプロイする必要があります。基底のデータベースは、なんらかのデータ同期機能またはレプリケーション機能を備えている必要があります。WebLogic Serverは、これらのレプリケーションを処理しません。

特定のJDBCマルチ・データソースを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「JDBCデータ・ソース」を選択します。
	「JDBCデータソース」表で、構成するJDBCマルチ・データソースを選択します。
	一般設定を構成するには、「構成」、「一般」の順に選択します。

「一般構成」ページでは、このJDBCマルチ・データソースの次のような構成オプションを定義できます。

	
名前


	
JNDI名


	
アルゴリズム名


	
ビジー時はリクエストをフェイルオーバー


	
フェイルオーバーのコールバック・ハンドラ


	
テスト間隔




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	このJDBCマルチ・データソースの一部として含めるJDBCデータソースを選択するには、「構成」を選択し、「データソース」を選択します。
	このJDBCマルチ・データソースをターゲットのサーバー・インスタンスにデプロイするには、「ターゲット」を選択します。
	このJDBCマルチ・データソースをモニターするには、「JDBCマルチ・データソースのモニター」を参照してください。
	このJDBCマルチ・データソースを制御するには、「JDBCマルチ・データソースの制御」を参照してください。
	このJDBCデータソースの構成を記述したノートを作成するには、「ノート」を選択します。
	「保存」をクリックします。














13 WebLogic Server永続ストア


この章では、このドメインに作成された永続ストアをモニターおよび構成する方法について説明します。永続ストアとは、サブシステム・データを格納するための物理的なリポジトリです。

WebLogic Server永続ストアは、永続性を必要とするWebLogic Serverのサブシステムおよびサービスに対し、組込みの高性能なストレージ・ソリューションみを提供します。たとえば、これは、ストア・アンド・フォワード機能を使用して、送信された永続JMSメッセージを格納することも一時的に格納することもできます。永続ストアは、ファイルベースのストアまたはデータベース内でJDBCでアクセス可能なストアへの永続性に対応しています。詳細は、WebLogic永続ストアの管理のWebLogic永続ストアの使用に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
永続ストアの作成


	
永続ストアのモニター


	
ファイル・ストアのモニターおよび構成


	
JDBCストアのモニターおよび構成


	
レプリケートされたストアのモニターおよび構成


	
デフォルト・ストアのモニターおよび構成








永続ストアの作成


この項では、新しい永続ストアを作成する方法を説明します。この項で説明するタスクは、次のとおりです。

	
JDBCストアを作成します。


	
ファイル・ストアの作成


	
レプリケートされたストアの作成








JDBCストアを作成します。


	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このドメインで構成されているすべての永続ストアに関する情報が表示されます。




	「新規」をクリックして、「JDBCストア」を選択します。
	次の各ページで、JDBCストアの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、新しいJDBCストアの一般的な構成設定を定義します。





	
名前: JDBCストアの名前を入力します。


	
スコープ: この新しい永続ストアを作成するスコープを指定します。


	
データ・ソース: データ・ソースを選択するか、または「新しいデータ・ソースの作成」をクリックしてこのJDBCストアの新しいデータ・ソースを作成します。データ・ソースの作成の詳細は、「JDBCデータ・ソースの作成」を参照してください。


	
接頭辞名: 複数のインスタンスで使用するためにこのJDBCストア内の表名に付加する接頭辞名を指定します




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、JDBCストアをデプロイするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このJDBCストアの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











ファイル・ストアの作成


	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このドメインで構成されているすべての永続ストアに関する情報が表示されます。




	「新規」をクリックして、「ファイル・ストア」を選択します。
	次の各ページで、ファイル・ストアの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、新しいファイル・ストアの一般的な構成設定を定義します。





	
名前: ファイル・ストアの名前を入力します。


	
スコープ: この新しい永続ストアを作成するスコープを指定します。


	
ディレクトリ: ファイル・ストアを保持するディレクトリのファイル・システム上のパス名を入力します。このディレクトリは、使用しているシステム上に存在している必要があり、このページの設定を完了する前にディレクトリを作成しておいてください。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、ファイル・ストアをデプロイするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このファイル・ストアの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











レプリケートされたストアの作成


	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このドメインで構成されているすべての永続ストアに関する情報が表示されます。




	「新規」をクリックして、「レプリケートされたストア」を選択します。
	次の各ページで、ファイル・ストアの構成オプションを定義します。

	
一般設定


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般設定



「一般設定」ページで、新しいレプリケートされたストアの一般的な構成設定を定義します。





	
名前: レプリケートされたストアの名前を入力します。


	
ディレクトリ: レプリケートされたストアを保持するディレクトリのファイル・システム上のパス名を入力します。このディレクトリは、使用しているシステム上に存在している必要があり、このページの設定を完了する前にディレクトリを作成しておいてください。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、ファイル・ストアをデプロイするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このレプリケートされたストアの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。













永続ストアのモニター



現在のドメインに作成されているすべての永続ストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、現在のドメインに作成された永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示する永続ストアの名前を選択します。






サーバー永続ストアのモニター



特定のサーバー・インスタンスに作成されたすべての永続ストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成された管理サーバーおよび管理対象サーバーに関する情報が表示されます。




	「サーバー」表で、永続ストアをモニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、現在のサーバー・インスタンスに作成された永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示する永続ストアの名前を選択します。








クラスタ永続ストアのモニター



特定のクラスタに作成されたすべての永続ストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメインで構成されたクラスタに関する情報が表示されます。




	「クラスタ」表で、永続ストアをモニターするクラスタの名前を選択します。
	「WebLogicクラスタ」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、現在のクラスタに作成された永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示する永続ストアの名前を選択します。










ファイル・ストアのモニターおよび構成


ファイル・ストアは、永続JMSメッセージや恒久サブスクライバ情報などのサブシステム・データを格納するためのファイルベースのリポジトリです。

この項には、次の項目が含まれます。

	
ファイル・ストアのモニター


	
ファイル・ストアの構成


	
ファイル・ストア・ターゲットの選択


	
ファイル・ストア・ノートの作成








ファイル・ストアのモニター



特定の永続ファイル・ストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターするファイル・ストアの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」表には、この永続ファイル・ストアの次のような実行時統計が表示されます。

	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
物理書込み数


	
割当済のウィンドウ・バッファ・バイト数


	
割当済のIOバッファ・バイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、「コネクション」を選択します。

「コネクション」表には、すべてのアクティブなファイル・ストア接続の次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
オブジェクト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ファイル・ストアの構成



特定のファイル・ストアを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するファイル・ストアの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、このファイル・ストアの次のような構成設定を定義できます。

	
名前


	
ディレクトリ


	
同期書込みポリシー


	
キャッシュ・ディレクトリ




必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








ファイル・ストア・ターゲットの選択



特定のファイル・ストアをデプロイするターゲットを選択するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するファイル・ストアの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページで、このファイル・ストアをデプロイするサーバー・インスタンスまたは移行可能なターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








ファイル・ストア・ノートの作成



ファイル・ストアのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するファイル・ストアの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










JDBCストアのモニターおよび構成


JDBCストアは、永続JMSメッセージや恒久サブスクライバ情報などのサブシステム・データを格納するためのJDBCでアクセス可能なデータベースです。

この項には、次の項目が含まれます。

	
JDBCストアのモニター


	
JDBCストアの構成


	
JDBCストア・ターゲットの選択


	
JDBCストア・ノートの作成








JDBCストアのモニター



特定のJDBCストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターするJDBCストアの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」表には、このJDBCストアの次のような実行時統計が表示されます。

	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
物理書込み数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、「コネクション」を選択します。

「コネクション」表には、すべてのアクティブなJDBCストア接続の次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
オブジェクト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JDBCストアの構成



特定のJDBCストアを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するJDBCストアの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、このJDBCストアの次のような構成設定を定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
データソース


	
接頭辞名




必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JDBCストア・ターゲットの選択



特定のJDBCストアをデプロイするターゲットを選択するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するJDBCストアの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページで、このJDBCストアをデプロイするサーバー・インスタンスまたは移行可能なターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








JDBCストア・ノートの作成



JDBCストアのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するJDBCストアの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










レプリケートされたストアのモニターおよび構成


レプリケートされたストアは、永続JMSメッセージや恒久サブスクライバ情報などのサブシステム・データを格納するためのメモリー内ベースのリポジトリです。

この項には、次の項目が含まれます。

	
レプリケートされたストアのモニター


	
レプリケートされたストアのターゲットの選択


	
レプリケートされたストアのノートの作成








レプリケートされたストアのモニター



特定のレプリケートされたストアをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターするレプリケートされたストアの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」表には、このレプリケートされたストアの次のような実行時統計が表示されます。

	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
物理書込み数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、「コネクション」を選択します。

「コネクション」表には、すべてのアクティブなレプリケートされたストア接続の次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
オブジェクト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















レプリケートされたストアのターゲット選択



特定のレプリケートされたストアをデプロイするターゲットを選択するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するレプリケートされたストアの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページで、このレプリケートされたストアをデプロイするサーバー・インスタンスまたは移行可能なターゲットを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








レプリケートされたストアのノートの作成



レプリケートされたストアのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成するレプリケートされたストアの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










デフォルト・ストアのモニターおよび構成


この項では、静的および動的なデフォルト・ストアをモニターおよび構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
静的デフォルト・ストアのモニター


	
静的デフォルト・ストアの構成


	
静的デフォルト・ストア・メモの作成


	
動的デフォルト・ストアのモニター


	
動的デフォルト・ストアの構成








静的デフォルト・ストアのモニター



特定の静的デフォルト・ストアのモニタリング情報を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターする静的デフォルト・ストアの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」表には、この静的デフォルト・ストアの次のような実行時統計が表示されます。

	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
物理書込み数


	
割当済のウィンドウ・バッファ・バイト数


	
割当済のIOバッファ・バイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、「コネクション」を選択します。

「コネクション」表には、すべてのアクティブなデフォルト・ストア接続の次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
オブジェクト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















静的デフォルト・ストアの構成



特定の静的デフォルト・ストアを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、構成する静的デフォルト・ストアの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

「構成」ページでは、この静的デフォルト・ストアの次のような構成設定を定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
ディレクトリ


	
同期書込みポリシー


	
キャッシュ・ディレクトリ




必要に応じて、「拡張」を展開してこのクラスタの詳細設定を定義します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








静的デフォルト・ストア・ノートの作成



ファイル・ストアのノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、ノートを作成する静的デフォルト・ストアの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








動的デフォルト・ストアのモニター



特定の動的デフォルト・ストアのモニタリング情報を表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターする動的デフォルト・ストアの名前を選択します。
	「モニタリング」を選択し、「統計」を選択します。

「統計」表には、この動的デフォルト・ストアの次のような実行時統計が表示されます。

	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
物理書込み数


	
割当済のウィンドウ・バッファ・バイト数


	
割当済のIOバッファ・バイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「モニタリング」を選択し、「コネクション」を選択します。

「コネクション」表には、すべてのアクティブなデフォルト・ストア接続の次のような実行時統計が表示されます。

	
名前


	
作成数


	
読取り数


	
更新数


	
削除数


	
オブジェクト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















動的デフォルト・ストアの構成



特定の動的デフォルト・ストアを構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「永続ストア」の順に選択します。
	「永続ストア」表で、モニターする動的デフォルト・ストアの名前を選択します。
	「構成」を選択します。

この動的デフォルト・ストアの構成を表示または変更するには、「サーバー・テンプレート」をクリックします。

サーバー・テンプレートの構成の詳細は、「サーバー・テンプレートの構成」を参照してください。


















14 WebLogic Server XMLエンティティ・キャッシュ


この章では、現在のドメインに構成されたXMLエンティティ・キャッシュをモニターする方法について説明します。

WebLogic Serverが、URL、またはEARアーカイブのメイン・ディレクトリを基準とするパス名で参照される外部エンティティを、サーバーの起動時にキャッシュするか、エンティティが初めて参照されたときにキャッシュするように指定できます。これを指定するには、まずXMLエンティティ・キャッシュを作成してから、特定のエンティティに対してキャッシュするタイミングを指定します。

外部エンティティをキャッシュすると、リモート・アクセス時間が節約され、ネットワークまたは管理サーバーのダウンによりXMLドキュメントの解析中に管理サーバーにアクセスできなくなった場合には、ローカル・バックアップを利用できます。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
XMLエンティティ・キャッシュのモニター


	
XMLエンティティ・キャッシュのモニター








XMLエンティティ・キャッシュのモニター



現在のドメインに構成されたXMLエンティティ・キャッシュをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「XMLエンティティ・キャッシュ」の順に選択します。

「XMLエンティティ・キャッシュ」表には、現在のドメインに構成されたXMLエンティティ・キャッシュに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
キャッシュの場所


	
キャッシュ・メモリー・サイズ


	
キャッシュ・ディスク・サイズ


	
キャッシュ・タイムアウト間隔




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するXMLエンティティ・キャッシュの名前を選択します。








XMLエンティティ・キャッシュのモニター



XMLエンティティ・キャッシュごとに、一連の統計をモニターできます。統計は、キャッシュがどのように使用されているか、およびキャッシュの効果を示します。

特定のXMLエンティティ・キャッシュをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「XMLエンティティ・キャッシュ」の順に選択します。
	「XMLエンティティ・キャッシュ」表で、モニターするXMLエンティティ・キャッシュの名前を選択します。
	「現行」ページを選択して、このXMLエンティティ・キャッシュの現在の状態に関する次のような情報を表示します。

	
サーバー名


	
メモリー使用状況


	
ディスク使用状況


	
現在のエントリ総数


	
現在の永続エントリ総数


	
現在の一時エントリ総数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このXMLエンティティ・キャッシュに関する累積情報または履歴情報を表示するには、適切なページを選択します。

	
累積: このXMLエンティティ・キャッシュに関する(現在のセッションの)累積情報を、このキャッシュを使用する現在実行中のすべてのサーバー・インスタンスについて表示します。

詳細は、「構成オプション」を参照してください。


	
履歴: このXMLエンティティ・キャッシュに関する(XMLエンティティ・キャッシュの作成時以降の)履歴情報を、このキャッシュを使用する現在実行中のすべてのサーバー・インスタンスについて表示します。

詳細は、構成オプションを参照してください。



















15 Oracle Coherenceクラスタ


この章では、Oracle Coherenceクラスタをモニターする方法について説明します。Oracle Coherenceは、頻繁に使用されるデータへの高速かつ信頼性の高いアクセスを提供することにより、企業がミッションクリティカルなアプリケーションを計画的に拡張することを可能にするOracle Fusion Middlewareのコンポーネントです。

Oracle Coherenceでは、複数のサーバー間でメモリーのデータを自動的かつ動的にパーティション化することにより、サーバーの障害時にも継続的なデータの可用性およびトランザクションの整合性が確保されます。Oracle Coherenceは、共有インフラストラクチャとして、データの場所とローカル処理能力を結合し、リアルタイム・データ分析、インメモリ・グリッド計算、トランザクションおよびイベントの並列処理を実行します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Coherenceクラスタの作成


	
Oracle Coherenceクラスタのモニター








Oracle Coherenceクラスタの作成


この項では、管理対象Oracle Coherenceクラスタを作成する方法、およびスタンドアロンOracle Coherenceクラスタを追加する方法を説明します。管理対象Oracle Coherenceクラスタは、WebLogic Serverドメインの一部である管理対象Oracle Coherenceサーバーから構成されます。スタンドアロンOracle Coherenceクラスタは、WebLogic Serverドメインの一部ではないOracle Coherenceサーバーから構成されます。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
管理対象Oracle Coherenceクラスタの作成


	
スタンドアロンOracle Coherenceクラスタの追加








管理対象Oracle Coherenceクラスタの作成



新しい管理対象Oracle Coherenceクラスタを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「Coherenceクラスタ」の順に選択します。
	「管理対象」を選択します。

「Coherenceクラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されている管理対象Oracle Coherenceクラスタに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。

次の各ページで、新しい構成済クラスタの構成オプションを定義します。

	
プロパティ


	
メンバー


	
確認







	「作成」をクリックします。






プロパティ



「プロパティ」ページで、新しい管理対象Oracle Coherenceクラスタの一般的なクラスタ・プロパティを定義します。





	
名前: クラスタの一意の名前を入力します。


	
クラスタリング・モード: 「WebLogic Server内の構成」を選択した場合は、クラスタ・ネットワークの伝送のため、ユニキャストまたはマルチキャストのいずれかを選択します。


	
クラスタ・リスニング・ポート: 「WebLogic Server内の構成」を選択した場合は、クラスタのリスニング・ポートを入力します。Oracle Coherenceクラスタ・メンバーはこのポートを使用して、クラスタの検出と結合またはクラスタの作成を行います。デフォルト・ポートは7574です。


	
マルチキャスト・リスニング・アドレス: 「WebLogic Server内の構成」を選択し、マルチキャストを使用する場合は、クラスタのマルチキャスト・リスナーのIPアドレスを入力します。


	
カスタム構成ファイルの名前: 「カスタム構成ファイルの使用」を選択した場合は、クラスタのプロパティを定義するOracle Coherenceクラスタ構成ファイルの場所を入力します。「参照」をクリックしてファイルの場所に移動できます。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









メンバー



「メンバー」ページで、この管理対象Oracle Coherenceクラスタに関連付けるWebLogic Serverクラスタまたは特定の管理対象サーバーを指定できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、新しい管理対象Oracle Coherenceクラスタの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











スタンドアロンOracle Coherenceクラスタの追加



スタンドアロンOracle Coherenceクラスタを追加するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「Coherenceクラスタ」の順に選択します。
	「スタンドアロン」を選択します。

「Coherenceクラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されているスタンドアロンOracle Coherenceクラスタに関する情報が表示されます。




	「追加」をクリックします。
	「スタンドアロン・クラスタの追加」ページで、次のような既存のスタンドアロンOracle Coherenceクラスタの接続プロパティを入力します。

	
クラスタ名: クラスタ名を入力します。


	
クラスタ・ポート: クラスタ通信に使用されるポートを入力します。


	
ノート: クラスタに関する追加情報を入力します。


	
そのクラスタで認証が必要な場合は、「資格証明」セクションで、有効なユーザー名およびパスワードを入力します。


	
「管理ノード・ホスト」セクションで、JMX管理が有効になっているクラスタ・ノードのホスト名を入力します。「追加」をクリックして追加のホストを入力します。ホストを削除するには、ホストを選択して「削除」をクリックします。







	「追加」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









スタンドアロン・クラスタ設定の編集


この項では、スタンドアロン・クラスタ設定を編集する方法を説明します。この項では、次のタスクを取り上げます。

	
スタンドアロンOracle Coherenceクラスタの一般設定の編集


	
スタンドアロンOracle Coherenceクラスタのノートの編集








スタンドアロンOracle Coherenceクラスタの一般設定の編集



スタンドアロンOracle Coherenceクラスタの一般設定を編集するには:




	各テキスト・フィールドを選択して、必要に応じて値を更新します。
	「管理ノード・ホスト」セクションで、「追加」をクリックして新しいホストを入力するか、またはホストを選択して「削除」をクリックしてリストからホストを削除します。「ノート」列を使用して、ホストに関する追加情報を入力します。
	「保存」をクリックして、変更を保持します。「回復」をクリックすると、変更が破棄されます。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









スタンドアロンOracle Coherenceクラスタのノートの編集



スタンドアロンOracle Coherenceクラスタのノートを編集するには:




	テキスト・フィールドで、必要に応じてテキストを更新します。
	「保存」をクリックして、変更を保持します。「回復」をクリックすると、変更が破棄されます。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。













Oracle Coherenceクラスタのモニター


この項では、Oracle Coherenceクラスタをモニターする方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
管理対象Oracle Coherenceクラスタのモニター


	
スタンドアロンOracle Coherenceクラスタのモニター








管理対象Oracle Coherenceクラスタのモニター



管理対象Oracle Coherenceクラスタをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「Coherenceクラスタ」の順に選択します。
	「管理対象」を選択します。

「Coherenceクラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されている管理対象Oracle Coherenceクラスタに関する情報が表示されます。この表は、クラスタの構成方法の概要、およびクラスタの操作のステータスを示しています。

	
名前


	
ステータス


	
ロギング有効


	
メンバー


	
カスタム構成ファイル


	
クラスタリング・モード


	
トランスポート


	
セキュリティ・フレームワークの有効化


	
ユニキャスト・リスニング・ポート


	
ユニキャスト・ポートの自動調整


	
マルチキャスト・リスニング・アドレス


	
マルチキャスト・リスニング・ポート


	
存続時間




表の各列の詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表から、「名前」の列でクラスタを選択し、選択したクラスタの「Oracle Coherenceクラスタ・ホームページ」に移動します。このホームページでは、詳細なリソース・パフォーマンス・モニタリングが提供されます。








スタンドアロンOracle Coherenceクラスタのモニター



スタンドアロンOracle Coherenceクラスタをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「Coherenceクラスタ」の順に選択します。
	「スタンドアロン」を選択します。

「Coherenceクラスタ」表には、現在のドメイン内で構成されているスタンドアロンOracle Coherenceクラスタに関する情報が表示されます。この表は、接続設定の概要およびクラスタの操作のステータスを示しています。クラスタのリソースおよびパフォーマンス・モニタリングの詳細は、「ターゲット・ナビゲーション」メニューを使用して「Oracle Coherenceクラスタ・ホームページ」にアクセスします。

	
名前


	
ステータス


	
クラスタ・ポート


	
管理ノード・ホスト


	
ノート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表から、「名前」の列でクラスタを選択し、選択したクラスタの接続設定を編集します。

スタンドアロン・クラスタの接続設定の編集の詳細は、「スタンドアロン・クラスタ設定の編集」を参照してください。


















16 WebLogic Serverテンプレート


この章では、サーバー・テンプレートをモニターおよび構成する方法について説明します。サーバー・テンプレートには、一連のサーバー・インスタンスに適用でき、テンプレート構成を継承する、共通のデフォルト以外の設定および属性が含まれています。

サーバー・テンプレートによって、集中化された場所でのサーバー・インスタンスのグループの構成を簡単に管理できます。サーバー・テンプレートに共通の構成属性を定義し、他のサーバー・インスタンスにテンプレートを適用します。それぞれを手動で構成する必要はありません。すべてのサーバー・インスタンスにわたる属性を更新する必要がある場合、サーバー・テンプレートでその値を変更するのみで、新しい値は、そのサーバー・テンプレートを使用するすべてのサーバー・インスタンスで有効になります。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverドメイン構成の理解』のサーバー・テンプレートに関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
サーバー・テンプレートの作成


	
サーバー・テンプレートのモニター


	
サーバー・テンプレートの構成








サーバー・テンプレートの作成



新しいサーバー・テンプレートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「作成」ページで、新しいサーバー・テンプレートの次のような設定を定義できます。

	
名前


	
ノート




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








サーバー・テンプレートのモニター



ドメイン内に構成されているすべてのサーバー・テンプレートのステータスをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
クラスタ


	
マシン


	
リスニング・ポート


	
リスニング・アドレス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。












サーバー・テンプレートの構成


この項では、サーバー・テンプレートを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
サーバー・テンプレートの一般設定の構成


	
サーバー・テンプレートのクラスタ設定の構成


	
サーバー・テンプレート・サービスの構成


	
サーバー・テンプレート・キーストアの構成


	
サーバー・テンプレートのSSL設定の構成


	
サーバー・テンプレートのフェデレーション・サービスの構成


	
サーバー・テンプレートのデプロイメント設定の構成


	
サーバー・テンプレートのチューニングの構成


	
サーバー・テンプレートのオーバーロード設定の構成


	
サーバー・テンプレートのヘルス・モニタリングの構成


	
サーバー・テンプレートの起動の構成


	
サーバー・テンプレートのWebサービスの構成


	
サーバー・テンプレートのCoherenceクラスタ設定の構成


	
サーバー・テンプレートのプロトコルの構成


	
サーバー・テンプレート・ノートの作成








サーバー・テンプレートの一般設定の構成



テンプレートの一般設定の変更は、明示的にオーバーライドしないかぎり、テンプレートを参照する各サーバーに適用されます。

サーバー・テンプレートの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般設定」を選択します。
	「一般設定」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のような一般機能を構成できます。

	
マシン


	
クラスタ


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート有効


	
リスニング・ポート


	
SSLリスニング・ポートの有効化


	
SSLリスニング・ポート


	
クライアント証明書プロキシの有効化


	
Javaコンパイラ


	
診断ボリューム


	
デフォルトのデータ・ソース




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・テンプレートの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのクラスタ設定の構成



WebLogic Serverクラスタは、互いに連携するサーバーの集まりであり、スケーラビリティと信頼性の高いアプリケーション・プラットフォームを提供します。

サーバー・テンプレートのクラスタ構成設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「クラスタ」を選択します。
	「クラスタ」ページでは、サーバー・テンプレートの次のようなクラスタ構成を定義できます。

	
レプリケーション・グループ


	
セカンダリ・プリファレンス・グループ


	
クラスタの重み


	
インタフェース・アドレス


	
レプリケーション・ポート




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレート・サービスの構成



サーバー・テンプレートのサービス設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「サービス」を選択します。
	「サービス」ページでは、次のようなWebLogic Serverサービス構成設定を設定できます。

	
JMS


	
デフォルト・ストア


	
トランザクション・ログ


	
メッセージング・ブリッジ


	
XMLサービス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレート・キーストアの構成



キーストアを使用すると、秘密鍵と信頼性のある認証局(CA)を安全に保管および管理できます。メッセージ送信のセキュリティの管理に役立つ様々なキーストア構成の表示および定義ができます。

サーバー・テンプレートのキーストア設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。


	
「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。


	
「構成」を選択し、「キーストア」を選択します。


	
キーストア構成を変更するには、次の手順を実行します。

	
「変更」をクリックします。


	
「キーストア」メニューから、使用するキーストア構成を選択します。


	
「保存」をクリックします。





	
「キーストア」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のようなキーストア構成設定を定義できます。

	
アイデンティティ設定


	
信頼設定




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「保存」をクリックします。












サーバー・テンプレートのSSL設定の構成



メッセージ送信のセキュリティの管理に役立つ、サーバー・テンプレートの様々なSecure Sockets Layer (SSL)設定を表示および定義できます。

サーバー・テンプレートのSSL設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択して、「SSL」を選択します。
	「SSL」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のようなSSL構成設定を定義できます。

	
アイデンティティと信頼の場所


	
秘密鍵の場所


	
秘密鍵の別名


	
秘密鍵のパスフレーズ


	
証明書の場所


	
信頼性のある認証局




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・テンプレートの詳細構成設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのフェデレーション・サービスの構成



WebLogic ServerインスタンスをSAMLアサーションのプロデューサまたはコンシューマとして機能するように構成し、次の目的に使用することができます。





	
オンライン・ビジネス・パートナ間のWebシングル・サインオン


	
Webサービス・セキュリティのアイデンティティ情報の交換




フェデレーション・サービスの構成プロセスの概要は、使用しているSAMLのバージョンによって異なります。WebLogic Serverでは、SAML 1.1とSAML 2.0の両方がサポートされています。

SAML 1.1フェデレーション・パートナとして機能するようにWebLogic Serverを構成するには、次の手順を実行します。

	
SAML 1.1ソース・サービスの構成


	
SAML 1.1宛先サービスの構成




SAML 2.0フェデレーション・パートナとして機能するようにWebLogic Serverを構成するには、次の手順を実行します。

	
SAML 2.0の全般的なサービスの構成


	
SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成


	
SAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成










SAML 1.1ソース・サービスの構成



始める前に

最初に、サーバーのセキュリティ・レルムにSAML資格証明マッピングV2セキュリティ・プロバイダを構成する必要があります。

SAMLソース・サイトとして機能するようにWebLogic Serverインスタンスを構成できます。SAMLソース・サイトとは、サイト間転送サービス(Intersite Transfer Service: ITS)を提供するサイトです。ソース・サイトではアサーションが生成され、アサーションはシングル・サインオンのプロファイルの1つを使用して、宛先サイトに伝達されます。

サーバーをSAMLソース・サイトとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「フェデレーション・サービス」を選択し、「SAML 1.1ソース・サイト」を選択します。
	「ソース・サイトの有効化」属性を選択して、このサーバーがSAMLアサーションのソースとして機能するようにします。
	「SAML 1.1ソース・サイト」ページでは、このサーバーの次のような他の構成設定も定義できます。

	
ソース・サイトURL


	
署名鍵別名


	
サイト間転送URI


	
ITSでSSLが必要


	
アサーション取得用URI


	
ARSでSSLが必要


	
ARSで双方向SSL認証が必要


	
アサーション・ストアのクラス名


	
アサーション・ストアのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








SAML 1.1宛先サービスの構成



始める前に

最初に、サーバーのセキュリティ・レルムにSAMLアイデンティティ・アサーションV2セキュリティ・プロバイダを構成する必要があります。

SAML宛先サイトとして機能するようにWebLogic Serverインスタンスを構成できます。宛先サイトは、SAMLアサーションを受け取り、これらを使用してローカルのサブジェクトを認証できます。

サーバーをSAML宛先サイトとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「フェデレーション・サービス」を選択し、「SAML 1.1宛先サイト」を選択します。
	「宛先サイトの有効化」属性を選択してアサーション・コンシューマ・サービスを有効にします。
	「SAML 1.1宛先サイト」ページでは、このサーバーの次のような他の目的の構成設定も定義できます。

	
アサーション・コンシューマのURI


	
ACSでSSLが必要


	
SSLクライアント・アイデンティティ別名


	
POST受信者チェックの有効化


	
POST使用済みチェックの有効化


	
使用済アサーション・キャッシュのクラス名


	
使用済アサーション・キャッシュのプロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








SAML 2.0の全般的なサービスの構成



サーバーの全般的なSAML 2.0サービスを構成できます。フェデレーション・パートナにSAML 2.0 Webシングル・サインオン・サービスを構成すると、フェデレーション・パートナに送信するメタデータ・ファイルで、構成するサイト情報が公開されます。

このサーバーの全般的なSAML 2.0プロパティを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバーの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「フェデレーション・サービス」を選択し、「SAML 2.0全般」を選択します。
	「レプリケートされたキャッシュの有効化」属性を選択して、SAML 2.0アーティファクトを格納するための永続キャッシュを使用します。

このオプションは、ドメイン内の複数のWebLogic ServerインスタンスでSAML 2.0サービスを構成する場合に必要となります。たとえば、クラスタでSAML 2.0サービスを構成する場合は、個々の管理対象サーバー・インスタンスでこのオプションを有効化する必要があります。


注意:

ドメイン内の複数のWebLogic ServerインスタンスでSAML 2.0サービスを構成する場合は、RDBMSセキュリティ・ストアを構成する必要があります。これらの構成では、組込みLDAPサーバーはサポートされません。






	「サイト情報」セクションで、SAML 2.0サイトに関する次の情報を入力します。

	
連絡先の詳細


	
組織の名前とURL


	
公開サイトのURL。これは、サイトのSAML 2.0サービス・エンドポイントのトップレベルURLです。このURLには文字列/saml2を付加する必要があります。これが一定のサフィックスに自動的に結合され、完全なエンドポイントURLが作成されます。







	「バインディング」セクションで、このSAML 2.0サーバー・インスタンスで使用される一般的なバインディング情報を入力します。

トランスポート層セキュリティ・キー別名およびパスフレーズを指定しない場合、TLS別名には、サーバーのSSL構成の構成済のSSL秘密鍵別名およびパスフレーズがデフォルトで使用されます。




	このサーバー・インスタンス上でホストされているSAML 2.0セキュリティ・プロバイダに、アーティファクト・バインディングが有効化されている場合、「アーティファクト解決サービス」セクションでアーティファクト解決サービス設定を定義します。
	「シングル・サインオン」セクションで、フェデレーション・パートナに送信されるドキュメントの署名に使用されるキーのキーストア別名およびパスフレーズを入力します。

シングル・サインオン署名鍵別名およびパスフレーズを指定しない場合、サーバーのSSL構成の構成済SSL秘密鍵別名およびパスフレーズがデフォルトで使用されます。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。

終了後

このサーバーの全般的なSAML 2.0サービスを構成した後で、「SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ」ページまたは「SAML 2.0サービス・プロバイダ」ページを選択し、このサーバーをそれぞれアイデンティティ・プロバイダまたはサービス・プロバイダとして構成します。詳細は、SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成およびSAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成を参照してください。









SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ・サービスの構成



SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダのロールのサーバーを構成できます。SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダは、プリンシパルのアイデンティティ情報を作成、維持、管理したり、フェデレーション内の他のサービス・プロバイダ・パートナのSAML 2.0アサーションを生成して、そのようなパートナにプリンシパルの認証を提供します。

サーバーをSAML 2.0アイデンティティ・プロバイダとして構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「フェデレーション・サービス」を選択し、「SAML 2.0アイデンティティ・プロバイダ」を選択します。
	「有効」属性を選択して、アイデンティティ・プロバイダのロールのこのサーバーのSAML 2.0サービスをアクティブ化します。
	受信するすべての認証リクエストが署名されるようにするには、「署名された認証リクエストのみ受け入れる」を選択します。
	非認証リクエストが送信されるカスタム・ログインWebアプリケーションを使用している場合は、次の手順を実行します。

	
「ログインのカスタマイズ」を選択します。


	
カスタム・ログインWebアプリケーションのURLを入力します。


	
ログインの問合せの戻りパラメータを入力します

この問合せパラメータは、ローカルのシングル・サインオン・サービス・サーブレットのログインの戻りURLを保持するためにSAML 2.0サービスで使用される一意な文字列です。(代替方法として、ログインの戻りURLは、ログインWebアプリケーションで指定することもできます。)







	このサーバーが有効化されるSAMLバインディングを設定し、目的のバインディング・タイプを選択します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。

終了後

フェデレーション・パートナと調整し、このSAMLオーソリティに対して有効化したSAMLバインディングと、署名ドキュメントの要件がパートナと互換性を持つようにします。









SAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成



WebLogic ServerインスタンスをSAML 2.0サービス・プロバイダとして構成できます。サービス・プロバイダは、SAMLアサーションを受け取り、それらのアサーションからアイデンティティ情報を抽出することができるSAMLオーソリティです。抽出されたアイデンティティ情報は、ローカルのサブジェクトや必要に応じてグループにマップされ、これらが認証可能になります。

サーバーをSAML 2.0サービス・プロバイダとして構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「フェデレーション・サービス」を選択し、「SAML 2.0サービス・プロバイダ」を選択します。
	「有効」属性を選択し、アイデンティティ・プロバイダとして機能するこのサーバーのSAML 2.0サービスをアクティブ化します。
	必要に応じて、ローカルのSAML 2.0サービス・プロバイダ・サービスの構成オプションを設定します。次の点に注意してください。

	
「常に認証リクエストに署名」および「署名されたアサーションのみ受け入れる」のオプションを希望どおりに、またフェデレーション・パートナと調整されるように選択して、認証リクエストおよびアサーションが受け入れられるようにします。


	
このサーバーのSAMLバインディング設定をフェデレーション・パートナに伝達し、互換性を確保します。







	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。

終了後

フェデレーション・パートナと調整し、このSAMLオーソリティに対して有効化したSAMLバインディングと、署名ドキュメントの要件がパートナと互換性を持つようにします。











サーバー・テンプレートのデプロイメント設定の構成



サーバー・テンプレートのデプロイメント設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」ページでは、サーバー・テンプレートの次のようなデフォルトのデプロイメント・ステージング構成を定義できます。

	
ステージング・モード


	
ステージング・ディレクトリ名


	
アップロード・ディレクトリ名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのチューニングの構成



サーバー・テンプレートのチューニング設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「チューニング」を選択します。
	「チューニング」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のようなチューニングのパフォーマンスと機能の設定を定義できます。

	
ネイティブIOの有効化


	
JavaSocketMuxerソケット・リーダー


	
ギャザー書込みの有効化


	
スキャタ読取りの有効化


	
最大オープン・ソケット数


	
StuckThreadMaxTime


	
スタック・スレッド・タイマー間隔


	
バックログの受入れ


	
ログイン・タイムアウト


	
SSLログイン・タイムアウト


	
逆引きDNSの許可




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・テンプレートの詳細設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのオーバーロード設定の構成



サーバー・テンプレートのオーバーロード設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「オーバーロード」を選択します。
	「オーバーロード」ページでは、次のような設定を含め、オーバーロード時または障害時のWebLogic Serverの対応を構成できます。

	
ワーク・マネージャの共有容量


	
障害時のアクション


	
危機的状況のアクション


	
空きメモリー比率の最大しきい値


	
空きメモリー比率の最小しきい値


	
スタック・スレッド最大時間


	
スタック・スレッド数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのヘルス・モニタリングの構成



WebLogic Serverには、自己ヘルス・モニタリング機能が備わっており、この機能を使用することでWebLogic Serverドメイン内にあるサーバーの信頼性や可用性を向上させることができます。各サーバー内の選択されたサブシステムは、そのサブシステムに固有の条件に基づいて自身のヘルス・ステータスをモニターします。

サーバー・テンプレートのヘルス・モニタリング設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「ヘルス・モニタリング」を選択します。
	「ヘルス・モニタリング」ページでは、次のような設定を定義することで、サーバーの自動ヘルス・チェックの頻度、およびノード・マネージャ・アプリケーション(オプション)がサーバーのヘルス状態をチェックする頻度を構成できます。

	
ヘルス・チェック間隔


	
失敗時の自動強制停止


	
自動再起動


	
再起動間隔


	
期間内の最大再起動回数


	
再起動遅延秒数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートの起動の構成



ノード・マネージャは、正常または予期しない状態にあるサーバーを起動、中断、停止および再起動するのに使用するWebLogic Serverユーティリティです。

サーバー・テンプレートの起動設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「サーバーの起動」を選択します。
	「サーバーの起動」ページでは、次のような設定を含め、ノード・マネージャがリモート・マシンでこのサーバーを起動するために使用する起動設定を構成できます。

	
Javaホーム


	
Javaベンダー


	
BEAホーム


	
ルート・ディレクトリ


	
クラス・パス


	
引数


	
セキュリティ・ポリシー・ファイル


	
ユーザー名


	
パスワード


	
パスワードの確認




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのWebサービスの構成


この項では、サーバー・テンプレートのWebサービスを構成する方法について説明します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
サーバー・テンプレートのバッファリング設定の構成


	
サーバー・テンプレートの信頼できるメッセージングの構成


	
サーバー・テンプレートの論理ストアの表示








サーバー・テンプレートのバッファリング設定の構成



サーバー・テンプレートのメッセージング・バッファリングの設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「Webサービス」を選択し、「バッファリング」を選択します。
	「バッファリング」ページでは、サーバー・テンプレートのWebサービスの次のようなメッセージ・バッファリング設定を定義できます。

	
再試行回数


	
再試行の遅延


	
リクエスト・キューの有効化


	
リクエスト・キューの接続ファクトリのJNDI名


	
リクエスト・キュー・トランザクションの有効化


	
レスポンス・キューの有効化


	
レスポンス・キューの接続ファクトリのJNDI名


	
レスポンス・キュー・トランザクションの有効化




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートの信頼できるメッセージングの構成



Webサービスの信頼性のあるメッセージングとは、ある1つのアプリケーション・サーバーで実行中のアプリケーションが、別のアプリケーション・サーバーで実行中のWebサービスを確実に呼び出せるフレームワークです。ここでは、双方のサーバーでWS-Reliable Messaging仕様が実装されていることが前提となっています。信頼性のある、とは2つのWebサービス間でのメッセージの配信を保証できるということです。

サーバー・テンプレートの信頼できるメッセージング設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「Webサービス」を選択し、「信頼できるメッセージ」を選択します。
	「信頼できるメッセージ」ページでは、Webサービス・エンドポイントの次のような信頼できるメッセージング構成設定をカスタマイズできます。

	
基本の再送信間隔


	
再送信間隔の指数関数的バックオフの有効化


	
非バッファ送信元


	
非バッファ宛先


	
確認応答の間隔


	
非アクティブ・タイムアウト


	
順序の有効期限




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートの論理ストアの表示



論理ストアとは、名前付きのストレージ・ユニットで、ビジネス上の構成要件を示し、Webサービスを物理キューとバッファリング・キューに接続します。

サーバー・テンプレートに構成された論理ストアを表示するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、表示するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「Webサービス」を選択し、「論理ストア」を選択します。
	「論理ストア」ページでは、現在のWebLogicドメインに構成された各論理ストアに関する次のような情報を表示できます。

	
名前


	
永続性方式


	
リクエスト・バッファリング・キューのJNDI名


	
レスポンス・バッファリング・キューのJNDI名


	
デフォルト




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















サーバー・テンプレートのCoherenceクラスタ設定の構成



サーバー・テンプレートのCoherence設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「Coherence」を選択します。
	「Coherence」ページから、このサーバー・テンプレートに使用するCoherenceクラスタを選択でき、次のような構成設定を定義できます。

	
ユニキャスト・リスニング・アドレス


	
ユニキャスト・リスニング・ポート


	
ユニキャスト・ポートの自動調整


	
ローカル記憶域有効


	
Coherence Webローカル・ストレージの有効化


	
Coherence管理ノード


	
サイト名


	
ラック名


	
ロール名




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのプロトコルの構成


この項では、サーバー・テンプレートのプロトコルを構成する方法について説明します。

この項には、次の項目が含まれます。

	
サーバー・テンプレートのプロトコルの一般設定の構成


	
サーバー・テンプレートのHTTP設定の構成


	
サーバー・テンプレートのjCOM設定の構成


	
サーバー・テンプレートのIIOP設定の構成


	
サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定のモニター


	
サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定の構成








サーバー・テンプレートのプロトコルの一般設定の構成



サーバー・テンプレートのプロトコルの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、「一般設定」を選択します。
	「一般設定」ページでは、このサーバー・テンプレートで使用する様々な通信プロトコルに関する次のような接続設定を定義できます。

	
完了メッセージ・タイムアウト


	
アイドル接続タイムアウト


	
トンネリングの有効化


	
トンネリング・クライアントPing


	
トンネリング・クライアント・タイムアウト


	
最大メッセージ・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのHTTP設定の構成



サーバー・テンプレートのHTTPプロトコル設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、次に「HTTP」を選択します。
	「HTTP」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のようなHTTP設定を定義できます。

	
デフォルトWebアプリケーションのコンテキスト・ルート


	
POSTタイムアウト


	
最大POSTサイズ


	
キープアライブの有効化


	
期間


	
HTTPS期間


	
フロントエンド・ホスト


	
フロントエンドHTTPポート


	
フロントエンドHTTPSポート


	
WAPの有効化


	
リモート・アドレスのオーバーライド


	
サーバー・ヘッダーの送信


	
getRealPath()でコンテキスト・パスを許可


	
HTTPの最大メッセージ・サイズ


	
トンネリングの有効化


	
トンネリング・クライアントPing


	
トンネリング・クライアント・タイムアウト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのjCOM設定の構成



サーバー・テンプレートのJava to COM (jCOM)プロトコル設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、「jCOM」を選択します。
	「jCOM」ページでは、このサーバー・テンプレートの次のようなjCOMプロトコル設定を定義できます。

	
COMの有効化


	
NT認証ホスト


	
ネイティブ・モードの有効化


	
冗長ロギングの有効化


	
メモリー・ロギングの有効化


	
列挙値のプリフェッチ


	
アパートメント・スレッド




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのIIOP設定の構成



サーバー・テンプレートのInternet Inter-ORB Protocol (IIOP)設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、「IIOP」を選択します。
	「IIOP」ページで、このサーバー・テンプレートに対してIIOPを有効化できます。

詳細は、「構成オプション」を参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このサーバー・テンプレートの詳細構成設定を定義します。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定のモニター



サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネルのプロトコル設定をモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。

「サーバー・テンプレート」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各サーバー・テンプレートに関する情報が表示されます。




	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、「チャネル」を選択します。
	「チャネル」表には、このサーバー・テンプレートに構成された各ネットワーク・チャネルに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
プロトコル


	
有効


	
リスニング・アドレス


	
リスニング・ポート


	
パブリック・アドレス


	
パブリック・ポート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル設定の構成



サーバー・テンプレートのネットワーク・チャネル・プロトコル設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前を選択します。
	「プロトコル」を選択し、「チャネル」を選択します。
	「チャネル」表で、構成するチャネルの名前を選択します。
	「構成」を選択します。
	「一般」ページでは、ネットワーク・チャネルの次のような一般構成設定を定義できます。

	
名前


	
プロトコル


	
リスニング・ポート


	
リスニング・アドレス


	
外部リスニング・アドレス


	
外部リスニング・ポート


	
有効




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このネットワーク・チャネルの詳細構成設定を定義できます。




	「保存」をクリックします。
	「セキュリティ」ページでは、ネットワーク・チャネルの次のようなセキュリティ構成オプションを定義できます。

	
双方向SSL有効


	
クライアント証明書の強制




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「拡張」を展開し、このネットワーク・チャネルの詳細構成設定を定義できます。




	「保存」をクリックします。










サーバー・テンプレート・ノートの作成



サーバー構成のノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「サーバー・テンプレート」の順に選択します。
	「サーバー・テンプレート」表で、構成するサーバー・テンプレートの名前をクリックします。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。















17 WebLogic Server OSGiフレームワーク


この章では、このドメインに作成されたOSGiフレームワークをモニターおよび構成する方法について説明します。

OSGiとは、Oracleも加入しているOSGi Allianceによって開発および維持されているJavaモジュール化システムです。OSGiの一般情報は、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』のOSGiの理解に関する項を参照してください。

OSGiフレームワークには、パッケージ化、ライフサイクル管理、アクティブ・レジストリなど、OSGi機能を利用するアプリケーションをサポートするためのOSGiランタイム環境が用意されています。詳細は、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』のWebLogic ServerアプリケーションのOSGiバンドルの開発に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
OSGiフレームワークのモニター


	
OSGiフレームワークの構成








OSGiフレームワークのモニター



現在のドメインに構成されているすべてのOSGiフレームワークをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。

「OSGiフレームワーク」表には、現在のドメインに構成されたOSGiフレームワークに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ファクトリ実装クラス


	
グローバル・ワーク・マネージャの登録


	
グローバル・データ・ソースの登録


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するOSGiフレームワークの名前を選択します。






サーバーOSGiフレームワークのモニター



特定のサーバー・インスタンスに構成されているすべてのOSGiフレームワークをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「サーバー」を選択します。

「サーバー」表には、現在のドメインに構成された管理サーバーおよび管理対象サーバーに関する情報が表示されます。




	「サーバー」表で、OSGiフレームワークをモニターするサーバー・インスタンスの名前を選択します。
	「WebLogic Server」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。

「OSGiフレームワーク」表には、現在のサーバー・インスタンスに構成されたOSGiフレームワークに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ファクトリ実装クラス


	
グローバル・ワーク・マネージャの登録


	
グローバル・データ・ソースの登録


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するOSGiフレームワークの名前を選択します。








クラスタOSGiフレームワークのモニター



特定のクラスタに構成されているすべてのOSGiフレームワークをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから「環境」を選択し、「クラスタ」を選択します。

「クラスタ」表には、現在のドメインで構成されたクラスタに関する情報が表示されます。




	「クラスタ」表で、OSGiフレームワークをモニターするクラスタの名前を選択します。
	「WebLogicクラスタ」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。

「OSGiフレームワーク」表には、現在のクラスタに構成されたOSGiフレームワークに関する情報が表示されます。

	
名前


	
ファクトリ実装クラス


	
グローバル・ワーク・マネージャの登録


	
グローバル・データ・ソースの登録


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するOSGiフレームワークの名前を選択します。










OSGiフレームワークの構成



この項では、現在のドメインに作成されたOSGiフレームワークを構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。





	
OSGiフレームワークの構成


	
OSGiフレームワークのターゲット指定


	
OSGiフレームワーク・ノートの作成










OSGiフレームワークの構成



現在のドメイン内のOSGiフレームワークの構成を変更するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。

「OSGiフレームワーク」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各OSGiフレームワークに関する情報が表示されます。




	「OSGiフレームワーク」表で、構成するOSGiフレームワークの名前を選択します。
	「構成」ページでは、このOSGiフレームワークの次のような一般設定を構成できます。

	
ファクトリ実装クラス


	
グローバル・ワーク・マネージャの登録


	
グローバル・データ・ソースの登録


	
ブート委任


	
追加システム・パッケージ


	
インストール・バンドルのデプロイ


	
初期プロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








OSGiフレームワークのターゲット指定



サーバー・インスタンスまたはクラスタをOSGiフレームワークに割り当てることができます。OSGiフレームワークは、選択するサーバー・インスタンスまたはクラスタにデプロイされます。

OSGiフレームワークをターゲット指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。

「OSGiフレームワーク」表には、現在のWebLogic Serverドメインに構成された各OSGiフレームワークに関する情報が表示されます。




	「OSGiフレームワーク」表で、サーバー・インスタンスまたはクラスタに割り当てるOSGiフレームワークの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。
	「ターゲット」ページでは、次の操作を実行します。

	
OSGiフレームワークに割り当てるサーバー・インスタンスまたはクラスタの横にあるチェック・ボックスを選択します。


	
サーバー・インスタンスまたはクラスタからOSGiフレームワークを削除するには、OSGiフレームワークを削除するサーバー・インスタンスまたはクラスタの横にあるチェック・ボックスの選択を解除します。




詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








OSGiフレームワーク・ノートの作成



OSGiフレームワーク構成のノートを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「OSGiフレームワーク」の順に選択します。
	「OSGiフレームワーク」表で、ノートを作成するOSGiフレームワークの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。















18 WebLogic Serverセキュリティ


この章では、セキュリティ・レルムを作成およびモニターする方法、およびWebLogic Serverのユーザーやグループをモニターおよび構成する方法を説明します。

1つのセキュリティ・レルムはWebLogic Serverリソースを保護する複数のメカニズムで構成されています。各セキュリティ・レルムには、一連の構成済セキュリティ・プロバイダ、ユーザー、グループ、セキュリティ・ロール、およびセキュリティ・ポリシーが含まれています。ユーザーはセキュリティ・レルムで定義されていないと、そのセキュリティ・レルムに属するWebLogic Serverリソースにアクセスできません。ユーザーが特定のWebLogic Serverリソースにアクセスしようとした場合、WebLogic Serverは、関連するセキュリティ・レルムでそのユーザーに割り当てられているセキュリティ・ロールと、その特定のWebLogic Serverリソースのセキュリティ・ポリシーをチェックして、ユーザーを認証および認可します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインするには、管理者ロールが必要です。詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のセキュリティの構成に関する項を参照してください。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
セキュリティ・レルムの作成


	
セキュリティ・レルムのモニター


	
WebLogic Serverユーザーおよびグループのモニター


	
WebLogic Serverユーザーの構成


	
WebLogic Serverグループの構成








セキュリティ・レルムの作成



新しいセキュリティ・レルムを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「セキュリティ・レルム」の順に選択します。

「セキュリティ・レルム」表には、現在のドメインに構成されているセキュリティ・レルムに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「セキュリティ・レルムの作成」ページで、「名前」フィールドに新しいセキュリティ・レルムの名前を入力します。
	「作成」をクリックします。



新しいセキュリティ・レルムには、デフォルトの構成設定で次のWebLogic Serverセキュリティ・プロバイダが含まれています。

	
DefaultAuthenticator


	
DefaultIdentityAsserter


	
SystemPasswordValidator


	
XACMLAuthorizer


	
DefaultAdjudicator


	
XACMLRoleMapper


	
DefaultCredentialMapper


	
WebLogicCertPathProvider




セキュリティ・レルムを作成した後で、WebLogic Server管理コンソールからセキュリティ・プロバイダおよびプロバイダの設定を変更できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。









セキュリティ・レルムのモニター



ドメイン内に構成されているセキュリティ・レルムをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「セキュリティ・レルム」の順に選択します。

「セキュリティ・レルム」表には、現在のドメインに構成されているセキュリティ・レルムに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
デフォルト・レルム


	
デプロイの資格証明マッピングを無視


	
デプロイのポリシーを無視


	
デプロイのロールを無視




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















WebLogic Serverユーザーおよびグループのモニター


この項では、ドメインのユーザーとグループをモニターする方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
ユーザーのモニター


	
グループのモニター








ユーザーのモニター



ユーザーをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
グループ


	
プロバイダ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















グループのモニター



グループをモニターするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「グループ」ページを選択します。

「グループ」表には、現在のドメイン内で構成されたグループに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
プロバイダ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















WebLogic Serverユーザーの構成


この項では、WebLogic Serverドメインのユーザーを生成および構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
新規ユーザーを作成


	
ユーザー一般設定の構成


	
ユーザー・パスワード設定の構成


	
ユーザー属性設定の構成


	
ユーザー・グループ設定の構成








新規ユーザーを作成



新しいユーザーを作成するには、次のステップを実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
グループ


	
プロバイダ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。
	「ユーザーの作成」ページでは、新しいユーザーの次のようなプロパティを定義できます。

	
名前(一意である必要があります)


	
説明


	
プロバイダ


	
パスワード




これらのフィールドの詳細は、 構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








ユーザー一般設定の構成



ユーザーの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する情報が表示されます。




	「ユーザー」表で、構成するユーザーの名前を選択します。
	「一般設定」を選択します。
	「一般設定」ページから、選択されたユーザーの説明を変更できます。「説明」フィールドに説明を入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ユーザー・パスワード設定の構成



ユーザーのパスワード設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する情報が表示されます。




	「ユーザー」表で、構成するユーザーの名前を選択します。
	「パスワード」を選択します。
	「パスワード」ページから、選択されたユーザーのパスワードを変更できます。「新規パスワード」および「パスワードの確認」フィールドにパスワードを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ユーザー属性設定の構成



ユーザーの属性設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する情報が表示されます。




	「ユーザー」表で、構成するユーザーの名前を選択します。
	「属性」を選択します。
	「属性」ページから、選択されたユーザーの属性値を変更できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








ユーザー・グループ設定の構成



ユーザーのグループ設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「ユーザー」ページを選択します。

「ユーザー」表には、現在のドメイン内で構成されたユーザーに関する情報が表示されます。




	「ユーザー」表で、構成するユーザーの名前を選択します。
	「グループ」を選択します。
	「グループ」ページから、選択されたユーザーのグループ・メンバーシップを変更できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










WebLogic Serverグループの構成


この項では、WebLogic Serverドメインのグループを生成および構成する方法について説明します。この項には、次の項目が含まれます。

	
新規グループの作成


	
グループ一般設定の構成


	
グループ・メンバーシップ設定の構成








新規グループの作成



新しいグループを作成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「グループ」ページを選択します。

「グループ」表には、現在のドメイン内で構成されたグループに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
プロバイダ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。
	「新規グループの作成」ページでは、新しいグループの次のようなプロパティを定義できます。

	
名前(一意である必要があります)


	
説明


	
プロバイダ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








グループ一般設定の構成



グループの一般設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「グループ」ページを選択します。

「グループ」表には、現在のドメインで構成されたグループに関する情報が表示されます。




	「グループ」表で、構成するグループの名前を選択します。
	「一般設定」を選択します。
	「一般設定」ページから、選択されたグループの説明を変更できます。「説明」フィールドに説明を入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








グループ・メンバーシップ設定の構成



グループのメンバーシップ設定を構成するには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューから、「セキュリティ」、「ユーザーとグループ」の順に選択します。




	「グループ」ページを選択します。

「グループ」表には、現在のドメインで構成されたグループに関する情報が表示されます。




	「グループ」表で、構成するグループの名前を選択します。
	「メンバーシップ」を選択します。
	「メンバーシップ」ページから、選択されたグループのグループ・メンバーシップを構成できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。














19 WebLogic Server診断


この章では、診断システム・モジュールを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。診断システム・モジュールは、サーバーまたはサーバー・リソースの側面を監視するために構成するソフトウェア・コンポーネントです。この章ではまた、ポリシーおよびアクションを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについても説明します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
診断システム・モジュールの作成


	
診断システム・モジュールのモニター


	
診断システム・モジュールの制御および構成


	
ポリシーおよびアクションの作成および構成


	
診断イメージのモニター








診断システム・モジュールの作成



新しい診断システム・モジュールを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。

「診断モジュール」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されている診断システム・モジュールに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「診断モジュールの作成」ページで、この新しい診断システム・モジュールのプロパティを定義します。

	
名前: この診断システム・モジュールの名前を入力します。


	
スコープ: メニューからこの診断システム・モジュールのスコープを選択します。


	
説明: この診断システム・モジュールを識別するために役立つ説明を入力します。


	
組込み診断システム・モジュールのテンプレートとしての使用: このチェック・ボックスを選択して、組込み診断システム・モジュールを新しい診断システム・モジュールのテンプレートとして使用します。

組込み診断システム・モジュールをテンプレートとして使用すると、簡単、迅速かつ効率的に診断システム・モジュールを作成できます。テンプレートとして使用する特定の組込みモジュールを選択してから、組込みモジュールの構成を必要に応じて変更します。


	
組込み診断システム・モジュール: テンプレートとして組込み診断システム・モジュールを使用する場合は、このメニューから3つの組込み診断システム・モジュールのうちのいずれかを選択します(低、中または高)。







	「作成」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









診断システム・モジュールのモニター



ドメイン内の診断システム・モジュールをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。

「診断モジュール」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されている診断システム・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
ターゲット


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












診断システム・モジュールの制御および構成


この項では、次のタスクを取り上げます。

	
診断システム・モジュールの制御


	
一般的な構成設定の定義


	
収集対象メトリック設定の構成


	
新規の収集対象メトリックの作成


	
収集対象メトリックの構成


	
ポリシーおよびアクションの構成


	
診断システム・モジュールのターゲット選択








診断システム・モジュールの制御



診断システム・モジュールを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、制御する診断システム・モジュールを選択します。
	「制御」を選択します。

「制御」ページで、ドメイン構成を変更せずに、診断システム・モジュールをアクティブ化または非アクティブ化できます。




	この表で、診断システム・モジュールのターゲットとするサーバー・インスタンスの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「アクティブ化」をクリックして、ターゲットに指定されたサーバー・インスタンスの診断システム・モジュールをアクティブにします。「非アクティブ化」をクリックして、ターゲットに指定されたサーバー・インスタンスの診断システム・モジュールを非アクティブにします。

詳細は、構成オプションを参照してください。












一般的な構成設定の定義



特定の診断システム・モジュールの一般的な構成設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。
	「一般構成」ページから、この診断システム・モジュールの次のような一般的な構成設定を定義できます。

	
名前


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








収集対象メトリック設定の構成



特定の診断システム・モジュールの収集対象メトリックのポリシーおよびアクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「収集対象メトリック」の順に選択します。
	「収集対象メトリック」ページから、この診断システム・モジュールの次のような収集対象メトリック設定を定義できます。

	
有効


	
サンプリング期間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








新規の収集対象メトリックの作成



新しい収集対象メトリックを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「収集対象メトリック」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、収集対象メトリックの構成オプションを定義します。

	
収集プロパティ


	
メトリック収集の追加プロパティ


	
インスタンスの選択







	「作成」をクリックして、新しい収集対象メトリックの作成を完了します。






収集プロパティ



「収集プロパティ」ページで、一般メトリックの接続プロパティを定義します。





	
MBeanサーバーの場所: 構成するメトリックのWebLogic Server MBeanサーバーを選択します。ServerRuntimeMBeanまたはDomainRuntimeMBeanのいずれかを選択できます。


	
次のリストからMBeanのタイプを選択: 既存のWebLogic Server MBeanを使用する場合は、このオプションを選択します。メニューから、データの収集元となるWebLogic Server MBeanを選択します。


	
カスタムMBeanのタイプを入力: カスタムMBeanタイプを入力する場合は、このオプションを選択します。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









メトリック収集の追加プロパティ



「メトリック収集の追加プロパティ」ページで、モニターするMbeanを個々に選択できます。「収集対象の属性」セクションで、「使用可能」リストから1つまたは複数の属性を選択します。右矢印ボタンをクリックして、それらを「選択済」リストに移動します。

「属性式」フィールドで、複合またはネストされた属性を収集する属性式を入力できます。各式の新しい行を開始します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









インスタンスの選択



「インスタンスの選択」ページで、モニターするMbeanを個々に選択できます。「収集対象のインスタンス」セクションで、「使用可能」リストから1つまたは複数のインスタンスを選択します。右向きの矢印ボタンをクリックして、インスタンスを「選択済み」リストに移動します。

「インスタンス式」フィールドで、インスタンス式を入力できます。各式の新しい行を開始します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











収集対象メトリックの構成


この項では、収集対象メトリックを構成する方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
一般設定の構成


	
インスタンス設定の構成








一般設定の構成



メトリックの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「収集対象メトリック」の順に選択します。

「収集対象メトリック」表に、この診断システム・モジュールで作成されたメトリックに関する情報が表示されます。




	構成するメトリックを選択します。
	「一般」を選択します。
	「一般」ページから、この既存メトリックの次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
メトリックの種類


	
MBeanサーバーの場所


	
メトリックの有効化


	
収集対象の属性


	
属性式




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








インスタンス設定の構成



メトリックのインスタンス設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「収集対象メトリック」の順に選択します。

「収集対象メトリック」表に、この診断システム・モジュールで作成されたメトリックに関する情報が表示されます。




	構成するメトリックを選択します。
	「インスタンス」を選択します。
	「インスタンス」ページから、この既存メトリックの次のようなインスタンス構成設定を表示および定義できます。

	
メトリックの種類


	
収集対象のインスタンス


	
追加インスタンス




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。










ポリシーおよびアクションの構成



診断システム・モジュールのポリシーおよびアクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」の順に選択します。
	「ポリシーとアクション」ページから、この診断システム・モジュールの次のようなポリシーおよびアクション設定を定義できます。

	
有効


	
重大度


	
ログ・ポリシー重大度







	「適用」をクリックします。






ポリシーのモニター



診断システム・モジュールで構成されているポリシーをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、モニターする診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。

「ポリシー」表に、この診断システム・モジュールで構成されているポリシーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ルール・タイプ


	
有効


	
アラームのタイプ




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。







「ポリシー」ページで、「作成」をクリックして診断システム・モジュールの新しいポリシーを作成することもできます。詳細は、「新規のポリシーの作成」を参照してください。ポリシーを構成するには、表からポリシーを選択します。詳細は、「ポリシーの構成」を参照してください。









アクションのモニター



診断システム・モジュールで構成されているアクションをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、モニターする診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。

「アクション」表に、この診断システム・モジュールで構成されているアクションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
有効




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。







「アクション」ページで、「作成」をクリックして診断システム・モジュールの新しいアクションを作成することもできます。詳細は、「新規のアクションの作成」を参照してください。アクションを構成するには、表からアクションを選択します。詳細は、「アクションの構成」を参照してください。











診断システム・モジュールのターゲット選択



この診断システム・モジュールをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「ターゲット」を選択します。
	この診断システム・モジュールをデプロイするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










ポリシーおよびアクションの作成および構成


この項では、診断システム・モジュールのポリシーおよびアクションを作成する方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
新規のポリシーの作成


	
ポリシーの構成


	
新規のアクションの作成


	
アクションの構成








新規のポリシーの作成



特定の診断システム・モジュールの新しいポリシーを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、ポリシーの構成オプションを定義します。

	
ポリシー構成


	
式/スマート・ルール


	
スケジュール


	
アラーム


	
アクション







	「作成」をクリックして、新しいポリシーの作成を完了します。






ポリシー構成



「ポリシー構成」ページで、新しいポリシーの一般的なポリシー構成設定を定義します。





	
ポリシー名: ポリシーの名前を入力します。


	
ルール・タイプ: 「ルール・タイプ」メニューからルールを選択します。

	
「カレンダ・ベース」を選択して、設定したスケジュールに基づくルールを設定します。


	
「収集対象メトリック」を選択して、MBean属性から収集されるメトリックに基づくルールを設定します。


	
「ドメイン・ログ」を選択して、ドメイン・ログに書き込まれたデータに基づくルールを設定します。


	
「イベント・データ」を選択して、指定されたインストゥルメンテーション・イベントから生成されるデータに基づくルールを設定します。


	
「サーバー・ログ」を選択して、サーバー・ログに書き込まれたデータに基づくルールを設定します。


	
「スマート・ルール・ベース」を選択して、組込みのスマート・ルールに基づいたルールを設定します。





	
有効: このポリシーを有効にする場合は、「有効」チェック・ボックスを選択します。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









式/スマート・ルール



「式/スマート・ルール」で、組込みのスマート・ルールを選択するか式を作成することで、このポリシーにポリシー式を割り当てます。





	
組込みのスマート・ルールを使用してこのポリシーにポリシー式を割り当てるには、「スマート・ルール」を選択して、メニューから必要なスマート・ルールを選択します。スマート・ルールを選択すると、スマート・ルールの説明に加え、選択したスマート・ルールの引数をリストして説明する表が表示されます。「値」フィールドに適切な引数値を入力します。


	
このポリシーの新しい式を作成するには、「式」を選択して新しいポリシー式を入力します。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









スケジュール



「スケジュール」ページで、このポリシーのスケジュールを設定します。





	
開始時間: 「時」、「分」および「秒」の各フィールドを使用して、このポリシーの開始時刻を設定します。また、「AM」または「PM」を選択して時刻を指定します。


	
繰返し: メニューからこのポリシーのスケジュールを選択します。

	
「N秒ごと」を選択して、N秒ごとに実行するようにポリシーを設定します。


	
「N分ごと」を選択して、N分ごとに実行するようにポリシーを設定します。


	
「N時間ごと」を選択して、N時間ごとに実行するようにポリシーを設定します。


	
「特定の曜日」を選択して、指定した曜日の同じ時間に実行するようにポリシーを設定します。


	
「月の特定の日付」を選択して、指定した日の同じ時間に実行するようにポリシーを設定します。





	
頻度: このポリシーのスケジュールの頻度を指定します。「繰返し」フィールドで選択したスケジュールにより、このフィールドに指定できる値が変わります。

	
「繰返し」フィールドで、「N秒ごと」、「N分ごと」または「N時間ごと」を選択した場合は、「頻度」フィールドに適切な値を指定します。また、上矢印や下矢印を使用して目的の値を選択することもできます。たとえば、「繰返し」フィールドで「N分ごと」を選択し、30分ごとにポリシーを実行するように選択した場合は、「頻度」フィールドに30を入力します。


	
「繰返し」フィールドで「特定の曜日」を選択した場合は、「頻度」フィールドで適切な日のチェック・ボックスを選択します。たとえば、毎週水曜日と金曜日に実行するようにポリシーをスケジュールするには、「水曜日」と「金曜日」のチェック・ボックスを選択します。


	
「繰返し」フィールドで「月の特定の日付」を選択した場合は、「頻度」フィールドで適切な日のチェック・ボックスを選択します。たとえば、月の15日目と20日目にポリシーを実行するようにスケジュールするには、15と20のチェック・ボックスを選択します。







これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









アラーム



「アラーム」ページで、ポリシーのアラーム設定およびアラーム・リセット設定を指定します。





	
ポリシー・アラーム: ポリシーのアラーム・リセット設定を選択します。「アラームを使用しない」、「手動リセットのアラームを使用する」または「自動リセットのアラームを使用する」を選択できます。


	
自動リセット期間: 「ポリシー・アラーム」設定として「自動リセットのアラームを使用する」を選択した場合は、アラームに、秒単位の自動リセット期間を入力します。このリセット期間は、ポリシーがtrueと評価された後、アラームが自動的にリセットされるまで待機する時間間隔です。この値は保存する前にミリ秒に変換されます。たとえば、50秒と入力すると、50000ミリ秒として保存されます。デフォルトのリセット間隔は60000ミリ秒、すなわち60秒です。設定可能な最小値は1秒(1000ミリ秒)です。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









アクション



「アクション」ページで、ポリシーにスケーリングおよびその他のアクションを割り当てることができます。





	
アクションのスケール・アップ: ポリシーにスケール・アップ・アクションを割り当てます。スケール・アップ・アクションの作成の詳細は、「スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成」を参照してください。


注意:

ポリシーには、スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションのいずれか1つのスケーリング・アクションのみを割り当てることができます。非スケーリング・アクションは、いくつでも割り当てられます。




	
アクションのスケール・ダウン: ポリシーにスケール・ダウン・アクションを割り当てます。スケール・ダウン・アクションの作成の詳細は、「スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成」を参照してください。


	
診断アクション: 「使用可能」列から「選択済」列に移動することで、ポリシーに割り当てるアクション(スケーリング・アクションは除く)を選択します。




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。











ポリシーの構成


ポリシーとは、特定の診断状態を観察し、構成されているルールに基づいて1つまたは複数のアクションを送信するように構成できる監視です。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
一般的なポリシー設定の構成


	
ポリシー式の構成


	
ポリシー・スケジュール設定の構成


	
ポリシー・アラーム設定の構成


	
アクションのポリシーへの割当て








一般的なポリシー設定の構成



ポリシーの一般設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「ポリシー」表で、構成するポリシーを選択します。
	「一般」を選択します。
	「一般構成」ページから、このポリシーの次のような一般的な構成設定を定義できます。

	
ポリシー名


	
モジュール名


	
ルール・タイプ


	
有効




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








ポリシー式の構成



ポリシーのポリシー式を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「ポリシー」表で、構成するポリシーを選択します。
	「式」を選択します。
	「式」フィールドで、このポリシー用に新しい式を入力するか、既存のものを更新します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








ポリシー・スケジュール設定の構成



ポリシーのスケジュール設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「ポリシー」表で、構成するポリシーを選択します。
	「スケジュール」を選択します。
	「スケジュール」の構成ページで、このポリシーの次のようなスケジュール設定を定義できます。

	
開始時間


	
繰返し


	
頻度




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








ポリシー・アラーム設定の構成



ポリシーのアラーム設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「ポリシー」表で、構成するポリシーを選択します。
	「アラーム」を選択します。
	「アラーム」の構成ページから、このポリシーの次のようなアラーム構成設定を定義できます。

	
ポリシー・アラーム


	
自動リセット期間




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








アクションのポリシーへの割当て



ポリシーのアクション設定を定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「ポリシー」の順に選択します。
	「ポリシー」表で、構成するポリシーを選択します。
	「アクション」を選択します。
	「アクション」の構成ページから、ポリシーにスケーリングおよび非スケーリング・アクションを割り当てることができます。

このポリシーにスケーリング・アクションを割り当てるには、「アクションのスケール・アップ」または「アクションのスケール・ダウン」のいずれかを選択して、メニューから必要なスケーリング・アクションを選択します。あるいは、「スケール・アップ・アクションの作成」または「スケール・ダウン・アクションの作成」をクリックして、このポリシーの新しいスケーリング・アクションを作成します。スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成の詳細は、「スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成」を参照してください。


注意:

1つのポリシーに割当可能なスケーリング・アクションは1つのみですが、非スケーリング・アクションは1つのポリシーにいくつでも割当可能です。



このポリシーに非スケーリング・アクションを割り当てるには、必要なアクションを「使用可能」列から「選択済」列に移動します。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。










新規のアクションの作成



特定の診断システム・モジュールの新しいアクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックして、作成するアクションのタイプを選択します。次のアクション・タイプを作成できます。

	
SMTP (電子メール)アクションの作成


	
JMSメッセージ・アクションの作成


	
診断イメージ・アクションの作成


	
JMX通知アクションの作成


	
SNMPトラップ・アクションの作成


	
RESTアクションの作成


	
スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成













SMTP (電子メール)アクションの作成



新しいSMTP (電子メール)アクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「SMTP(電子メール)」を選択します。
	「アクションの作成: SMTP(電子メール)」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
メール・セッション名


	
電子メールの宛先


	
電子メールの件名を入力してください。


	
電子メールの件名


	
電子メールの本文を入力してください。


	
電子メールの本文




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








JMSメッセージ・アクションの作成



新しいJMSメッセージ・アクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「JMSメッセージ」を選択します。
	「アクションの作成: JMSメッセージ」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
JMS宛先のJNDI名


	
接続ファクトリのJNDI名




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








診断イメージ・アクションの作成



新しい診断イメージ・アクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「診断イメージ」を選択します。
	「アクションの作成: 診断イメージ」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
イメージ・ディレクトリ


	
ロックアウト時間(分)




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








JMX通知アクションの作成



新しいJMX通知アクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「JMX通知」を選択します。
	「アクションの作成: JMX通知」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
通知のタイプ


	
アクションの有効化




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








SNMPトラップ・アクションの作成



新しいSNMPトラップ・アクションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「SNMPトラップ」を選択します。
	「アクションの作成: SNMPトラップ」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








RESTアクションの作成



新しいRESTアクションを作成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「REST」を選択します。
	「アクションの作成: REST」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
エンドポイントURL


	
呼出しメソッド・タイプ


	
HTTP認証モード


	
HTTP認証ユーザー名


	
HTTP認証パスワード




「カスタム・アクションのプロパティ」フィールドで、RESTエンド・ポイントに配信されるJSONオブジェクトをカスタマイズするためのプロパティを追加および削除できます。新しいプロパティを追加するには、「追加」をクリックして、プロパティの「名前」および「値」を入力します。プロパティを削除するには、「削除」をクリックします。

これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。








スケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションの作成



この項では、新しいスケール・アップまたはスケール・ダウン・アクションを作成する方法を説明します。


注意:

スケーリング・アクションの作成には、動的クラスタが必要です。







新しいスケール・アップ・アクションを作成する手順:





	
「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。


	
「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。


	
「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。


	
「作成」をクリックし、メニューから「スケール・アップ」を選択します。


	
「アクションの作成: スケール・アップ」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
サービス名


	
スケール・タイプ


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ


	
必要なサーバー数




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。


	
「作成」をクリックします。








新しいスケール・ダウン・アクションを作成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「作成」をクリックし、メニューから「スケール・ダウン」を選択します。
	「アクションの作成: スケール・ダウン」ページで、このアクションの次のような構成設定を定義できます。

	
アクション名


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
サービス名


	
スケール・タイプ


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ


	
必要なサーバー数




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「作成」をクリックします。










アクションの構成


この項では、次のタスクを取り上げます。

	
SMTPアクションの構成


	
JMSメッセージ・アクションの構成


	
診断イメージ・アクションの構成


	
JMX通知アクションの構成


	
SNMPトラップ・アクションの構成


	
RESTアクションの構成


	
スケール・アップ・アクションの構成


	
スケール・ダウン・アクションの構成








SMTPアクションの構成



SMTP (電子メール)アクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するSMTPアクションを選択します。
	「SMTP」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
電子メールの宛先


	
メール・セッション名


	
電子メールの件名を入力してください。


	
電子メールの件名


	
電子メールの本文を入力してください。


	
電子メールの本文




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








JMSメッセージ・アクションの構成



JMSメッセージ・アクションを構成するには




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するJMSメッセージを選択します。
	「JMSメッセージ」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
JMS宛先のJNDI名


	
接続ファクトリのJNDI名




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








診断イメージ・アクションの構成



診断イメージ・アクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成する診断イメージを選択します。
	「診断イメージ」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
イメージ・ディレクトリ


	
ロックアウト時間(分)




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








JMX通知アクションの構成



JMX通知アクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するJMX通知を選択します。
	「JMX」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
通知のタイプ




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








SNMPトラップ・アクションの構成



SNMPトラップ・アクションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するSNMPトラップ・アクションを選択します。
	「SNMPトラップ」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








RESTアクションの構成



RESTアクションを構成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するRESTアクションを選択します。
	「REST」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
エンドポイントURL


	
呼出しメソッド・タイプ


	
HTTP認証モード


	
HTTP認証ユーザー名


	
HTTP認証パスワード


	
カスタム・プロパティ




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








スケール・アップ・アクションの構成



スケール・アップ・アクションを構成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するスケール・アップ・アクションを選択します。
	「アクションのスケール・アップ」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
サービス名


	
スケール・タイプ


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ


	
必要なサーバー数




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。








スケール・ダウン・アクションの構成



スケール・ダウン・アクションを構成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断モジュール」の順に選択します。
	「診断モジュール表で、構成する診断システム・モジュールを選択します。
	「構成」、「ポリシーとアクション」、「アクション」の順に選択します。
	「アクション」表で、構成するスケール・ダウン・アクションを選択します。
	「アクションのスケール・ダウン」の構成ページで、このアクションの次のような構成設定を表示または定義できます。

	
名前


	
タイプ


	
タイムアウト(秒で指定)


	
アクションの有効化


	
サービス名


	
スケール・タイプ


	
現在のクラスタ・サイズ


	
最大クラスタ・サイズ


	
最小クラスタ・サイズ


	
必要なサーバー数




これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。












診断イメージのモニター



WebLogic Server診断サービスで提供されている診断イメージ機能では、問題やパッケージを診断するのに使用される主要なサーバーの状態について、共通の情報を収集し、単一のファイルまたは診断イメージの形で提示します。サーバーの診断イメージが保存されるデフォルトの出力先ディレクトリを指定でき、サーバー・イメージの即時キャプチャを開始できます。

ドメイン内の診断イメージをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン内でキャプチャされた診断イメージに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
出力先ディレクトリ


	
タイムアウト


	
最後のアクションのステータス




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表の表示オプション


	
開くまたは閉じる


	
最初にスクロールまたは最後にスクロール


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します













診断イメージのキャプチャ



診断イメージをキャプチャするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン内でキャプチャされた診断イメージに関する情報が表示されます。




	「診断イメージ」表で、イメージをキャプチャするサーバー・インスタンスが含まれる行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「イメージのキャプチャ」をクリックします。
	「診断イメージのキャプチャ」ページで、この画像に対する次の情報を入力します。

	
出力先ディレクトリ


	
タイムアウト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「イメージのキャプチャ」をクリックします。








キャプチャした診断イメージのダウンロード



キャプチャした診断イメージをダウンロードするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン内でキャプチャされた診断イメージに関する情報が表示されます。




	「診断イメージ」表で、イメージをダウンロードするサーバー・インスタンスが含まれる行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「キャプチャしたイメージのダウンロード」をクリックします。
	「キャプチャしたイメージのダウンロード」ページで、ダウンロードする画像を選択して「ダウンロード」をクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。


















20 WebLogic Serverメール・セッション


この章では、メール・セッションを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。メール・セッションによってJavaMail APIの使用プロセスが容易になります。JavaMail APIを使用すると、アプリケーションおよびその他のJava EEモジュールからネットワーク上またはインターネット上のインターネット・メッセージ・アクセス・プロトコル(IMAP)対応メール・サーバーおよび簡易メール転送プロトコル(SMTP)対応メール・サーバーにアクセスできます。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
メール・セッションの作成


	
メール・セッションのモニター


	
メール・セッションの構成








メール・セッションの作成



新しいメール・セッションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、新しいメール・セッションの構成設定を定義します。

	
一般構成


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般構成



「一般構成」ページで、新しいメール・セッションの一般的な構成設定を定義できます。





	
名前: 新しいメール・セッションに付ける名前を入力します。


	
スコープ: このメール・セッションのスコープ(グローバル、リソース・グループ・テンプレートまたはドメイン・リソース・グループ・パーティション)を選択します


	
JNDI名: この新しいメール・セッションの一意のJNDI名を入力します。


	
セッション・ユーザー名: この新しいメール・セッション用のユーザー名の資格証明を入力します。


	
セッション・パスワード/セッション・パスワードの確認: この新しいメール・セッション用のパスワード資格証明を入力し、確認します。


	
Javaメール・プロパティ: 「追加」をクリックしてこの新しいメール・セッションにプロパティを追加し、既存のメール・サーバーに接続するための情報を指定します。各プロパティは名前=値のペアで表現します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、この新しいメール・セッションのターゲットとするサーバーおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、このメール・セッションの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











メール・セッションのモニター



ドメイン内のメール・セッション構成をモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ












メール・セッションの構成



この項では、メール・セッションを構成する方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。





	
メール・セッションの一般設定の構成


	
メール・セッションのターゲット指定


	
メール・セッションのタグの構成


	
メール・セッションのノートの作成










メール・セッションの一般設定の構成



メール・セッションの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する情報が表示されます。




	「メール・セッション」表で、構成するメール・セッションを選択します。
	「全般」ページを選択します。

「一般」ページで、メール・セッションの次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
JNDI名


	
セッション・ユーザー名


	
セッション・パスワード




「Javaメール・プロパティ」セクションで、「追加」をクリックし、「名前」および「値」を入力して、メール・セッションに新しいJavaメール・プロパティを追加します。




	「適用」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、「構成オプション」を参照してください。









メール・セッションのターゲット指定



メール・セッションを作成した後、1つまたは複数の、サーバー・インスタンスまたはクラスタに割り当てます(ターゲットを指定します)。

メール・セッションのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する情報が表示されます。




	「メール・セッション」表で、構成するメール・セッションを選択します。
	「ターゲット」ページを選択します。

「ターゲット」ページで、この新しいメール・セッションのターゲットとするサーバーおよびクラスタを選択します。ターゲット名の隣にあるチェック・ボックスを選択して、このメール・セッションで使用するターゲットを指定します。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









メール・セッションのタグの構成



メール・セッションに関連付けられているタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する情報が表示されます。




	「メール・セッション」表で、構成するメール・セッションを選択します。
	「タグ」ページを選択します。

「タグ」ページで、「使用可能」列から「選択済」列にタグを移動して、このメール・セッションのタグを選択できます。さらに、「新規タグの追加」フィールドに新しいタグを入力できます。




	「適用」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









メール・セッションのノートの作成



メール・セッションのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「メール・セッション」の順に選択します。

「メール・セッション」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されているメール・セッションに関する情報が表示されます。




	「メール・セッション」表で、構成するメール・セッションを選択します。
	「ノート」ページを選択します。

「ノート」ページでノートを入力します。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。















21 WebLogic Server外部JNDIプロバイダ


この章では、外部JNDIプロバイダを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。外部JNDIプロバイダは、WebLogic Server環境の外部にあるJNDIツリーを表します。これは、別のサーバー環境内にあるJNDIツリーでも、外部Javaプログラム内のJNDIツリーでもあり得ます。外部JNDIプロバイダを設定することで、WebLogic Serverインスタンス内でバインドされたオブジェクトを使用する場合と同じくらい容易に、リモート・オブジェクトをルックアップおよび使用できます。つまり、単一のWebLogic Server接続を使用して、ローカル・オブジェクトにもリモート・オブジェクトにもアクセスできます。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
外部JNDIプロバイダの作成


	
外部JNDIプロバイダのモニター


	
外部JNDIプロバイダの構成








外部JNDIプロバイダの作成



新しい外部JNDIプロバイダを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。

「外部JNDIプロバイダ」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されている外部JNDIプロバイダに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、新しい外部JNDIプロバイダの構成設定を定義します。

	
一般構成


	
ターゲット


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般構成



「一般構成」ページで、新しい外部JNDIプロバイダの一般的な構成設定を定義できます。





	
名前: 外部JNDIプロバイダの名前を入力します。


	
スコープ: この外部JNDIプロバイダのスコープを選択します。


	
初期コンテキスト・ファクトリ: JNDIプロバイダにアクセスするためにインスタンス化する必要のあるクラスの名前を入力します。このクラス名は、JNDIプロバイダと、使用されているベンダーによって決まります。この値は標準のJNDIプロパティjava.naming.factory.initialに対応します。


	
プロバイダURL: WebLogic ServerがJNDIプロバイダへのアクセスに使用するURLを入力します。この値は標準のJNDIプロパティjava.naming.provider.urlに対応します。


	
ユーザー: 外部JNDIへのアクセスが認可されているユーザーの名前を入力します。


	
パスワード: パスワードを入力します。


	
パスワードの確認: ユーザーのパスワードを確認します。


	
プロパティ: 「追加」をクリックして、JNDIプロバイダに設定する必要のある他のプロパティを指定します。これらのプロパティは直接JNDIプロバイダのInitialContextクラスのコンストラクタに渡されます。各プロパティは、カンマで区切られたname=valueのペアで表現します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ターゲット



「ターゲット」ページで、外部JNDIプロバイダのターゲットとするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。

詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、この外部JNDIプロバイダの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











外部JNDIプロバイダのモニター



このドメイン内に構成されている外部JNDIプロバイダをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。

「外部JNDIプロバイダ」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内に構成されている外部JNDIプロバイダに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
プロバイダURL


	
ユーザー


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート


	
ドメイン・パーティション


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ












外部JNDIプロバイダの構成


外部JNDIプロバイダは、WebLogic Server環境の外部にあるJNDIツリーを表します。これは、別のサーバー環境内にあるJNDIツリーでも、外部Javaプログラム内のJNDIツリーでもあり得ます。外部JNDIプロバイダを設定することで、WebLogic Serverインスタンス内でバインドされたオブジェクトを使用する場合と同じくらい容易に、リモート・オブジェクトをルックアップおよび使用できます。つまり、単一のWebLogic Server接続を使用して、ローカル・オブジェクトにもリモート・オブジェクトにもアクセスできます。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
外部JNDIプロバイダの一般設定の構成


	
外部JNDIオブジェクト・リンクの構成


	
外部JNDIオブジェクト・リンクの作成


	
1つの外部JNDIオブジェクト・リンクの構成


	
外部JNDIプロバイダのタグの構成


	
外部JNDIプロバイダのターゲット指定


	
外部JNDIプロバイダのノートの作成








外部JNDIプロバイダの一般設定の構成



特定の外部JNDIプロバイダの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「構成」を選択し、「一般」を選択します。
	「一般設定」ページから、この外部JNDIプロバイダの次のような構成情報を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
プロバイダURL


	
ユーザー


	
パスワード


	
パスワードの確認


	
プロパティ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








外部JNDIオブジェクト・リンクの構成



外部JNDIオブジェクト・リンクは、外部(リモート)のJNDIツリーにあるオブジェクトへのローカル・リンクを表します。外部JNDIプロバイダを作成後に、ローカルJNDIツリーにある名前と、リモート・ツリーにあるオブジェクトとの間に関係を設定する外部JNDIリンクを追加できます。

外部JNDIオブジェクト・リンクを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「構成」、「リンク」の順に選択します。
	「リンク」ページから、この外部JNDIプロバイダに関連付けられている外部JNDIオブジェクト・リンクに関する次のような構成情報を表示できます。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	新しい外部JNDIリンクを作成するには、「作成」をクリックします。外部JNDIオブジェクト・リンクの作成を参照してください。
	既存の外部JNDIリンクを削除するには、外部JNDIリンクを選択して「削除」をクリックします。








外部JNDIオブジェクト・リンクの作成



JNDIプロバイダへのオブジェクト・リンクを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、オブジェクト・リンクを作成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「構成」、「リンク」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	次の各ページで、新しい外部JNDIオブジェクト・リンクの構成設定を定義します。

	
一般構成


	
確認







	「作成」をクリックします。






一般構成



「一般構成」ページで、新しい外部JNDIオブジェクト・リンクの一般的な構成設定を定義できます





	
名前: 外部JNDIリンクの名前を入力します。


	
ローカルJNDI名: ローカル・サーバーのJNDIツリーでリモートJNDIオブジェクトにバインドされ、ローカル・サーバーのオブジェクトをルックアップするために使用される名前を指定します。


	
リモートJNDI名: 外部JNDIディレクトリでルックアップされる、リモート・オブジェクトの名前を指定します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









確認



「確認」ページで、この外部JNDIオブジェクト・リンクの構成を確認します。

詳細は、構成オプションを参照してください。











1つの外部JNDIオブジェクト・リンクの構成



外部JNDIオブジェクト・リンクは、外部(リモート)のJNDIツリーにあるオブジェクトへのローカル・リンクを表します。外部JNDIプロバイダを作成後に、ローカルJNDIツリーにある名前と、リモート・ツリーにあるオブジェクトとの間に関係を設定する外部JNDIリンクを追加できます。

この項では、次のタスクを取り上げます。





	
外部JNDIリンクの一般設定の構成


	
外部JNDIリンクのノートの作成










外部JNDIリンクの一般設定の構成



外部JNDIオブジェクト・リンクの一般設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「構成」、「リンク」の順に選択します。
	「外部JNDIリンク」表で、構成する外部JNDIオブジェクト・リンクの名前を選択します。
	「一般」を選択します。
	「一般」ページから、この外部JNDIオブジェクト・リンクに関する次のような一般情報を構成できます。

	
名前


	
ローカルJNDI名


	
リモートJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「適用」をクリックします。








外部JNDIリンクのノートの作成



この外部JNDIリンクの構成を説明するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「構成」、「リンク」の順に選択します。
	「外部JNDIリンク」表で、構成する外部JNDIオブジェクト・リンクの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。










外部JNDIプロバイダのタグの構成



特定の外部JNDIプロバイダのタグを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「タグ」を選択します。
	「タグ」ページで、この外部JNDIプロバイダに関連付けられているタグを構成できます。

	
「新規タグの追加」で、タグ名を入力して新しいタグを作成します。


	
「タグ」で、既存のタグを「使用可能」列から「選択済」列に移動して、そのタグを外部JNDIプロバイダに関連付けます。




詳細は、「構成オプション」を参照してください。




	「適用」をクリックします。








外部JNDIプロバイダのターゲット指定



特定の外部JNDIプロバイダのターゲットを指定するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「ターゲット」を選択します。
	「ターゲット」ページから、この外部JNDIプロバイダのターゲットにするWebLogic Serverインスタンスおよびクラスタを指定できます。

詳細は、「構成オプション」を参照してください。../FMWCH/pagehelp/Corecorejndiforeignjndiprovidertargetdeploytitle.html




	「保存」をクリックします。








外部JNDIプロバイダのノートの作成



この外部JNDIプロバイダの構成を説明するノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「その他のサービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。
	「外部JNDIプロバイダ」表で、構成する外部JNDIプロバイダの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、../FMWCH/pagehelp/Corecorejndiforeignjndiprovidernotestitle.html「構成オプション」を参照してください。




	「保存」をクリックします。














22 WebLogic Server OTDランタイム


この章では、Oracle Traffic Director (OTD)のランタイム構成を登録およびモニターするために実行するタスクについて説明します。OTDは、受信したクライアント・リクエストを大規模エンタープライズ向けのOracle WebLogic Server Multitenant (MT)デプロイメント・トポロジに分散させることができ、サーバーのライフ・サイクルおよびドメイン・パーティション管理の統合されたエンド・ツー・エンドの管理を可能にします。

ロード・バランシングのためのOTDの使用方法の詳細手順は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
OTDランタイムの登録


	
OTDランタイムとドメイン・パーティションの関連付け


	
OTDランタイムのモニター


	
OTDランタイムの構成








OTDランタイムの登録



OTDランタイムは、ドメイン・パーティションで使用する前に登録する必要があります。

新しいOTDランタイム構成を登録するには:




	OTDランタイムを作成します。このタスクには、OTD管理サーバーを使用します。

手順の詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「OTDランタイム」の順に選択します。

「OTDランタイム」表には、現在のドメイン内で構成されている各ランタイムに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
OTD構成名

管理サーバー・ホスト

管理サーバー・ポート

ユーザー名

OTDドメイン名







	「レジスタ・ランタイム」をクリックします。
	「ランタイムの登録」ページで、ランタイムの構成設定を定義します。

	
ランタイム名: 新しいランタイムの選択の名前を入力します。


	
OTD構成名: 登録する既存のOTD構成の名前を入力します。これは、OTD管理サーバーでOTD構成を作成したときに指定した正確な名前です。


	
管理サーバー・ホスト: OTD管理サーバーのホスト名を入力します。


	
管理サーバー・ポート: OTD管理サーバーのポート名を入力します。たとえば、8001となります。


	
ユーザー名: OTD管理サーバーの管理者のユーザー名を入力します。たとえば、weblogicとなります。


	
パスワード: OTD管理サーバーの管理者のパスワードを入力します。


	
OTDドメイン名: OTDインスタンスのドメイン名を入力します。たとえば、otd_domainです。







	「OK」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









OTDランタイムとドメイン・パーティションの関連付け



OTDランタイムとドメイン・パーティションを関連付けるには:




	OTDランタイムを作成します。このタスクには、OTD管理サーバーを使用します。

手順の詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。




	「OTDランタイムの登録」の説明に従ってOTDランタイムを登録します。
	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。




	OTDランタイムを構成するドメイン・パーティションを選択します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「ロード・バランシング構成」の順に選択します。
	「ロード・バランシングにOTDを使用します」のコントロールを設定します。
	OTDランタイムのメニューから、登録したOTDランタイムを選択します。
	「保存」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









OTDランタイムのモニター



ドメイン・パーティションのOTDランタイムをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。

パーティションがOTDに関連付けられている場合は、「パーティション」表にOTDのパーティション名が表示されます。




	OTDランタイムをモニターするドメイン・パーティションを選択します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「ロード・バランシング構成」の順に選択します。
	「ロード・バランシングにOTDを使用します」コントロールが設定されている場合は、OTDランタイム・メニューに、現在のドメイン・パーティションで使用されているランタイムの名前が示されます。








OTDランタイムの構成



既存のOTDランタイムは変更できません。変更するには、新しいOTDランタイムを作成して必要とする変更を行う必要があり、必要に応じて既存のOTDランタイムを削除します。

新しいOTDランタイム構成を構成するには:




	OTDランタイムを作成します。このタスクには、OTD管理サーバーを使用します。

手順の詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「OTDランタイム」の順に選択します。

「OTDランタイム」表には、現在のドメイン内で構成されている各ランタイムに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
OTD構成名

管理サーバー・ホスト

管理サーバー・ポート

ユーザー名

OTDドメイン名







	「新規ランタイムの登録」をクリックします。
	「ランタイムの登録」ページで、ランタイムの構成設定を定義します。

	
ランタイム名: 新しいランタイムの選択の名前を入力します。


	
OTD構成名: 登録する既存のOTD構成の名前を入力します。これは、OTD管理サーバーでOTD構成を作成したときに指定した正確な名前です。


	
管理サーバー・ホスト: OTD管理サーバーのホスト名を入力します。


	
管理サーバー・ポート: OTD管理サーバーのポート名を入力します。たとえば、8001となります。


	
ユーザー名: OTD管理サーバーの管理者のユーザー名を入力します。たとえば、weblogicとなります。


	
パスワード: OTD管理サーバーの管理者のパスワードを入力します。


	
OTDドメイン名: OTDインスタンスのドメイン名を入力します。たとえば、otd_domainです。







	「OK」をクリックします。
	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。




	OTDランタイムを構成するドメイン・パーティションを選択します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「ロード・バランシング構成」の順に選択します。
	「ロード・バランシングにOTDを使用します」のコントロールを設定します。
	OTDランタイムのメニューから、先ほど登録したOTDランタイムを選択します。
	「保存」をクリックします。
	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「OTDランタイム」の順に選択します。

「OTDランタイム」表には、現在のドメイン内で構成されている各ランタイムに関する情報が表示されます。




	必要に応じて、OTDランタイムの隣をクリックして、「削除」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。













23 WebLogic Serverドメイン・パーティション


この章では、ドメイン・パーティションをモニター、制御および構成するために実行するタスクについて説明します。ドメイン・パーティションは、実行中のアプリケーション・インスタンスおよび関連リソース専用のWebLogic Serverドメインの管理スライスとランタイム・スライスです。

ドメイン・パーティションを使用することで、アプリケーション・インスタンスおよび関連リソースがドメイン、WebLogic Serverそのもの、Java仮想マシン、およびオペレーティング・システムを共有することが可能となり、テナント固有のアプリケーション・データ、構成および実行時トラフィックを分離しながら、より密度の高い実装を実現できます。各ドメイン・パーティションには、独自のアプリケーションおよびリソースのランタイム・コピーが含まれます。WebLogic Serverによるクラス・ロードの処理方法の変更により、アプリケーションの分離と効率性の両方が実現します。マルチテナント環境にデプロイする場合は、アプリケーションを変更する必要はありません。たとえば、アプリケーションを変更せずに、異なるドメイン・パーティションにある給与計算アプリケーションの複数のインスタンスを実行できます。

WebLogic Serverのドメイン・パーティションの詳細は、『WebLogic Server MTの使用』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
ドメイン・パーティションの作成: 前提条件


	
ドメイン・パーティションの作成


	
ドメイン・パーティションの構成


	
ドメイン・パーティションのモニター


	
ドメイン・パーティションの制御


	
JNDIツリーの表示








ドメイン・パーティションの作成: 前提条件


ドメイン・パーティションを作成するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

	
使用する予定のドメインをまだ作成していない場合は作成します。

Oracle Enterprise Manager - Restricted JRFテンプレートを使用してドメインを作成します。このテンプレートによって、他の必要なテンプレートの多くが自動的に含められます。

ベスト・プラクティスは、新しいドメインを作成することです。

既存のドメインをアップグレードすることを計画している場合も、新しいセキュリティ・レルムを作成する必要があります。


	
OTDのロード・バランシングを使用する場合は、OTDランタイム構成を構成します。手順の詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。


	
1つ以上の仮想ターゲットをまだ作成していない場合は作成します。手順の詳細は、「WebLogic Server仮想ターゲット」を参照してください。


	
このドメイン・パーティションでリソース・グループ・テンプレートを使用する場合、先にリソース・グループ・テンプレートを作成します。手順の詳細は、「WebLogic Serverリソース・グループ・テンプレート」を参照してください。


	
ドメイン・パーティションのセキュリティ・レルムをまだ作成していない場合は作成します。各ドメイン・パーティションに1つのセキュリティ・レルムが必要です。セキュリティ・レルムは、このドメイン・パーティションに対して一意とすることも、複数のドメイン・パーティションで共有することもできます。手順の詳細は、「WebLogic Serverセキュリティ」を参照してください。










ドメイン・パーティションの作成



ドメイン・パーティションを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。




	「ドメイン・パーティション」表のサマリーで、「作成」をクリックします。
	ドメイン・パーティション名を入力します。ドメイン・パーティション名は、ドメイン内で一意である必要があります。
	「セキュリティ・レルム」ドロップダウンから、このドメイン・パーティションのセキュリティ・レルムを選択します。

セキュリティ・レルムは、このドメイン・パーティションに対して一意とすることも、複数のドメイン・パーティションで共有することもできます。




	「プライマリ・アイデンティティ・ドメイン」フィールドは、デフォルトの空白のままでもかまいません。詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のセキュリティの構成に関する項を参照してください。
	OTDをロード・バランシングに使用する場合は、OTDランタイム構成を選択します。
	「次」をクリックします。
	このドメイン・パーティションで使用できるようにする1つ以上の既存の仮想ターゲットを選択します。複数のドメイン・パーティションで同じ仮想ターゲットを使用することはできません。仮想ターゲットは、1つのドメイン・パーティションまたはドメイン・レベルのいずれかで使用できます。
	「デフォルトとして設定」を選択すると、この仮想ターゲットを、明示的にリソース・グループを設定せずに任意のリソース・グループで使用します。
	「次」をクリックします。
	リソース・グループを作成します。2つの方法でリソース・グループを作成できます。

	
新しいリソース・グループを作成します。ドメイン・パーティションの作成が終了したら、必要に応じてこのリソース・グループを編集する必要があります。

リソース・グループ名を入力します。リソース・グループ名はドメイン・パーティション内で一意であることが必要です。


	
リソース・グループ・テンプレートに基づいた新しいリソース・グループを作成します。構成は、テンプレートから新しいリソース・グループにコピーされます。

リソース・グループ名を入力します。リソース・グループ名はドメイン内で一意であることが必要です。

リソース・グループ名を入力します。リソース・グループ名はドメイン内で一意であることが必要です。







	このリソース・グループで使用する仮想ターゲットを選択して、「使用可能なターゲット」リストから「選択したターゲット」に移動します。
	「次」をクリックします。
	「次」をクリックします。
	「作成」をクリックします。
	これがこのドメインに作成した最初のパーティションであり、本番モードでドメインを実行中の場合は、WebLogic Server管理サーバーを再起動します。この手順は、ドメインの最初のパーティションを作成する場合で、ドメインを本番モードで実行している場合にのみ必要です。
	「ドメイン・パーティション」表のサマリーで、作成したドメイン・パーティションを選択して「起動」をクリックします。
	リソース・グループをリソース・グループ・テンプレートから作成していない場合、リソース・グループの初期構成は基本的なシェルとなり、その使用前にそれを構成する必要があります。

リソース・グループまたはリソース・グループのオーバーライドの構成時に、ドメイン・パーティションに必要な構成のほとんどを実行します。タスクには、JDBCシステム・データ・ソース、JMSサーバーおよびリソース、外部JNDIプロバイダなどの構成が含まれます。

これらのタスクは、それぞれ、「WebLogic Serverリソース・グループ」および「WebLogic Serverリソース・オーバーライド」で説明されています。












ドメイン・パーティションの構成


この項では、ドメイン・パーティションを構成する方法を説明します。この項では、ドメイン・パーティション自体に対して実行する管理タスクに重点を置いており、関連付けられたリソース・グループについては詳しく説明しません。

次の項目について説明します。

	
ドメイン・パーティションの一般プロパティの構成


	
ドメイン・パーティションの仮想ターゲットの構成


	
ドメイン・パーティションのリソース・グループの構成


	
ロード・バランサ構成の構成


	
ドメイン・パーティションのリソース・オーバーライドの構成


	
ドメイン・パーティションのリソース共有の構成


	
ドメイン・パーティションのCoherenceキャッシュの構成


	
ドメイン・パーティションのノートの作成








ドメイン・パーティションの一般プロパティの構成



ドメイン・パーティションの一般プロパティを構成するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「一般プロパティ」の順に選択します。
	「一般プロパティ」ページで、ドメイン・パーティションの次のような設定を定義します。

	
セキュリティ・レルム


	
ファイル・システム・ルート


	
要求時に作成


	
保持


	
JTAタイムアウト(秒)







	「保存」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・パーティションの仮想ターゲットの構成



このドメイン・パーティションで使用する仮想ターゲットを選択するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「使用可能なターゲット」の順に選択します。
	「使用可能なターゲット」ページで、このドメイン・パーティションで使用可能な仮想ターゲットを選択できます。仮想ターゲットを使用できるのは1つのドメイン・パーティションのみで、使用可能な仮想ターゲットのみがリストされます。
	「デフォルトとして設定」を選択すると、このドメイン・パーティションを、明示的に仮想ターゲットを設定せずにリソース・グループで使用します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・パーティション・リソース・グループの構成



このドメイン・パーティション内のリソース・グループを表示および構成するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されているリソース・グループに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ/テンプレート


	
状態


	
ターゲット


	
ノート




詳細は、構成オプションを参照してください。




	このドメイン・パーティションの新しいリソース・グループを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「リソース・グループの作成」を参照してください。
	既存のリソース・グループを削除するには、「削除」をクリックします。
	リソース・グループを新しいターゲットに移行するには、「移行」をクリックします。リソース・グループを移行する場合、リソース・グループのすべてのデプロイ済リソースを、ある物理ターゲット(クラスタ/サーバー)から別の物理ターゲットに転送します。移行後、仮想ターゲットは新しい物理ターゲット(クラスタ/サーバー)を参照します。








ロード・バランサ構成の構成



ドメイン・パーティションで使用する前に、まず、OTDランタイム構成を構成する必要があります。手順の詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のOracle Traffic Directorの構成に関する項を参照してください。

ロード・バランサ構成を構成するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「ロード・バランシング構成」の順に選択します。
	「ロード・バランシングにOTDを使用します」をクリックします。
	「OTDランタイム」ドロップダウンから、OTDランタイム構成を選択します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・パーティションのリソース・オーバーライドの構成



このドメイン・パーティション内のリソースのプロパティをオーバーライドするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・オーバーライド」の順に選択します。

「リソース・オーバーライド」ページに、このドメイン・パーティション内のリソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソースのタイプ


	
リソース・グループ


	
オーバーライドあり


	
オーバーライドの編集




詳細は、構成オプションを参照してください。




	リソースのプロパティをオーバーライドする、または既存のオーバーライドを編集するには、リソースを選択して、「オーバーライドの編集」アイコンをクリックします。詳細は、「WebLogic Serverリソース・オーバーライド」を参照してください。
	オーバーライドの値を入力し、「OK」をクリックします。








ドメイン・パーティションのリソース共有の構成



このパーティションのリソース共有ポリシーを構成するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース共有」の順に選択します。
	このドメイン・パーティションで使用する既存のドメイン・レベルのパーティション・ワーク・マネージャを選択するか、またはこのパーティションのみで使用するパーティション・ワーク・マネージャ属性を定義します。

ドメイン・レベルのパーティション・ワーク・マネージャは、複数のドメイン・パーティションで使用できることに注意してください。ただし、ドメイン・パーティションは1つのパーティション・ワーク・マネージャにのみ関連付けることができます。

詳細は、「パーティション・ワーク・マネージャの作成」を参照してください。




	リソース・マネージャ構成を作成するか、または使用する既存のリソース・マネージャを選択します。

リソース・マネージャ構成は、次の2つの方法で作成できます。

	
このページのリソース・マネージャのポリシーを指定します。

リソース・マネージャ名を入力します。リソース・マネージャの名前は、ドメイン・パーティション内で一意であることが必要です。

「作成」をクリックします。

ポリシー・タイプ、アクション制限およびフェア・シェアを指定します。


	
このドメインにすでに定義されているリソース・マネージャを選択します。










詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・パーティションのCoherenceキャッシュの構成



このドメイン・パーティション内のCoherenceキャッシュを追加または削除するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「Coherenceキャッシュ」の順に選択します。

「Coherenceキャッシュ・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されているドメイン・パーティション・キャッシュに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
キャッシュ名


	
アプリケーション名


	
共有


	
プロパティのオーバーライド


	
オーバーライドの編集




詳細は、構成オプションを参照してください。




	このドメイン・パーティションに新しいリCoherenceキャッシュを追加するには、「追加」をクリックします。

新しいパーティション・キャッシュのプロパティを定義して、「保存」をクリックします。




	既存のCoherenceキャッシュを削除するには、「削除」をクリックします。
	Coherenceキャッシュのプロパティをオーバーライドする、または既存のオーバーライドを編集するには、Coherenceキャッシュを選択して、「オーバーライドの編集」アイコンをクリックします。

オーバーライドの値を入力し、「OK」をクリックします。












ドメイン・パーティションのノートの作成



ドメイン・パーティション構成のノートを作成するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「ノート」の順に選択します。
	「ノート」ページでノートを入力します。
	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。











ドメイン・パーティションのモニター


この項では、次のタスクを取り上げます。

	
ドメイン・パーティションのモニター


	
ドメイン・パーティションのデプロイメントのモニター


	
ドメイン・パーティションのJDBCデータ・ソースのモニター


	
ドメイン・パーティションのJMSサーバーのモニター


	
ドメイン・パーティションのストア・アンド・フォワード・エージェントのモニター


	
ドメイン・パーティションのJMSリソースおよびモジュールのモニター


	
ドメイン・パーティションのパス・サービスのモニター


	
ドメイン・パーティションのメッセージング・ブリッジのモニター


	
ドメイン・パーティションのJMSブリッジ宛先のモニター


	
Coherenceキャッシュのモニター


	
診断イメージのモニター








ドメイン・パーティションのモニター



このドメイン内に作成されているドメイン・パーティションをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、このドメインにデプロイされているドメイン・パーティションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
OTDパーティション


	
レルム


	
デフォルト・ターゲット


	
使用可能なターゲット


	
リソース・グループ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、任意のページで「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	構成情報を表示するドメイン・パーティションの名前を選択します。








ドメイン・パーティションのデプロイメントのモニター



ドメイン・パーティション内のすべてのデプロイメントのステータスをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「デプロイメント」の順に選択します。

「デプロイメント(モニタリング)のサマリー」ページが表示されます。

「デプロイメント」表には、このドメイン・パーティション内のアプリケーションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
デプロイメント順序


	
リソース・グループ


	
タグ


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

このドメイン・パーティション内の特定のデプロイメントをモニターするには:

	
Webアプリケーション: Webアプリケーションをモニターします。これには、Webアプリケーションがデプロイされているマシンとサーバー・インスタンスなどの情報、Webアプリケーションに関連付けられているサーブレットとセッションの数に関する統計が含まれます

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
リソース・アダプタ: リソース・アダプタのメッセージ・リスナー・エンドポイントおよびアウトバウンド接続プールの現在のステータスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
EJB: ステートレス、ステートフル、シングルトン、エンティティおよびメッセージドリブンの各EJBに関する統計をモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス: このドメイン・パーティション内のすべてのWebサービスをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
Webサービス・クライアント: このドメイン・パーティション内のすべてのWebサービス・クライアントをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
JAX-RSアプリケーション: このドメイン・パーティションで実行されているJAX-RSアプリケーションをモニターします

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
ワークロード: このドメイン・パーティション内のアプリケーション・デプロイメント用に構成されているワーク・マネージャ、制約およびポリシーの統計を表示します

詳細は、構成オプションを参照してください。




必要に応じて、任意のページで「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメイン・パーティションのJDBCデータ・ソースのモニター



ドメイン・パーティション内に作成されているすべてのJDBCデータ・ソースのステータスをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「JDBCデータソース」の順に選択します。

「JDBCデータソース」表には、このドメイン・パーティション内に作成されているJDBCデータ・ソースが表示され、次のような関連したステータス情報が表示されます。

	
名前


	
パーティション


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー


	
インスタンス


	
ONS


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	このドメイン・パーティション内に新しいJDBCデータ・ソースを作成するには、「作成」をクリックします。JDBCデータ・ソースの作成を参照してください。
	既存のJDBCデータ・ソースを削除するには、「削除」をクリックします。








ドメイン・パーティションのJMSサーバーのモニター



このドメイン・パーティションに作成されているJMSサーバーをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」および「JMSサーバー」の順に選択します。

「JMSサーバー・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各JMSサーバーの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ


	
ヘルス


	
ターゲット


	
現在のターゲット


	
実行中


	
生成の休止


	
消費の休止


	
挿入の休止


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
受信メッセージ数


	
ページアウトされたメッセージ総数


	
現在のバイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、モニターするJMSサーバーの名前を選択します。

メニューから次のアクションを選択できます。

	
本番


	
消費


	
挿入















ドメイン・パーティションのストア・アンド・フォワード・エージェントのモニター



このドメイン・パーティションに作成されているストア・アンド・フォワード・エージェントをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから「モニタリング」を選択して、「メッセージング」および「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

「ストア・アンド・フォワード・エージェント・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各ストア・アンド・フォワード・エージェントの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ


	
エージェント・タイプ


	
現在のリモート・エンドポイント数


	
リモート・エンドポイントの最大数


	
リモート・エンドポイント総数


	
現在の会話数


	
会話の最大数


	
会話総数


	
受信の休止


	
転送の休止


	
受信の休止




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するストア・アンド・フォワード・エージェントの名前を選択します。

メニューから次のアクションを選択できます。

	
受信


	
転送


	
受信















ドメイン・パーティションのJMSリソースおよびモジュールのモニター



この項には次のトピックが含まれます:





	
ドメイン・パーティションのJMSリソースのモニター


	
ドメイン・パーティションのJMSモジュールのモニター










ドメイン・パーティションのJMSリソースのモニター



現在のドメイン・パーティションで作成されたすべてのJMSシステム・モジュールのすべてのリソースを表示できます。リソースのシステム・モジュール、JNDI名、ターゲット指定されたサブデプロイメント・リソース、およびリソースのターゲットとして指定されたリソース・グループのモニタリング情報も表示できます。

特定のリソースの場合、詳細統計情報のモニターまたは制御操作の実行ができます。

このドメイン・パーティション内のすべてのJMSシステム・リソースをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、このドメイン・パーティション内に構成されているすべてのJMSシステム・モジュールの一部として定義されているすべてのリソースが表示されます。

「JMSリソース」表では、各JMSシステム・モジュール・リソースに関する次のような情報をモニターできます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント


	
リソース・グループ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSシステム・リソースの名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいJMSリソースを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。
	既存のJMSリソースを削除するには、「削除」をクリックします。








ドメイン・パーティションのJMSモジュールのモニター



ドメイン・パーティション用に作成されたJMSシステム・モジュールをモニターできます。表では、割当て済リソース・タイプの数に加え、どのリソース・タイプが各モジュールの一部となるかを指定します。

JMSモジュールをモニターするには、次の手順を実行します。




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、このドメイン・パーティション内に構成されているすべてのJMSシステム・モジュールのリソース・グループが表示され、各モジュールに構成されている次のようなJMSシステム・リソース・タイプの数が表示されます。

	
リソース・グループ


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSモジュールの名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいJMSモジュールを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、JMSモジュールの作成を参照してください。
	既存のJMSモジュールを削除するには、「削除」をクリックします。










ドメイン・パーティションのパス・サービスのモニター



このドメイン・パーティションに作成されているパス・サービスをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「メッセージング」、「パス・サービス」の順に選択します。

「パス・サービス・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各パス・サービスの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ターゲット


	
永続ストア


	
リソース・グループ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するパス・サービスの名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいパス・サービスを作成するには、「作成」をクリックします。パス・サービスの作成を参照してください。
	既存のパス・サービスを削除するには、「削除」をクリックします。








ドメイン・パーティションのメッセージング・ブリッジのモニター



ドメイン・パーティション用に構成されているメッセージング・ブリッジ・インスタンスをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「メッセージング」の順に選択します。
	「メッセージング・ブリッジ」を選択し、現在のドメイン・パーティションに構成されているメッセージング・ブリッジ・インスタンスに関する次のような情報を表示します。

	
名前


	
リソース・グループ


	
サーバー


	
状態


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメイン・パーティションのJMSブリッジ宛先のモニター



このドメイン・パーティションに作成されているJMSブリッジ宛先をモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「メッセージング」、「JMSブリッジ宛先」の順に選択します。

「JMSブリッジ宛先サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各JMSブリッジ宛先の状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
アダプタのJNDI名


	
リソース・グループ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するJMSブリッジ宛先の名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいJMSブリッジ宛先を作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「JMSブリッジ宛先の作成」を参照してください。
	既存のJMSブリッジ宛先を削除するには、「削除」をクリックします。








ドメイン・パーティションの非同期タスクのモニター



このページでは、すべてのタスクの完了ステータスをモニターできます。このドメイン・パーティションに作成されている非同期タスクをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「モニタリング」、「非同期タスク」の順に選択します。

「非同期タスク・サマリー」表には、ドメイン内の非同期タスクの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
説明


	
タイプ


	
ステータス


	
開始時間


	
終了時間


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、タスクの説明を選択して追加の情報を表示します。
	タスクを取り消すには「取消」をクリックします。








Coherenceキャッシュのモニター


この項には次のトピックが含まれます:

	
ドメイン・パーティションのキャッシュのモニター


	
共有キャッシュのモニター


	
Coherenceサービスのモニター








ドメイン・パーティションのキャッシュのモニター



ドメイン・パーティションのキャッシュをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「Coherenceキャッシュ」、「ドメイン・パーティション・キャッシュ」の順に選択します

「Coherenceキャッシュ・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各キャッシュの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
サービス


	
層


	
オブジェクト


	
取得


	
ヒット


	
ミス


	
読取り


	
書込み




これらのフィールドの詳細は、『Oracle Coherenceのマネージメント』のCacheMBeanに関する項を参照してください

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表からキャッシュを選択します。

「キャッシュ詳細」リージョンにキャッシュのパフォーマンス・データが表示され、グラフ・ビューと表ビューの両方で使用できます。このリージョンを使用して、Coherenceキャッシュのパフォーマンスの程度をモニターします。












共有キャッシュのモニター



共有キャッシュをモニターするには




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「Coherenceキャッシュ」、「共有キャッシュ」の順に選択します

「Coherenceキャッシュ・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各キャッシュの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
サービス


	
層


	
オブジェクト


	
取得


	
ヒット


	
ミス


	
読取り


	
書込み




これらのフィールドの詳細は、『Oracle Coherenceのマネージメント』のCacheMBeanに関する項を参照してください

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表から共有キャッシュを選択します。

「キャッシュ詳細」リージョンにキャッシュのパフォーマンス・データが表示され、グラフ・ビューと表ビューの両方で使用できます。このリージョンを使用して、共有Coherenceキャッシュのパフォーマンスの程度をモニターします。












Coherenceサービスのモニター



Coherenceサービスをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「Coherenceキャッシュ」、「Coherenceサービス」の順に選択します。

「Coherenceキャッシュ・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各サービスの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
ステータス


	
スレッド数


	
アイドル・スレッド数


	
タスクのバックログ


	
ハング・タスク


	
平均リクエスト継続時間




これらのフィールドの詳細は、『Oracle Coherenceのマネージメント』のServiceMBeanに関する項を参照してください

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表からCoherenceサービスを選択します。

「サービスの詳細」リージョンにサービスのパフォーマンス・データが表示され、グラフ・ビューと表ビューの両方で使用できます。このリージョンを使用して、Coherenceサービスのパフォーマンスの程度をモニターします。














診断イメージのモニター



WebLogic Server診断サービスで提供されている診断イメージ機能では、問題やパッケージを診断するのに使用される主要なサーバーの状態について、共通の情報を収集し、単一のファイルまたは診断イメージの形で提示します。サーバーの診断イメージが保存されるデフォルトの出力先ディレクトリを指定でき、サーバー・イメージの即時キャプチャを開始できます。

ドメイン・パーティション内の診断イメージをモニターするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン・パーティション内でキャプチャされた診断イメージに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します













診断イメージのキャプチャ



診断イメージをキャプチャするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン・パーティション内でキャプチャされた診断イメージに関する情報が表示されます。




	表でサーバー・インスタンスを選択して、「イメージのキャプチャ」をクリックします。
	「診断イメージのキャプチャ」ページで、この画像に対する次の情報を入力します。

	
出力先ディレクトリ


	
タイムアウト




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「イメージのキャプチャ」をクリックします。








キャプチャした診断イメージのダウンロード



キャプチャした診断イメージをダウンロードするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「診断」、「診断イメージ」の順に選択します。

「診断イメージ」表には、このドメイン・パーティション内でキャプチャされた診断イメージに関する情報が表示されます。




	表でサーバー・インスタンスを選択して、「キャプチャしたイメージのダウンロード」をクリックします。
	「キャプチャしたイメージのダウンロード」ページで、ダウンロードする画像を選択して「ダウンロード」をクリックします。

詳細は、構成オプションを参照してください。
















ドメイン・パーティションの制御


この項では、次のタスクを取り上げます。

	
ドメイン・パーティションの起動と停止


	
ドメイン・パーティションのインポート


	
ドメイン・パーティションのエクスポート


	
ドメイン・パーティションの削除


	
ドメイン・パーティションのJDBCデータ・ソースの制御


	
ドメイン・パーティションのJMSサーバーの制御


	
ドメイン・パーティションのストア・アンド・フォワード・エージェントの制御


	
ドメイン・パーティションのJMSリソースおよびモジュールの制御


	
ドメイン・パーティションのアプリケーション・デプロイメントの制御








ドメイン・パーティションの起動と停止



ドメイン・パーティションを起動および停止するには:

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、このドメインにデプロイされているドメイン・パーティションに関する情報が表示されます。


	
「ドメイン・パーティションのサマリー」表で、制御するドメイン・パーティションを選択します。

	
パーティションを起動するには、「制御」メニューから、「起動」を選択します。

すべてのリソース・グループ(およびこれらのリソース・グループにデプロイされたすべてのアプリケーション)が起動します。


	
実行中のパーティションを中断するには、「制御」メニューから「中断」を選択し、パーティションを正常に中断する(「作業完了時」)か、強制的に停止する(「ただちに強制中断」)かを選択します。

一時停止操作によって、パーティションがRUNNING状態からADMIN状態に遷移します。


	
中断しているパーティションを再開するには、「制御」メニューから、「再開」を選択します。

再開操作によって、パーティションがADMIN状態からRUNNING状態に遷移します。


	
パーティションを停止するには:

「制御」メニューから「停止」を選択し、パーティションを正常に停止する(「作業完了時」)か、強制的に停止する(「ただちに強制停止」)かを選択します。

オプションで、「制御」メニューから、「中止」を選択します。パーティションがHALTED状態である場合、パーティションのすべてのリソース・グループは停止されており、パーティションはすべてのターゲット上で完全に停止されています。







詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のパーティション・ライフサイクルの状態と遷移の概要に関する項を参照してください。









ドメイン・パーティションのエクスポート



ドメイン・パーティションをエクスポートすると、パーティション・バックアップが作成されてアーカイブ形式で格納されます。アーカイブ・パーティションは、パーティションにデプロイされたアプリケーションも含め、ドメイン間で簡単に移動できます。

始める前に:

ドメイン・パーティションをエクスポートする前に、最初に1つを作成またはインポートする必要があります。詳細は、「ドメイン・パーティションの作成」および「ドメイン・パーティションのインポート」を参照してください。

ドメイン・パーティションをエクスポートする手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、このドメインにデプロイされているドメイン・パーティションに関する情報が表示されます。




	表で、エクスポートするドメイン・パーティションの行を選択します。
	「エクスポート」をクリックします。
	パーティション・アーカイブを保存するディレクトリへのフルパスを選択または入力します。

各ドメイン・パーティションは、独自のディレクトリに配置する必要があります。指定した場所にすでに存在する場合、ドメイン・パーティションのアーカイブは上書きされます。ディレクトリ内の他のファイルも上書きされる場合があります。

アーカイブ・ファイルは<partition-name>.zipという名前になります。




	(オプション)エクスポートしたパーティション・アーカイブにインストール済のアプリケーションとライブラリのバイナリを含める場合は、「アプリケーション・ビットをZIPアーカイブに含める」チェック・ボックスを選択します。
	(オプション)「属性を暗号化するために使用されるキー・ファイルへのフルパス(オプション)」テキスト・ボックスに、パーティション・アーカイブ内の属性を暗号化するための暗号化鍵として使用する文字列を含むファイルへのフルパスを入力します。

独自の鍵を指定しない場合、新規の秘密鍵が生成され、エクスポートした<Partition-name>.zipファイル内のexpPartSecretファイルに格納されます。




	「OK」をクリックします。








ドメイン・パーティションのインポート



パーティション・アーカイブをインポート中に、ドメイン(ターゲットおよびセキュリティ・レルムなど)での依存性を更新する必要がある場合があり、オプションでパーティション構成の他の属性を更新して有効にすることもできます。詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のパーティションのエクスポートおよびインポートに関する項を参照してください。

始める前に:

ドメイン・パーティションをインポートする前に:





	
先にドメイン・パーティション(ソース・ドメイン)をパーティション・アーカイブ・ファイルにエクスポートしておく必要があります。詳細は、「ドメイン・パーティションのエクスポート」を参照してください。


	
サーバー・インスタンスにはドメイン(ターゲット・ドメイン)が構成されている必要があります。




ドメイン・パーティションをインポートするには、次の手順を実行します。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、このドメインにデプロイされているドメイン・パーティションに関する情報が表示されます。




	「インポート」をクリックします。
	インポートするパーティション・アーカイブ・ファイルへのフルパスを選択または入力します。
	(オプション)リソース・グループ・テンプレートがすでにターゲット・ドメインに存在し、新しい名前で新たに作成する場合は、「既存のリソース・グループ・テンプレートを上書きします」チェック・ボックスを選択します。

ソース・ドメイン・パーティションで使用されるすべてのリソース・グループ・テンプレートはパーティション・アーカイブに含まれ、パーティションとともにターゲット・ドメインにインポートされます。

リソース・グループ・テンプレートがターゲット・ドメインにすでに存在し、既存のリソース・グループ・テンプレートの上書きを指定しない場合、インポート操作は失敗します。




	(オプション)「ドメイン・パーティション名をオーバーライドする(オプション)」フィールドに、ターゲット・ドメインに作成されるときにパーティションに使用する名前を入力します。デフォルトはそのパーティションの元の名前です。
	(オプション)「属性の復号化に使用されるキー・ファイルへのフルパスを入力してください」テキスト・ボックスに、パーティション・アーカイブ内の属性を復号化するための鍵が含まれるファイルへのフルパスを入力します。
	「OK」をクリックします。








ドメイン・パーティションの削除



ドメインからドメイン・パーティションを削除するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、このドメインにデプロイされているドメイン・パーティションに関する情報が表示されます。




	表で、削除するドメイン・パーティションの行を選択して「削除」をクリックします。
	「OK」をクリックします。








ドメイン・パーティションのJDBCデータ・ソースの制御



ドメイン・パーティション内に作成されているすべてのJDBCデータ・ソースを制御するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「制御」、「JDBCデータソース」の順に選択します。
	実行可能な操作は次のとおりです。

	
起動


	
停止


	
再開


	
一時停止


	
縮小


	
リセット


	
文キャッシュのクリア







	「JDBCデータソース」表には、このドメイン・パーティション内に作成されているJDBCデータ・ソースが表示され、次のような関連したステータス情報が表示されます。

	
名前


	
パーティション


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー


	
インスタンス


	
ONS


	
状態




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















ドメイン・パーティションのJMSサーバーの制御



このドメイン・パーティションに作成されているJMSサーバーを制御するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「制御」、「メッセージング」および「JMSサーバー」の順に選択します。

「JMSサーバー・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各JMSサーバーの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ


	
ヘルス


	
ターゲット


	
現在のターゲット


	
実行中


	
生成の休止


	
消費の休止


	
挿入の休止


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
受信メッセージ数


	
ページアウトされたメッセージ総数


	
現在のバイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、制御するJMSサーバーの名前を選択します。

メニューから次のアクションを選択できます。

	
本番


	
消費


	
挿入















ドメイン・パーティションのストア・アンド・フォワード・エージェントの制御



このドメイン・パーティションに作成されているストア・アンド・フォワード・エージェントを制御するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから「制御」を選択して、「メッセージング」および「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

「ストア・アンド・フォワード・エージェント・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各ストア・アンド・フォワード・エージェントの状態に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ


	
エージェント・タイプ


	
現在のリモート・エンドポイント数


	
リモート・エンドポイントの最大数


	
リモート・エンドポイント総数


	
現在の会話数


	
会話の最大数


	
会話総数


	
受信の休止


	
転送の休止


	
受信の休止




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、構成情報を表示するストア・アンド・フォワード・エージェントの名前を選択します。

メニューから次のアクションを選択できます。

	
受信


	
転送


	
受信















ドメイン・パーティションのJMSリソースおよびモジュールの制御



この項には次のトピックが含まれます:





	
ドメイン・パーティションのJMSリソースの制御


	
ドメイン・パーティションのJMSモジュールの制御










ドメイン・パーティションのJMSリソースの制御



現在のドメイン・パーティションで作成されたすべてのJMSシステム・モジュールのすべてのリソースを表示できます。リソースのシステム・モジュール、JNDI名、ターゲット指定されたサブデプロイメント・リソース、およびリソースのターゲットとして指定されたリソース・グループのモニタリング情報も表示できます。

特定のリソースの場合、詳細統計情報のモニターまたは制御操作の実行ができます。

このドメイン・パーティション内のすべてのJMSシステム・リソースを制御するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「制御」、「メッセージング」の順に選択します。
	「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、このドメイン・パーティション内に構成されているすべてのJMSシステム・モジュールの一部として定義されているすべてのリソースが表示されます。

「JMSリソース」表では、各JMSシステム・モジュール・リソースに関する次のような情報をモニターできます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント


	
リソース・グループ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSシステム・リソースの名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいJMSリソースを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。
	既存のJMSリソースを削除するには、「削除」をクリックします。








ドメイン・パーティションのJMSモジュールの制御



ドメイン・パーティション用に作成されたJMSシステム・モジュールを制御できます。表では、割当て済リソース・タイプの数に加え、どのリソース・タイプが各モジュールの一部となるかを指定します。

JMSモジュールを制御するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「制御」、「メッセージング」の順に選択します。
	「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、このドメイン・パーティション内に構成されているすべてのJMSシステム・モジュールのリソース・グループが表示され、各モジュールに構成されている次のようなJMSシステム・リソース・タイプの数が表示されます。

	
リソース・グループ


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	表で、追加モニタリング情報を表示するJMSモジュールの名前を選択します。
	このドメイン・パーティション内に新しいJMSモジュールを作成するには、「作成」をクリックします。詳細は、JMSモジュールの作成を参照してください。
	既存のJMSモジュールを削除するには、「削除」をクリックします。
	JMSモジュールを再起動するには、「再起動」をクリックします。










ドメイン・パーティションのアプリケーション・デプロイメントの制御


このドメイン・パーティション内のリソース・グループにデプロイされているアプリケーションの起動、停止、デプロイ、再デプロイおよびアンデプロイができます。また、デプロイメント・プランをフェッチし、リソース・グループ・テンプレートで定義されているアプリケーション構成をオーバーライドできます。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
パーティション内のアプリケーションの起動


	
パーティション内のアプリケーションの停止


	
パーティション・リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ


	
パーティション・リソース・グループへのアプリケーションの再デプロイ


	
パーティション・リソース・グループからのアプリケーションのアンデプロイ


	
アプリケーション構成のオーバーライド


	
アプリケーション構成オーバーライドの削除


	
デプロイメント・プランのフェッチ








パーティション内のアプリケーションの起動



アプリケーションを起動すると、WebLogic Serverクライアントでアプリケーションが使用できるようになります。アプリケーションを起動する前に、まずアプリケーションをデプロイする必要があります。詳細は、「パーティション・リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ」を参照してください。

パーティション・リソース・グループのアプリケーションを起動するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、起動するデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「起動」をクリックします。

デフォルトでは、すべてのリクエストはアプリケーションによって処理されます。アプリケーションへの管理リクエストの処理のみを開始するには、「起動」を選択し、「管理リクエストのみを処理」を選択します。




	「はい」をクリックして削除を確定します。








パーティション内のアプリケーションの停止



実行中のアプリケーションを停止すると、WebLogic Serverクライアントでそのアプリケーションが使用できなくなります。

パーティション・リソース・グループのアプリケーションを停止するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、停止するデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「停止」をクリックします。

デフォルトでは、作業が完了するとデプロイメントは停止します。デプロイメントをただちに強制停止するには、「停止」を選択し、「ただちに強制停止」を選択します。クライアント・リクエストの処理を停止しても、管理リクエストの処理を続行するには、「停止」を選択し、「停止(管理リクエストの処理は続行)」を選択します。




	「はい」をクリックして削除を確定します。








パーティション・リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ



アプリケーションをデプロイすると、物理ファイルまたはディレクトリがWebLogic Serverで認識されます。アプリケーションをデプロイした後で、アプリケーションを起動すると、ユーザーがアプリケーションの使用を開始できます。詳細は、「パーティション内のアプリケーションの起動」を参照してください。

パーティション・リソース・グループへアプリケーションをデプロイするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイ」をクリックすると「Java EEアプリケーション・アシスタントのデプロイ」が開きます。
	「アーカイブの選択」ページの「スコープ」で、「ドメイン・パーティション内のリソース・グループ」を選択して、アプリケーションをデプロイするリソース・グループを選択します。
	デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「次」をクリックします。
	「ターゲットの選択」ページで、アプリケーションをデプロイするサーバー・インスタンスおよびクラスタを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、希望どおりにアプリケーション属性を更新します。これらの属性は次のとおりです。

	
アプリケーション名


	
配布


	
ソースのアクセス可能性







	「次」をクリックしてデプロイメント設定を更新するか、「デプロイ」をクリックしてアプリケーションのデプロイメントを完了します。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、アプリケーションのデプロイ前に一般的なタスクを完了し、デプロイメント設定を更新します。
	「デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションのデプロイメントを完了します。








パーティション・リソース・グループへのアプリケーションの再デプロイ



アプリケーションを再デプロイすると、アーカイブ・ファイルまたは展開済ディレクトリが再デプロイされます。アプリケーションを変更し、その変更がWebLogic Serverクライアントで使用されるようにする場合に、アプリケーションを再デプロイします。

パーティション・リソース・グループへアプリケーションまたはモジュールを再デプロイするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、再デプロイするデプロイメントの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「再デプロイ」をクリックしてJava EEアプリケーションの再デプロイ・アシスタントを開きます。
	「アプリケーションの選択」ページで、再デプロイするアプリケーションを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アーカイブの選択」ページで、デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、希望どおりにアプリケーション属性を更新します。これらの属性は次のとおりです。

	
アプリケーション名


	
配布


	
ソースのアクセス可能性







	「次」をクリックしてデプロイメント設定を更新するか、「再デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションの再デプロイメントを完了します。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、アプリケーションのデプロイ前に一般的なタスクを完了し、デプロイメント設定を更新します。
	「再デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションのデプロイメントを完了します。








パーティション・リソース・グループからのアプリケーションのアンデプロイ



アプリケーションをアンデプロイすると、アプリケーションがデプロイされているドメインの各ターゲットからアプリケーションが削除されます。アプリケーションをドメインからアンデプロイした場合、WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを使用できるようにするには、再度アプリケーションをデプロイする必要があります。WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを一時的に使用できないようにするには、アプリケーションをアンデプロイするのではなく、停止します。

始める前に

アプリケーションをアンデプロイする前に、必ずアプリケーションを停止してクライアント・アプリケーションが処理中でないことを確認します。詳細は、「パーティション内のアプリケーションの停止」を参照してください。

パーティション・リソース・グループからアプリケーションをアンデプロイするには、次のようにします。




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、アンデプロイするアプリケーションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「アンデプロイ」をクリックします。
	「Java EEアプリケーションのアンデプロイ: 確認」ページで、「アンデプロイ」をクリックして決定を確認し、アプリケーションを削除します。

削除したアプリケーションをまた後でデプロイする場合は、「パーティション・リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ」を参照してください。












アプリケーション構成のオーバーライド



リソース・グループがリソース・グループのテンプレートを参照するときに、別のデプロイメント・プランを指定してリソース・グループ・テンプレートに定義されているアプリケーションおよびモジュールのデフォルト・アプリケーション構成をオーバーライドできます。アプリケーションまたはモジュールは、アプリケーション構成用の新しいデプロイメント・プランを使用して再デプロイされます。

アプリケーションまたはモジュールの構成をオーバーライドするには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、構成をオーバーライドするアプリケーションを含む行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「オーバーライド」をクリックします。
	「アプリケーション・オーバーライド」ページで、次のいずれかのオプションを選択することで、アプリケーション構成をオーバーライドする新たなデプロイメント・プランを選択します。

	
デプロイメント・プランはこのWebブラウザが稼働しているマシンに存在します。「ファイルの選択」をクリックしてデプロイメント・プラン・ファイルを選択します。


	
デプロイ・プランはEnterprise Managerが稼働しているサーバーに存在します。「参照」をクリックしてデプロイメント・プラン・ファイルを選択します。







	「オーバーライド」をクリックします。








アプリケーション構成オーバーライドの削除



既存のアプリケーションのオーバーライドを削除するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、既存のオーバーライドを削除するアプリケーションを含む行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「オーバーライドの削除」をクリックします。








デプロイメント・プランのフェッチ



デプロイメント・プランとは、アプリケーションのデプロイメント設定およびデプロイメント後の構成変更が含まれているファイルです。アプリケーションのデプロイメント・プランはフェッチおよび保存ができ、保存したデプロイメント・プランを使用して後でアプリケーションをデプロイまたは再デプロイできます。

アプリケーションのデプロイメント・プランをフェッチするには、次の手順を実行します。




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、デプロイメント・プランをフェッチするアプリケーションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「デプロイ・プランのフェッチ」をクリックします。
	「デプロイ・プランのフェッチ」ページで、デプロイメント・プランを保存するマシン(「このWebブラウザが稼働しているマシン」または「Enterprise Managerが稼働しているマシン」)を選択します。
	「フェッチ」をクリックします。












JNDIツリーの表示



JNDIブラウザは、すべてのWebLogic ServerリソースのJNDI名が見つかる中心的な場所です。通常はWLSクライアント・プログラムを記述する際にJNDIブラウザでJNDI名を検索します。JNDIブラウザには、ドメイン、サーバー、またはパーティション内のリソースのツリーが表示されます。ツリーでノードまたはオブジェクトを選択すると、バインディング名、オブジェクト・クラス、オブジェクト・ハッシュ・コード、オブジェクトから文字列への変換結果のエントリなどの、JNDI情報が表示されます。

ドメイン・パーティションのJNDIツリーでオブジェクトを表示するには:




	「ドメイン・パーティション」メニューから、「JNDIブラウザ」を選択します。
	左側のペインを使用してJNDIツリーをナビゲートします。

選択したノードまたはオブジェクトの詳細が右側のペインに表示されます。







JNDIの詳細は、『Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発』のWebLogic JNDIの理解に関する項を参照してください。













24 WebLogic Serverリソース・グループ


この章では、リソース・グループを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。リソース・グループは、リソース・グループ・テンプレートを参照できるデプロイ可能なリソースおよびアプリケーションの名前付きコレクションです。

従来のWebLogic Serverドメインには、Java EEアプリケーション、JMSサーバーおよびキュー、データ・ソースなどの、複数のタイプのデプロイ可能なリソースを含めることができます。この従来のモデルでは、アプリケーション・スイートに複数のJava EEアプリケーションとそれらのアプリケーションをサポートする様々なリソースが含まれる場合は、管理者が一貫性のある単位としてではなく、個別にこれらのリソースを定義し、これらのアプリケーションをデプロイします。

Oracle WebLogic Server Multitenant (MT)は、Java EEアプリケーションとそれらが使用するリソースを、ドメイン内の個別の管理単位にグループ化するための便利な方法として、リソース・グループを導入しています。リソースとアプリケーションは完全修飾されており、その中に、それらのリソースを開始したりそれらに接続するために必要なすべての情報(データ・ソースに接続するための資格証明やJava EEアプリケーションのターゲット指定情報を含む)が管理者によって提供されます。リソース・グループは、これらのデプロイ可能なリソースを直接含むか、またはそのリソースが含まれるリソース・グループ・テンプレートを参照するかのいずれかです。リソース・グループは、ドメイン・レベルで定義することも、ドメイン・パーティションに固有のものとすることもできます。

リソース・グループ内のすべてのリソース、またはリソース・グループによって参照されるすべてのリソースは、同じターゲットにまとめてターゲット指定されます。つまり、個々のリソースのレベルではなく、リソース・グループのレベルでターゲットを定義します。リソース・グループは起動および停止できます。

WebLogic Serverのリソース・グループの詳細は、『WebLogic Server MTの使用』を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
リソース・グループの作成


	
ドメイン・パーティションからのリソース・グループの作成


	
リソース・グループの構成


	
リソース・グループの制御


	
リソース・グループのモニター








リソース・グループの作成



新しいリソース・グループを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「リソース・グループの作成」ページで、新しいリソース・グループに関する次のような構成設定を定義できます。

	
名前: 新しいリソース・グループの名前を入力します


	
スコープ: 「パーティション・レベル・リソース・グループの作成」または「ドメイン・レベル・リソース・グループの作成」のいずれかを選択します。


	
ドメイン・パーティション: 「スコープ」フィールドで「パーティション・レベル・リソース・グループの作成」を選択した場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからドメイン・パーティションを選択します


	
リソース・グループ・テンプレート: この新しいリソース・グループに使用するリソース・グループ・テンプレートを選択します


	
ターゲット: 「使用可能」列から「選択済」列に移動して、新しいリソース・グループのターゲットを選択します。


	
ノート: 新しいリソース・グループのノートを入力します




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。



リソース・グループをリソース・グループ・テンプレートから作成していない場合、リソース・グループの初期構成は基本的なシェルとなり、その使用前にそれを構成する必要があります。

リソース・グループまたはリソース・グループのオーバーライドの構成時に、パーティションに必要な構成のほとんどを実行します。タスクには、JDBCシステム・データ・ソース、JMSサーバーおよびリソース、外部JNDIプロバイダなどの構成が含まれます。

これらのタスクは、それぞれ、「リソース・グループの構成」および「WebLogic Serverリソース・オーバーライド」で説明されています。









ドメイン・パーティションからのリソース・グループの作成



既存のパーティションから新しいリソース・グループを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。




	リソース・グループを構成する対象のドメイン・パーティションを選択します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・グループ」の順に選択します。
	「作成」をクリックします。
	「リソース・グループの作成」ページで、新しいリソース・グループに関する次のような構成設定を定義できます。

	
名前: 新しいリソース・グループの名前を入力します


	
リソース・グループ・テンプレート: この新しいリソース・グループに使用するリソース・グループ・テンプレートを選択します


	
ターゲット: 「使用可能」列から「選択済」列に移動して、新しいリソース・グループのターゲットを選択します。


	
ノート: 新しいリソース・グループのノートを入力します




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。



リソース・グループをリソース・グループ・テンプレートから作成していない場合、リソース・グループの初期構成は基本的なシェルとなり、その使用前にそれを構成する必要があります。

リソース・グループまたはリソース・グループのオーバーライドの構成時に、パーティションに必要な構成のほとんどを実行します。タスクには、JDBCシステム・データ・ソース、JMSサーバーおよびリソース、外部JNDIプロバイダなどの構成が含まれます。

これらのタスクは、それぞれ、「リソース・グループの構成」および「WebLogic Serverリソース・オーバーライド」で説明されています。









リソース・グループの構成


この項では、リソース・グループを構成する方法について説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
リソース・グループの一般設定の構成


	
リソース・グループのデプロイメント設定の構成


	
リソース・グループのサービス設定の構成


	
リソース・グループのターゲットの構成


	
リソース・グループのノートの構成








リソース・グループの一般設定の構成



リソース・グループの一般設定を表示および定義するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「一般」を選択します。

「一般」ページで、リソース・グループの次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
名前


	
スコープ


	
リソース・グループ/テンプレート







	「保存」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









リソース・グループのデプロイメント設定の構成



リソース・グループのデプロイメント設定を表示および定義するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「デプロイメント」を選択します。

このページには、このリソース・グループにデプロイされているJava EEアプリケーションおよびスタンドアロン・アプリケーション・モジュールのリストが表示されます。次のアクションを実行できます。

	
デプロイ


	
再デプロイ


	
アンデプロイ


	
デプロイ・プランのフェッチ


	
オーバーライドの追加


	
オーバーライドの削除


	
起動


	
停止







	デプロイ済アプリケーションに関する次の情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
ドメイン・パーティション


	
ターゲット


	
デプロイメント順序


	
リソース・グループ


	
タグ


	
スコープ










これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。







リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ



アプリケーションをデプロイすると、物理ファイルまたはディレクトリがWebLogic Serverで認識されます。

リソース・グループにアプリケーションをデプロイするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイ」をクリックすると「Java EEアプリケーション・アシスタントのデプロイ」が開きます。

制御オプションは表の上に表示されます。




	デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、希望どおりにアプリケーション属性を更新します。これらの属性は次のとおりです。

	
アプリケーション名


	
配布


	
ソースのアクセス可能性







	「次」をクリックしてデプロイメント設定を更新するか、「デプロイ」をクリックしてアプリケーションのデプロイメントを完了します。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、アプリケーションのデプロイ前に一般的なタスクを完了し、デプロイメント設定を更新します。
	「デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションのデプロイメントを完了します。








リソース・グループへのアプリケーションの再デプロイ



アプリケーションを再デプロイすると、アーカイブ・ファイルまたは展開済ディレクトリが再デプロイされます。アプリケーションを変更し、その変更がWebLogic Serverクライアントで使用されるようにする場合に、アプリケーションを再デプロイします。

リソース・グループにアプリケーションまたはモジュールを再デプロイするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、再デプロイするアプリケーションの行を選択します。
	「再デプロイ」をクリックしてJava EEアプリケーションの再デプロイ・アシスタントを開きます。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「アプリケーションの選択」ページで「次」をクリックします。
	「アーカイブの選択」ページで、デプロイするアプリケーションを探し、デプロイメント・プランをアップロードするか、新しいデプロイメント・プランを作成するかを選択します。
	「次」をクリックします。
	「アプリケーション属性」ページで、必要に応じてアプリケーションの属性を更新します。
	「次」をクリックします。
	必要に応じて、「デプロイメント設定」ページで、デプロイメント・プランを編集してさらに詳細なデプロイメント・オプションを設定でき、そのデプロイメント・プランをローカル・ディスクに保存できます。
	「再デプロイ」をクリックしてこのアプリケーションの再デプロイメントを完了します。








リソース・グループからのアプリケーションのアンデプロイ



アプリケーションをアンデプロイすると、アプリケーションがデプロイされているドメインの各ターゲットからアプリケーションが削除されます。アプリケーションをドメインからアンデプロイした場合、WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを使用できるようにするには、再度アプリケーションをデプロイする必要があります。WebLogic Serverクライアントでアプリケーションを一時的に使用できないようにするには、アプリケーションをアンデプロイするのではなく、停止します。

パーティション・リソース・グループからアプリケーションをアンデプロイするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「デプロイメント」を選択します。
	「デプロイメント」表で、アンデプロイするアプリケーションの行を選択します。

制御オプションは表の上に表示されます。




	「アンデプロイ」をクリックします。
	「Java EEアプリケーションのアンデプロイ: 確認」ページで、「アンデプロイ」をクリックして決定を確認し、アプリケーションを削除します。

削除されたアプリケーションを後でデプロイする場合は、「リソース・グループへのアプリケーションのデプロイ」を参照してください。














リソース・グループのサービス設定の構成


この項では、リソース・グループのサービス設定を構成する方法について説明します。次の項目について説明します。

	
リソース・グループのJDBC設定の構成


	
リソース・グループのJMS設定の構成


	
リソース・グループのメール・セッション設定の構成


	
リソース・グループの永続ストア設定の構成


	
リソース・グループの外部JNDIプロバイダ設定の構成


	
リソース・グループの診断システム・モジュール設定の構成








リソース・グループのJDBC設定の構成



このリソース・グループで作成されたJDBCシステム・リソースの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「JDBC」の順に選択します。

「JDBC」表には、このリソース・グループで構成されているJDBCデータ・ソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名


	
タイプ


	
ターゲット


	
アルゴリズムのタイプ


	
行プリフェッチ有効


	
行プリフェッチ・サイズ


	
ストリーム・チャンク・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	また、このリソース・グループの新しいJDBCデータ・ソースを作成できます。「作成」または「類似作成」をクリックして、新しいJDBCデータ・ソースを作成します。JDBCデータ・ソースの作成の詳細は、「JDBCデータ・ソースの作成」を参照してください。








リソース・グループのJMS設定の構成


この項では、リソース・グループのJMS設定を構成する方法について説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
JMSサーバー設定の構成


	
SAFエージェント設定の構成


	
JMSリソース設定の構成


	
JMSモジュール設定の構成


	
メッセージング・ブリッジの構成


	
JMSブリッジ宛先の構成


	
パス・サービスの構成








JMSサーバー設定の構成



このリソース・グループに作成されたJMSサーバーの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSサーバー」を選択します。

「JMSサーバー」表には、このリソース・グループで構成されているJMSサーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
永続ストア


	
一時的なテンプレート名


	
最大バイト数


	
最大メッセージ数


	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSサーバーを作成することもできます。JMSサーバーの作成の詳細は、「JMSサーバーの作成」を参照してください。








SAFエージェント設定の構成



このリソース・グループに作成されたストア・アンド・フォワード(SAF)エージェントの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「SAFエージェント」を選択します。

「SAFエージェント」表には、このリソース・グループで構成されているSAFエージェントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
エージェント・タイプ


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいSAFエージェントを作成することもできます。SAFエージェントの作成の詳細は、「ストア・アンド・フォワード・エージェントの作成」を参照してください。








JMSリソース設定の構成



リソース・グループのリソース設定をモニターするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、このリソース・グループで構成されているJMSリソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSリソースを作成することもできます。JMSリソースの作成の詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。








JMSモジュール設定の構成



リソース・グループのJMSモジュールを構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、このリソース・グループで構成されているJMSモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック


	
外部サーバー


	
割当


	
SAFエラー・ハンドラ


	
SAFインポート済み宛先


	
SAFリモート・コンテキスト


	
テンプレート


	
共通分散キュー


	
共通分散トピック


	
宛先キー


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSモジュールを作成することもできます。JMSモジュールの作成の詳細は、「JMSモジュールの作成」を参照してください。








メッセージング・ブリッジの構成



リソース・グループのメッセージング・ブリッジ設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「メッセージング・ブリッジ」を選択します。

「メッセージング・ブリッジ」表には、このリソース・グループで構成されているメッセージング・ブリッジに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ソース・ブリッジ宛先


	
ターゲット・ブリッジ宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいメッセージング・ブリッジを作成することもできます。メッセージング・ブリッジの作成の詳細は、「メッセージング・ブリッジの作成」を参照してください。








JMSブリッジ宛先の構成



リソース・グループのJMSブリッジ宛先設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSブリッジ宛先」を選択します。

「JMSブリッジ宛先」表には、このリソース・グループで構成されているJMSブリッジ宛先に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
アダプタのJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSブリッジ宛先を作成することもできます。JMSブリッジ宛先の作成の詳細は、「JMSブリッジ宛先の作成」を参照してください。








パス・サービスの構成



リソース・グループのパス・サービス設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「パス・サービス」を選択します。

「パス・サービス」表には、このリソース・グループで構成されているパス・サービスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいパス・サービスを作成することもできます。パス・サービスの作成の詳細は、「パス・サービスの作成」を参照してください。










リソース・グループのメール・セッション設定の構成



このリソース・グループで作成されたメール・セッションの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「メール」の順に選択します。

「メール」表には、このリソース・グループで構成されているメール・セッションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しいメール・セッションを作成することもできます。メール・セッションの作成の詳細は、「メール・セッションの作成」を参照してください。








リソース・グループの永続ストア設定の構成



このリソース・グループで作成された永続ストアの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このリソース・グループで構成されている永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい永続ストアを作成することもできます。永続ストアの作成の詳細は、「永続ストアの作成」を参照してください。








リソース・グループの外部JNDIプロバイダ設定の構成



このリソース・グループで作成された外部JNDIプロバイダの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。

「外部JNDIプロバイダ」表には、このリソース・グループで構成されている外部JNDIプロバイダに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
プロバイダURL


	
ユーザー


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい外部JNDIプロバイダを作成することもできます。外部JNDIプロバイダの作成の詳細は、「外部JNDIプロバイダの作成」を参照してください。








リソース・グループの診断システム・モジュール設定の構成



このリソース・グループで作成された診断システム・モジュールの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「診断」の順に選択します。

「診断」表には、このリソース・グループで構成されている診断システム・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい診断システム・モジュールを作成することもできます。診断システム・モジュールの作成の詳細は、「診断システム・モジュールの作成」を参照してください。










リソース・グループのターゲットの構成



このリソース・グループのターゲットを指定するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「ターゲット」を選択します。

「ターゲット」ページで必要なターゲットのチェック・ボックスを選択することで、このリソース・グループがターゲットとする1つまたは複数の仮想ターゲットを指定できます。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。









リソース・グループのノートの構成



リソース・グループのノートを作成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「ノート」を選択します。

「ノート」ページでノートを入力します。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。











リソース・グループの制御


この項では、リソース・グループを制御する方法を説明します。次の項目について説明します。

	
一般設定の制御


	
リソース・グループの移行


	
JDBC設定の制御


	
メッセージング設定の制御








一般設定の制御



一般的なリソース・グループの制御設定を表示および定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択します。

「一般」ページで、制御するリソース・グループを選択します。実行可能な操作は次のとおりです。

	
移行 - リソース・グループを移行する場合、リソース・グループが使用している仮想ターゲットを、ある物理ターゲット(クラスタ/サーバー)から別の物理ターゲットに変更します。移行後、仮想ターゲットは新しい物理ターゲット(クラスタ/サーバー)を参照します。


注意:

この変更は、この仮想ターゲットを使用するすべてのリソース・グループに影響します。




	
起動 - 現在実行されていないアプリケーションのデプロイメントとリソースがアクティブになります。


	
停止 - リソース・グループのアプリケーションとリソースは処理を停止し、メモリーから削除されます。これは、アプリケーションまたはリソースのアンデプロイと同等のランタイムです。ただし、アプリケーションまたはリソースの構成はconfig.xmlから削除されません。これは実際のアンデプロイメントで行われます。










これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









リソース・グループの移行



リソース・グループを移行する場合、リソース・グループが使用している仮想ターゲットを、ある物理ターゲット(クラスタ/サーバー)から別の物理ターゲットに変更します。移行後、仮想ターゲットは新しい物理ターゲット(クラスタ/サーバー)を参照します。

この変更は、この仮想ターゲットを使用しているパーティション・レベルまたはドメイン・レベルのリソース・グループに影響を及ぼします。

リソース・グループを移行するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」→「移行」を選択します。
	リソース・グループに関連付けられた仮想ターゲットの新しいターゲットを選択します。単一の管理対象サーバーまたは単一のクラスタを選択できます。(通常は、特定の理由がある場合を除いて、仮想ターゲットを管理サーバーにターゲット設定することはありません。)
	変更を保存します。








JDBC設定の制御



リソース・グループ制御のJDBC設定を表示および定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択します。

「JDBC」ページでは、次のアクションを実行できます。

	
起動


	
停止


	
強制停止


	
再開


	
一時停止


	
強制中断


	
縮小


	
リセット


	
文キャッシュのクリア










これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









メッセージング設定の制御


この項では、リソース・グループ制御のメッセージング設定を構成する方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
JMSサーバー設定の制御


	
SAFエージェント設定の制御


	
JMSリソース設定の制御


	
JMSモジュール設定の制御








JMSサーバー設定の制御



このリソース・グループに作成されたJMSサーバーの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択して、「メッセージング」→「JMSサーバー」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
本番


	
消費


	
挿入




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















SAFエージェント設定の制御



このリソース・グループに作成されたストア・アンド・フォワード(SAF)エージェントの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択して、「メッセージング」→「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
受信


	
転送


	
受信




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JMSリソース設定の制御



リソース・グループのリソース設定をモニターするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択して、「メッセージング」→「JMSリソース」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
作成(「JMSリソースの作成」を参照してください。)


	
削除




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JMSモジュール設定の制御



リソース・グループのJMSモジュールを制御するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「制御」を選択して、「メッセージング」→「JMSモジュール」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
作成


	
削除


	
再起動




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ



















リソース・グループのモニター


この項では、次のタスクを取り上げます。

	
ドメイン内のすべてのリソース・グループのモニター


	
リソース・グループのデプロイメントのモニター


	
リソース・グループのJDBC設定のモニター


	
リソース・グループのJMS設定のモニター


	
リソース・グループのメール・セッション設定のモニター


	
リソース・グループの永続ストア設定のモニター


	
リソース・グループの外部JNDIプロバイダ設定のモニター


	
リソース・グループの診断システム・モジュール設定のモニター








ドメイン内のすべてのリソース・グループのモニター



ドメイン内に構成されているすべてのリソース・グループをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループ/テンプレート


	
スコープ


	
ドメイン・パーティション


	
状態


	
ターゲット


	
ノート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















リソース・グループのデプロイメントのモニター



リソース・グループ・テンプレートへデプロイされているすべてのアプリケーションをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「デプロイメント」を選択します。

「デプロイメント」表には、このリソース・グループで構成されているデプロイメントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
ドメイン・パーティション


	
ターゲット










このリソース・グループのアプリケーションのデプロイメントを制御する方法は、「アプリケーション・デプロイメントの制御」を参照してください。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します












リソース・グループのJDBC設定のモニター



このリソース・グループで作成されたJDBCシステム・リソースの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」、「JDBC」の順に選択します。

「JDBC」表には、このリソース・グループで構成されているJDBCデータ・ソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
パーティション


	
タイプ


	
リソース


	
スコープ


	
サーバー


	
インスタンス


	
ONS




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















リソース・グループのJMS設定のモニター


この項では、リソース・グループのJMS設定をモニターする方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
JMSサーバー設定のモニター


	
SAFエージェント設定のモニター


	
JMSリソース設定のモニター


	
JMSモジュール設定のモニター


	
メッセージング・ブリッジのモニター








JMSサーバー設定のモニター



このリソース・グループに作成されたJMSサーバーの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」を選択して、「メッセージング」→「JMSサーバー」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
本番


	
消費


	
挿入




「JMSサーバー」表には、このリソース・グループで構成されているJMSサーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
ターゲット


	
現在のターゲット


	
実行中


	
生成の休止


	
消費の休止


	
挿入の休止


	
現在の宛先数


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
受信メッセージ数


	
現在ページング可能なメッセージ数


	
ページアウトされたメッセージ総数


	
現在のバイト数


	
現在のセッション・プール数


	
最大セッション・プール数


	
セッション・プール総数


	
最大宛先数


	
宛先総数


	
最大メッセージ数


	
メッセージしきい値の時間


	
ページインされたメッセージ総数


	
保留バイト


	
受信バイト数


	
バイトしきい値


	
現在ページング可能なバイト数


	
ページアウトされた合計バイト数


	
ページインされた合計バイト数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSサーバーを作成することもできます。JMSサーバーの作成の詳細は、「JMSサーバーの作成」を参照してください。








SAFエージェント設定のモニター



このリソース・グループに作成されたストア・アンド・フォワード(SAF)エージェントの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」を選択して、「メッセージング」→「ストア・アンド・フォワード・エージェント」を選択します。

次の制御アクションを実行できます。

	
受信


	
転送


	
受信




「SAFエージェント」表には、このリソース・グループで構成されているSAFエージェントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
エージェント・タイプ


	
現在のリモート・エンドポイント数


	
リモート・エンドポイントの最大数


	
リモート・エンドポイント総数


	
現在の会話数


	
会話の最大数


	
会話総数


	
受信の休止


	
転送の休止


	
受信の休止


	
現在のメッセージ数


	
保留メッセージ数


	
最大メッセージ数


	
受信メッセージ数


	
メッセージしきい値の時間


	
現在のバイト数


	
保留バイト


	
受信バイト数


	
最大バイト数


	
バイトしきい値の時間


	
失敗したメッセージの総数




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















JMSリソース設定のモニター



リソース・グループのリソース設定をモニターするには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」を選択して、「メッセージング」→「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、このリソース・グループで構成されているJMSリソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSリソースを作成することもできます。JMSリソースの作成の詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。








JMSモジュール設定のモニター



リソース・グループのJMSモジュールをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」を選択して、「メッセージング」→「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、このリソース・グループで構成されているJMSモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック


	
外部サーバー


	
割当


	
SAFエラー・ハンドラ


	
SAFインポート済み宛先


	
SAFリモート・コンテキスト


	
テンプレート


	
共通分散キュー


	
共通分散トピック


	
宛先キー


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSモジュールを作成することもできます。JMSモジュールの作成の詳細は、「JMSモジュールの作成」を参照してください。








メッセージング・ブリッジのモニター



リソース・グループのメッセージング・ブリッジ設定をモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「モニタリング」を選択して、「メッセージング」→「メッセージング・ブリッジ」を選択します。

「メッセージング・ブリッジ」表には、このリソース・グループで構成されているメッセージング・ブリッジに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
サーバー


	
状態


	
説明




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ

















リソース・グループのメール・セッション設定のモニター



このリソース・グループで作成されたメール・セッションの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「メール」の順に選択します。

「メール」表には、このリソース・グループで構成されているメール・セッションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しいメール・セッションを作成することもできます。メール・セッションの作成の詳細は、「メール・セッションの作成」を参照してください。








リソース・グループの永続ストア設定のモニター



このリソース・グループで作成された永続ストアの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このリソース・グループで構成されている永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい永続ストアを作成することもできます。永続ストアの作成の詳細は、「永続ストアの作成」を参照してください。








リソース・グループの外部JNDIプロバイダ設定のモニター



このリソース・グループで作成された外部JNDIプロバイダの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。

「外部JNDIプロバイダ」表には、このリソース・グループで構成されている外部JNDIプロバイダに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
プロバイダURL


	
ユーザー


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい外部JNDIプロバイダを作成することもできます。外部JNDIプロバイダの作成の詳細は、「外部JNDIプロバイダの作成」を参照してください。








リソース・グループの診断システム・モジュール設定のモニター



このリソース・グループで作成された診断システム・モジュールの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ」表で、構成するリソース・グループを選択します。
	「サービス」、「診断」の順に選択します。

「診断」表には、このリソース・グループで構成されている診断システム・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループの新しい診断システム・モジュールを作成することもできます。診断システム・モジュールの作成の詳細は、「診断システム・モジュールの作成」を参照してください。














25 WebLogic Serverリソース・グループ・テンプレート


この章では、リソース・グループ・テンプレートを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。リソース・グループ・テンプレートは、1つまたは複数のリソース・グループから参照される、デプロイ可能なリソースおよびアプリケーションの名前付きのドメイン・レベルのコレクションです。

特定のテンプレートを参照する各リソース・グループには、そのテンプレートに定義されているリソースの独自のランタイム・コピーが含まれます。リソース・グループ・テンプレートは、複数テナント用にリソースを定義およびレプリケートする便利な方法です。リソース・グループ・テンプレートにより、アプリケーションとリソースの同じコレクションを複数のドメイン・パーティションにデプロイすることが非常に簡単になります。

リソース・グループ・テンプレートはドメイン・レベルで定義され、その後1つ以上のリソース・グループに参照されます。

リソース・グループ・テンプレートは、WebLogic Server MTが同じアプリケーションとリソースを複数回アクティブ化する(ドメイン・パーティションごとに1回ずつ) SaaS環境で特に役立ちます。そのようなリソースに関する情報は、すべてのドメイン・パーティション間で同じ情報もあれば、JMSキューやデータベース接続など、パーティションごとに異なる情報もあります。WebLogic Server MTは、各パーティションで定義されているプロパティ値を使用して、パーティションごとに異なるテンプレートによって表されるアプリケーション・スイートをアクティブ化します。

WebLogic Serverのリソース・グループ・テンプレートの詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のリソース・グループ・テンプレートの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
リソース・グループ・テンプレートの作成


	
リソース・グループ・テンプレートの表示


	
リソース・グループ・テンプレートの構成








リソース・グループ・テンプレートの作成



新しいリソース・グループ・テンプレートを作成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「作成」をクリックします。
	「新しいリソース・グループ・テンプレートの作成」ページで、新しいリソース・グループ・テンプレートに関する次のような構成設定を定義できます。

	
名前: 新しいリソース・グループ・テンプレートの名前を入力します


	
ノート: 新しいリソース・グループ・テンプレートのノートを入力します




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「作成」をクリックします。








リソース・グループ・テンプレートの表示



ドメイン内に構成されているすべてのリソース・グループ・テンプレートを表示するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
リソース・グループを参照しています


	
ドメイン・パーティションの参照


	
ノート




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ















リソース・グループ・テンプレートの構成


この項では、リソース・グループ・テンプレートを構成する方法について説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
一般的なリソース・グループ・テンプレート設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートのデプロイメントの構成


	
リソース・グループ・テンプレートのJDBC設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートのJMS設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートのメール・セッション設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートの永続ストア設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートの外部JNDIプロバイダ設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートの診断システム・モジュール設定の構成


	
リソース・グループ・テンプレートのノートの作成








一般的なリソース・グループ・テンプレート設定の構成



一般的なリソース・グループ・テンプレートの設定を表示および定義するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「一般」を選択します。

「一般」ページで、このリソース・グループ・テンプレートの「名前」構成設定を表示できます。







詳細は、構成オプションを参照してください。









リソース・グループ・テンプレートのデプロイメントの構成



リソース・グループ・テンプレートへデプロイされているすべてのアプリケーションを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「デプロイメント」を選択します。

「デプロイメント」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているデプロイメントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ステータス


	
状態


	
ヘルス


	
タイプ


	
ドメイン・パーティション


	
ターゲット


	
デプロイメント順序


	
スコープ


	
リソース・グループ


	
タグ










このリソース・グループ・テンプレートのアプリケーションのデプロイメントを制御する方法は、「アプリケーション・デプロイメントの制御」を参照してください。


注意:

リソース・グループ・テンプレートのアプリケーション・デプロイメントは起動または停止できません。そのリソース・グループ・テンプレートを参照するリソース・グループのアプリケーションを起動または停止する必要があります。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します












リソース・グループ・テンプレートのJDBC設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成されたJDBCシステム・リソースの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」、「JDBC」の順に選択します。

「JDBC」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているJDBCデータ・ソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名


	
タイプ


	
ターゲット


	
アルゴリズムのタイプ


	
行プリフェッチ有効


	
行プリフェッチ・サイズ


	
ストリーム・チャンク・サイズ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	また、このリソース・グループ・テンプレートの新しいJDBCデータ・ソースを作成できます。「作成」または「類似作成」をクリックして、新しいJDBCデータ・ソースを作成します。JDBCデータ・ソースの作成の詳細は、「JDBCデータ・ソースの作成」を参照してください。








リソース・グループ・テンプレートのJMS設定の構成


この項では、リソース・グループ・テンプレートのJMS設定をモニターする方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。

	
JMSサーバー設定の構成


	
SAFエージェント設定の構成


	
JMSリソース設定の構成


	
JMSモジュール設定の構成


	
メッセージング・ブリッジの構成


	
JMSブリッジ宛先の構成


	
パス・サービスの構成








JMSサーバー設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成されたJMSサーバーの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSサーバー」を選択します。

「JMSサーバー」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているJMSサーバーに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ヘルス


	
ヘルスの理由


	
永続ストア


	
一時的なテンプレート名


	
最大バイト数


	
最大メッセージ数


	
最大バイトしきい値


	
最小バイトしきい値


	
最大メッセージしきい値




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSサーバーを作成することもできます。JMSサーバーの作成の詳細は、「JMSサーバーの作成」を参照してください。








SAFエージェント設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成されたストア・アンド・フォワード(SAF)エージェントの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「SAFエージェント」を選択します。

「SAFエージェント」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているSAFエージェントに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
エージェント・タイプ


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいSAFエージェントを作成することもできます。SAFエージェントの作成の詳細は、「ストア・アンド・フォワード・エージェントの作成」を参照してください。








JMSリソース設定の構成



リソース・グループ・テンプレートのJMSリソース設定を構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSリソース」を選択します。

「JMSリソース」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているJMSリソースに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ


	
JMSモジュール名


	
JNDI名


	
サブデプロイメント




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSリソースを作成することもできます。JMSリソースの作成の詳細は、「JMSリソースの作成」を参照してください。








JMSモジュール設定の構成



リソース・グループ・テンプレートのJMSモジュールを構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSモジュール」を選択します。

「JMSモジュール」表には、このリソース・グループで構成されているJMSモジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
キュー


	
トピック


	
コネクション・ファクトリ


	
分散キュー


	
分散トピック


	
外部サーバー


	
割当


	
SAFエラー・ハンドラ


	
SAFインポート済み宛先


	
SAFリモート・コンテキスト


	
テンプレート


	
共通分散キュー


	
共通分散トピック


	
宛先キー


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSモジュールを作成することもできます。JMSモジュールの作成の詳細は、「JMSモジュールの作成」を参照してください。








メッセージング・ブリッジの構成



リソース・グループ・テンプレートのメッセージング・ブリッジ設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「メッセージング・ブリッジ」を選択します。

「メッセージング・ブリッジ」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているメッセージング・ブリッジに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ソース・ブリッジ宛先


	
ターゲット・ブリッジ宛先




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいメッセージング・ブリッジを作成することもできます。メッセージング・ブリッジの作成の詳細は、「メッセージング・ブリッジの作成」を参照してください。








JMSブリッジ宛先の構成



リソース・グループ・テンプレートのJMSブリッジ宛先設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「JMSブリッジ宛先」を選択します。

「JMSブリッジ宛先」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているJMSブリッジ宛先に関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
アダプタのJNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいJMSブリッジ宛先を作成することもできます。JMSブリッジ宛先の作成の詳細は、「JMSブリッジ宛先の作成」を参照してください。








パス・サービスの構成



リソース・グループ・テンプレートのパス・サービス設定を構成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」を選択して、「メッセージング」→「パス・サービス」を選択します。

「パス・サービス」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているパス・サービスに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
永続ストア




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして新しいパス・サービスを作成することもできます。パス・サービスの作成の詳細は、「パス・サービスの作成」を参照してください。










リソース・グループ・テンプレートのメール・セッション設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成されたメール・セッションの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」、「メール」の順に選択します。

「メール」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されているメール・セッションに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
JNDI名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループ・テンプレートの新しいメール・セッションを作成することもできます。メール・セッションの作成の詳細は、「メール・セッションの作成」を参照してください。








リソース・グループ・テンプレートの永続ストア設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成された永続ストアの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」、「永続ストア」の順に選択します。

「永続ストア」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されている永続ストアに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
タイプ




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループ・テンプレートの新しい永続ストアを作成することもできます。永続ストアの作成の詳細は、「永続ストアの作成」を参照してください。








リソース・グループ・テンプレートの外部JNDIプロバイダ設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成された外部JNDIプロバイダの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」、「外部JNDIプロバイダ」の順に選択します。

「外部JNDIプロバイダ」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されている外部JNDIプロバイダに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
初期コンテキスト・ファクトリ


	
プロバイダURL


	
ユーザー


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループ・テンプレートの新しい外部JNDIプロバイダを作成することもできます。外部JNDIプロバイダの作成の詳細は、「外部JNDIプロバイダの作成」を参照してください。








リソース・グループ・テンプレートの診断システム・モジュール設定の構成



このリソース・グループ・テンプレートに作成された診断システム・モジュールの構成設定を表示するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「サービス」、「診断」の順に選択します。

「診断」表には、このリソース・グループ・テンプレートで構成されている診断システム・モジュールに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
説明


	
ターゲット




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します


	
例による問合せ







	「作成」ボタンをクリックして、このリソース・グループ・テンプレートの新しい診断システム・モジュールを作成することもできます。診断システム・モジュールの作成の詳細は、「診断システム・モジュールの作成」を参照してください。








リソース・グループ・テンプレートのノートの作成



リソース・グループ・テンプレートのノートを作成するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ・テンプレート」の順に選択します。

「リソース・グループ・テンプレート」表には、現在のドメイン・パーティション内で構成されている各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	「リソース・グループ・テンプレート」表で、構成するリソース・グループ・テンプレートの名前を選択します。
	「ノート」を選択します。

「ノート」ページでノートを入力します。




	「保存」をクリックします。



詳細は、構成オプションを参照してください。















26 WebLogic Server仮想ターゲット


この章では、仮想ターゲットを作成およびモニターするために実行するタスクについて説明します。仮想ターゲットは、パーティションまたはリソース・グループの実行場所およびそれらへのトラフィックをルーティングする方法(アドレス、プロトコル設定、ターゲット指定など)をカプセル化します。

仮想ターゲットにより、ドメイン・パーティションとグローバル(ドメイン・レベル)ランタイムがターゲットのWebLogic Serverインスタンスの物理属性から分離されるため、アプリケーションがこれらの詳細を認識する必要がなくなります。

WebLogic Serverの仮想ターゲットの詳細は、『WebLogic Server MTの使用』の仮想ターゲットの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
仮想ターゲットの作成


	
パーティションで使用中の仮想ターゲットの削除


	
ドメイン・レベルのリソース・グループで使用中の仮想ターゲットの削除


	
仮想ターゲットのモニター


	
仮想ターゲットの構成








仮想ターゲットの作成



新しい仮想ターゲットを作成するには:

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。


	
「作成」をクリックします。


	
「仮想ターゲットの作成」ページで、新しい仮想ターゲットの一般的な構成設定を定義します。

	
名前: 新しい仮想ターゲットの名前を入力します


	
URI接頭辞: この仮想ターゲットがリクエストを処理するオプションのURI接頭辞。たとえば、ホスト名としてwww.example.com、URI接頭辞としてMyAppを入力した場合、この仮想ターゲットは、www.example.com/MyAppへのリクエストは処理しますが、www.example.comやwww.example.com/fooへのリクエストは処理しません。





	
「追加」をクリックします。この仮想ターゲットがリクエストを処理するホスト名のリストを入力します。指定するホスト名は、次のように、適切なサーバーまたはロード・バランサに解決されるDNSエントリを持っている必要があります。

	
パーティションへの接続のロード・バランシングにOracle Traffic Director (OTD)を使用していない場合は、WebLogic Serverクラスタまたは管理対象サーバーの実際のホスト名を指定します。


	
パーティションへの接続のロード・バランシングにOTDを使用している場合は、OTD経由でアプリケーションにアクセスします。仮想ターゲットに指定したホスト名は、OTD管理サーバーの場所に解決される必要があります。




ホスト名を指定しない場合は、すべての着信リクエストに一致するようにホスト名にワイルドカードを指定する場合と同等になります。

リソース・グループにアクセスするためにクライアントが使用するホスト名は、仮想ターゲットで指定したホスト名のいずれかと厳密に一致する必要があります。仮想ターゲットに対しては複数のホスト名を指定できるため、一致を確実にするために、ホストの簡易名と完全修飾名の両方を指定する方が都合のよい場合があります。


	
「拡張オプション」セクションで、必要に応じて、この仮想ターゲット用のパーティション固有チャネルの参照として使用する、既存のチャネルおよびポート(明示的またはオフセット)の情報を指定します。

『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のネットワーク・チャネルの理解に関する項で説明しているように、ネットワーク・チャネルは、WebLogic Serverへのネットワーク接続の属性を定義する構成可能なリソースです。WebLogic Serverインスタンスのネットワーク・チャネルは、通信プロトコル、リスニング・アドレス、リスニング・ポートおよびチャネル名という4つの属性の組合せです。

チャネルは、選択したターゲット上に存在し、同じプロトコルを使用して構成されている必要があります。パーティション・チャネルの値を指定する場合は、明示的なポートまたはポート・オフセットのいずれかを指定する必要があります。

次に例を示します。

	
ホスト名myexample.comおよびURI接頭辞/fooを含む仮想ターゲットを作成します。


	
「パーティション・チャネル」フィールドで、パーティション固有チャネルを作成するための参照として使用する既存のチャネルChannel-1を指定します。


	
Channel-1には、127.0.0.1:7002のリスニング・アドレスとリスニング・ポート、および127.0.0.1:7002の外部アドレスとリスニング・ポートがあります。


	
5のポート・オフセットを指定します。リスニング・ポートの場合は7002 +5の結果となります。


	
myexample.comは127.0.0.1に解決される必要があります。


	
この仮想ターゲットにアクセスするには、myexample.com:7007/fooを使用します。


	
同様にChannel-1を使用する別の仮想ターゲットを作成する場合は、別のポート・オフセット(または明示的なポート)を使用する必要があり、そのようにしないと、ポートの競合が発生します。


	
すべての場合について、そのまま使用する明示的ポート値、またはオフセットを指定します。そのようにしない場合、ポートが割り当てられず、チャネルが作成および使用されません。




WebLogic Server管理コンソールを使用して、チャネルを作成します。『WebLogic Server Administration Consoleオンラインヘルプ』のカスタム・ネットワーク・チャネルの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションのロード・バランシングにOTDを使用する場合は、これらの拡張オプションは無視されます。




	
「次」をクリックします。


	
仮想ターゲットをサーバーまたはクラスタにいずれのターゲットにするかを選択します。

メニューを使用して、この仮想ターゲットを既存のサーバーまたは既存のクラスタのいずれのターゲットにするかを選択できます。


	
必要に応じて、仮想ターゲットのログ・ファイルの場所を入力します。デフォルトでは、仮想ターゲットのログ・ファイルは、仮想ターゲットに最初にアクセスされたときに、domain-name/servers/server-name/logs/virtualTargets/virtual-target-name/access.logに書き込まれます。


	
この仮想ターゲットを説明するノートを入力します。


	
「作成」をクリックします。




2つの仮想ターゲットが同じホスト名、URI接頭辞およびポート番号を持つ場合は、異なるクラスタまたは管理対象サーバーをターゲット指定する必要があります。


注意:

仮想ターゲットは、ホスト名: ""、URI接頭辞: /、明示的ポート: 0、ポート・オフセット: 0として構成しないでください。この構成では、仮想ターゲットがデフォルトHTTPサーバー宛てのすべてのリクエストをインターセプトします。この構成は許可されません。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









パーティションで使用中の仮想ターゲットの削除



リソース・グループまたはパーティションで使用中の仮想ターゲットは削除できません。最初に、リソース・グループまたはパーティションから削除する必要があります。

パーティションで使用中の仮想ターゲットを削除するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。




	仮想ターゲットを削除するパーティションの隣をクリックします。
	「制御」メニューから、「停止」を選択してパーティションを停止します。
	パーティションを選択します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・グループ」の順に選択します。
	削除する仮想ターゲットを参照するリソース・グループを選択します。
	「ターゲット」ページを選択します。
	削除する仮想ターゲットを選択解除します。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「使用可能なターゲット」の順に選択します。
	削除する仮想ターゲットに「デフォルトとして使用」が設定されている場合は、このコントロールの選択を解除します。
	削除する仮想ターゲットを選択解除します。
	「保存」をクリックします。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「制御」、「起動」の順に選択します。
	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。




	削除する仮想ターゲットの隣をクリックします。この仮想ターゲットがドメイン・パーティションまたはリソース・グループから参照されていない場合に、「削除」コントロールがアクティブになります。
	「削除」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









ドメイン・レベルのリソース・グループで使用中の仮想ターゲットの削除



リソース・グループまたはパーティションで使用中の仮想ターゲットは削除できません。最初に、リソース・グループまたはパーティションから削除する必要があります。

ドメイン・レベルのリソース・グループで使用中の仮想ターゲットを削除するには、次のようにします。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース・グループ」の順に選択します。

「リソース・グループ」表には、現在のドメインで構成された各リソース・グループに関する情報が表示されます。




	削除する仮想ターゲットを参照するリソース・グループを選択します。
	「ターゲット」ページを選択します。
	削除する仮想ターゲットを選択解除します。
	「保存」をクリックします。
	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。




	削除する仮想ターゲットの隣をクリックします。この仮想ターゲットがリソース・グループから参照されていない場合に、「削除」コントロールがアクティブになります。
	「削除」をクリックします。



これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。









仮想ターゲットのモニター



ドメイン内に構成されているすべての仮想ターゲットをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
ホスト名


	
URI接頭辞


	
ターゲット


	
明示的なポート


	
ポート・オフセット


	
パーティション・チャネル


	
次が使用


	
ログ・ファイル名




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します















仮想ターゲットの構成



この項では、仮想ターゲットを構成する方法を説明します。

この項では、次のタスクを取り上げます。





	
一般的な仮想ターゲット設定の構成


	
仮想ターゲットのターゲット指定


	
仮想ターゲットのノートの作成










一般的な仮想ターゲット設定の構成



仮想ターゲットの一般設定を構成するには:

	
この仮想ターゲットがドメイン・パーティションによって使用されている場合は、まず、パーティションを停止する必要があります。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。


	
仮想ターゲットを構成するパーティションの隣をクリックします。


	
「制御」メニューから、「停止」を選択してパーティションを停止します。





	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。


	
「仮想ターゲット」表で、構成する仮想ターゲットを選択します。


	
「一般」を選択します。

「一般」ページから、仮想ターゲットの次のような一般構成設定を表示および定義できます。

	
名前


	
URI接頭辞


	
ホスト名




「ホスト名」フィールドの「追加」をクリックしてホスト名を入力して、新しいホスト名を追加できます。

これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「拡張オプション」セクションで、必要に応じて、この仮想ターゲット用のパーティション固有チャネルの参照として使用する、既存のチャネルおよびポート(明示的またはオフセット)の情報を指定します。

『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理』のネットワーク・チャネルの理解に関する項で説明しているように、ネットワーク・チャネルは、WebLogic Serverへのネットワーク接続の属性を定義する構成可能なリソースです。WebLogic Serverインスタンスのネットワーク・チャネルは、通信プロトコル、リスニング・アドレス、リスニング・ポートおよびチャネル名という4つの属性の組合せです。

チャネルは、選択したターゲット上に存在し、同じプロトコルを使用して構成されている必要があります。パーティション・チャネルの値を指定する場合は、明示的なポートまたはポート・オフセットのいずれかを指定する必要があります。

次に例を示します。

	
ホスト名myexample.comおよびURI接頭辞/fooを含む仮想ターゲットを作成します。


	
「パーティション・チャネル」フィールドで、パーティション固有チャネルを作成するための参照として使用する既存のチャネルChannel-1を指定します。


	
Channel-1には、127.0.0.1:7002のリスニング・アドレスとリスニング・ポート、および127.0.0.1:7002の外部アドレスとリスニング・ポートがあります。


	
5のポート・オフセットを指定します。リスニング・ポートの場合は7002 +5の結果となります。


	
myexample.comは127.0.0.1に解決される必要があります。


	
この仮想ターゲットにアクセスするには、myexample.com:7007/fooを使用します。


	
同様にChannel-1を使用する別の仮想ターゲットを作成する場合は、別のポート・オフセット(または明示的なポート)を使用する必要があり、そのようにしないと、ポートの競合が発生します。


	
すべての場合について、そのまま使用する明示的ポート値、またはオフセットを指定します。そのようにしない場合、ポートが割り当てられず、チャネルが作成および使用されません。




WebLogic Server管理コンソールを使用して、チャネルを作成します。『WebLogic Server Administration Consoleオンラインヘルプ』のカスタム・ネットワーク・チャネルの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションのロード・バランシングにOTDを使用する場合は、これらの拡張オプションは無視されます。




	
「保存」をクリックします。


	
この仮想ターゲットがドメイン・パーティションによって使用されている場合は、パーティションを起動する必要があります。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。


	
仮想ターゲットを構成したパーティションの隣をクリックします。


	
「制御」メニューから、「起動」を選択してパーティションを起動します。















仮想ターゲットのターゲット指定



仮想ターゲットのターゲットを選択するには:

	
この仮想ターゲットがドメイン・パーティションによって使用されている場合は、まず、パーティションを停止する必要があります。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。


	
仮想ターゲットを構成するパーティションの隣をクリックします。


	
「制御」メニューから、「停止」を選択してパーティションを停止します。





	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。


	
「仮想ターゲット」表で、構成する仮想ターゲットを選択します。


	
「ターゲット」を選択します。


	
仮想ターゲットをサーバーまたはクラスタにいずれのターゲットにするかを選択します。

メニューを使用して、この仮想ターゲットを既存のサーバーまたは既存のクラスタのいずれのターゲットにするかを選択できます。

詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「保存」をクリックします。


	
この仮想ターゲットがドメイン・パーティションによって使用されている場合は、パーティションを再起動する必要があります。

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション」表には、現在のドメイン内で構成されている各パーティションに関する情報が表示されます。


	
仮想ターゲットを構成したパーティションの隣をクリックします。


	
「制御」メニューから、「起動」を選択してパーティションを起動します。















仮想ターゲットのノートの作成



仮想ターゲットのノートを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「仮想ターゲット」の順に選択します。

「仮想ターゲット」表には、現在のドメイン内で構成されている各仮想ターゲットに関する情報が表示されます。




	「仮想ターゲット」表で、構成する仮想ターゲットを選択します。
	「ノート」を選択します。

「ノート」ページでノートを入力します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。














27 WebLogic Serverパーティション・ワーク・マネージャ


この章では、パーティション・ワーク・マネージャを作成および構成する方法を説明します。パーティション・ワーク・マネージャを使用すると、同じWebLogic Serverインスタンスを共有するパーティション間で作業リクエストのスレッド使用量および優先度付けの公平性を確保できます。一連のポリシーが定義され、ワーク・マネージャによってパーティション内のスレッドの使用が制限されます。これらはドメインには適用されません。

複数のドメイン・パーティションで使用するためにドメインにパーティション・ワーク・マネージャを定義できます。または、特定のパーティションのみで使用するためにそのドメイン・パーティション自体にパーティション・ワーク・マネージャ属性を定義できます。パーティション・ワーク・マネージャが定義されていない場合は、デフォルトのパーティション・ワーク・マネージャの設定値が適用されます。

ドメイン・レベルで定義されたパーティション・ワーク・マネージャは、複数のドメイン・パーティションで使用できることに注意してください。ただし、ドメイン・パーティションは1つのパーティション・ワーク・マネージャにのみ関連付けることができます。

詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のパーティション・ワーク・マネージャの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
パーティション・ワーク・マネージャの作成


	
パーティション・ワーク・マネージャの編集


	
パーティション・ワーク・マネージャの構成








パーティション・ワーク・マネージャの作成



ドメインにパーティション・ワーク・マネージャを定義するには:

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「パーティション・ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「パーティション・ワーク・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されているパーティション・ワーク・マネージャに関する情報が表示されます。


	
「作成」をクリックします。


	
パーティション・ワーク・マネージャの次のプロパティを定義します。

	
「名前」に、パーティション・ワーク・マネージャの名前を入力します。


	
「フェア・シェアの値」に、すべてのパーティションのスレッド使用量に対する、そのパーティションに必要なスレッドの使用率を入力します。


	
「最小スレッド数制約」に、そのパーティションに構成されている最小スレッド制約を満たすために作成できるスタンバイ・スレッド数の上限を入力します。


	
「最大スレッド数制約」に、自己チューニング・スレッド・プールがいつでもパーティションのために処理できる同時リクエストの最大数を入力します。


	
「共有容量の制約(%)」に、サーバー内のパーティションに存在できるリクエストの総数を、OverloadProtectionMBean内のsharedCapacityForWorkManagers属性値の割合として入力します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「OK」をクリックします。




そのパーティションのみで使用するドメイン・パーティション内のパーティション・ワーク・マネージャ属性を定義するには:

始める前に:

ドメイン・パーティション内でパーティション・ワーク・マネージャ属性を定義する前に、まず、作成またはインポートされたパーティションが必要です。詳細は、「ドメイン・パーティションの作成」を参照してください。




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。




	パーティション固有のパーティション・ワーク・マネージャを定義するドメイン・パーティションの名前をクリックします。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース共有」の順に選択します。
	「このドメイン・パーティションに対して直接パーティション・ワーク・マネージャ設定を指定します。」を選択します。
	パーティション・ワーク・マネージャの次のプロパティを定義します。

	
「名前」に、パーティション・ワーク・マネージャの名前を入力します。


	
「フェア・シェアの値」に、すべてのパーティションのスレッド使用量に対する、そのパーティションに必要なスレッドの使用率を入力します。


	
「最小スレッド数制約」に、そのパーティションに構成されている最小スレッド制約を満たすために作成できるスタンバイ・スレッド数の上限を入力します。


	
「最大スレッド数制約」に、自己チューニング・スレッド・プールがいつでもパーティションのために処理できる同時リクエストの最大数を入力します。


	
「共有容量の制約(%)」に、サーバー内のパーティションに存在できるリクエストの総数を、OverloadProtectionMBean内のsharedCapacityForWorkManagers属性値の割合として入力します。




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。








パーティション・ワーク・マネージャの編集



このドメイン内に構成されているパーティション・ワーク・マネージャを編集するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「パーティション・ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「パーティション・ワーク・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されているパーティション・ワーク・マネージャに関する次のような情報が表示されます。

	
名前


	
フェア・シェアの値


	
最小スレッド数制約の制限


	
最大スレッド数制約


	
共有容量の制約(%)




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します







	パーティション・ワーク・マネージャを構成するには、表の「編集」アイコンをクリックします。「パーティション・ワーク・マネージャの構成」を参照してください








パーティション・ワーク・マネージャの構成



パーティション・ワーク・マネージャのドメイン・レベルの構成を編集するには:

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「パーティション・ワーク・マネージャ」の順に選択します。

「パーティション・ワーク・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されているパーティション・ワーク・マネージャに関する情報が表示されます。


	
表で、構成するパーティション・ワーク・マネージャの「編集」アイコンをクリックします。


	
「パーティション・ワーク・マネージャの編集」ページで、パーティション・ワーク・マネージャの次の設定を定義します。

	
名前


	
フェア・シェアの値


	
最小スレッド数制約の制限


	
最大スレッド数制約


	
共有容量の制約(%)




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。


	
「OK」をクリックします。




パーティション固有のパーティション・ワーク・マネージャの構成を編集するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。




	パーティション固有のパーティション・ワーク・マネージャを定義するドメイン・パーティションの名前をクリックします。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース共有」の順に選択します。
	「パーティション・ワーク・マネージャの構成」ページで、パーティション・ワーク・マネージャの次の設定を定義します。

	
名前


	
フェア・シェアの値


	
最小スレッド数制約の制限


	
最大スレッド数制約


	
共有容量の制約(%)




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。




	「保存」をクリックします。












28 WebLogic Serverリソース・マネージャ


この章では、リソース・マネージャを作成、モニターおよび構成するために実行するタスクについて説明します。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
リソース・マネージャの作成


	
リソース・マネージャのモニター








リソース・マネージャの作成



リソース・マネージャを作成する手順:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース消費マネージャ」の順に選択します。

「リソース・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されているリソース・マネージャに関する情報が表示されます。




	「リソース・マネージャの追加」をクリックします。
	リソース・マネージャの名前を指定し、ポリシーおよびトリガーの制限を定義します。

詳細は、構成オプションを参照してください。




	「OK」をクリックします。








リソース・マネージャのモニター



このドメイン内に構成されているリソース・マネージャをモニターするには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「リソース消費マネージャ」の順に選択します。

「リソース・マネージャ」表には、現在のドメインに構成されているリソース・マネージャに関する次のような情報が表示されます。

	
リソース・マネージャ


	
ポリシー・タイプ


	
フェア・シェア


	
トリガー制限




これらのフィールドの詳細は、構成オプションを参照してください。

必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
デタッチ: 表をデタッチします(表示オプション)


	
すべてを開くまたはすべて閉じる


	
最初にスクロールまたは最後にスクロール


	
列の並替え: 表示される列の順序を変更します







	新しいリソース・マネージャを追加するには、「リソース・マネージャの追加」をクリックします。詳細は、「リソース・マネージャの作成」を参照してください。
	リソース・マネージャに新しいポリシーを追加するには、リソース・マネージャを選択して「ポリシーの追加」をクリックします。
	既存のポリシーを編集するには、表でポリシーを選択して表の上にある「編集」アイコンをクリックします。












29 WebLogic Serverリソース・オーバーライド


この章では、リソース・オーバーライドを作成および構成する方法を説明します。リソース・オーバーライドによって、管理者は、パーティション・レベルでリソースをカスタマイズできます。リソース・グループ・テンプレートから導出されたリソース設定をオーバーライドできます。リソース・グループ・テンプレートを拡張したリソース・グループでパーティションを作成する場合、そのリソース・グループ・テンプレートで定義されているJDBCおよびJMSシステム・リソースの設定をオーバーライドできます。

詳細は、『WebLogic Server MTの使用』のリソース・オーバーライドの構成に関する項を参照してください。


注意:

ドメイン・パーティションにログインしている場合は、「ドメイン・パーティション」メニューからナビゲートします。



この章の内容は次のとおりです。

	
リソース・オーバーライドの作成


	
リソース・オーバーライドの構成








リソース・オーバーライドの作成



始める前に:

ドメイン・パーティション内にリソース・オーバーライドを作成する前に、まず、リソース・グループ・テンプレートにJDBCまたはJMSのシステム・ソースを定義しておく必要があります。詳細は、「JDBCデータ・ソースの作成」および「JMSリソースおよびモジュール」を参照してください。

既存のドメイン・パーティション内にリソース・オーバーライドを作成します。

リソース・オーバーライドを作成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。




	パーティション固有のリソース・オーバーライドを定義するドメイン・パーティションの名前をクリックします。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・オーバーライド」の順に選択します。

「リソース・オーバーライド・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内に定義されているJDBCおよびJMSシステム・リソースに関する次のような情報が表示されます。

	
リソース名: JDBCまたはJMSシステム・リソースのユーザー定義の名前


	
リソース・タイプ: オーバーライドされるJDBCまたはJMSシステム・リソースのタイプ


	
リソース・グループ: JDBCまたはJMSシステム・リソースのリソース・グループ・テンプレートの定義を拡張するリソース・グループ


	
オーバーライドあり: JDBCまたはJMSシステム・リソースがパーティション固有の属性値を持っているかどうかを示します


	
オーバーライドの編集: リソース・オーバーライドを構成するには、表の「編集」アイコンをクリックします。詳細は、「リソース・オーバーライドの構成」を参照してください。




必要に応じて、「ビュー」を選択して次の表オプションにアクセスします。

	
列: 表に表示されている列を追加または削除します


	
ソート: 昇順または降順に列をソートします


	
並替え: 表示されている列の順序を変更します















リソース・オーバーライドの構成



JDBCデータ・ソースのオーバーライドを構成するには:

	
「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。


	
パーティション固有のJDBCデータ・ソース属性のオーバーライドを定義するドメイン・パーティションの名前をクリックします。


	
「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・オーバーライド」の順に選択します。

「リソース・オーバーライド・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内に定義されているJDBCおよびJMSシステム・リソースに関する情報が表示されます。


	
サマリー表で、パーティション固有のオーバーライドを定義するJDBCデータ・ソースを選択して、「オーバーライドの編集」アイコンをクリックします。


	
「オーバーライド」ページで、必要に応じて、次のフィールドのパーティション固有の値を入力します。

	
ユーザー: データソースのユーザーの名前


	
URL: データ・ソースの接続URL


	
パスワード: クリア・テキストのパスワード

注意: データ・ソースの名前はオーバーライドできません。これは、オーバーライド構成MBeanと、オーバーライドされるリソースを照合するために使用されます。


	
「OK」をクリックします。







終了後:

オーバーライドを有効にするには、パーティションを再起動する必要があります。

JMSシステム・モジュール/外部サーバーのオーバーライドを構成するには:




	「WebLogicドメイン」メニューから、「環境」、「ドメイン・パーティション」の順に選択します。

「ドメイン・パーティション・サマリー」表には、現在のWebLogic Serverドメイン内で構成されている各ドメイン・パーティションの状態に関する情報が表示されます。




	パーティション固有のJMSシステム・モジュールの値を定義するドメイン・パーティションの名前をクリックします。
	「ドメイン・パーティション」メニューから、「管理」、「リソース・オーバーライド」の順に選択します。

「リソース・オーバーライド・サマリー」表には、現在のドメイン・パーティション内に定義されているJDBCおよびJMSシステム・リソースに関する情報が表示されます。




	サマリー表で、パーティション固有の属性のオーバーライドを定義するJMSシステム・モジュール/外部サーバーを選択して、「オーバーライドの編集」アイコンをクリックします。
	「オーバーライド」ページで、必要に応じて、次のフィールドのパーティション固有の値を入力します。

	
接続URL: WebLogic ServerでJNDIプロバイダへの接続に使用するURLを指定します。


	
InitialContextFactory: JNDIプロバイダへのアクセスのためにインスタンス化する必要のあるクラスの名前。このクラス名は、JNDIプロバイダと、使用されているベンダーによって決まります。


	
JNDIPropertiesCredential: JNDIプロバイダに設定する必要のある資格証明。これらの資格証明は、JNDIプロバイダのInitialContextクラスのコンストラクタに直接渡されるプロパティの一部となります。


	
ForeignDestination/RemoteJNDIName: リモートJNDIディレクトリでルックアップされるリモート・オブジェクトの名前。


	
ForeignConnectionFactory/username: この外部接続ファクトリで表されるリモート・サーバーへの接続を開くときに渡されるユーザー名。


	
ForeignConnectionFactory/password: リモートの接続ファクトリにアクセスするために使用するパスワード。


	
ForeignConnectionFactory/RemoteJNDIName: リモートJNDIディレクトリでルックアップされるリモート・オブジェクトの名前。


	
「OK」をクリックします。










終了後:

オーバーライドを有効にするには、パーティションを再起動する必要があります。
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